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報告書 
 近代都市・青島における知識人の交流と文化空間の創成 
平成 24年度～平成 26年度 
 
１．研究開始当初の背景 
 山東省南部に位置する青島は、海外への窓口としての地理的な機能と租借地という
歴史の中で他のどの都市とも異なる独自の歴史を歩んだ。その近代化の最初期にドイ
ツによる都市整備を経た後、日本の統治を受けてからは、日独中の文化の混淆する都
市空間が出現した。そのため青島では、英字紙、中国語紙をあわせ地方都市にしては
驚くほど多様な新聞が発行されていた。   
 また比較的北京に近いことから北京知識人との人的交流も盛んであり、1930 年代、
当時新設校の青島大学には楊振声を中心に梁実秋・聞一多・老舎・沈従文などの著名
な作家・知識人が教員として着任し、新文化建設の機運に満ちていた。そして代表的
な受業生に、詩人の臧克家らがいる。彼らは雑誌や新聞文芸欄の編集を通じて作家活
動をするかたわら、大学人として叢書・教科書・辞書の編纂に従事するという、極め
て濃密な文化活動を続けていた。言わば青島は、地理的な要因による特異性と、租借
地という開放性の交差した、文化研究の恰好のフィールドであると言えるのである。 
 また中華民国期の青島における文学活動については、これまで系統的な共同研究が
なかったため、本研究によってその解明のための第一歩を踏み出す必要があった。 
 
２．研究の目的 
 本研究では、歴史的な近代都市・青島の文化的独自性を究明するとともに、文学研
究という立場から、青島に関連する諸作家の諸作品を収集、読解することを通し、彼
らの思想形成の道程や作家間の交流や影響による思想的展開といった、作家個人の内
面の究明を行う。それにより都市文化研究に青島という視点から新たな地平を開くこ
とを図る。 
 共同研究に携わる 5 名はいずれも文学研究者であり、教学の場としての青島大学に
おける人材育成の研究という制度史的側面に目配りしつつも、主に 1930年代青島に集
った文化人の創作活動や交流、新聞・雑誌・教科書・辞書編集といった観点から青島
における文化空間の様相の一端を解明することを目的とする。 
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３．研究の方法 
 具体的な研究方法としては、5 名の共同研究者が、青島の文化空間創成に関するテ
ーマを選定して、共同研究を行った。そこから得られた知見を共有しながら、同時に
各自の専門分野に関する個人研究も実施することとした。 
 これに関連して、青島・煙台・蓬莱・北京・上海・大連等における実地調査および
資料収集を行い、日本国内にあっては入手困難な資料を入手した。また青島の都市空
間を実地調査することによって、その文化空間の地理的様相等を確認・究明すること
を行った。 
 
４．研究成果 
 平成 24年度は、青島の歴史・文化について基礎的知識の共有を目指し、青島におけ
る実地調査および資料収集、国内開催の研究会における資料の紹介・講読等が行われ
た。実地調査では、青島市立図書館や沈従文・梁実秋・老舎・康有為らの旧居を訪問
し、資料の収集を行った。実地調査では、沈従文の代表作『辺城』の舞台のひとつで
ある青島近郊の北九水を訪問し、作品理解の一助とすることができた。 
 平成 25 年度は、1930 年代の青島における知識人ネットワークと文化空間の創成に
関して、個別の知見の蓄積を行い、それとともに 2 回の研究会を開催して知見の共有
化を図った。その際には、わが国においてはこれまで研究が少なかった楊振声・王統
照・孫陵を初めとする諸作家が論じられ、青島をキーワードとすることで中国現代文
学の新たな一側面の発見を行うことができた。 
 平成 26年度は、青島・煙台・蓬莱・北京等における補完的な実地調査および資料収
集がなされた。特に蓬莱においては、著名作家であり、1930年代に国立青島大学校長
をつとめた楊振声の生家跡を確認することができ、楊振声研究者である季培剛氏と蓬
莱市文化館において交流することができた。また富山大学においてシンポジウムを開
催し、青島のみならず、青島も含めた近代中国のリゾートと都市という文化的事象も
含めて、検討を行った。 
 本研究においては、まず青島関連の歴史・文学活動に関して実地調査による知見の
深化および資料の収集が図られた。資料の中には、国内で入手しにくいものも存在し、
青島関連資料の蓄積という点で、大きな成果が上げられた。これらの資料の蓄積にも
とづき、これまで日本における中国現代文学研究において論じられることの少なかっ
た上述の各作家について研究を進展させることができた。 
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 本研究でなされた研究を発展させ、今後、国立青島大学のみならず、青島市立中学
等の青島の他の教育機関における文学活動の究明、中国における近代リゾートの受容、
現代中国における海をテーマとする文学の解明といったテーマが新たに浮上するとこ
ろとなっている。 
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楊振声「抛錨」・石華父『海葬』・柯霊『海誓』をめぐって 
―恋愛と復讐の変奏― 
 
杉村 安幾子 
 
序 
 ある小説が原作となって翻案作品が生まれるということは、洋の東西を問わず珍し
くない。例えば日本を例にとっても、紫式部の『源氏物語』は後世に幾つもの翻案・
擬作小説を生んだのみならず、歌舞伎・浄瑠璃・能の素材となり、更には映画・演劇・
ミュージカル・漫画・アニメにまでなっている。こうした翻案作品が生まれるのは、
原作に翻案作品を生みたいと思わせる魅力があり、翻案者を突き動かすからに他なら
ないだろう。 
 さて、五四時期に活躍した京派文人に作家楊振声（1890-1956）がいる。楊振声の短
編小説「抛錨」（1937）は、石華父（1905-1969）によって戯曲「抛錨」（1946）となり
三幕劇『海葬』として上演され、柯霊（1909-2000）によって映画の脚本『海誓』（1948）
となり翌年映画化された。この三作品は、主要登場人物と物語の基本線こそ軌を一に
しているが、戯曲化・脚本化の過程において新たに付加された要素も少なくない。本
稿では原作にどのような要素が新たに加えられたのかを分析し、その意味する所を考
察していきたい。この作業は即ち、小説が戯曲となり舞台に上げられ、映画となって
銀幕で上映されるという変身・変容を遂げる、そのメタモルフォーゼの含意をも追う
ことになるだろう。但し、話劇『海葬』および映画『海誓』を直接観る機会は得られ
ていないため、あくまでテクストとして比較検証する。 
 
１．原型：楊振声「抛錨」―漁民同士の私刑 
楊振声については日本ではほとんど紹介がなされておらず、専論は楊振声の代表作
『玉君』（1925）を通して五四時期の知識人のありようを論じた宮尾正樹氏の一篇しか
ないと言って良い1。中国本国でも専論は多いとは言えず、あるとしても『玉君』につ
いてか、国立青島大学学長を務めた他、北京大学・中山大学・清華大学等の教授を歴
任した楊振声の教育者としての功績を論じたものが中心である。 
楊振声の略歴については宮尾氏の先行研究に譲るが、ここでは楊振声が山東省蓬莱
県水城鎮（現煙台市蓬莱市）の出身であることを確認しておきたい。宮尾氏も指摘し
ているように、蓬莱県水城鎮は山東半島の最北の渤海に面した漁村であり、この故郷
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のイメージは『玉君』ほか、「漁家」（1919）、「搶親」（1932）、「報復」（1934）、「荒島
上的故事」（1943）などの作品に反映されている。これらの作品の多くは、貧しい漁民
や彼らの生活に材を取ったものであり、魯迅に「楊振声は極力人民の生活の痛苦を描
こうと努めている」2と評される所以となっている。その点については、「抛錨」も例
外ではない。 
「抛錨」は 1937年 5月の『文学雑誌』月刊創刊号に掲載された。『文学雑誌』は北
平に編集部がおかれ、上海商務印書館から出版されていた。主編は朱光潜、執筆者に
は京派文人が多く、創刊号には他に胡適・戴望舒・卞之琳が詩を、沈従文・老舎が小
説を、李健吾・林徽因が戯曲を、周作人・銭鍾書・楊絳・廃名が散文を発表している。
以下にごく簡単に「抛錨」の粗筋を紹介しておこう。 
海辺の町。借金だらけの漁師穆三は荒っぽい性格で、他の漁師達との関係は良くな
いが、未亡人何二姑や少年漁師小乙には親切で面倒を見るなど、心優しい面も持って
いる。ある日、穆三は小乙が漁師達のリーダー劉四に、漁に不可欠な漁網を騙し取ら
れたと知り、こっそり劉四の網を舟から切り離し、他の島で売り飛ばし、小乙に代わ
って仕返しをする。劉四は穆三が犯人であることを突き止め、仲間の漁師達と穆三殺
害計画を練る。穆三が何二姑の家にいる時、劉四らが襲撃をかけるが、何二姑は穆三
を庇い、彼はここにはいないと言う。劉四らが身代わりに何二姑を連れて行こうとす
るのを見て、隠れていた穆三は姿を現し、悪いのは自分であると告げ、おとなしく劉
四らに海に沈められる。 
6,500字足らずの短編「抛錨」は、漁師の男達が面子を争い、最終的に一人が海に沈
められ、命を落とすという物語である。趣向を凝らした展開や複雑な人間関係などは
描かれず、その意味では五四作家の楊振声らしい作品であるとも言える。ごく単純化
して言えば、この作品に描かれているのは、漁村という封建的地方集落における私刑
による異分子排除の過程である。筆致は淡々としており、私刑として漁師仲間を海に
沈めるというショッキングな出来事も殊更ドラマチックには描かれていない。穆三が
海に沈められるくだりを見てみよう。 
 
 彼らは何二姑を入れていた麻袋に穆三を詰め込み、石を一つ括り付けた。四人の
男が麻袋を舟に担ぎ込む。舟が沖まで出ると、男達はそれっと声を上げ、ドボン
と麻袋を海中に投げ入れた。海に大波が湧き上がり、続いて波紋が幾重にも外に
向かって広がり、消えていく。とうとう波紋がすっかり消えてしまうと、海は何
事もなかったかのように元の静けさを取り戻したのだった！3 
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麻袋に詰め込まれ、石まで括り付けられて海に沈められた穆三がどうなったかは描
かれず、上記のシーンに続いて「皆が去った後、硬い岩のように海岸に座り込み、呆
然と海を見ている何二姑を、西に傾いた月が照らしていた」という一文で物語は幕を
閉じてしまう。穆三が海で死んでしまったことは容易に想像し得る。 
この「抛錨」についての評価には次のようなものがある。 
 
『抛錨』は親切心と義侠心に満ちた好漢穆三の形象を作り出すのにかなり成功し
ている。穆三はタチの悪い連中がのさばる中で、虐げられ苛められている漁民の
復讐のために敢えて困難を取り除かんとし、最後には無実の者を助けようと自ら
の命を毅然と差し出した。この穆三の形象の意義および読者を感動させる点は、
生活という長い闘争の中で形成された多くの労働者の率直さや勇敢さといった貴
重な品性を、穆三が体現しているところにあるだろう4。 
 
この評は、穆三が労働者であるという点を重くとらえ過ぎており、文革終結後ほど
ない 1982年に書かれたものであることを考えれば、時代的な制約の中での読みである
という感が否めない。穆三の形象に関しては、おおよそこの評の通りであるが、「親切
心と義侠心に満ちた好漢」と言い切れるほどの強烈な印象は受けないからである。寧
ろ淡々とした物語の中で光るのは、漁師の男達の私的制裁の衝撃性と、自らの行ない
の責任を取るために従容と死に就く穆三の潔さの二点であるように思われる。楊振声
は自らの小説創作に関し、「本当の話をする小説家など一人もいない。（中略）しから
ば、小説家は皆ペテン師か？私は又もこう答えるだろう、人をペテンにかける小説家
など一人もいない、と」5と述べており、虚構ではあっても小説の真実性やリアリティ
を重視していることも明確にしている。この点を受ければ、楊振声の「抛錨」も登場
人物の魅力よりも、ある出来事が映し出す人々の心の動きに作品の主眼を据えたので
はないかと指摘し得る。 
 
２．変奏：石華父『海葬』―恋愛と復讐の物語 
 楊振声の「抛錨」を戯曲化したのが石華父である。石華父については日本での専論
がないため、経歴を述べておく。本名は陳麟瑞、1905年に浙江省新昌で生まれている。
1928年に清華学校卒業後、公費でアメリカに留学、ハーヴァード大学でイギリス文学
を専攻し修士号を取得。ヨーロッパを廻り、33年に帰国、上海曁南大学の外文系主任
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となる。34年以降、復旦大学・光華大学・震旦女子文理学院でも教鞭を執った。上海
「孤島」期に戯曲執筆を始め、四幕喜劇『職業婦女』（1939）を発表。その後、『晩宴』、
『孔雀屏』、『雁来紅』、『尤三姐』6などを相次いで発表・上演。1940年代上海の演劇界
では一定程度以上の影響力があったようだが、文化大革命初期の 69年、汚名を負って
失意のまま亡くなった7。楊振声との交流については不明だが、楊・石ともに官費で米
国に留学し、ハーヴァード大学で学んだという経歴が共通している。 
 石華父の「抛錨」は『文芸復興』第 2巻第 1期（1946年 8月）と第二巻第二期（同
年 9月）に二期連載の形で発表されている。これは 1944年 9月 14日から 10月 22日
にかけ、朱端鈞を監督に上海聯藝劇社創立一周年公演の演目として、蘭心大戯院にお
いて三幕劇『海葬』の名で既に上演8された後の掲載であった。友人であった楊絳は『海
葬』を「舞台の最後の一幕で、青く幅の広い繻子がライトを受けて揺らめき、海の波
を表していた」9と回想している。以後、混乱を避けるため、石華父「抛錨」は『海葬』
と記すことにする。 
「抛錨」の脚本化の意図および『海葬』への改題意図については、石華父自身何も
述べていないが、原作の「抛錨」からの改編箇所を確認することで、石華父の狙いを
推測することは可能だろう。 
『海葬』は主人公穆三が他の漁師の男達の怒りを買い、最終的に海に沈められると
いう大筋において「抛錨」と変わらないが、大きく異なるのは、新たに素姐、何九、
何大という形象が投入された点とその結果生じた新エピソードである。彼らの形象と
物語との関わりを以下に見てみよう。 
まずは素姐であるが、彼女は「抛錨」の少年漁師小乙の姉、穆三の幼馴染として登
場する。勝ち気だが気立ての良い美少女であり、両親を早くに亡くし、貧しいながら
も、弟を励ましながら健気に生活している。彼女は男気溢れる穆三に愛情を抱き、結
婚するなら彼とであると決めており、穆三も素姐には心からの愛情を寄せている。更
に、劉四も素姐が好きで、結婚したいと思っている様子も描かれている。 
何九は病気で寝たきりの中年男性。元々は漁師であり、穆三が援助してくれるのを
嬉しく思っている一方、妻何九姑と穆三との関係を疑っている。この何九の妻何九姑
は、明らかに「抛錨」の何二姑が原型となっている。実際、何九姑と穆三の関係は曖
昧である。何九姑は病気の夫が亡くなると、頼り甲斐のある穆三と島を脱け出したい
と思っており、穆三の方も何九姑の積極的な態度にも拒絶をする訳ではない。 
何大は天津の役人。島出身で、関係は明確に示されないが、おそらく何九の兄か従
兄、少なくとも血縁関係があるらしいことが会話などから読み取れる。彼は若い頃、
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居酒屋で居合わせた穆三の父親をこづき、結果として穆三の父親を死に至らしめたと
いう過去があり、それを今なお悔いている。 
新たに加わったこの三人の人物により、『海葬』は原作「抛錨」とは異なる色彩を帯
びることになる。即ち、恋愛と復讐のモティーフである。「抛錨」において、穆三と何
二姑の関係は明らかにされてはいないものの、何二姑が穆三を頼っている様子や穆三
の何二姑への態度から、恐らく男女関係にあるのではないかという推測が成り立つ。
『海葬』では素姐が穆三への恋心を隠すこともなく、何九姑への嫉妬心を露わにした
り、何九姑を穆三に近付けまいと何九に入れ知恵をしたりするなど、穆三・素姐・何
九姑の三角関係が明確に打ち出され、又劉四も素姐を愛し、穆三に嫉妬していること
を見て取れるため、穆三・素姐・劉四の三角関係も存在している。このように『海葬』
では恋愛関係の要素が前面化している。 
一方、「抛錨」では劉四の小乙への嫌がらせへの報復が、穆三を死へ向かわせること
となっているが、『海葬』ではその原作の主線に、穆三による父親の復讐が加わってい
る。過去の過ちを認め尚且つ命乞いをする何大を、穆三は許すことなく殺害してしま
うのであるが、穆三が何大を殺害した直後、『海葬』では不思議なシーンが展開される。
死んだ何九の幽霊が登場するのである。この何九の幽霊登場にはいかなる意味がある
のだろうか？ 
穆三は突如登場した何九を見て、魂を奪われたかのごとく、次のように述懐する。 
 
おめえ、何九じゃねえか。俺が何大を殺したのを責めてんのか？でも、俺を責め
るのは筋違いだぜ、ヤツが先に俺の親父を殺したんだからな。「父さんの仇を忘れ
るんじゃないよ！」お袋が死に際にそう言ったんだ。お袋の言うことを聞かない
訳にゃいかねえだろ。（中略）親の仇を許せるってのか？何九、何か言えよ！何で
黙ってるんだよ？何も言いたくないってのか？ああ、思い出したぜ、おめえ、も
う死んだんじゃねえか。幽霊だから、おめえ、口がきけねえんだ、そうだろ？脅
かすんじゃねえよ、俺は怖くねえぞ。おめえの九姑を俺が横取りするなんて思う
なよ、誰が九姑と天津なんかに行くかってんだ。ありゃ、九姑を騙すための話だ。
俺は九姑なんか好きだったことなんかねえ。俺は心から本気で素姐を愛してるん
だ。（中略）俺の心には他のヤツなんかいねえ…、素姐だけなんだ…素姐…（第 3
幕第 2場）10 
 
何九の幽霊が登場するのは、実はここだけではない。第 2幕第 1場においても、漁
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師達によって何九の幽霊の目撃情報が交わされる。漁師達は、何九姑が穆三と一緒に
なるために夫を殺したと疑っており、姦婦間男には制裁を下すべきだと息巻き始め、
穆三が劉四の網を盗んで売り飛ばしたことへの仕返しもあって、穆三殺害計画は実行
へと移されていく。何九の幽霊は、穆三がこれまで何九夫妻に親切にしてきたのは、
何大への復讐が目的にあったことや、素姐への真率なる愛情を吐露する相手としての
役目を担っているだけでなく、物語の構造上、漁師達の穆三への私刑を正当化する機
能をも果たしている。 
しかしながら、穆三を死へ決定的に導いたのは素姐であった。素姐は穆三と何九姑
との関係に嫉妬し、劉四に彼の網を盗んで売ったのは穆三であること、穆三を殺すな
ら急がないと、明日には穆三が何九姑を連れて天津へ行ってしまいかねないことなど
を告げるのである。穆三を殺すと言う劉四に「もしあんた達にその度胸があるなら、
今晩やりに行くべきよ」などと唆しもする。尤も、それは嫉妬の余り、穆三一人を死
に追いやるためだけにしたことではなかった。素姐は穆三が海に沈められる直前、手
持ちの中で最も美しい服を着て現れ、穆三に「あんたが私をお嫁さんにしてくれるの
を待ってた」「生きていて一緒になれないなら、死んでやっと一緒になれるのよ！」と
自分も一緒に死ぬ意志を見せる。「後悔しないか？」と問う穆三に、素姐は「何で後悔
なんか。愛するなら徹底的に愛し、恨むなら徹底的に恨むのよ。これもあんた自身が
言ったことよ。行きましょう！」と促すのである。最後のシーンを見てみよう。 
 
九姑：〔穆三を引き留め〕駄目よ、こんな妖婦にあんたを殺させたりするもんです
か。この子が死ぬ気なら、この子一人で死なせたら良いのよ。何であんたを連
れて行かなくちゃいけないの。 
素姐：何をぐずぐずしてんのよ。恥をかかせないで！彼のことを本当に愛してい
るなら、あんたも私と一緒に海に跳び込めば良いでしょう。ほら！行かないの？ 
劉四：素姐、身投げなんかするな。 
素姐：するなって？あんたが私を想ってくれるんなら、明日、海の底まで私を掬
い上げに来て。〔漁師達に向かって〕あんた達、麻袋と石、全部用意できた？ 
王五：用意できたぜ。 
素姐：それじゃあ、行きましょう！ 
〔漁師達、次々と退場。舞台上には素姐・穆三・劉四・九姑の四人だけが残る。
素姐、穆三を見つめ、穆三は思わず知らず素姐に引き付けられ、ゆっくりと彼女
の後について行く。劉四と九姑は驚き、腑抜けたようになっている。素姐、ゆっ
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くりと退場。頭をめぐらせると、観客は彼女の顔に極度につらそうな勝利の笑み
を認める。穆三、素姐を見つめながら続いて退場。幕〕 
 
以上の引用からも、穆三を麻袋に詰め海に沈めるのを直接的に行なうのは、劉四ら
他の漁師達であるが、そこまでの道筋を具体的につけたのが素姐であることが見て取
れるだろう。素姐は愛した穆三と一緒になるために、自分の死をも厭わず、海へと向
かうのである。「極度につらそうな勝利の笑み」は、死に際してやっと愛する男を占有
できた喜びを意味しているのではないだろうか。自らの愛情を全身に溢れさせ、穆三
との死を選ぶ素姐には、個我の強さと主体性とを見て取れる。彼女に惹き付けられ、
黙々と後を付いて行くだけの穆三とは対照的である。『海葬』はラストにおいて穆三で
はなく、素姐の物語になったと言えるだろう。 
『海葬』は「抛錨」の淡々とした雰囲気と漁村の私刑を描いた作品から一転、復讐
譚を内に孕んだ、より人間臭いメロドラマ、悲恋物語へと姿を変えた。石華父は「抛
錨」を舞台化する際に、わかりやすいドラマチックな効果を狙って、観客を惹き付け
る恋愛と復讐のモティーフを付加したのではないだろうか。 
 
３．変奏：柯霊『海誓』―仇敵の命を救い、復讐は繰り返される 
 「抛錨」が舞台化され『海葬』となり、それに触発されて柯霊は映画『海誓』のシ
ナリオを書いた。柯霊についても経歴を簡単に述べておこう。本名は高季琳、1909年
広州生まれ。最終学歴こそ小学校卒業であるが、若い頃に古典小説や新聞・雑誌を読
むなどして文学の基礎を身につけ、15歳から執筆を開始。1920年代から雑誌の編集に
携わり、『文芸報』副刊や『浅草』、『万象』、『周報』、香港『文匯報』などの主編を務
める。映画の脚本執筆は 1938年の『武則后』に始まり、1949年以降は主に脚本執筆
に従事し、『乱世風光』（1940）、『夜店』（1945、師陀との共著）、『腐蝕』（1949）、『秋
瑾伝』（1979）などがある11。楊振声との関係は不明だが、石華父とは親しかったよう
で、「石華父同志は私の良く知っている友人だ」12、「麟瑞同志は学者であり、作家であ
り、品性高潔、人となりは穏やかで慎み深い」13と記しており、また石華父の遺作を戯
曲集としてまとめる際に、共通の友人である楊絳に序を書くように頼んだ14のも柯霊で
あった。 
柯霊は 1948年の冬、香港で『海誓』を執筆した15。翌年、程歩高を監督として永華
影業公司により映画化されている16。実際の映画化に当たり、穆三は「黄大」、素姐は
「秋姐」などと名前の変更が見られるが、柯霊のシナリオは「抛錨」『海葬』を踏襲し
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た形で書かれている。柯霊は『海誓』が「抛錨」『海葬』を換骨奪胎したものであるこ
とを述べた上で、「しかしながら、映画のシナリオは小説・舞台劇の基盤とは既に離れ
てしまっており、ほとんど勝手な虚構に近く、映画のシナリオ中に存在する問題は、
完全に私が責任を負うべきであって、楊・石のお二方とは無関係である」と記してい
る17。物語の大きな基本線である、私的制裁による穆三の死については「抛錨」と同様
であり、穆三と素姐を中心とした複雑な恋愛模様および殺された父親の仇を討つ復讐
譚が加わっている点では『海葬』を受けている。又、ほとんどの登場人物も『海葬』
を踏まえていると言って良い。異なるのは、劉老板と穆大媽という人物が新たに加わ
っていることである。 
劉老板は劉四の父親であり、島一番の船主として多くの漁師達を支配下におく存在
であるが、若い頃に穆三の父親を死に至らしめた過去がある。『海葬』における何大が
原型であろう。 
穆大媽は穆三の母親である。病気で倒れ、臨終の際に、二十年前に夫が自殺したの
は劉老板に追い込まれてのことだったと穆三に告げ、父親の恨みを忘れるな、仇を討
って遺恨を晴らせと言い遺して死ぬ。 
この二人が新たに加わったことで、『海誓』は一気に復讐譚の色が一層濃くなってい
く。「抛錨」『海葬』で見られた、穆三が劉四の漁網を盗み、売り飛ばす云々のエピソ
ードが姿を消し、穆三の復讐が物語の前景に出て来ているのである。例えば穆大媽の
死は穆三にとって、今までは知らされてこなかった父親の自殺の真相を明らかにし、
復讐心が燃え上がる契機となっているし、穆三が他の漁師と諍いばかり起こしている
にも関わらず、劉老板がそれを黙認しているのは、彼が穆三の父親を死に追いやって
しまったことへの一種の贖罪であることが描かれ、それによって穆三の報復への道筋
がはっきりと示されているのである。ところが、意外な展開が穆三と劉老板を襲う。
穆三・劉老板・小乙を含む漁師達を乗せた漁船がある晩、嵐に遭う。穆三は暴風雨を
機に劉老板の命を狙うのだが、漁船は大波によって座礁。穆三は、海に投げ出され溺
れかけた劉老板を結果的に救ってしまう。その嵐によって生き残った漁師は、穆三と
劉老板だけであった。劉老板の生還を祝う宴会の晩、劉老板は命の恩人たる穆三を自
ら迎えに赴く。穆三は劉老板に自分の復讐心を示し、家の裏の断崖に劉老板を追い詰
め、とうとう刺殺の後に海に突き落としてしまう。父親を殺されたことを知った劉四
が仲間を率いて穆三を捕え、最終的に彼を麻袋に詰め、海に投げ込むという下りは「抛
錨」『海葬』同様である。 
さて、『海誓』に挿入された、図らずも仇の命を救ってしまうというこのエピソード
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は、実は柯霊の独創ではない。楊振声の短編小説「報復」に見られるものである。「報
復」は 1934年 1月、『大公報・文芸副刊』第 32期に掲載された。高二と小翠は、高い
お金を払って小翠と結婚しようとした劉五から、高二が婚礼前に奪うという一種の強
奪婚によって結ばれた夫婦である。ある日、小翠が山中で劉五から暴行を受け、高二
は怒りの余り、日々凶暴な振る舞いをするようになる。漁に出た高二は嵐の晩、溺れ
かけた劉五を彼とは気付かずに救う。劉五は高二に恩義を感じ、酔い潰れた高二の財
布が盗まれそうになるのを秘かに防ぐ。後にそれを知った高二は劉五に礼を言い、二
人は和解するという物語である18。漁に出た晩に嵐に遇い、溺れかけた仇を救ってしま
うことになるというエピソードが、まさに『海誓』に共通する。柯霊は次のように述
べている。 
 
小説（楊振声の「抛錨」を指す：引用者）の狙いは、おそらく漁民の荒々しく猛々
しい様と、古い漁村の野蛮な遺風を描くことのみにあったのだろう。この舞台劇
は上海において『海葬』の名で上演され、観客に好評をもって迎えられた。（中略）
私はこの作品を改編して映画の脚本を書く約束を永華公司とした時、作品の大枠
のみを使わせてもらい、全く別のエピソードを入れることにした19。 
 
柯霊は楊振声の「報復」については言及せず、「全く別のエピソードを入れる」とし
か述べていないが、「報復」に材を取ったことは明らかではないだろうか20。上の一段
に続いて、柯霊は更に自身の『海誓』が『海葬』とはほとんど異なってしまったため
に、映画会社である永華公司が原作の名を挙げない提案をするほどであったと述べて
いる。確かに復讐譚が前景化された『海誓』は、「抛錨」とは大分雰囲気を異にするが、
では「抛錨」『海葬』とは別物かと問われれば、根本の類似を指摘されるのは免れまい。 
ただ、漁民の私刑が主要テーマであった「抛錨」は『海誓』として映画化される段
において、「報復」のモティーフが挿し込まれたことによって、『海葬』の復讐を含ん
だ悲恋物語から、「期せずして仇敵の命を救ってしまうが、結局は仇敵の命を奪う」と
いう激しい階級闘争の様相を呈すことになった。これは柯霊の『海誓』執筆時期およ
び映画上映時期が、抗戦勝利直後・建国直前であったことを踏まえた上で換言すれば、
柯霊は労働者たる漁民の階級的復讐を描くために「抛錨」を素地としたということで
はないだろうか。そう考えると、「抛錨」のプリミティブな物語は、『海誓』となった
ことで俄然政治的メッセージを放ち始める。 
さて、穆三が劉四達から逃れ何九姑の家に隠れた結果、彼女が自分の代わりに連れ
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て行かれそうになるのを見て姿を現し、劉四達に捕まり海に沈められるという作品最
終部の基本線は、前述の通り「抛錨」『海葬』との共通項であるが、『海誓』ではどの
ように描かれているのであろうか。 
 
一艘の小型漁船が夜の海に停泊している。穆三は舳先に昂然と直立している。彼
の両手は後ろ手に荒縄で縛られている。カメラが下方に向けられ、上半身から下
半身まで麻縄で縛り上げられているのが映る。カメラは穆三の足が大きな麻袋の
中に入れられ、更に麻袋の中には大きな石も入っているのを映す。麻袋の脇では
小さな蝋燭が二本、火が灯されている。続いて四本の手が伸び、麻袋の口を縛り
始める。／（中略）／麻袋の口が縛られ、穆三は完全に袋の中に押し込められる。
／劉四、「投げ入れろ」という表情をする。／二人の雑役が麻袋を持ち上げ、力い
っぱい海に放る。／ドボンと音がし、麻袋は波間に呑まれていく。 
同時刻、画面は素姐の家に替わる。／カメラに映る素姐は、花を髪に挿し、身な
りを整えている。麻袋が海に落ちるドボンという音がし、余韻が届いたかのよう。
心の内に何かを受け止めたように、素姐はゆっくりと立ち上がる。／素姐は無表
情、一歩一歩ドアの外へ歩いて行く。 
 風が強く、波の荒い海上。素姐は一艘の小舟に乗り、波に逆らうかのように進ん
でいく。／ザバーン、大波が押し寄せる。／誰もいない小舟が波間に浮き沈みし
ている。小舟を見下ろすカメラ、ゆっくりと遠のいていく。／フェードアウト。21 
 
 穆三の死は、父劉老板を彼に殺された劉四による復讐でもあり、最早〝抛錨〟は異
分子排除の機能を果たしてはいない。更に『海葬』との大きな違いは、素姐の最期の
描き方だろう。２．で見たように、『海葬』では素姐が穆三の死を決定づけ、彼ととも
に死ぬために積極的に海に向かっていく。しかし『海誓』では、素姐は穆三が海に沈
められると一人で小舟を海に出し、穆三の後を追って身投げをするのである。素姐は
嵐で弟小乙を喪い、悲嘆の余り精神の均衡をも欠いているらしい描写もある。従って
『海誓』の素姐の死は、『海葬』における愛する男と死地に赴く主体的な死とは異なり、
弟と穆三という大切な二人を喪った素姐の悲しい選択でしかない。 
 
結び―素姐に託されたもの 
 以上、楊振声「抛錨」・石華父『海葬』・柯霊『海誓』の三作の分析を通し、新たに
加えられた要素を比較検討してきた。そこから見えてきたのは、漁師の私刑を淡々と
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描いた小説「抛錨」が舞台『海葬』・映画『海誓』へと改編されていく過程で新たに付
与されたものの意味である。 
 簡単に振り返っておこう。『海葬』は何大という人物を投入することで物語を復讐譚
にし、素姐という女性を投入することで愛情面での複雑な関係を加えた。漁師達の〝
抛錨〟という私刑に、様々な人物の感情が錯綜し絡み合う入り組んだ背景を提供した
のである。その結果、作品はしかし却ってわかりやすいメロドラマとなり、舞台化の
際には観客にアピールしやすい物語となった。小説の視覚化の際に、男女間の複雑な
三角関係や嫉妬・激情溢れるやりとりは、具体的な「画」として機能したのであろう。
そして、メロドラマ的色彩が濃くなった結果、素姐の意志ある死が穆三の死の衝撃性
を押さえ、『海葬』は素姐の勝利の笑みでもって幕を閉じたのである。 
 『海誓』では劉老板・穆大媽という二人が新たに投入され、映画は復讐譚としてよ
り強いアピール性を有した。更に「報復」のエピソードを取り入れ、穆三が嵐の晩に
父の仇である劉老板の命を救ってしまうという挿話によって、映画のスクリーンには
嵐という視覚的にも聴覚的にも激しいシーンが提供され、縺れ合う人間心理の表象と
なった。ラストの穆三の〝抛錨〟は異分子排除の機能を失い、劉四による父親の復讐
を意味することとなり、結果として階級的な復讐の連鎖の物語へと姿を変えたのであ
った。柯霊は『海誓』について「私は劇中、次の一点を強調した。血の債務は血をも
って償わねばならず、階級の仇は圧迫者の懐柔や甘い汁などでは決して消し去ること
はできない」22と述べ、復讐のモティーフの重要性を主張している。『海誓』では階級
的復讐が主たるテーマとなり、私刑のラストシーンは復讐のあくまで付随的なファク
ターでしかない。素姐の物語となった『海葬』は、『海誓』で再び男たちの物語、しか
も労働者の物語となったのである。 
 ここで筆者が注目したのは素姐の形象である。「抛錨」には登場せず、石華父によっ
て新たに作られた素姐は、柯霊の『海誓』にも登場する。楊振声のどこか乾いて平淡
な「抛錨」に、素姐が加わったことの意味は決して小さくない。穆三が「抛錨」『海葬』
『海誓』三作品全てにおいて「粗野ではあるが男気溢れる勇敢な漁師」としての役割
を担わされているように、素姐は石華父と柯霊に「愛する男とともに死ぬ女」として、
作品を悲劇に彩る役目を負わされた。しかしながら、作品の最後を彼女の死が締め括
くるという点では共通しているものの、生きて一緒になれなければ死をも厭わないと
ばかりに積極的に死へ向かう『海葬』の情熱的な素姐と、弟と穆三が死んだとなって
は自分も生きていく意味はないと悲嘆に暮れ、一人海へ漕ぎ出す『海誓』の素姐では
まるで別人である。この素姐の造型や形象の相違に着目すると、「抛錨」から『海葬』
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『海誓』への変奏の過程は、楊振声・石華父・柯霊の三者の文学観の相違を如実に示
しているのみならず、とりもなおさず中国現代文学が当時担いつつあった社会的使命
の変遷をも意味しているように思えるのである。 
 この二人の素姐については、「男を追って入水する女」という視点から見ると、中国
文学の歴史の中に幾つもの原型や類型を見出すことができ、その系譜を辿ることで新
たな文学的形象の視座を得られるのではないかと推測される。稿を改めて論じたい。 
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注 
 
1 宮尾正樹「楊振声と『玉君』」（『お茶の水女子大学中国文学会報』第 7号、1988年） 
2 魯迅「『中国新文学大系』小説二集序」（『魯迅全集』第 6巻、人民文学出版社、1996年。初
出は 1935年） 
3 楊振声「抛錨」（孫昌熙・張華編選『楊振声選集』、人民文学出版社、1987年）。以後、「抛錨」
からの引用は全て本書に基づき、拙訳に拠る。また、タイトルとなっている〝抛錨〟は幾つ
かの中日辞典では「錨を下ろす」を原義とし、「物事が突然ストップする」という派生義が
あるが、本作においては「海に沈める、海に沈めて始末する」という意味で使用していると
思われる。 
4 孫昌熙・張華「論楊振声的小説創作」（『文史哲』1982年第 5期） 
5 楊振声「『玉君』自序」（注 3前掲書） 
6 邵迎建著『上海抗戦時期的話劇』（北京大学出版社、2012年）によると、『職業婦女』は 1941
年 11月、『晩宴』は 1942年 12月、『尤三姐』は 1945年 5月の上演。これらの正確な執筆時
期は不明。 
7 石華父の経歴については、柳無非「回憶麟瑞」（上海社会科学院文学研究所編『上海「孤島」
文学回憶録』上巻、中国社会科学出版社、1984年）、楊絳「懐念石華父」（『楊絳作品集』第
2巻、中国社会科学出版社、1993年）を参考にした。 
8 注 6邵迎建前掲書。 
9 注 7楊絳前掲文。 
10 石華父「抛錨」（『文芸復興』第 2巻第 2期、1946年 9月）。以後、石華父「抛錨」からの引
用は全て本書に基づき、拙訳に拠る。亀甲括弧内はト書き。 
11 柯霊の経歴については、唐文一「柯霊小伝」（唐文一編『柯霊書信集』、学苑出版社、1996
年）および賈植芳他編『中国現代文学詞典』（上海辞書出版社、1990年）の「柯霊」の項を
参考にした。 
12 柯霊「我的人生旅行―『柯霊電影劇本選集』序言」（『柯霊電影劇本選集』中国電影出版社、
1980年） 
13 「致唐樟栄」1992年 2月 25日（『柯霊文集』第 6巻、文匯出版社、2001年） 
14 「致柳無非」1984年 4月 16日（注 13前掲書） 
15 注 12柯霊前掲文。 
16 『海誓』の初回上映は香港、1949年 11月 22日。英語題 A Fisherman’s Honour、国語使用、
モノクロ作品。黄大（穆三）を陶金が、秋姐（素姐）を李麗華が、梁九嫂（何九姑）を劉琦
が演じるなど、当時のスター俳優がキャスティングされている。筆者未見。 
17 注 12柯霊前掲文。 
18 注 3前掲書に基づく。 
19 柯霊「関于『海誓』」（『柯霊文集』第三巻、文匯出版社、2001年） 
20 注 7柳無非前掲文では、石華父の妻柳無非は誤って『海葬』は楊振声「報復」の改編である
と記している。 
21 柯霊『海誓』（注 12前掲書） 
22 注 19柯霊前掲文。 
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楊振声「搶親」・「報復」と民国期中国の強奪婚 
―少女は語らない 
 
杉村 安幾子 
 
１．序 
 長らく封建体制を敷き、儒教的価値観が支配的であった中華民国期以前の中国社会
においては、「父母之命、媒妁之言」1を経ることが婚姻の条件であった。形式として
は嫁取り婚が一般的であり、『礼記』に記されている「六礼」という 6つの手順に則っ
て婚姻が行われていた。 
中華民国期に入ると、こうした旧式結婚は近代思想に触れた青年達によって強い反
発を買い、好きでもない相手との結婚こそが不道徳であるとの主張もされ、自由恋愛
による結婚が登場し始める。尤も、誰もが自由結婚を成し遂げ得た訳ではない。1918
年、雑誌『新青年』第 5 巻第 1 号に「貞操問題」2 を発表し、貞操は男女双方に求め
られるべきものだとして旧式の婚姻観を痛烈に非難した胡適（Hu Shi、1891-1962）は、
好きな女性との自由結婚を望み旧式の結婚をした妻に離婚を切り出すも、妻に反対さ
れたことで、最後までその妻と生涯をともにした。また同じく 1918 年、『新青年』第
5巻第 2号の「私の節烈観」3 で女性にのみ貞節を求める風潮を批判し、女性解放論を
呈した魯迅（Lu Xun、1881-1936）は、やはり旧式結婚をした妻がいたが、教え子の女
性と別に家庭を持った。魯迅のこの婚姻形態は、妻妾同居が珍しくなかった封建的婚
姻観の下では不道徳などではなく、魯迅は好きな女性と別に家庭を持ったことで、寧
ろ本人が本来嫌っていたはずの封建的家庭の枠の中に入ってしまったと言える。欧米
や日本の教育を受け、近代思想に憧れた民国期の中国知識人の中には、このように旧
式結婚を押し付ける親に反発はしても逆らいきれず、離婚が女性を死地に追いやるこ
とと同義であった当時においては、妻との離婚をも完全には選択できず、という者が
少なからずいた。現代的価値観で彼らの矛盾を衝くのは容易だが、新旧価値観の混淆
した中にあって、自らの矛盾に苦悩しつつも女性解放や婚姻の自由を訴えた彼らのよ
うな知識人の存在こそが、1950年の婚姻の自由・一夫一婦・男女平等を原則とする中
華人民共和国婚姻法制定に結び付いたのもまた事実であろう4。 
五四作家と称される楊振声（Yang Zhensheng、1890-1956）が 1930年代に発表した作
品に「搶親（強奪婚）」と「報復」という短編小説がある。この二作は漁村を舞台とし
た強奪婚の物語であり、文言（古文）と白話（口語文）が尚混在していた中華民国期
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の文学作品において、すぐれて明瞭でわかりやすい白話によって書かれている。その
意味で楊振声の二作は、胡適「文学改良芻議」が口語文体による創作を提唱した 1917
年から、15年ほどで白話小説の望ましい型を示したものだとも言える。 
本稿は楊振声「搶親」・「報復」の二作を通して、中華民国期の強奪婚と、その特殊
な婚姻における女性の「存在」を追う試みである。婚姻は両性の合意によってのみ成
り立つとされる現代的価値観からすれば、婚姻における女性の「存在」という問題設
定そのものが不可思議以外の何物でもないが、楊振声作品を通して浮かび上がってく
るものは、伝統的な旧式結婚を故意に選択しないということが一見「伝統や旧式のも
のへの抵抗や反発」ととらえられがちでありながら、必ずしもそうではないのではな
いかという疑念である。以下、強奪婚を切り口として、民国期中国の伝統（封建制）
対反伝統（反封建制）というわかりやすい二項対立ではない、複雑な力学の行方を追
っていこう。 
 
２．楊振声の略歴および創作活動 
 ２.1 五四運動の旗手 
 まず、中国本国でも現在では既に完全に「過去の人」となってしまっている楊振声
について、略歴を見ていく。 
1890年 11月 24日、山東省蓬莱県水城鎮の地主の家に生まれる。字は金甫、後に今
甫に改める。故郷で小学校・中学校に通い、1910年頃に親の決めた女性と結婚をして
いる。1915年、25歳の時に北京大学国文系に入学。18年、仲間と新潮社を立ち上げ、
翌年 1月、雑誌『新潮』を創刊、「漁家」（1919）、「一個兵的家（ある兵士の家）」（1919）、
「貞女」（1920）等の小説を発表。同じく 1919 年 5 月 4 日、日本による中国山東半島
への帝国主義的浸出に抗議し、同級生らとデモ行進を行ない、趙家楼焼打ちに参加し
た。所謂「五四運動」である。楊振声はその過激な行動を以て警察に逮捕され、一週
間拘留されている。更に同年 11月、官費によりアメリカへ留学。コロンビア大学で教
育学を学び、23年にはハーバード大学で教育心理学を学んだ。 
1924 年、34 歳でアメリカから帰国し、教授として武昌大学に着任。25 年、中編小
説『玉君』5を現代社から刊行。同年冬には北京大学中文系の教授になっている。その
後、中山大学中文系教授を経て、28年には、清華大学教務長及び文学院院長兼中文系
教授に。この間、「她為甚麼忽然発瘋了（彼女は何故突然発狂したか）」（1926）、「她的
第一次愛（彼女の初めての愛）」（1927）、「済南城上（済南の町で）」（1928）等の小説
発表も継続している。29 年、国立青島大学の設立準備委員会に参加し、翌 30 年、40
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歳で国立青島大学の校長に任命された。32年、青島大学を辞し北京へ戻り、小中学校
の教科書編纂等の仕事をする傍ら、『大公報・文芸副刊』の主編を担当。37 年の抗日
戦争勃発後、当時の南京政府により教育部の代表を命じられ、北京大学・清華大学・
南開大学の三大学を合同にして湖北省長沙で臨時大学として立ち上げる任務を負う。
38年、長沙臨時大学は雲南省昆明に移り、西南聯合大学と改名して設立。楊振声は大
学の常務委員会委員兼秘書長と中文系教授を務めた。40年、中国国民党に加入。この
期間、数は多くないものの小説や評論の発表を続けている。46年 1月、西南聯合大学
は北京大学へと接収され、楊振声も北京へ戻っている。 
1949年から五四運動を回顧する文章を発表し始め、中華人民共和国建国後は、各界
人民代表会議に出席するなどしていたが、52年、吉林省長春の東北人民大学の中文系
教授に任命され北京を離れる。吉林省では省の人民代表大会代表や長春市政教委員に
選ばれるが、54年夏、腸閉塞を患い長春で手術を受ける。翌年、北京協和医院へ転院。
56年 3月 7日、北京で亡くなった。享年 66歳6。 
楊振声の経歴の中で、明らかな画期であると指摘できるのは 1919年であろう。楊が
具体的に創作を開始した時期は不明だが、1919年は彼の実質的処女作「漁家」が雑誌
『新潮』に掲載された年でもあり、中国史的に重要な五四運動の年でもあり、当時は
ごく少数の限られたエリートのみに許された官費でのアメリカ留学の年でもあったか
らだ。 
ここで五四運動について確認しておこう。狭義の五四運動は、第一次大戦後のパリ
講和会議において山東半島の旧ドイツ利権が中国に返還されず、日本に付与されよう
としたことに対し、学生 3千人余りが 1919年 5月 4日に天安門に集合し、条約調印拒
否、曹汝霖ら親日官僚罷免、日本製品排斥などを主張してデモを行なったことに端を
発する。曹汝霖邸に押し寄せ官僚を殴打し、曹汝霖邸である趙家楼に放火したデモ隊
から多くの逮捕者・負傷者が出たため、学生側が反発してストライキに入り、これに
呼応して全国各地で学生運動が起こった。この一連の運動が現代中国の愛国・民族主
義的象徴としてイメージされ続け、現在では 5 月 4 日は「五四青年節」として祭日に
制定されている。 
ここで広義の五四運動に視線を転じれば、山東問題の発生後、雑誌『新青年』等に
よる胡適らの言文一致運動、呉虞（Wu Yu、1871-1949）・陳独秀（Chen Duxiu、1879-1942）
らの儒教批判・孔子批判、欧米の文学や思想の紹介、魯迅らによる近代小説創作とい
った旺盛な文化活動が次々と展開されたことが、「五四」が「五四新文化運動」として
清末に続く近代的覚醒の第二の高まりとしてとらえられる主因ともなっている。愛
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国・民族主義的抗議運動が 1919 年に起きたことは決して偶然ではなく、20 世紀初頭
の中国が近代国家として目覚め始め、当時においては限られた知識人のみではあった
が、中国人が自らの言語を獲得し、その言語で声を上げつつあった時期の必然的な帰
趨であった。 
 
2.2 回想の中の楊振声 
このようにあらゆる意味で情勢が目まぐるしく変化する時代における楊振声を、親
しい友人であった梁実秋（Liang Shiqiu、1902-87）は次のように回想している。 
 
今甫はすらりとした体つきで、風采が優れており、仲間達はよく彼自身が一番激
賞していた名優男役の楊小楼に比していた。言葉遣いや態度は穏やかで上品であ
り、山東大男という風ではなかった。7  
 
今甫は山東大男の名に恥じない立派な体格をしており、物言いや立ち居振る舞い
は風雅で趣がある。いつも中国服を身に着け、手には竹の杖を持ち、洗練された
雰囲気である。書画を鑑賞し、優雅でのびのびとしている。しかし、酒を 1 杯手
にした途端意気盛んになり、拳を打つことをとりわけ好み、酒席につくと往々に
して率先して拳を打ち、表情も声も気勢烈しく人に迫ったものだ。8  
 
 梁実秋は 1930年の国立青島大学開学の際に、楊振声の面識を得、楊に誘われて英文
系教授となっている。上記 2 つの梁の回想によれば、楊振声は長身であった点は「山
東大男」らしく、「穏やかで上品」、「風雅」で「洗練された雰囲気」であるのは「山東
大男」らしからぬ点であったようだ。梁の描く楊振声は、確かに趙家楼焼打ちや官僚
殴打事件に関わった「五四運動の旗手」とはそぐわない風貌であると言えるだろう。 
 清華大学教授時代、楊振声は燕京大学にも出講していたが、その頃の学生に後に作
家として活躍した蕭乾（Xiao Qian、1910-1999）がいる。蕭乾は講義をする楊振声につ
いて次のように回想している。 
 
  私は燕京で清華から客員として来られていた楊振声教授の「現代文学」の授業を
聴講した。（中略）授業では、楊先生は教科書をそのまま読み上げるなどというこ
とはしたことがなく、いつも我々学生を文学の花園へ連れて行き、そぞろ歩きを
し、我々と一緒に一輪一輪の花を観賞するかのようだった。楊先生は丁寧に解説
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して下さったり、又静かに口ずさんで思索なさったりした。先生はいつもまず代
表作から講義を始め、その後我々に作者の他の作品を読み、作者の生涯や思想の
傾向を詳しく研究するよう指導された。楊先生が重点を置かれたのは、国内では
魯迅『吶喊』、茅盾『蝕』蒋光慈『少年漂泊者』、郁達夫『沈淪』、沈従文『月下小
景』だった。（中略）外国の作家では、トルストイ『戦争と平和』、ドストエフス
キー『罪と罰』、ハーディ『帰郷』、ロマン・ロラン『ジャン・クリストフ』につ
いて講義なさった。（中略）楊先生は事前に準備なさった講義録を読み上げること
はなさらず、またご自身の観点を学生に押し付けることもされなかった。ただ啓
発されるのみで、考え方などを植え付けようとはなさらなかった。9 
 
 講義をする楊振声像は、梁の回想の楊像とほぼ重なる。詰め込み式教育が基本であ
る中国において、蕭乾が学生であった 1929年当時、啓発を主とした楊振声の講義が学
生達にとって新鮮であったことは想像に難くない。また楊振声の選んだ作家・作品は
今でこそ文学の経典となっているが、口語文体による創作が開始されて 10年ほどの時
点で、国内外ともに代表的な作家の代表的な作品として示せたという点に、楊振声の
文学的鑑識眼の確かさが表れてもいよう。 
 
 2.3 創作活動および評価 
 楊振声の残した文学作品は多くない。「搶親」・「報復」及び２．１で挙げた作品以外
の短篇小説は以下の通り。 
 
「磨面的老王（粉挽きの老王）」1921年 10月『新潮』第 3巻第 1号 
「阿蘭的母親（阿蘭の母親）」1926年 3月『現代評論』第 3巻第 68期 
「李松的罪（李松の罪）」1925年『晨報』7周年記念増刊号 
「瑞麦（吉兆の麦）」1926年 12月『現代評論』第 1周年記念増刊号 
「小妹妹的納悶（妹の憂鬱）」1926年 12月『現代評論』第四巻第 102期 
「一封信（1通の手紙）」1934年 5月『学文月刊』第 1巻第 1期 
「抛錨（私刑）」10 1937年 5月『文学雑誌』創刊号 
「荒島上的故事（無人島の物語）」1943年 6月『世界学生』第 2巻第 5期 
「黄果（果物）」1946年 4月『世界文芸季刊』第 1巻第 3期 
「他是一個怪人（彼は変な人）」1947年 6月『文学雑誌』第 2巻第 1期 
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他に散文や雑文、評論を 40篇ほど、詩歌も幾つか発表している。 
 楊振声の創作については、陳源（Chen Yuan、1896-1973）が 1926年「新文学運動以
来の十部の著作」において、文学革命以来の価値ある著作として魯迅『吶喊』・郁達夫
『沈淪』・郭沫若『女神』等と並べて楊振声の『玉君』を挙げた。陳源は次のように述
べている。 
 
  もし楊振声先生の『玉君』がなかったら、長編小説は全くないと言って良いだろ
う。しかし、『玉君』はここに挙げる充分な資格がある訳では決してない。構造に
欠陥があり、筋は時に映画のようだと言える。文章は流麗だが、旧文学・旧小説
の雰囲気を脱し切れていないのだ。11 
 
上記に続いて陳源は、ヒロイン玉君の人物造形の曖昧さを指摘し、逆に主人公林一
存の魅力を絶賛している。これに対し、魯迅は次のように評した。 
 
  楊振声は極力人民の間の苦しみを描写しようと努めた。（中略）楊振声の筆致は『漁
家』よりも更に進歩したが、以前の戦友汪敬煕とはまさに対蹠的な立場に立って
いる。彼は「主観に忠実であろうとし」、人工的に理想の人物を造り出そうとした。
しかも自分の理想に頼るだけでは足りないと心配し、何人かの友人の意見を請い、
何度か書き改めた結果、ついに中編小説『玉君』を書き上げたのである。（中略）
彼はまず「自然を芸術化しようと考え」、その唯一の方法は「作り話をすること」
であり、「作り話をする者こそ芸術家である」と決定した。そこでこの定理に則り、
しかも広く多数の人の意見を取り入れて『玉君』を創作したのである。しかしそ
れは必然的に単なる傀儡に過ぎず、彼女の誕生も即ち死亡であったのだ。我々は
その後、この作家の創作を再び目にすることもない。12 
 
 魯迅の楊振声評は厳しいが、『玉君』のヒロインについて「作り話を」した結果、「彼
女の誕生も即ち死亡」となってしまったと見る点は、陳源の玉君表とも重なり正鵠を
射ている。尤も、これには先に「もし『玉君』がなかったら、長編小説は全くないと
言って良い」と讃えた、楊振声の友人陳源と魯迅との確執が背景にあった。陳源を代
表とし、楊振声も主編を務めていた『現代評論』のグループと魯迅との論争について
は先行研究に譲るが13、後世の楊振声評の多くはこの魯迅によるものに基づくことが多
い。 
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 魯迅が陳源と親しい楊振声に好意を持っていなかったことは、この作品評を除いて
も友人宛の書信が証左となっているが14、「極力人民の間の苦しみを描写しようと努め
た」との指摘は正しく、楊振声の創作には貧しい人々の姿が活写されている。本稿で
挙げる「搶親」・「報復」の二作もその系列であった。 
 
３．短編小説「搶親」と「報復」 
 本節では、「搶親」と「報復」の内容梗概及び掲載誌、作品を取り巻く状況を概観す
る。 
 「搶親」の筋立ては以下の通り。深夜ある島の海岸の居酒屋。漁師の辛大はしたた
かに酔って、仲間に不満をぶつけていた。趙二の娘、16歳になる小絨に求婚をし、親
の承諾を得たにも関わらず、周三がより高い結納金を示したことで、縁談がなかった
ことになってしまった。このままで済ますことはできない。男達はある決意を固める。
明け方、趙家を松明と武器を手にした男達が取り囲み、鬨の声を上げる。娘を出せと
要求する男達を、趙二は最初は拒絶するも、金に汚いと強く責められる。暴力も辞さ
ない連中を前に趙二はとうとう娘を辛大に嫁がせることを了承し、辛大は当初通りの
結納金を支払う。恐怖に怯える小絨は泣くばかりであったが、辛大に嫁いだ 3 日後に
は笑顔を見せた。 
 形式的には辛大が主人公と言えるが、辛大及び他の人物の心理描写等はなく、男達
が趙家に襲撃をかけ、少女小絨を奪っていく過程が淡々と描かれている。 
「搶親」は 1932年、雑誌『独立評論』週刊第 28号に掲載された。『独立評論』とは
1932年 5月に北平（北京）で創刊され、編者は楊振声の友人胡適であった。胡適は創
刊号の「序言」に、「国家と社会の問題を討論」しながらも、「主張が完全に一致する
ことも期待せず、ただ各人が自らの知識に基づき公平な態度で中国の当面の問題を研
究することだけを期待し」、「いかなる党派にも依らず、いかなる既成概念も盲信しな
い」 と述べており、寄稿者も胡適と楊振声の他、徐志摩や陳衡哲、何思源、陳西瀅（陳
源）、葉公超、潘公旦といった欧米留学組が中心であり、全体として欧米的な雰囲気の
ある刊行物であった。1937年第 244号で停刊している 。 
「搶親」については「『搶親』は売買婚と武力での強奪婚といった漁村の立ち後れた
風習と、そうした風習を造り上げた原因はまさに貧困なる経済生活にあるということ
を描いている」15との解説的な紹介があるばかりで専論はない。 
 次に「報復」の粗筋を見てみよう。漁師高二と 15歳の少女小翠は結婚が決まった関
係であったが、別の漁師劉五が高い金を払ったことで、母親は小翠を劉五に嫁がせよ
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うとする。しかし婚礼前、高二が小翠を親の家から奪い出し、強引に結婚してしまう。
高二と劉五は居酒屋で顔を合わせることがあったが、高二は意気軒昂、一方劉五は憎
悪の眼差しを高二に向けていた。ある日、小翠が山菜採りに行き、髪を振り乱し、傷
を負って帰宅する。泣いて家に籠ってしまった妻を見て、高二は山中で何があったか
悟る。高二は劉五を捜すが見付からず、その後、暴力は振るわないまでも妻にも凶暴
な振る舞いをするようになる。高二が漁に出た晩、嵐が船を襲う。高二が海中で溺れ
かけた漁師を助けたところ、それは彼が敵視していた劉五であった。劉五は命を救っ
てくれた高二に恩義を感じ、酔い潰れた高二の財布が盗まれそうになるのを秘かに防
ぐ。後にそれを知った高二は劉五に礼を言い、2 人は和解する。親しげに酒を酌み交
わす 2人を見て、小翠もつい微笑むのであった。 
「報復」は 1934年 1月 31日新聞『大公報・文芸副刊』第 32期に掲載された。『大
公報』自体は 1902年に創刊であるが、天津『大公報・文芸副刊』は楊振声と親友沈従
文が 33年 9月にその編集を引き受けてから立ち上がった。水曜と土曜の週 2回発行し
ていたが、35年 8月に第 166期をもって停刊。同年 9月には『文芸』と改名され週四
回の発行となり、主編は蕭乾が務めている。途中、改名と主編交代を挟みながらも、
この雑誌は当時の著名な新旧作家達が次々と作品を発表するだけでなく、「名著紹介」
欄を設けて若い読者の読書指南を行なったり、出版された作品に対しいち早く書評を
掲載したりするなど、1930年代の中国文芸界では大きな影響力があった16。 
 「報復」については、次のような評価がされている。 
 
「報復」は二人の漁民の敵が変じて友となる物語を通して、下層労働人民の美し
い魂を力を籠めて掘り出しており、読者は彼らの強直で豪快奔放な性格からその
正直で善良な優れた品性を目にすることになる。このように深く掘り下げられた
描写は、下層労働人民の生活や経歴を作者が熟知しているばかりでなく、そうし
た下層労働人民の思想や感情をも作者が熟知していることに基づいているのは明
らかである。17 
 
一人の女性を巡って相当荒っぽいやりとりが行われた様が描かれているにも関わら
ず、それについては触れず、あくまでも「下層労働人民」とその「美しい魂」や「強
直で豪快奔放な性格」、「正直で善良な優れた品性」を強調している点は、この評価が
文化大革命終結からほどない 1982年のものであることと無関係ではないだろう。社会
主義を標榜する労働者の国の作品評として、あるべきポリティカル・コレクトネスで
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あった。「山東漁民の恩讐への対処のこだわりなくのびのびとした様」18という評価も、
同様の立脚点からのものである。 
 
４．強奪婚 
 4.１「女性の意志に背いた強奪」と「女性の同意を得ずしての強奪」 
 さて、「搶親」・「報復」双方のモチーフとなっている強奪婚は、文化人類学的定義で
は「略奪婚（marriage by capture）」と呼ばれているものである。 
中国においては「早期の婚姻方法は略奪婚をその起点とし、有償婚がその後に続く」
とされ、略奪婚の定義は「男子が女子本人及びその親族の同意を得ずに、略奪の方法
で当該女子を妻妾にすること」19である。ごく簡単に言えば、女性をモノのように物理
的に奪って強引に行なう婚姻様式であり、それが古代においては婚姻の方法であった。
古代中国婚姻史の研究家は次のように述べる。 
 
男子が武力で女を奪って妻にすることを略奪婚と呼ぶ。強姦の手段を用いる以外
に、例えば盗んで来たり、捕獲したりするといった方法も皆この略奪婚の一つに
数えられる。我が国が略奪婚の時代を経たかどうかについては、独断的に決めつ
けることはできないが、ただ甲骨文から推測するに、確かに幾らかその影を見て
取れるようだ。20 
 
上記の例に拠れば、中国では漢字が誕生する以前から略奪婚が行われていた形跡が
あるようである。清代の趙翼は「田舎には、婚姻に関する協議が成功せず、人を集め
て女子を強奪して結婚を成立させる習俗があり、これを搶親と謂う」21と紹介し、『北
史』高昻伝の「昻の兄の乾が博陵の崔聖念の娘を妻にと求めたが、崔が許さなかった。
昻は兄とともに娘を奪い、村の外まで連れ出した。昻は兄に婚礼を行なうように言っ
た。そこで野合し結婚した」22を引き、「現在の習俗の強奪婚はどれも婚約を経ている
が、昻の強奪は婚約を経ていないので、固より異なるものである」23とまとめている。
そもそも中国において婚姻が、結婚する当人同士ではなく、親（家長）に全ての決定
権があったことに鑑みれば、強奪婚が「正式な結婚」とは見なされず、異常とされた
であろうことは想像に難くない。 
中国の社会文化規範のほとんどは、地域差はあれども人口の九割以上を占める漢民
族のものであると言えるが、では少数民族はどうであろうか。幾つかの少数民族関係
の資料においては、“搶親”を愛し合いながらも親の反対に遭ったために男女双方が示
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し合わせて行なう、駆け落ちのような一種ロマンチックな婚姻形式としてとらえられ
ている一方24、少数民族の一つである布依族では歴史的に略奪婚の歴史を擁しながら、
「いかなる略奪婚にも布依族社会は強く反対する。“公序良俗”を害する不道徳な行為
だからだ」25との見方も示している。 
 略奪婚には複数のパターンがあり、戦争或いは民族紛争などにおいて勝者が敗者側
の女性を奪って妻とし、一種の戦利品と見なすものと、親から結婚の許可が得られず、
女性を誘拐して来て既成事実を作るものなどがある。また現在の中国においては、少
数民族の多く居住する雲南省などで、実際には女性本人の合意や双方の親の合意があ
りながら、婚礼のイベント性を盛り上げるために行なう強奪婚があるが、本稿では取
り扱わないこととする。26 
興味深いことに、中国における研究では次のような記述が見られる。 
 
所謂“搶親”とは、既に婚姻関係が存在する家から、一方が他方（女子或いは父母）
の意志に背いて、強奪して結婚する行為を指す。搶親現象は近世、江南において
しばしば行なわれた。（中略）搶親と搶婚は異なる。搶婚とは“略奪婚”とも謂い、
男子が女子本人及びその親族の同意を得ずに、略奪の方法で当該女子を妻妾にす
ることである。27 
 
この記述によれば、“搶親”は人妻或いは婚約者のいる女性を本人或いは親の意志に
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略奪する婚姻とい
うことになる。微妙な相違のようであるが、意志に背いての“搶親”は既にある婚姻関
係（婚約も含む）を破壊することを意味し、同意を得ずに行なう“搶婚”は強引な方法
ではあっても、あくまでも未婚の状態であることが前提となるので、やはり本質的な
相違でもある。楊振声の「搶親」と「報復」は、明らかに既に婚約関係が成り立って
いる上での強奪婚であるため、間違いなく“搶親”であると言うことができるだろう。 
 
4.2 新聞報道に見る“搶親” 
この“搶親”が清末・民国期中国で行われていたことは、新聞報道からも確認できる。
例えば近代中国の新聞の代表である『申報』を見てみよう。 
清末光緒年間である 1873年、「記大馬路搶親（大通りで起きた強奪婚記録）」なる記
事が載った。幼い時に同じ村の応氏の息子と婚約をした陳氏の娘が、両親ともども応
氏が貧乏であることを嫌い、婚約を破棄しようとしたものの、応氏が上海の大通りで
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結婚付添い人や楽師を揃え、強引に婚礼に持ち込もうとしたという内容である。警察
まで出動する騒ぎになり、強奪婚をするぐらいならさぞかし女性の側は美貌であろう
という野次馬の期待は、陳氏の娘のあばた面にあっさり裏切られたという、茶化した
記述となっている。28 
また 1879年 11月の「貧士搶親（貧乏男性の強奪婚）」によれば、徐氏なる貧しい男
性は某氏の娘と婚約中。某氏に 100 元を婚資として送り、吉日を選んで婚礼を行なお
うと思っていたが、某氏は更に 60元を要求。仲人が交渉するも埒が明かず、徐氏は人
を集めて強奪婚を決行。翌日、某氏が来て騒いだが、時すでに遅く、仲人が宥めたと
いう。この記事には徐氏の強奪婚に対し、「同情すべき余地があり、仕方なかろう」と
いう書き手の意見が付されている。29 
1885 年 6 月には「搶親述聞（強奪婚記聞）」という記事もある。ある老女が娘を甲
の妻にしようとしたが、娘は近所の男とわりない仲になってしまった。甲は仲人を立
てて婚礼を行なおうとしたが、女の側は応じようとしない。男は強奪婚の計画を立て、
人を集めて女の家に押しかけ、娘と一緒に寝床にいた男を殴打し、娘を駕籠に押し込
め、強引に婚礼を執り行った。30 
1893 年 12 月の「搶親奇事（強奪婚怪事）」は次のような内容である。甲の 18 歳の
妹は、乙と婚約していたが、貧しい乙は婚礼にお金がかかる過ぎることを恐れ強奪婚
に及んだ。ところが、乙が駕籠に詰め込んで連れ帰り、拝礼の儀まで行なった新妻は、
何と眉を描き、白粉をはたいて妹になりすました兄の甲だったことがわかる。思いも
よらぬとんだ強奪婚となったが、最終的には甲が謝罪し、乙は妹と無事に結婚できた。31 
また、『申報』で報道された“搶親”に関する最後の記事は、民国期 1948年 2月の「南
通匪幹実行搶親（南通の匪賊幹部、強奪婚を実行す）」である。旧正月、匪賊幹部が 3
人、李家に押しかけ、妻にしたいので娘を出せと要求。泣いて許しを請う李夫妻に、
彼らは「お前の娘は皆、資産階級に嫁に行っている。1 人くらい俺達無産階級に寄越
せ。それが平等ってもんだ！」と言い、強引に娘を連れ去った。32 
言うまでもなく、上記 5 例の記事は読者の耳目を集め、話題となるような内容ばか
りである。メディアというものがゴシップ記事や扇情的な報道で読者を惹き付けよう
とするのは、洋の東西を問わない。上記 5 例も記事の信憑性や情報の確実性からすれ
ば眉唾物ではないかとの危惧もあるが、“搶親”が清末・民国期の人々にとって決して日
常茶飯事ではない、話題になり得る出来事であったということは見て取れるだろう。 
『申報』は主として上海で読まれていた新聞であり、上記の 5 例も上海及びその近
郊での事件の報道となっている。当然、他の地域地方での“搶親”も何例もあったであ
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ろうし、その報道もあったと考えられるが、紙幅の都合で他地域の例を追うことは省
略する。 
しかしながら本節で確認しておくべきは、これら清末・民国期における“搶親”がや
はり「本人及び親の意志に背いた強奪」以外の何物でもなかった点である。「記大馬路
搶親」でも「搶親述聞」でも、男の側の規範、或いは世間体という曖昧ながらも人々
によって内面化された規範からすれば、婚礼を執り行ってしまえばそれこそが正統と
なるという一種の形式主義が強く窺える。とりわけ「搶親述聞」では、他の男と関係
を持っていた女でも婚礼を経てしまえば新郎の所有という構図が明らかである。婚姻
外の性関係に対して社会が寛容であったはずはないが、その点は記事中不問に付され
ている点はある意味興味深い。１で挙げた六礼に基づく正式な婚姻はあくまでも社会
的身分の高い富裕層における常識であり、庶民や貧民層においては男性側が女性側の
家に婚資を贈ることで妻を得る売買婚が一般的であったとは言え33、こうした記事から
は女性は当時、「親のモノ」か「夫のモノ」でしかなかったありさまが窺える。 
また最後の例「南通匪幹実行搶親」は、国共内戦時という時代背景に鑑みれば「匪
賊」は中国共産党と考えられ、紛争時において勝者が敗者側の女を妻とし、戦利品と
見なすという構図に類似していると言えるだろう。 
 
 4.3 語らぬ少女達―「搶親」の小絨と「報復」の小翠 
 楊振声の「搶親」はタイトルが示す通り強奪婚の物語である。作品中、重要な展開
として冒頭の居酒屋での会話、趙家前での会話を挙げることができる。まずは居酒屋
での会話を以下に見てみよう。 
 
  辛大は半酔い状態で、杯をテーブルの上に投げつけるとこう言った。「300吊（旧
時の貨幣単位：筆者注）の大金に青いネル綿を 4匹（旧時の布の単位）、それであ
の娘の母親は、最初は娘をやるって言ったんだ。そしたら周三の恥知らず野郎が、
間に人を立てて父親の方にこう言いやがった。350 吊出すってな。そしたら母親
ときたら、俺に娘との結婚を承諾したことなんかないってきっぱり言い切って、
仲人婆さんが伝え間違ったって居直りやがった。俺様辛大が周三の野郎にまんま
と結婚させるかどうか見てやがれ！」 
 同じテーブルを囲んでいた 10人ほどの体格の良い漁師達は、皆辛大のために義憤
に駆られていた。歳のいった漁師が刻みタバコを咥え、茶色く硬い髭を触りなが
ら言った。「やれやれ、俺らの頃は 18歳の年頃娘だって 20吊に布半匹を越えなか
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ったぜ。畜生、俺達にはまだ高いってのか！うちんとこのかかあなんざ、布 4 匹
を使っただけで、金は一銭も出してねえ。今は何でも高くってよ、女も値上がり
するってか！」彼は言い終ると、煙管を地面で叩いた。これが茶髭の李三だ。 
  「全くだぜ！孫家の娘っ子、あの三口娘な、まだ 15だってのに、400吊も要るっ
てよ！」この若者はおそらく申し込んで断られたのだろう。 
  「今の奴らは皆クラゲが育てたんだよ。骨がねえもんな。ああした畜生めに娘っ
子をかすめ取られてるんだ！」頬髯の男が叫んだ。34 
 
 この後、茶髭の李三が強奪婚を提案したらしい描写が続く。次は漁師達が強奪婚を
実行するために押しかけた趙家前での会話である。 
 
  李三は松明を掲げ、顔を上げると趙二を睨むとこう言った。「俺らが何人いるかは
っきり見えるだろう？早く娘を連れて来い」 
  「俺の娘はもう周三への嫁入りが決まってるんだ」趙二はきっぱりと言った。 
辛大が前に向かって罵った。「馬鹿言え、お前は一人娘を二つの家に嫁入りさせる
約束をしたんだ。金に汚ねえや。お前に教えてやるよ、俺らはやるって言ったら
とことんまでやるからな、早くお前の娘を連れて来ねえか。俺らは“強奪婚”をし
てやらあ」 
  「娘は俺のもんだ。俺が嫁がせたい奴に嫁がせるんだ……」趙二は更に何か言お
うとしたが、皆は一声挙げると彼を棒で殴りつけた。 
  茶髭が叫んだ。「趙二、今回はおめえが悪いぜ。全てのことに先着順ってもんがあ
らあな。今日こっちに OK 出して明日はあっちに OK って訳にはいかねえ。早い
とこ娘を着替えさえて化粧させろって。俺らが穏やかに友好的に迎えに行くから
な。でなけりゃ、俺らは強奪して行くぜ、お前もどうしようもねえだろ」 
  「奪え！奪え！奪え！」皆が一斉に声を上げて叫び、松明が激しく揺れた。 
  「やめろ！」趙二はしばらく考え込んでこう言った。「かみさんと相談させてから
にしてくれ」そして趙二は壁から下りた。 
 
 結婚の当事者であるはずの少女小絨は、最後の方になってようやく登場する。 
 
趙二の娘小絨は丁度 16になったばかりだった。戸外の叫び声を聞いた時には、恐
ろしくて布団の中に潜っていたが、後で父親が簎を持って出て行ったと知ると、
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又も恐ろしさに震えた。更にその後、自分を強奪婚に来たのだと知ると、震えは
止んだもののただ泣くばかりだった。 
 
 ラストの一文「3 日経ち、小絨の顔にも笑顔が見られるようになった。辛大はこう
して結婚したのだった。」があるため、結果的にこの物語が悲劇でも不幸話でもなく、
一応のハッピーエンドであることが示されるが、少女小絨の存在感のなさは突出して
いる。 
 他方「報復」では地の文が多く、会話は少ない。セリフが最も多く最も長いのは、
物語で重要な役割を果たす高二・劉五・小翠ではなく、漁師達に信頼されているらし
い年長の李大である。例えば李大は、酔っ払った高二が目を覚ました後、持っていた
金に血が付いていたことについて、次のように説明する。 
 
  茶髭の李大は高二から煙管を受け取ると、タバコを吸いながら、自分の短く太い
髭を触りつつこう言った。「お前、あの日、持ってた金に血が付いてたって言った
よな？何の血かわかったか？」 
  高二は首を振った。 
  「まあ、お前にゃ無理だろうな！」茶髭の李大は歯を剥き出しにして得意気に笑
った。「お前あの日、店を出たら羅小黒に遇っただろう？」 
  「それは俺もはっきり憶えてる」高二は頷いた。 
  「お前は龍王廟の前で劉五にも会ってるんだ」李大はゆっくりと言った。 
  小翠は手の中の粽用の米を足元にばらまいてしまい、慌てて足で押さえた。 
  「何だって？」高二は跳び上がった。眼の中で怒りの火が燃えている。「あの野郎
だったのか！」 
  「焦んなって」李大は言った。「焦ったって碌なことがねえぜ。俺は、劉五が廟の
前でお前に遇い、酔っ払ってるお前を支えようとしたって言おうとしたんだ。お
前な、あいつ今では良いヤツになったんだ！お前がカネを振り回したから、あい
つは廟の門のところに隠れた。そしたらお前が寝ちまったもんだから、あいつは
心配でそこに座ってお前を見てたんだ。なんだ、信じねえってのか？まあ、話は
これからよ、聴いてな。しばらくして羅小黒の野郎がコソ泥しに来やがった。悪
人は目が速いよな、小黒はお前がそこで寝てるって知って、近付いて金を盗んで
行こうとしたんだ。そしたらどうしたと思う？劉五が飛び出して行って、後ろか
ら小黒のヤツを捉まえた。あいつら 2 人はごろごろ転がった。小黒は死んでもそ
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の金を放そうとしない。でも劉五に血が出るまで滅茶苦茶に殴られて、やっと手
を放して逃げてったんだ」 
 
 そして李大は劉五が朝まで高二を見守っていたことを告げる。それを聴いた高二は
しばらく考えた後、妻の小翠に「俺達今日、劉五を端午の節句のお祝いに来てもらう
ってのはどうだ？」と尋ねる。小翠は顔を紅くして答えることができずにいるが、李
大が「それが良い」と言ったことで、劉五が高家を訪ね、2 人が和解し、物語は大団
円へと向かう。 
 さて、少女小翠のセリフは、冒頭で婚約者高二のことを冷やかす仲間に言い返した
「貧乏人の減らず口！」のたった一言のみである。地の文には、小翠が怒り狂う高二
に対して「犬に仕える猫のように怯え畏まっていた」、高二と劉五が嵐から生還したこ
とについて「彼ら 2 人が生き返ったことが、嬉しくて笑いたかったが笑えなかった。
彼女はさっさと隠れてしまった」、生還後、高二に対し「彼はどうしてこんなに良い人
になったのかしら？」、和解に訪れた劉五が挨拶をしても「彼女は一言も発せず、すぐ
にさっと鍋の横に走って行き、俯いたまま料理をしていた」、最後に夫高二と劉五が仲
良く酒を飲む様を見て「彼女も微笑を禁じ得なかった」といったように、小翠の心理
描写やそれに近い描写はある。しかし、彼女は口を開いて自分の意見や感情を表明す
ることはない。 
 中国の長い伝統の中で、そもそも女性は意見を表明することを求められてはこなか
った。意見を表明する言葉とは所謂「外＝公」の言葉であり、それは男性のものであ
ったのだ。無論、女性達も家の内では言葉を発していたが、それは所詮「内＝私」の
言葉に過ぎず、その意味では女性は意見を表明する言葉を持っていなかったと言って
良いだろう。35 
 このように言葉を与えられなかった 2 人の少女は、婚姻の当事者でありながら、畢
竟当事者たり得ていない。「搶親」の小絨は恐怖で泣くか、作品のラストで笑うかしか
感情表明が許されず、また元々最後にほんの少し登場するのみである。「報復」の小翠
は登場シーンこそ多いものの、怯えたり、笑いたくても笑えなかったり、精々微笑む
ばかりである。 
 
５．結―女性本人「不在」の婚姻史 
 楊振声が強奪婚をモチーフに 2 つの作品を書いた意図は不明だが、強奪婚そのもの
は楊振声の勝手な想像ではなく、故郷の漁村で見られた事例であったのではないだろ
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うか。少なくとも清末・民国期に“搶親”の例が複数あったことは、４．２で確認した
通りである。 
 楊振声の「搶親」「報復」の二作品において登場人物の漁師達が活き活きと描かれて
いる点からは、３に挙げた「強直で豪快奔放な性格」「正直で善良な優れた品性」との
評価の妥当性を指摘できる。それと同時に、貧しい漁師の男が結婚したいと思った少
女と“搶親”によって結婚に漕ぎ着けるという物語からは、楊振声が“搶親”という婚姻
形式を決して不道徳で野蛮なだけの行為であるとは見なしていなかったこともわかる。
つまり、もう一方の「売買婚と武力での強奪婚といった漁村の立ち後れた風習」、「そ
うした風習を造り上げた原因はまさに貧困」にあるという指摘は当たっていない。 
 貧しい漁師の強奪婚を描いた「搶親」において、主人公たる辛大と仲間の漁師達の
結束は、娘の結婚に対してがめつい趙二と対照的である。ここからは貧しくても自力
で生活する者達の力強さへの賛美と金銭を至上とするあり方への批判を読み取れるが、
更には娘の結婚を親が決めることへの抵抗の姿勢も見出せる。言わば伝統的な「旧式
結婚」の否定である。楊振声自身は伝統的な「旧式結婚」であったため、親が婚姻と
その相手を子に強いるという非人道的なあり方を、創作を通して批判したとも言える
だろう。 
もう一つの「報復」は、強奪婚を機に敵同士になった男達が最後には和解する過程
を描いている。貧しい高二の求婚が斥けられ、小翠の親は娘に金のある劉五に嫁がせ
ようとし、結果高二が“搶親”を決行という下りは「搶親」に共通するが、その先は高
二と劉五の返報の繰り返しとなる。高二と劉五の和解は、「敵が変じて友となる物語」
として一種のハッピーエンドととらえられるのかもしれないが、では小翠はどうなの
だろうか。高二に嫁ぐつもりでいたのに劉五に嫁ぐことになり、結局は高二に“搶親”
されるという不安定な結婚。山中で劉五に暴行を受けたことによる肉体的精神的苦痛。
夫高二の凶暴化への怯え。これらはまるで語られることはなく、最後に小翠は和解し
て今後は兄弟のように付き合おうと言い合う高二と劉五を見て微笑むが、夫と和解し
たからと言って自分に暴行を加えた男を彼女自身が許せるのかという問題については
言及されていない。この小翠の語りの欠如は、彼女自身の不在を意味してはいないだ
ろうか。つまり、「報復」において強奪婚は単なる発端に過ぎず、小翠も発端の一因子
に過ぎない。「報復」はあくまで男の物語、野蛮な方法をとってまで意志を貫き、敵が
助け合って最終的には友となる男同士の物語なのである。 
１で見たように、婚姻文化においても文学においてもパラダイムシフトが進んでい
た 1930年代に、楊振声は「搶親」と「報復」に“搶親”という乱暴ではあるが意志的な
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行動を描き、伝統文化解体・旧式価値観否定の意志を示した。西欧の学術・思想を学
び、アメリカに留学した楊振声が、中国社会を変革し、近代化を目指さねばならない
という熱意の下でこの二作を執筆したであろうことは容易に想像がつく。しかしなが
ら、この二作は皮肉にも婚姻の当事者であるはずの少女達が、言葉を与えられていな
いさま、それは即ち婚姻において主体ではなかったことをも如実に示してしまった。
“搶親”という婚姻形式が武力を伴う乱暴なものである以上、女性が主体的に関われな
いということはあるだろうが、楊振声の伝統的規範への批判・否定の狙いが図らずも
照射してしまった女性の「不在」は、単純な伝統的家父長制批判の枠には収まらない、
別のジェンダーの問題を示唆しているだろう。 
楊振声は 1932 年 12 月、『独立評論』の第 32 号に「女子的自立與教育（女子の自立
と教育）」を発表している。これは女子教育の目的を職業上の自立能力の養成に置き、
女性も経済的に独立できるようにするべきであり、一方の男性も家事育児といった「神
聖」な「社会事業」に携わるべきであると主張したものであった36。これは、現在も今
なお続く男女の性別役割分業に関する議論の先駆けと言って良い。このように楊振声
は、女子教育や女性の自立といった問題に少なくとも意識的であった。「搶親」と「報
復」における女性の語りの欠如（＝女性の「不在」）も、本来語る言葉を持たない女性
自身に語らせることで、物語のリアリティが損なわれたかもしれないことを思えば、
あくまで男性主体を貫いたことは、楊振声が良心的な書き手であったことを示してい
ると言えるかもしれない。 
強奪婚の文化史的な意味については文化人類学の研究に譲るが、中国本国で忘れら
れた存在、「過去の人」となっている楊振声と彼の作品の中国現代文学史上及び現代に
おける意義については、今後も更に検討され続ける価値があるのではないだろうか。 
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楊振声と「五四」 楊振声の「五四」 
 
杉村 安幾子 
 
はじめに 
 
 楊振声（1890-1956）は中国現代文学史上、五四時期文学について語る際には避けては通
れない作家でありながら、中国本国では既に「忘れ去られた存在」の感がある。専門的な
論著は数少なく、その少ない論考についてテーマを類別しても、文学面から楊振声の創作
活動を論じたもの、国立青島大学校長を務めた教育者或いは教育行政官としての業績を評
価したもの、五四時期・五四運動へのオマージュとして名を挙げているものとの篇数に大
きな差はない1。また日本では近年、楊振声と沈従文との関わりや教科書編纂についての研
究発表があるものの、専論は楊振声の代表作『玉君』に関する作品論のわずか一編である2 。 
 ある作家が忘れ去られていく過程には、様々な要因があるだろう。例えば時代の変遷と
ともに文体や内容が読者に受け入れられなくなることが、その主因であると考えられる。
しかしながらその一方で、ある作家がある時代においてのみ輝きを放つのもまた、作家・
作品と時代との関係に見事な符合があったからであろう。 
 本稿は「五四」の申し子であったとも言える楊振声が、「五四」とどのような関わりを持
ち、また楊振声にとっての「五四」とは何だったのかについて考察し、検証を試みたもの
である。 
 
一 楊振声とは誰か 
 
過去の人として「忘れ去られた存在」になりつつある楊振声については、経歴を振り返
っておく必要があるだろう。 
楊振声は 1890年、山東省蓬莱に生まれている。字は金甫、又は今甫であった。1919年、
北京大学在学時に新潮社に参加、「漁家」、「一個兵的家」、「貞女」等の小説を発表し、その
中でも 1925年の中編小説『玉君』が代表作となる。アメリカのハーバード大学、コロンビ
ア大学に留学し、教育心理学等を学んだ。帰国後、北京大学、武昌大学、中山大学、燕京
大学、清華大学等の教授を歴任し、清華大学では文学院長、教務長等を務めた。1932 年、
青島大学校長に就任。抗日戦争勃発後は、長沙臨時大学教授、西南聯合大学叙永分校主任
及び教授などを歴任し、抗戦勝利後は北京大学教授兼中文系主任となり、建国後は北京市
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文聯創作部部長に就任している。1952年から東北人民大学教授となるが、1956年に北京で
亡くなった3。 
友人であった梁実秋は楊振声について「今甫（楊振声）はすらりとした体つきで、風采
が優れており、仲間達はよく今甫自身が一番激賞していた名優男役の楊小楼になぞらえて
いた。言葉遣いや態度は穏やかで上品であり、“山東大漢”〔古来、山東出身者は長身で体格
が良いとされていた：杉村注〕という風ではなかった。五四時代の文人の中では、彼は極
めて優れた一人である」4、「彼は北京大学国文系の卒業で、蔡元培先生の学生ということ
になる。青島大学設立準備期間、蔡先生が設立準備の主任だったのだが、実際は今甫が一
人でその並大抵でない任務を負っていた。（中略）今甫は“山東大漢”の名に恥じない立派な
体格をしており、物言いや立ち居振る舞いは風雅で趣がある。いつも中国服を身に着け、
手には竹の杖を持ち、洗練された雰囲気である」5と回想している。上記の楊振声の経歴及
び梁実秋の回想からは、楊振声が大学の管理職的な能力、教育行政能力に長けていたこと
がわかる。実際、『清華大学校史稿』には楊振声が 1928年から 30年まで中文系主任を、29
年から 30 年までは文学院院長を兼任していた記述がある6。当時、清華大学の文学院に馮
友蘭、朱自清、聞一多、兪平伯、陳寅恪、王力、金岳霖、羅家倫、潘光旦といった著名な
学者が揃っていたことに鑑みれば、楊振声の少なくとも管理能力面での人望の高さが推し
量れよう。 
また、燕京大学で楊振声の現代文学の講義を聴講した蕭乾は、「授業では、楊先生は教科
書をそのまま読み上げるなどということはされたことがなく、いつも我々学生を文学の花
園へ連れて行き、そぞろ歩きをし、我々と一緒に花を一輪一輪観賞するかのようだった。
（中略）事前に準備なさった講義録を読み上げることはなさらず、またご自身の観点を学
生に押し付けることもなかった。ただ啓発されるのみで、考え方を植え付けようとはなさ
らなかった。先生は平素から平等に人に接せられ、私のような聴講生を差別なさったこと
もない」7と回想している。楊振声と親交の深かった元教え子の回想ではあるが、友人梁実
秋の回想との間に何ら揺らぎのない楊振声像を見て取ることが出来る。 
次に楊振声の文学作品に対する評価を見てみよう。陳源は 1926年の「新文学運動以来の
十部の著作」〔初出時は「閑話」〕において、文学革命以来の価値ある著作として魯迅『吶
喊』、郁達夫『沈淪』、郭沫若『女神』と並べて楊振声の『玉君』を挙げ、欠点を指摘しつ
つも価値ある作品と評価した8。一方、陳源と論争を行なっていた魯迅は次のように評して
いる。 
 
  楊振声は極力人民の間の苦しみを描写しようと努めた。（中略）彼は「主観に忠実で
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あろうとし」、理想の人物を人工的に造り出そうとした。しかも自分の理想に頼るだけ
では足りないと心配し、何人かの友人の意見を請い、何度か書き改めた結果、ついに
中編小説『玉君』を書き上げたのである。（中略）彼はまず「自然を芸術化しようと考
え」、その唯一の方法は「作り話をすること」であり、「作り話をする者こそ芸術家で
ある」と決定した。そこでこの定理に則り、しかも広く多数の人の意見を取り入れて
『玉君』を創作したのである。しかしそれは必然的に単なる傀儡に過ぎず、彼女の誕
生はほかでもない、死亡でもあったのだ。9 
 
後世の楊振声評は、多くはこの魯迅の評価に拠る。楊振声をプラスにとらえる文では魯
迅評の最初の一文を、マイナスにとらえる文では後半を挙げている。楊振声が過去の人と
なったのは、中国における魯迅の神格化の過程で、魯迅がマイナス評価を与えた人物の地
位は反比例的に下がらざるを得なかったゆえのことと指摘できるかもしれない。 
上記の経歴や友人による回想の中では言及されていないが、楊振声は中国では「五四の
猛将〔原語：五四闖将〕」とも称されている。これは、五四運動に彼が直接携わっていたこ
とに拠るものである。次節において、この五四運動と楊振声の関わりを見ていきたい。 
 
二 「回憶五四」―五四運動とは何だったのか 
 
 まず、そもそも五四運動とは一体何だったのか。汪暉は「「五四」時期は中国知識人にと
って輝かしい夢、忘れ得ぬ追憶にとどまらない。五四時期は思想の自由、個性の解放、理
性の回復、永遠なる正義といったもの達が、既に遅過ぎるきらいはあるものの、慌ただし
くやって来たことを意味している。もし、「神話」という概念が、人々の憧れる独特の形式
が示す未来を表し、一種の具体的な行動を通じてその未来の実現を前もって示しているの
だとしたら、「五四」はまさにそのような神話である」10と述べる。 
汪暉自身は五四時期には生まれておらず、後世の中国知識人の眼に五四時期・五四運動
が一種の神話と見なされているのがわかる。しかし、実際の所、五四運動とはごく狭義で
は「山東半島への日本の帝国主義的進出に対する中国の民族的抗議運動」であった。具体
的背景は以下の通りである。1914 年の第一次世界大戦勃発後、日本が山東半島に出兵し、
ドイツの租借地と諸権益を接収した。翌年、日本は北京政府に二十一か条要求を突き付け、
袁世凱政権はそれを一旦拒否するも日本側の強圧に屈し、1918年、段祺瑞政権が日本との
秘密軍事協定に応ずることとなった。翌 1919年、パリ講和会議にて戦後処理が行われ、日
本の主張が会議で承認された。これを受けて、5月 4日に行なわれたのが五四運動である。
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中国現代史では五四運動の流れが以下のように叙述される。 
 
   1919年 5月 4日午後、北京の各校の学生三千人余りが天安門前で集会し、デモ行進
を行なった。学生達は宣言の中で「外には主権を争い、内には国賊を除く」のスロー
ガンを提出し、即刻国民大会を開くことを主張した。デモ隊は東交民巷に入り、各国
大使館に抗議表明を行なおうと考えたが、大使館の警備員に阻まれた。学生達は向き
を換え、趙家楼の曹汝霖邸へ向かった。曹汝霖は当時、北京政府の交通総長、1915年
には袁世凱の外交次長であり、二十一か条に調印した代表の 1人だった。曹と章宗祥、
陸宗輿の三人は段祺瑞の日本借款について軍事協定に調印した仲介者でもあり、その
ため輿論の指弾を最も受ける売国奴となっていた。学生達は曹邸を取り囲み、中へ押
し入った。曹汝霖は見付けられなかったが、曹邸にいた日本から帰国したばかりの章
宗祥を見付けた。学生達は曹邸で火を放ち、章宗祥を痛打した。軍隊・警官の大群が
曹邸に押し寄せ、学生三十二人が逮捕された。11 
 
学生の愛国心に基づくこの事件が契機となり、運動は各都市に波及していった。6月 3・
4 日、政府は北京で千名以上の学生を逮捕したが、それを受けて上海では中国史上空前の
「三罷闘争〔学生・労働者・商工業者によるゼネスト：杉村注〕」へと発展。政府は 7日に
逮捕者を釈放し、10日には親日派三官僚曹・章・陸を解任、28日になってようやくパリ講
和の調印を拒否するに到った。 
さて、ここで楊振声が 1954年に発表した「回憶“五四”（「五四」の思い出）」という回想
文を見てみよう。 
 
   日本の二十一か条要求はまるで人々の心を押さえ付ける岩のようで、それを取り除
かんと青年達は誰よりも熱い思いをしていたのだ。（中略）5月 3日の晩、北京大学第
三院大礼堂で各校代表大会が開かれ、5 月 4 日の午前中、天安門で大会を開くことが
決まった。 
   5 月 4 日は風のない晴天だった。尤も、頭上は常に満天の風雲のように感じていた
が。各校の隊列は、天安門へ向かって五千人余りものデモの奔流となり、青年達にと
っては生まれて初めてかくも勢いの凄まじい群衆運動への参加となった。この奔流は
まず東交民巷に向かって渦巻いていき、帝国主義者に対して気勢を示した。隊列の中
では憤怒のスローガンを叫ぶ声が沸き起こり、紙に書かれた様々な標語がはためいた。
「中国は中国人民の中国だ！」「二十一か条を撤廃せよ」「売国奴を処罰せよ」「条約の
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署名締結を拒否せよ」「山東の権利を取り戻せ」……こうしたスローガンや標語は、全
て火山の噴火口から噴き出た炎のように、全ての青年の心で燃え盛っていた。 
   大隊は東交民巷に入っていったが、帝国主義者達は私達自身の土地を、私達が通り
過ぎるのを拒否した。奔流の怒潮は向きを転じ、趙家楼へと渦巻、二十一か条の要求
に署名をした売国奴曹汝霖の住宅を取り巻いた。隊列は路地に入り込み、水も漏らさ
ぬ厳重な包囲となった。 
   私達の隊列が天安門を出発した時から、警察は終始私達の周囲に付いて来ていた。
趙家楼へ着くと、何人かの警察官が集まり、曹家の固く閉じられた大門を守っていた。
しかし、重要な売国奴曹汝霖・陸宗輿・章宗祥は皆、都合の良いことに中にいた。群
衆の瞋恚の焔は防ぐことなどできず、私達はとうとう警察の包囲を破り、大門へとな
だれ込んだ。誤算だったのは、ヤツの家の後門を塞ぎ忘れたことだ。学生達は前門か
らなだれ込んだのだが、曹・陸の二人は後門から逃げ去ったのだ。章宗祥は逃げ出す
のが間に合わず、群衆は彼を殴って半殺しにした。召使いの部屋まで捜索した際、桶
に半分ほどの灯油を発見した者がおり、「こいつら畜生どもを焼いちまおう」という考
えが浮かんだのだった。 
   火が起こった後、大隊は次第に散って行った。後に残されたのは、警察に捕えられ
た三十二人であった。12 
 
 この引用からわかるように、楊振声は五四運動の実質的な参加者であった。当時、北京
大学国文系に在籍していた楊振声は、デモ行進を行ない、趙家楼焼打ちに直接に関わり、
投獄された三十二人の一人だったのである。逮捕者リストにもその名を見出せる13。楊振
声の運動への積極的参加及びその結果としての逮捕については、この時点では彼が覚醒し
た近代知識人であったからというよりは、山東出身であったことが大きいだろう。官僚公
邸焼打ちといった過激な行動への参与も、民族的愛国心やナショナリズムの発露と考えら
れる。 
 このように、楊振声は五四運動という時代的激流の単なる傍観者ではなかった。しかし、
彼の当事者意識は、時代の推移の中である変化を遂げていく。以下に挙げるのは「五四
與新文学（五四と新文学）」という五四運動三十周年を記念した、楊振声の回想である。 
 
   五四運動は反帝国主義・反封建主義の二つの重要な意義以外に、付帯的な意義もあ
る。それは新文学との関係である。根本的に言えば、この二者はどちらも解放運動で
ある。形式的に言えば、五四運動は行動の上で思想を表現した解放形式であり、新文
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学運動は言語の上で思想を表現した解放形式であったのだ。新文学運動は民国 6年に
始まった。当初はまだ白話詩と白話文の提唱に過ぎなかったが、民国 8年になって五
四運動と合流し、ようやくその内容は確実に豊かになり始め、その力も勢いよく広が
り始めたのである。というのは、新文学運動は反帝国主義・反封建主義という明確な
目標と、全国の青年達という新鋭軍を得たからなのである。もし五四運動がなかった
ら、新文学の発展もかほどは速くなかったであろうし、甚だしくは、容易には発展し
得なかったであろう。翻って言えば、もし五四運動が自身の言語というものを手にせ
ず、今なお古文を道具として用いていたら、この運動は全国の青年達や多数の人民を
しっかり捉えることはできなかったであろう。二つの運動の合流は、思想と行動と言
語を一丸とし、それらの解放運動の第一段階の使命を果たすことができたのである。14 
 
 また、楊振声は翌 1950年には次のように回想している。 
 
   周知のことであるが、「五四」は旧い民主主義が新しい民主主義へと向かう第一段階
であり、旧い文化が新しい文化へと転じる発端でもあった。政治面では、当時中国が
反封建・反植民地の国であると明確には規定できなかったために、反帝国・反封建の
スローガンを鮮明に打ち出すこともできなかった。しかしながら、当時の所謂「外で
は強権に抗い、内では国賊を除く」の旗幟が「五四」を本質的に反帝国・反封建の啓
蒙運動としていた。逆に文化面では、「五四」は完全に中国の旧い文化に反対し、盲目
的に西洋の新しい文化を崇拝していた。換言すれば、無批判に中国文化に反対し、又
無批判に西洋文化を受け入れてもいたのである。表面的には政治と文化の方向は一致
していないようであるが、内容的には両者にも関連があったのである。（中略）五四以
来の文化啓蒙運動はずっと模索し、『延安文芸座談会における講話』に辿り着き、やっ
とこの偉大な基礎と活路を見付け当てた。実を言えば、これより以前は解放区の作品
ですら偉大になり得ず、その他の地の作品と来たら更に言うまでもない。これ以降、
全ての人民の創造力は解放され、その力はまさにそこで生まれ育ち、まさにそこで跳
躍している。その力はすぐに発光し、既に星が瞬くように外へ向かって光を放ってい
る。15 
 
周知のように、五四運動には広義の意味もあった。同時期、雑誌『新青年』において胡
適らによる言文一致運動や呉虞・陳独秀による儒教批判が展開され、欧米の文学・思想の
紹介や魯迅らによる近代小説の創作活動が旺盛であった。その結果、五四時期は「五四新
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文化運動」として、清末に続く近代的覚醒の第二の高潮期・中国現代史上のエポックとも
捉えられることとなる。前掲の汪暉などの視座はこれに基づくものである。 
 上記二つの回想からは、楊振声の中でスタート地点ではある意味純粋な愛国運動であっ
た狭義の五四運動が、三十年という時間の中でより文化的文学的な色彩を濃くし、広義の
意義を付与していった過程が見て取れるのではないだろうか。しかも、後者では毛沢東路
線が鮮明である。ある運動・あるムーブメントが、時間を追うにつれて当初の意義とは異
なる様相を呈していくことは珍しくないが、これもその一例と言えるだろう。 
 学生の愛国運動に端を発した狭義の五四運動は、時代を下るにつれ次々と意義を付与さ
れ、当事者であった楊振声においても抽象的美化・神話化がなされていった。そしてそれ
は又、個人（＝“小我”）の体験が歴史的文脈の中で評価の揺るぎ難いイデオロギーに収斂さ
れ、政治的な文脈（＝“大我”）に取り込まれていく過程でもあったのである。 
 
三 「貞女」―“貞女”のインパクト 
 
 楊振声は「回憶“五四”」の冒頭で次のようなエピソードを紹介した。 
  
   東西に伸びた長い通りに大勢の老若男女が立ち並び、口々に「才徳兼備の娘の嫁入
り」を見るのだと騒いでいた。 
   「才徳兼備の娘ってどういう意味？」私は丁度午後の授業が終わって帰宅したとこ
ろで、ヤギ髭の男を仰ぎ見て尋ねた。 
   「待ってりゃすぐに見られるさ。ガキが焦んなって！」男は話のついでにヤギ髭を
ちょっと動かした。 
   しばらくして、やたらと物寂しいラッパの音が耳に漂って来た。真正面からやって
来たのは執事・楽手一揃い、青い駕籠を引き、駕籠の中には位牌が一つ、位牌には青
い紗がかかっていた。続いてもう一つ青い駕籠が来たが、駕籠の中には 17、8の少女
が座っていた。彼女の痛々しい顔には茫然自失とした大きな眼だけが見え、見れども
見えずといったようにぼんやりと前を見ており、頭にはやはり青い紗がかけられてい
た。このありさま全体はまるで葬式の出棺のようで、その日の午後の太陽すらも白っ
ぽく見えてしまった。 
   私は走って帰宅し、祖母に尋ねた。 
   「才徳兼備の娘というのは才徳兼備の娘ですよ」祖母は少しも珍しくなさそうに、
落ち着いて答えた。「嫁取りなのに、新郎はどこかって訊くのね？新郎は死んだんです
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よ。位牌が新郎です。位牌に嫁ぐのが才徳兼備の娘ということなの。…口をあんぐり
させて、私をじっと見てどうしたって言うの？あんたの馬鹿っぽい様子ったら！」 
   「まあ、それもそうよね！」祖母は少しして溜息をついてこう言った。「若さ溢れる
娘が位牌に嫁ぐんだものね！これまでそんなの見たことなかったかもしれないね。あ
あ！その娘はあの位牌と一緒に婚礼の礼拝をしなくちゃいけないし、新婚夫婦のため
の部屋にも入らなくちゃいけない、それに夜にはあの位牌と…座ってないといけない
のですよ…」 
   私は脳裏でうすら寒い風が吹くのを感じた。それ以降、寂しそうな顔つきの少女が
深夜、位牌の隣に腰を下ろし、茫然とした大きな眼を瞬かせている様がしょっちゅう
私の心の内に現れるようになった。 
 
 この回想は楊振声の「五四」に到る前の見聞として、死んだ婚約者への嫁入りという封
建的習俗に対する子供の本能的な違和感・恐怖感が示される。実際には楊振声自身に降り
かかった出来事ではなく、単なる見聞に過ぎないのではあるが、幼少年期の楊振声に与え
た影響は大きく、封建的体制への嫌悪感から五四運動に直接つながるものだったのだろう。 
 実はこの「回憶“五四”」に描かれる、死んだ婚約者に嫁ぐ少女のエピソードは、早くも
1920年、楊振声が雑誌『新潮』に発表した短編小説「貞女」のモチーフでもあった。 
 
   ある晩秋の昼時だった。空には淡い薄雲が幾つか漂い、白い陽の光が、風が吹き清
めた長い通りに差していた。何軒かの家の玄関口に女子供がたくさん立っており、そ
こでぼそぼそと何やら語り論じている。風が悲痛なラッパの音を運んできた。 
   「ほら、あっちから来たんじゃない?」首を伸ばして一人が言う。 
正面から、不揃いで雑然とした旗などの儀仗が現れ、続いて青いラシャの駕籠。駕
籠の中には位牌が一つ供えられていた。後方に青い駕籠がもう一台。中には 18、9の
少女が座っている。白絹の衣装を身につけ、頭には水色の紗を被り両肩に垂らしてい
た。真白な顔には血の気が少しもなく、ただ唇にだけ淡い紅が差されていた。硬直し
たように腰を下ろし、眼球も動かず、あたかも泥人形の女神のようだった。 
   「あれが張家の“貞女”ってわけね」一人の女が後ろから来た駕籠を指差し、老女に
言った。 
   「婚約して何か月かで男の方が死んだらしいよ。あの娘はその男がどんな顔だった
か、まだ見てもいなかったんだって！」 
   「やれやれ！あんな器量よしで年若い娘がねえ、あの娘の親はどれだけつらいこと
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か」その老女は答えながら咳き込み始めた。 
   「お母さん、これって野辺の送り？」子供が顔を上げて母親に尋ねた。 
   「出まかせ言って。花嫁さんをお迎えしたんだよ」母親は息子に答えた。 
   「新郎はどこ？」その子供は再び尋ねた。 
   「前のあの駕籠のお位牌がそうなんでしょ」母親は煩わしそうに答えた。子供は眼
を見開き、口を開けて再び何かを言おうとしたが、母親は顔の向きを変え、他の人に
話しかけてしまった。子供は唇を尖らし、俯くと呟いた。 
   「あれは木の位牌じゃないか」 
   （中略）若夫婦の新婚の部屋の正面には供物台が置かれ、そこには新郎の位牌が立
てられていた。明るくなったり暗くなったりする蝋燭の灯り、青く微かに揺れる炎が
位牌を照らしている。窓の前には銅製のベッド、ベッドには絹の寝具と新婚用の絹の
枕が二つ。夜は深まり、周囲は物音一つしない。花嫁の阿嬌は位牌の傍らの椅子に腰
かけ、ぼんやりとした両眼でベッドを眺めている。窓の外から西風が紗を透して入っ
て来た。風は灯りを二度強く揺らすと、黒い煙がふうっと差し上り、室内は一気に真
っ暗になった。続いて、窓の外で竹の葉がさわさわと鳴った。16 
 
 この「貞女」の冒頭部と「回憶“五四”」の冒頭部との類似は、細かく比較して確認するま
でもないだろう。概括して言えば、「貞女」は花嫁の少女の様子をより丁寧に描写し、「回
憶“五四”」は新郎不在の婚礼の不自然さを本能的にとらえた子供の視点を明確に打ち出して
いる。 
 次に「貞女」の中段からラストシーンを見てみよう。 
 
   晩春のある日の午後、新妻は午睡をとると、足の向くまま家の後ろの庭へ歩いて行
った。向かいから春風が花の香りを運んでくる。体は気怠かった。柳絮が辺り一面に
散っており、転がって球になると、足元でふわふわコロコロと踊り回るのだった。対
になった蝶が花の間から跳び出て来ると、目の前でひらりひらりと飛び舞った。彼女
は柳の枝を幾つか無造作に手折り、太湖石の一つに腰を下ろし、小物でも編もうと思
った。しかし、どうしても編み方を思い出せなかった。顔を上げると、目の前に芍薬
の茂みが幾つか見えた。芍薬の花は既に半分散っており、まだ散っていない花弁が、
萼の上でひらひらと舞い、吹く風に堪えかねるといった風情であった。二羽のスズメ
が山のように散り落ち、積み重なった花の上で、なかなか寝床から離れられないとい
う様子。もうじき沈む陽に照らされ、羽を伸ばし、首の毛を立てて、向かい合って互
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いにチュンチュンと呼び交わしている。ぽとんと音がし、リスが二匹、木の枝から落
ちてきた。二羽のスズメは驚いて、バタバタと落花を何枚かあおって飛び去った。二
匹のリスもキキッと鳴いて逃げ去った。彼女は気を落ち着かせると、自分が手の中の
柳の枝を折り、足元に一面散らしてしまっていたことに気が付いた。立ち上がり、衣
服を整えると、気だるげに部屋へ戻って行った。顔に熱があるように感じ、鏡の前に
立って映してみると、顔には赤みと白みがあり、両頬は紅潮してリンゴのようだった。
数歩退がって椅子に座りこむと、例の位牌をぼんやりと眺めた。 
   朝、陽の光が窓全体を照らしていた。しかし、彼女はまだ出て来ていない。女中が
何度か洗顔用の水を持って来たが、そのたびに戸は閉まったままで、中では物音がし
ていなかった。女中は不審に思い、窓の外からこっそりと中を覗いた。驚いて舌が縮
み上がった。言葉が口から出て来ない。一目散に李奥様の部屋に駆け込むと、目を見
開いて、ようやく言った。「若奥様が首をお吊りなさいました！」 
 
 このように作品の最終段においては、「回憶“五四”」では描かれなかった、少女の自死が
示される。楊振声は婚礼前に婚約者を喪った少女に、更に過酷な運命を与えたのである。 
 ここで貞女について考えてみたい。貞女とは婚約者を喪っても他家には嫁がず、婚約者
の家で節を守る女性を指す。古来、中国において貞女は表彰の対象であった。史書には貞
女の記録が数多く残っているが、これは伝統的な貞女賛美の理念に基づいている。史書の
中から、楊振声の「貞女」に類似する貞女の記録を幾つか拾ってみよう。 
 
史氏は杞県の人である。孔弘業に嫁ぐことになったが、婚礼の前に孔弘業が亡くな
ってしまった。殉死したいと思ったが、母がそれを許さなかった。史氏は七日物を食
べず、母がお茶を無理に飲まそうとしたが、二匹の蛾が茶碗に落ちて死んだのを見て、
史氏は「虫ですら私の誠の心を尊んでくれているというのに、お母様だけが理解して
下さらない！」母は娘を妨げるべきではないとわかり、翌日、喪に服す着物を作り、
孔弘業の家に送った。夕暮れになり、史氏は舅姑に別れを告げ、着衣を整え自死した。
白い気が細く家の上から立ち上り、朝になると消えた。17 
 
   李氏は寿昌の人である。13歳で翁応兆と婚約をした。応兆が突然亡くなり、李氏は
婚礼衣装・婚礼用具を焼き、自らも炎の中に入ろうとしたが、両親に助けられてしま
った。翁家を訪問し、舅姑に哀悼の辞を告げ、養子をもらって後継ぎにするよう願い、
また小さな楼を望んだ。そこに婚約者翁応兆の位牌を置き、その傍らで寝起きし、食
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事を供え、姑以外とは会わなかった。舅が亡くなり、翁家が没落し、飢えを忍びなが
ら機を織って姑を養った。ほどなくして姑も亡くなった。隣家で火事が起こり、夜か
ら朝まで燃え、周囲の百余軒もの家まで延焼した。隣家の妻が楼に上り、李氏に逃げ
るよう勧めたが、李氏はこう言った。「今まさに私の命の尽きる時です」夫の位牌を抱
き、燃えるのを待った。しばらくして四方が全て焼き尽くされたが、楼だけが残って
いた。18 
 
 以上二つは明代のものである。次は清代の貞女の例である。 
 
   濰上の女、氏は知られていないが、雍正帝の頃の濰上の農家の娘である。婚礼の前
に婚約者が亡くなり、母が弔問に訪れ、娘も一緒に連れて行ってくれと頼んだが、母
親がそれを許さなかった。着物は紅で白い衣を重ねていた。濰〔山東省東部：杉村注〕
の風習では、成人女性は弔問の際、棺の傍までは行かないものである。娘は厠へ行く
と偽り、棺のある部屋の場所を尋ねて部屋に入り込み、着ていた重ねを脱いで、棺の
傍で首を吊った。19 
 
   烈女張氏、名は秀、徐州北郭名賢里の人。（中略）15 歳の時に同じ里の胡欽と婚約
した。欽の父親は商売で忙しく、婚儀のことを考える暇がなく、ようやく婚礼につい
て相談し始めた頃、欽は突然病気で亡くなってしまった。訃報が届くと烈女張氏は慟
哭し、地に倒れ、殉死することを誓った。水も米も口にせず、婚礼用品を全て燃やし
てしまった。母親は娘に、「あなたはずっと家にいて、まだ胡家の妻にはなっていない
のですよ。そこまですることはありません」娘はこう言った。「私は、女は一人の人に
従って一生を終えるものだと聞いております。その節義や行いを変える理由などあり
ません。私のこの身は既に胡家のあの方のもの。生死に関わりなく。その徳を敢えて
変えることがありましょうか。天が既に子供を失ってしまった以上、何に頼りましょ
う。あの方が亡くなったのなら、つき従って死ぬばかりです。（中略）」烈女張氏は力
説し、その考えはますます堅くなり、胸を叩いて号泣した。眠らず食さずして三日目
の晩、見張りの者が疲れてうたた寝している隙に、烈女は縊死してしまった。棺に納
める際、その顔色は生きている時と変わらなかった。時に康熙 32年 5月 25日、婚約
者が亡くなって三日目。烈女張氏は 21だった。20 
 
 これらのエピソードは、全て婚約者を喪った少女が機を見て死を選ぶという点で共通し
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ており、「貞女」のモチーフが楊振声自身の単なる想像に基づいたものなどではなく、歴史
的に容易に類例を見出すことのできるものであったことがわかる。彼女達の死は亡くなっ
た婚約者に殉じたもので、こうした殉死は清の雍正帝が命を軽々に扱わないようにという
命令を出しても尚行われていた。このことは当時の社会において、皇帝の命令よりも、そ
して文字通り女性自身の生命よりも、女性の「貞節」が重視されていたことを端的に意味
している。 
楊振声の「貞女」は、あくまで形の上ではこれら史書中の貞女の自死を踏襲しているよ
うに見える。しかしながら、上記の史書の四例が、少女が婚約者の死に殉じて意志的に自
死を選ぶ様を、明らかに尊いものとして描いているのに対し、「貞女」においては貞女賛美
の色は見られない。「貞女」の少女が死を選んだ理由は明示されていないものの、彼女が庭
をそぞろ歩く描写は春の盛りの生命感に溢れる美しい様を描いており、少女が嫁いで来た
日の晩の陰鬱な描写とは鮮烈な対照を見せている。楊振声が春の描写に青春期の少女の
若々しさと美しさを投影させていると見て間違いはなく、そのような描写を通して、若い
少女が死者に嫁がされるという風習を陰惨で畸形的なものとして対置させているのである。
「貞女」の引用中の「対になった蝶」、「二羽のスズメ」、「リスが二匹」も、少女の眼には
自身と対になるべき夫の不在を強く意識させ、その欠落感と孤独感を高める描写になって
いる。動物がつがい、花が溢れる春の自然な景観の中、少女は不自然に一人なのである。
更に、結末を知ってから再度読み返せば、半分散って足元に重なり合っている「芍薬」の
散り落ちた花〔原文：落花〕の描写も、「破鏡重ねて照らさず、落花枝に上り難し〔原文：
破鏡不重照、落花難上枝。「男女関係は一旦壊れたら元には戻らず、死者も二度とは帰らな
い」の意：杉村注〕」21を想起させ、少女の自死を予示するもののように思われる。つまり、
形の上では史書の貞女達のエピソードに類似していても、楊振声が「貞女」に籠めた意図
は正反対のものであったと言えよう。 
 楊振声が『新潮』に「貞女」を発表する二年前の 1918年、周作人が与謝野晶子の評論「人
及ビ女トシテ」を一部翻訳し「貞操論」として『新青年』に掲載した。それを受ける形で
胡適が「貞操問題」を、魯迅が「私の節烈観」を、それぞれ『新青年』に相次いで発表し
ている。当時の中国知識人の間では、婚姻や性道徳、節烈の問題が共通テーマであった。 
楊振声の友人であった胡適は「貞操問題」で、婚約者の夫の死に殉じて自死を試みた少
女達を讃える風潮を唾棄すべき行為とし、「こうした盲従的な貞操は、ただ「話にならない
ほど愚かしい」の一句がふさわしいのみで、法律で称揚するには値しない。法律は、婚約
者が亡くなった未婚の女性の再婚を許している以上、処女が節を守ることを称揚すべきで
はない。法律が無辜の女性が自殺して会ったこともない夫に殉じるのを称揚するに至って
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は、男性専制時代の風俗であったのだから、一層現在の世界に存在すべきではないのだ」22
と厳しく断じた。こうした胡適の批判的姿勢を楊振声も共有していたのである。 
1920年に書かれた「貞女」のエピソードが、1954年の「回憶“五四”」にも盛り込まれた
ことは、楊振声にとっての「五四」が民族主義的愛国心から出発したものの、それに止ま
らず、こうした貞女批判の先にある個性の解放、恋愛と結婚の自由に代表される人間性の
解放を希求する広義の意義をも包摂していったことを物語っているだろう。それは即ち「五
四」神話化の一端でもあった。 
 
四 「五四」から遠く離れて 
 
 五四運動時、趙家楼焼打ちに関わって逮捕された楊振声は、当時にあっては急進分子で
あった。その彼は 1930年、国立青島大学の開学に伴い、南京政府によって校長に任命され
る。楊振声は仲間の著名人を教授陣に据え、乏しい経費の中で大学の運営に腐心するが、
たった二年で青島大学校長の職を辞任することになる。以下は、楊振声が青島大学を去る
ことになった一件についての梁実秋による回想である。 
 
   民国 29（1931）年満州事変が勃発し、私達の浮かれて楽しい酒興を一掃した。翌年、
北京天津の学生が南下して政府へ請願し始め、それに各地の学生が呼応した。青島大
学の学生達も引けを取るまいとし、教授の中にもそれを煽る輩もおり、結果学生達は
ストライキをし、忠告も聴かず、列車を占領して南下を強行した。楊振声は校務会議
を招集し、妨害を行なった二人を除いて、学生暴動の首領数名の除籍処分を全体一致
で決めた。学生達は南京から戻ってくると、その告知を破り捨て、校長公館を取り巻
き、処分決定の撤回を求めた。楊振声、趙太侔、鄧仲存は公館の後ろ門から脱け出し、
ある旅館に籠って休み、聞一多と私にこの騒ぎからしばらく身を隠すと知らせて寄越
した。学生の活動は区の党機関が大本営となっており、傲慢横暴で、警察もどうしよ
うもなく、教務長の張道藩先生も傍観しておられず、自ら警察を引き連れ党機関に進
入し、首領学生を逮捕した。その結果、騒動は拡大した。大学側の最終的な処置は学
生三十数名の除籍と設立して間もない教育学院の解散であり、そして楊振声も引責辞
任を申し出た。（中略）楊振声は騒動を処理した後、8月中に北京へ行った。その時期、
手紙を二通私にくれたのだが、（中略）そこからは、楊振声が辞職を申し出た主な原因
が省側との不和であったことがわかった。（中略）ほどなくして、楊振声は果たして辞
職し、彼の二年間の校長生活は終わった。趙太侔が職務を引き継いだ。23 
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 学生時代には体制に刃向い逮捕投獄された楊振声が、このように今度は大学の校長とし
て愛国学生の除籍処分を行なっている。おそらく楊振声も内心では葛藤していたであろう
し、本音の部分では満州事変に憤りを感じていたにも違いない。しかし、学生達から処分
撤回を求められ、校長公館を取り巻かれた時、楊振声は自分が五四運動から既に遠い所へ
来てしまったことを痛感したのではないだろうか。十三年前、学生として参加した愛国運
動とはあまりに対蹠的なエピソード、皮肉な構図であった。 
もう一つ梁実秋の回想を見てみよう。 
 
   楊振声が校長だった二年間は大変愉快だった。校長官邸は大学近くの坂の黄山路に
あり、彼と教務長の趙太侔が二階に住み、一人一室、間に客間があった。一階に住ん
でいたのは学校医の鄧仲存夫妻とその子供、食事や家事は全て仲存夫人が手配切り盛
りしていた。今甫と太侔はどちらも妻子がいたが、彼らの細君は随行したことがなく、
今甫は一男一女の子供達ともたまに顔を合わすのみだった。五四時代、多くの知識人
が元々の奥さんは故郷に置いて、自分は外でおおらかでのんびりとした一人暮らしを
していたものだが、今甫もそうした世俗から抜けることができていなかった。24 
 
 楊振声は親の決めた相手との結婚、所謂「包辦婚姻」であった。上記の梁実秋の回想に
あるように、楊振声の妻は故郷で楊振声の両親と暮らして子供を育てており、その間楊振
声はあたかも独身のように生活していた。しかも傍らには一人の若い独身女性がいたので
ある。梁実秋によれば「今甫は夏になると頤和園の借家に引っ越し暑さを凌いでいたが、
随行していたのは彼の義理の娘であり、今甫は皇帝生活を送っていると自称し、ゆったり
優雅に頤和園の湖畔の風光を楽しんでいた」25とのことである。 
 この義理の娘の名は鄧訳生といい、実父は上記の梁実秋の回想にも名が挙げられている、
青島大学の学校医の鄧仲存である。楊振声はこの鄧訳生を大変気に入っていたようで、彼
女の教育に関して父親鄧仲存に自分の意見を述べてその通りにさせていた。また、上記の
引用にもあるように、北平にまで彼女を同行させていた所からは、実態としてはパトロン
のようなものではなかったかと推測する。この鄧訳生は後に父親に勘当され、母方の姓を
用いて方瑞と名乗るようになるが、彼女こそは曹禺『北京人』のヒロイン愫方のモデルで、
曹禺が離婚騒動の末に再婚した相手であった。 
曹禺はインタビューで「この『北京人』の劇中人物は、ほとんどが実際の生活の中にそ
のモデル或いは投影人物がいます。曾皓には私の父の影がありますし、他の人の影もあり
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ます。かつてある教授が一人の若い女性との間に感情面での引っ掛かりがあったのを目に
しました。私はその教授が他人の感情を奪い取っているのを見て、私は感慨深い思いをし
ました。私はその教授の魂から連想して、曾皓の卑劣な魂を掘り出し、心の奥底の卑劣な
エゴイズムを抉り出したのです」26と語っている。曹禺のこの談話に、楊振声の名は直接
には挙げられていない。しかし、ヒロイン愫方は後の妻方瑞をモデルにしたとはっきり述
べており27、それを受ければ、『北京人』において姪愫方を屋敷に閉じ込め、奴隷のように
扱う、封建的で卑俗な人物曾皓のモデルが、方瑞の義理の父親であった楊振声であること
を推定できるのではないだろうか。曹禺は方瑞に一目惚れをしたとのことで、あくまで推
測に過ぎないが、その彼女の傍でパトロン面をしていた楊振声を嫌っていたのではないか
と考えられる。 
三度結婚をした曹禺に比べれば、伝統的封建的婚姻をした楊振声の秘かな片恋を気の毒
に思う向きもあるだろう。しかしながらその片恋は、曹禺の観点からは、いい歳をした大
学教授が義理の父親という立場を利用して年若い女性を自分の好きなように扱い、女性の
側はそれを拒絶できないという、極めて封建的家父長的な様相となっているのである。楊
振声は自身の「包辦婚姻」を悔いており、父親が孫（楊振声の長男楊文衡）の結婚を急か
した際には拒絶し、子供達には結婚については全て自分自身で決め、取り計らうように指
示し、実際その通りになったという28。その楊振声が陥った封建的家父長制の陥穽は、青
島大学校長辞任のエピソード同様、古い時代から新しい時代へと移り変わる過渡期ならで
はの皮肉な差配と言えはしまいか。 
魯迅も胡適も親に従い伝統的な結婚をし、魯迅はその後許広平と愛し合って家庭を持ち、
胡適は妻に離婚を切り出しながらも受け入れられず、結局その妻と最後まで一緒だった。
親や一旦結婚した妻にも感情というものがある以上、「五四」の先鋒達も思うが儘には行か
ず、「伝統を断ち切る」、「旧式家庭との訣別」などと言っても、それがどれほど困難であっ
たかがわかるだろう。恋愛や結婚の自由を求めた「五四の猛将」の一人楊振声も、魯迅や
胡適同様、自分がうまく行かなかったからこそ、そうした自由や個性の解放を求めずには
いられなかったのではないだろうか。そして、「貞女」や『玉君』に描かれる封建的婚姻制
度批判は、まさにそうした希求の現れとも見なせるのである。 
楊振声には「我蹩在時代的後面（私は時代の後方でのろのろ歩いている）」と題した散文
がある。 
 
多くの五四時代の進歩的分子が今は時代の後方でのろのろ歩いている。私がその一
人のように。反帝国反封建（当時は官僚主義しかなく、後により激しくなった官僚資
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本主義ではまだなかった）は一般の青年達の中でこれ以上ないほどに盛り上がってい
たブームだった。私は多くの青年と同様、そのブームの先で鬨の声を上げていた。私
は『新潮』雑誌社（当時北京大学の進歩的な先生達の雑誌が『新青年』で、学生の雑
誌が『新潮』だった）に参加しており、クラスでは先生方から罵られ、投獄されたこ
ともあり、家では両親に罵られた。少なくとも傍らから見れば、進歩的でないとは言
えなかっただろう。しかし、私はずっとそこでぼんやり立ち竦んだままだ。時代は刻
一刻と絶えず激しく流れ続けているのに、私は後方でのろのろ歩いている。29 
 
これも五四運動から 30年後の 1949年 5月 4日、五四記念日に発表された。五四運動で
華々しく活躍し、『新潮』での活動も活発であった楊振声の、今ではすっかり時代から取り
残されているという実感が描かれている。実際、それから七年ほどで楊振声は亡くなる。
青島大学学長辞職の一件にせよ、鄧訳生の一件にせよ、若い頃には率先して痛烈に批判し
攻撃した矛先に、老いては自分が据えられる。そうした苦い感慨が楊振声の人生の最後を
包んでいたのかもしれない。公に発表された文章としては二．で見た「回憶“五四”」が最後
のものであったが、楊振声はその中で自らの「五四」体験に広義の意義を付与し神話化を
図ることで、自身の生涯を輝かしき「五四」とともに置こうとしたのではないだろうか。
楊振声の人生は「五四」とともにあり、まさに「五四」の思い出の中で終わっていったの
である。 
文学・文化的な意味での「五四」や青島大学校長としての経歴など、楊振声を通して見
えてくる文学的地平には、新文学が切に希求した自由や個性の解放、知識人の愛情や葛藤
といった、時代性の刻印された問題にとどまらず、ある事象が政治性を強く帯びつつ神話
となっていく過程が如実に示されている。そして中国の現代文学史は、この神話化によっ
て作家や作品の意義や価値が変動する様を今なお語り続けている。中国現代文学における
こうした神話化の政治学については、稿を改めて論じたい。 
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ロミオはジュリエット 
―楊振声「彼女はなぜ突然気が触れたか」と凌叔華「こんなこともある」 
 
杉村 安幾子 
 
１．序―女学校の誕生と女学校小説 
 中国の長い歴史は男性が造り上げたものであり、女性はずっと周縁的な存在である
と見なされてきた。隋の時代に始まった科挙が、高級官僚登用試験として 1300余年も
の歴史を擁し、男子には中央に出て能力を発揮する機会が与えられていたのに対し、
女子には家庭における娘・嫁・妻・母としての役割をどのように果たすかを教諭した
女訓書が与えられるのみで、女子は所謂学校教育を受けることはおろか、外に出る自
由もままならなかった。一部の特殊な女性を除き、女性が歴史の前面に出て来ること
はなく、その意味から言えば女性には名前も語るべき言葉も与えられてこなかったと
言えるだろう。国家の発展のためには女子にも教育が必要だという主張が起こり、女
子教育の扉が開かれたのは、清末になってからのことである。 
 1844年、イギリスのキリスト教団体の支援の下、寧波に寧波女塾が開学する。これ
を皮切りに香港に英華女学（1846）が、上海に裨文女塾（1850）が、北京に貝満女塾
（1864）が創立するなど、各地に女学校が次々と開学。これらの女学校は基本的に全
てキリスト教会が運営し、教会の仕事に携わる女性や優秀な家庭の主婦の育成に教育
の主眼が置かれた。 
女子教育の始動が外国人の手によったことは、中国の衰退を憂い、国家の振興・発
展のために運動をしていた当時の中国知識人達を刺激し、1898年 5月、梁啓超（Liang 
Qichao、1873-1929）らによって上海で中国女学堂（開設当初の名は経正女学）が創設
された。この中国女学堂は変法運動の失敗によって 1900年には閉鎖を余儀なくされる
が、中国において中国人自身の手によって創設された初の女学校であった。その後、
1902年には上海に愛国女学と務本女学、1903年には江蘇省同里に明華女学、広東に育
賢女学など、続々と中国人による女学校が開設されていき、1907年時点では女学校は
428校、女子学生は 15,496人にまで増加する（共学校に通う女子学生も含む）1。こう
した潮流を受け、清朝政府の学部（教育を統括する部署）は 1907 年 3 月、「女子小学
堂規則」と「女子師範学堂規則」を制定・発布。女子教育は正規の教育システムの中
に組み込まれ、女子教育の推進・拡充に弾みをつけることとなった。尤もこの二種の
「規則」には、「中国の女徳は歴代尊重されてきた」ゆえに、今日もそれを重視すべき
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だとし、「家計を助け、家庭教育に有益なることを期す」などの文言も見られ、旧い教
育システムが色濃く残存していたが、長らく教育を受ける権利を奪われていた女子に
学校という場が与えられた意義は大きい。 
 こうして各地に創立した女学校は、後に文壇や各学界で活躍することになる女性知
識人を多く輩出した。例を挙げれば、魯迅（Lu Xun、1881-1936）の『狂人日記』（1918）
より一年早く『一日』（1917）を発表したことで、中国現代文学史上初の白話による創
作実践者となった陳衡哲（Chen Hengzhe、1890-1976）及び抗日戦争初期の延安の様子
を『陝北訪問記』（1939）にまとめた陳学昭（Chen Xuezhao、1906-1991）は、上海愛
国女校で勉強している。東京大学の初の女性外国人講師となった謝冰心（Xie Bingxin、
1900-1999）は、福州の女子師範学校予科を経て、北京の貝満女中（前身は上述の貝満
女塾）を卒業。蘇雪林（Su Xuelin、1897-1999）・廬隠（Lu Yin、1899-1934）・馮沅君（Feng 
Yuanjun、1900-1974）・石評梅（Shi Pingmei、1902-1928）は北京国立女子高等師範学校
を卒業している2。尤も、彼女達は当時の中国においては、ごく少数の恵まれた存在で
あったことは言っておかねばなるまい3。 
 教育を受けるようになった少女達は、学校において所謂学課だけでなく「書く」こ
とを身に付けていった。それまで「書く」ことは「経国の大業にして、不朽の盛事な
り（文学は国を治めることに匹敵するほどの大事業であり、永久に滅びることのない
立派な仕事である）」4であり、言わば男性のみに許された特権であったのだが、学校
教育によって少女達もエクリチュールを手にしたのである。語るべき言葉を得、「書き」
始めた彼女達は、小説・散文・詩など形式は様々であったが、その中で自らの人生・
思考・感情を表現していく。上記の女性作家・文人達はその手にしたエクリチュール
で自らの言葉を語り、結果として中国現代文学史にその名を留めたのであった。 
民国期中国の小説には、女学校を舞台にした作品を多く見出すことができる。女学
校を舞台にし、女学生や女性教師を主要登場人物とした小説を、今仮に「女学校小説」
と呼ぶことにするが、この女学校小説として代表的な作品には、廬隠の『海濱故人』
（1923）、蕭紅（Xiao Hong、1911-1942）の『手』（1936）などが挙げられる。 
無論、中学・高校などの中等教育を舞台にした芸術作品は、小説に限らず現在でも
数多く生まれており、また今後も生まれていくであろう。そうした作品が多く生まれ
る理由としては、第一に、人格を形成し、自我の確立に悩み、友情を育み、将来への
道を模索するという、人の一生の中で特別な一時期とも言うべき青春期の少年少女を
主要登場人物とすることで、詳しい説明を要せずして作品鑑賞者の共感を得やすいこ
とが考えられる。第二に、彼ら少年少女を世間から一種隔離された学校という空間に
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配置することで、家庭の事情や同性異性との感情の縺れ、将来への不安などの理由か
ら様々な事件が起こり、作品としての膨らみや奥行を出しやすいからではないだろう
か。しかしながら、この二点はあくまで現在の見地からの考えに過ぎない。民国期中
国に限定して言えば、女学校を舞台にした小説は、多感な青春期の少女が主要登場人
物であることで読者から一定程度の共感は得られるかもしれないが、女学校という場
の制約は、当時の女子の就学率に鑑みれば誰からも共感を得られるとは到底言えない。
寧ろ、女学校が基本的には男性を排除した世界であることに基づけば、世の読者の大
半を占めていたと考えられる男性読者の眼には、物珍しさや好奇心の対象として映じ
ていた可能性もある。 
 五四作家の一人である楊振声（Yang Zhensheng、1890-1956）5に「彼女はなぜ突然気
が触れたか（原題：她為甚麼忽然発瘋了）」（1926）という女学校小説がある。同類の
小説の中では比較的早い時期に執筆された。注目すべきは楊振声が男性作家であり、
女学校生活を経ていないにも関わらず、女学校小説を書いたことである。そして、凌
叔華（Ling Shuhua、1900-1990）6は、この楊振声の「彼女はなぜ突然気が触れたか」
を受け、登場人物の名前や舞台及び基本的な設定を同じくして女学校小説「こんなこ
ともある（原題：説有這麼一回事）」（1926）を発表した。「こんなこともある」は女性
同性愛小説としてとらえられ、フェミニズムやジェンダーの視点からも分析や解釈が
試みられている7。それらの先行研究では楊振声の「彼女はなぜ突然気が触れたか」と
の関わりについて言及したものもあるが、あくまで先行作品としてとらえており、「こ
んなこともある」を中心主題としている。 
 本稿では楊振声の「彼女はなぜ突然気が触れたか」と凌叔華の「こんなこともある」
の二作の分析・検討を通して、楊振声の女学校小説執筆の意図を探り、凌叔華が何故
楊振声作品の大枠を踏襲した上で別の作品を執筆したかの考察にもつなげてみたい。
その中で、民国期中国における女学校小説のテーマの変遷についても言及することに
なるだろう。 
 
 
２．楊振声「彼女はなぜ突然気が触れたか」と凌叔華「こんなこともある」 
 本章では楊振声「彼女はなぜ突然気が触れたか」（以下、「彼女」と略記）と凌叔華
「こんなこともある」（以下、「こんなこと」と略記）について、作品の梗概及び掲載
誌、作品を取り巻く状況について概観しておく。 
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2.1 作品梗概 
 楊振声「彼女」は民国 16（1926）年 1月 11日、『晨報』副刊第 52 期第 1423 号に掲
載された。『晨報』については後述するが、副刊とは新聞の文芸・学術欄を謂う。この
時楊振声は 36 歳、前年 2 月に武昌大学教授兼予科主任に就任していたが、12 月には
母校北京大学中文系の教授となっている。北京大学には当時、胡適（Hu Shi、
1891-1962）・陳源（Chen Yuan、1896-1970）等、楊振声と同様の欧米留学組が揃ってい
た8。 
 「彼女」は次のような物語である。ある女学校の創立十周年記念のイベントで、学
生達によって『ロミオとジュリエット』が上演されていた。ロミオを演じているのは、
気性のさっぱりした少年風の顧影曼、ジュリエットを演じているのはグラマラスな鄧
雲羅。彼女達は我を忘れるほど演技に入り込んでいた。二人は平素から親しかったが、
芝居の上演以後はより一層親密になり、その度合いは日を追うごとに増していき、片
時も離れないほどであった。夏季休暇に入り、鄧雲羅は帰郷し、顧影曼は学校に残る
ことになる。鄧雲羅は帰郷の前日、親に結婚させられそうになっていることを顧影曼
に告げる。秋、新学期が始まったが、鄧雲羅は学校に戻って来ない。ある日の晩、顧
影曼は偶々同級生達の話を耳にした。鄧雲羅が婚約したこと、そしてそれを顧影曼に
告げてはならないこと。顧影曼はそれを聞くと突然大笑いを始め、一人で踊りながら
芝居でのロミオの歌を歌い、ばったりと倒れる。同級生達は慌てて彼女を助け起こす
が、「顧影曼はなぜ突然気が触れたのだろう？」と訝しく思うのだった。 
 楊の「彼女」に関する研究論文はなく、楊の作品全体に関する論文においても「彼
女」への言及はない。 
 一方、凌叔華の「こんなこと」は「彼女」と同年の 5月 3日、「素心」というペンネ
ームで『晨報』副刊に掲載された。凌叔華は二年前に燕京大学外文系を卒業したばか
りの 26歳。学生時代に開始した小説創作を続けており、『酒後』（1925）が評判になっ
ていた。「こんなこと」掲載の二か月後、楊振声の同僚である陳源と結婚する9。 
 「こんなこと」は北京の女学校 C校で、やはり創立十周年記念祭で『ロミオとジュ
リエット』が上演されることになるところから物語は始まる。ロミオ役は話好きで活
発な北方出身の影曼。ジュリエット役は雲羅、影曼よりも一級下である。二人は学生
達から「ロミオ」「ジュリエット」と呼ばれている。最後のリハーサルが終わった日の
晩、影曼は雲羅を学生寮の部屋まで送って行く。二人は疲れて雲羅のベッドに倒れ込
み、はしゃいで過ごすが、影曼は舎監の見回りを恐れて自分の部屋へ帰って行く。翌
日、芝居の上演終了後、影曼はやはり雲羅の部屋へ。舎監の見回りがないらしいと知
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り、影曼は雲羅の部屋に泊まることにする。二人は寄り添い合って、一つの布団に寝
た。それ以降、影曼と雲羅はほぼ毎晩一緒に散歩をし、語り合う仲になる。しかし、
半月ほど過ぎた頃、雲羅は月を見ながら涙を流し、兄から上司の後妻になるようにせ
っつかれて困っている旨を影曼に告げる。影曼はそんな人と結婚するな、私達はずっ
と一緒にいようと言う。夏季休暇、雲羅は故郷南京へ帰省する。影曼は雲羅へ二通手
紙を送り、一週間あまりして雲羅から返信が届くが、それっきり雲羅の音沙汰はなく
なる。新学期が始まり、影曼は何通も雲羅へ手紙を送るが、雲羅は戻って来ない。あ
る日、影曼は同級生達が雲羅の結婚について話題にしているのを耳にし、気を失いば
ったりと倒れる。驚いた同級生達は、影曼を部屋に担ぎ込んでベッドに寝かせた。 
 細かい設定に相違はあるものの、「彼女」と「こんなこと」の物語の大枠は完全に同
じであることがわかるだろう。これについては、楊振声が「こんなこと」の本文の前
に「附字」として次のような文章を載せて説明している。全文を見てみよう。 
 
 私は 1月 11日の晨報副刊に「彼女はなぜ突然気が触れたか」という小説を発表した
が、これは極めていい加減な出来である。これは全部、志摩が悪いのだ。 
 志摩は朝十時に私に手紙を寄越し、その日の午後五時までに原稿を出せと言うのだ。
こんな非人情なことは、志摩しかできない。私の当初の計画としては、物語はずっ
と長いものになるはずで、元々一日では書き終えることができなかったところへ、
折悪しく来客が二人もあったのだ。一人目の客が帰った後、私は作品の三分の一を
削る決心をし、二人目の客が帰った後、卓上の時計を見たら、否応なしに更に三分
の二を削らざるを得なくなり、結果としてこんな憐れな作品になってしまったとい
う訳だ。掲載後、皆さんから〔影曼が：杉村注〕気が触れるのがあまりにも慌ただ
し過ぎると言われた。叔華もやはりそう思ったようだ。 
 私は叔華なら絶対に私よりうまく書けると思ったので、叔華に書き直してくれるよ
う頼んだ。果たして彼女の作品は心が籠って繊細で美しい。人は皆、「妻は人様のが
良いが、文章は自分のが良い」と言う。上の句は間違っていてほしいのだが、生憎
正しく、下の句は正しくあってほしいのだが、生憎間違っているのだ。これ以上何
をか言わんや。10 
 
 これに拠れば、楊の「彼女」執筆後、楊自身その出来栄えに不満でもあり、周囲の
仲間達からの評価も芳しくなかったため、楊が凌に同じ題材で書いてほしいと頼んだ
ということだろう。これに対し、凌も 1926 年 5 月 5 日『晨報』副刊に発表した「『こ
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んなこともある』に関する書信並びにちょっとしたこと」という文章において、「私は
新暦の正月にこの小説を書き終え」たと述べ、「振声の原著に基づいて描写した。」11と
明記している。これは凌が楊の「彼女」を 1月 11日の『晨報』副刊掲載以前に読んで
おり、楊が述べているように同題材で書くように頼まれて執筆したことを意味してい
る。同題・同テーマでの作詩は、漢代以来の楽府題にも見られるように、古代におい
ては例を多く見出せるが、このように同様の題材で複数の作家が小説を発表するとい
うことは、中国現代文学史上珍しいことではないだろうか12。 
 凌は 1919 年、天津の第一女子師範学校に入学している。凌の「こんなこと」の C
校のモデルは、凌自身の母校であるこの天津第一女子師範学校かもしれない。また、
この 1919年の 5月 4日からは、北京で五四運動が起こっており、楊振声は民族主義的
愛国運動であった狭義の意味での「五四運動」を象徴する趙家楼焼打ち事件の実行者
の一人であった。凌も天津で五四の学生運動に参加しており、広く学生による民族主
義的愛国組織の中で、お互い面識がなかったにしても、同方向を向いての活動を展開
していた。二人がいつどのように知り合いになったかを明らかにする資料はないが、
二人が作品を掲載した『晨報』副刊は、二人を含む在北京文人グループによって支え
られていたものである。 
 凌の「こんなこと」については、１．でも述べた通り、女性同性愛小説として研究
論文がある。３．でより詳しく紹介したい。 
 
2.2 『晨報』副刊及び楊・凌と徐志摩との関わり 
 『晨報』は、そもそもは 1916年 8月、梁啓超を中心とした進歩党によって北京で創
刊された機関紙『晨鐘報』を前身とする。創刊当時は李大釗（Li Dazhao、1889-1927）
を総編集長としていたが、一か月余り後に李は解雇されている。北洋軍閥寄りであっ
た『晨鐘報』は 1918年 9月、対立する段祺瑞による安福国会成立後、閉鎖の憂き目を
見るが、12月には『晨報』と改称して続刊。1919年 2月には第七面を副刊に改め、再
び李大釗を編集に迎えている。1920年からは孫伏園（Sun Fuyuan、1894-1966）が副刊
の主編を務め、1921 年 10 月には正式名称を『晨報副鐫』として独立発行に切り替え
る。この副刊の歴史的貢献としては、新文化運動の鼓吹と宣伝が挙げられ、その流れ
を汲む小説・詩・戯曲が多く掲載された。その代表とすべきは魯迅「阿 Q正伝」（1921）
の連載であっただろう。また、ゴーリキー、チェーホフ、トルストイ、ツルゲーネフ、
モーパッサン、イプセン、シェイクスピアといった外国作家の作品が翻訳掲載され、
中国において誕生したばかりの口語に拠る新文学に多大な影響を与えた。マルクスの
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「労働と資本」やデューイの新実験主義が紹介されるなど、思想・学術面での寄与も
相当であった。孫伏園は 1924 年 10 月、魯迅の「私の失恋」という作品の掲載をめぐ
って『晨報』の総編集長と対立、結果的に副刊編集を辞任している。 
 1925 年 10 月から副刊編集となったのが、徐志摩（Xu Zhimo、1897-1931）である。
米国クラーク大学、コロンビア大学、英国ロンドン大学、ケンブリッジ大学に留学経
験のある徐志摩の周囲には、欧米留学経験者が集まっており、彼らの多くは陳源を代
表格とする現代評論派であった。雑誌『現代評論』は 1924 年に創刊され、28 年には
終刊を迎えてしまうが、思想・文芸面では雑誌『新月』（1928-1933）へと直接つなが
っており、コロンビア大学とハーヴァード大学に留学経験のある楊振声と、陳源の妻
となる凌叔華の二人もこの現代評論派・新月派の大きな輪の中にいたのである。楊の
「附字」は、徐志摩が突然楊に寄稿するように要求したとわざと恨みがましく述べて
おり、誌面においてこのように作品誕生の背景や内幕を明らかにしていることからは、
当時の『晨報』副刊の寄稿者及び主要読者の多くが徐志摩と楊振声の知人友人であっ
たことがわかる。徐志摩・凌叔華をそれぞれ「志摩」「叔華」と親しげに呼ぶ楊の「附
字」は、一種の内輪話として読者に受け入れられていたのであろう。13 
 凌叔華は前述の「『こんなこともある』に関する書信並びにちょっとしたこと」とい
う文章において、編集長であった徐志摩宛ての書信の形式を採った。「こんなこと」掲
載の 2日後のことである。凌は冒頭、次のように述べている。 
 
  志摩へ：5月 2日の副刊を見て、あなたが見付け出した私の「こんなこともある」
が、滅茶苦茶に掲載されてしまっているのに気付きました。こんなお手間を取ら
せてしまって、ご苦労様です！私は自分がこの 28，9 ページの原稿にページ番号
を振らずに、ほとんど適当に丸めてしまったことを覚えています。以下の声明は、
あなたの不注意への恨み言では決してなく、実際の所、説明なのです。そうしな
いと不安なものですから。これはまた、私の怠惰を表してもいますし、あなたが
記者としての責務を果たさなかった訳ではないことの証明でもあります。14 
 
 この段に続いて、「7 頁 11 行目から続く、影曼と雲羅が夜にキャンパスを散歩しな
がら親しげに語り合う三つの段落は、本当は 6頁 27行目の第二段落の前に入るべきで
す」、「6ページ 27行目の前には、本当は雲羅と影曼が互いに惹かれ合い始める描写が
あったのです」といった言い訳とも弁明ともつかない解説が並ぶ。要は、原稿の掲載
が、凌が想定していた完全な形ではなかったということであった。 
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 主編徐志摩は凌のこの書信に対し、続けて「志摩附識」と題した一文を掲載した。
徐は「私は確かに焦燥と怠惰の罪を犯した。ここに謝罪する」と素直に謝罪し、「私達
は彼女〔凌叔華を指す：杉村注〕が早く修正すべき箇所を修正し、補うべき箇所を補
い、私から見れば大変美しいこの一篇が罪なく破綻してしまうことなどないように願
う」15と述べた。 
しかしその後、完全作が後に発表されたということはなく、後年凌叔華の作品集が
刊行された際には、明らかな原稿配置の錯誤が正され、文言の修正が施されただけで
あった。 
 
 
３．「彼女」から「こんなこと」へ 
 本節では、楊の「彼女」から凌の「こんなこと」への変奏とその意味を探っていこう。 
 
3.1 中国におけるシェイクスピア『ロミオとジュリエット』 
 さて、「彼女」と「こんなこと」双方において、女学校の創立十周年記念祭で上演さ
れる『ロミオとジュリエット』。今でこそ中国でもシェイクスピア作品の悲劇の一つと
して有名であり、中国の民間説話『梁山伯と祝英台』や明代の小説『牡丹亭』が「中
国版ロミオとジュリエット」などと紹介されるように、詳しい解説抜きに“star-crossed 
lovers”や「周囲に祝福されない恋人同士」の謂いとしても知られているが、「彼女」と
「こんなこと」が発表された 1926年時点では、どこまで名が知られていたのであろうか。 
 そもそも、シェイクスピア（W. Shakespeare、1564-1616）が初めて中国に紹介され
たのは 1844年であるという。魏源『海国図志』にある「沙士比阿」がシェイクスピア
を指すが、その時点ではあくまで名前の紹介にとどまっている。1903年にラム『シェ
イクスピア物語』（Lamb, The Tales of Shakespeare）が『澥外奇譚』として翻訳され、シ
ェイクスピア作品も紹介されたが、無署名のため訳者不詳であり、更にこの中には『ロ
ミオとジュリエット』は含まれていなかった。1904年に『シェイクスピア物語』の全
訳が林紓（Lin Shu、1852-1924）・魏易によって『吟辺燕語』として商務印書館から刊
行され、『ロミオとジュリエット』は「鋳情」として収録されている。しかし周知の通
り、林紓自身は外国語が出来ず、所謂「林訳小説」とは外国語の出来る者の口頭訳を、
林紓が巧みな古文で書いたものであった。 
シェイクスピアの戯曲作品が完全な形で翻訳されたのは 1921年、劇作家の田漢（Tian 
Han、1898-1968）が訳した『ハムレット』である。雑誌『少年中国』第 6 期に掲載さ
論文 杉村安幾子 ロミオはジュリエット―楊振声「彼女はなぜ突然気が触れたか」と凌叔華「こんなこともある」 
 報告書「近代都市・青島における知識人の交流と文化空間の創成」63 
れた。続いて田漢訳「ロミオとジュリエット」が雑誌『覚悟』1923 年第 3 期から第 7
期にかけて掲載される。尤も、どちらも底本は日本語訳であったという。このように、
戯曲作品の本格的な紹介は 1920年代以降であった。 
 中国で初めてシェイクスピア劇が商業演劇の舞台に上がったのは、上演広告など確
実な証拠のあるものとしては 1914年 4月 5日、新民社による文明戯『女律師（ヴェニ
スの商人）』であり、1925年 4月 3日には春柳社による『春夢（オセロー）』の上演が
あった。但し、これらは中国語による上演である。翻訳ではなく英語での上演として
は 1896 年 7 月 18 日、セント・ジョーンズ書院の夏学期修了式で『ヴェニスの商人』
の法廷の場が上演されたとの記録があり、現在確認されている最も早い学生演劇上演
である16。 
 「彼女」の最終段、同級生が雲羅の婚約について噂するのを耳にした影曼がショッ
クと悲しみのあまりおかしくなるラストで、彼女は「Here's to my love! O true apothecary! 
Thy drugs are quick. Thus with a kiss I die.」17と唱える。ここで影曼が唱えたものは、『ロ
ミオとジュリエット』第 5 幕第 3 場における死ぬ直前のロミオのセリフである。日本
語では「さて、わがいとしの人のために！おお、正直だな、薬屋、貴様の薬はよくき
くぞ。さあ、こう、接吻して、おれは死ぬ」と訳されている。影曼のセリフが原語通
りであるところから、「彼女」において創立記念祭で上演された『ロミオとジュリエッ
ト』が中国語によるものではなく、英語によるものであったことがわかる。シェイク
スピアの作品中の英語は初期近代英語であり、語彙や文法には現代の英語と異なる点
が多々ある。学生による素人演劇とは言え、女学校の舞台でそのようなシェイクスピ
ア作品を上演するのは、影曼と雲羅の在学している女学校の教育水準の高さを物語っ
てもいるだろう。 
  
 3.2 女性同士の友情か同性愛か 
 「彼女」と「こんなこと」においてヒロイン二人の友情は、ただの親しさではなく、
極めて親しい特別なものとして描かれている。また、彼女達が『ロミオとジュリエッ
ト』を演じていることは、二人の親密な「友情」（とりあえずそう表現しておく）が悲
劇に終わることの予示でもあるだろう。 
しかし、「彼女」と「こんなこと」における二人の「友情」は異質なものである。以
下、区別のために「彼女」のヒロイン二人を影曼 Y・雲羅 Y、「こんなこと」の二人を
影曼 L・雲羅 Lとして見ていこう。 
 影曼 Yと雲羅 Yの親密さは次のように描写される。 
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  第三幕第四場の別れのシーンで、鄧雲羅は顧影曼の胸にしがみつき、美しく人を
惹き付け、わざと怒ったふりをしている様は耐え難いほど可愛らしかった。 
  顧影曼は雲羅の豊満で柔らかな体を抱きしめながら、彼女の微かに開いてキスを
ねだる唇を目にすると、限りない憐れみを感じ、心臓がバクバクと躍った。秘か
にこう思った。「男じゃなくて残念。この可哀相な子を受け入れられないんだもの」 
  （中略）「あんたって、ほんと恥知らずよね。今夜の舞台でのあの可憐な節回し、
本当に私の心をふにゃふにゃにしちゃったわよ。男じゃなくて残念。そうじゃな
かったら、今頃私、魂を奪われちゃってた」 
  「ちぇっ！あんたが男じゃないなんてね！」鄧雲羅は首をかしげて、微笑みなが
ら答えた。 
  「あんたったら恥ってものを知らないのね」顧影曼は笑いながら言った。「本当に
男が恋しいみたいに言っちゃって！いらっしゃい、もう一度あんたを抱かせて、
そしてもう一度あのうっとりするような節回しをやって聞かせて」言いながら近
付くと、鄧雲羅を抱きしめようとした。 
  （中略）二人はひとしきりじゃれ合った。顧影曼は鄧雲羅のベッドで寝ようとし
たが、雲羅が許さなかったので、腹を立てたふりで笑いながら寝に戻って行った。 
 
 ここには雲羅 Yを見て、自分が男性でないことを残念に思い、又それを実際に口に
する影曼 Yが描かれ、舞台を下りても雲羅 Yを抱きしめようとするなど、身体的接触
を求めている様も見て取れる。尤も、若い女の子同士がじゃれて抱き合ったりするの
は、珍しいことではない。 
 以下は夏季休暇に雲羅 Yが帰省しなければならなくなり、しばしの別れを惜しむた
めに二人が散歩に出た下りである。二人は河辺の美しい景色を見つめている。 
 
  二人はそんな風に黙ったまま、ぼんやりと腰を下ろしていた。満ち足りた気分で、
あそこで一生を過ごすことになっても、離れたくないような気持ちであった。 
  しばらくすると、雲羅は頭を影曼の肩に乗せ、か細い声で言った。 
  「影曼、私の心臓、物凄くどきどきしてる。まるで私の眼の前で、大きな不幸が
待ち構えてるって言ってるみたい。私、凄く怖いの。私をしっかり抱きしめて、
一生放さないで！」 
  影曼は片手で雲羅の腰を抱き、もう片方の手で雲羅の鳩尾を支えると、慰めるよ
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うに言った。「怖がらないで、私がいるじゃない。心の中で何を考えてるの。その
怖い話を吐き出して」 
 
 雲羅 Yが語ったのは、両親が自分の結婚話を進めているという話だった。それを聞
いた影曼 Yはショックを受け、泣きながら雲羅 Yに「結婚しないって約束して」と訴
え、雲羅 Y は溜息をつきながら「あなた、どうして本当のロミオ様じゃないのよ！」
と言う。これは『ロミオとジュリエット』第二幕第二場におけるジュリエットの有名
なセリフ「ああ、ロミオ様、ロミオ様、なぜロミオ様でいらっしゃいますの、あなた
は？」を受けているだろう。そして、二人は恋人同士のように抱き合う。その翌日は
雲羅 Yが学校を去る日の前日であったが、夜には二人は顔を寄せ合い、抱き合いなが
ら眠った。 
 こうした影曼 Yと雲羅 Yの親密な身体的接触を伴う関係は、確かに読者に随分親し
げであるとの印象を与える。 
 次に「こんなこと」の影曼 Lと雲羅 Lを見ていこう。劇のリハーサル終了後、影曼
L は雲羅 L を寮まで送って行く。雲羅 L は胸元や袖口に刺繍のある外国製のネグリジ
ェに着替えると、「ああ、疲れた！」とベッドに倒れ込んだ。 
 
  「ジュリエット、マッサージをしてあげようか？」影曼は微笑みながら言うと、
雲羅の傍らに行った。雲羅のはだけた襟元からピンク色の玉のような胸元が覗き
見え、その襟ぐりからは微かに膨らんで柔らかそうな乳房の曲線が少しだけ見え
ている。雲羅の弓形の小さな唇と来たら更に可愛らしく、この時丁度ほんの少し
だけ開いており、口の端には二つの小さなカーブ、頬には微かに凹んだえくぼが
浮かんでいた。先ほどのリハーサルでロミオにキスをせがんだ様子よりも、ずっ
となまめかしく魅力的だった。ベッドの帳から時折、白粉の香りだろうか、髪や
体から甘く酔わされるような香りが漂って来る。 
 影曼は突然体を曲げると、自分もベッドに倒れ込み、手を伸ばして雲羅の首に触
れながら言った。 
  「私の体はもうふにゃふにゃよ。何がこんな良い匂いなの？私に嗅がせて！」 
  「又からかってるのね、嫌な人！」雲羅は笑いながら、影曼を軽く押しやった。 
  「私のこと絶対嫌わないで。嫌われたら、私死んでやるから！」影曼は雲羅をぎ
ゅっと抱きしめて言った。18 
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  影曼はふと目を覚ました。雨は既に止んでおり、月の光が微かに帳の中まで射し
込んでいた。見ると、雲羅が正面から彼女に見とれている。目が覚めたところを
雲羅に見られて、少し恥ずかしくなり、影曼は手で雲羅の眼を覆うと、顔は彼女
の肩に寄せ、小声で尋ねた。 
「どうして目が覚めたの？」 
  影曼は雲羅の顔をこちらに向けさせようとしたが、雲羅は影曼の肩に顔を伏せ、
クスクス笑っている。そのクスクス笑いのせいで、影曼の肩はくすぐったかった。
唇が丁度雲羅の額の所にあったので、影曼は思わず何度もキスをした。 
  雲羅が小さな声で尋ねた。「よく眠れた？」 
  「とってもね！」影曼は手で雲羅のすべすべの頬を撫でながら言った。「もし私が
女じゃなかったら？」 
 
 上記二つの引用から、雲羅 Lの身体描写に性的な眼差し――客観的な叙述ではなく、
傍らの影曼の眼差しとして描かれていると言えよう――が注がれていることは明らか
であり、「彼女」よりもはっきりと、二人の関係が単なる親密な「友情」などではない
ことを示しているのが見て取れる。 
更に影曼 L と雲羅 L が夜散歩をする下りでは、雲羅 L が憂鬱そうな様子を見せる。
影曼 Lは「本当にセンチメンタルなんだから」と言って、雲羅 Lの頬にキスをし、彼
女の乱れた髪を整える。雲羅 Lが泣きながら親に結婚を迫られていることを影曼 Lに
告げると、影曼 Lもショックを受け、涙を流しながら、雲羅 Lに次のように言う。 
 
「世の中のことなんて、人の努力次第よ。私達がどうして、永遠に一緒にいられ
ないなんてことがあるの？初等部の先生の陳婉真と Miss Chuを見てよ、もう五六
年一緒に暮らしているじゃない。私達二人だって、彼女達に倣って駄目なんてこ
とないわよ。（中略）私のあなたへの愛はどんな男の人よりもずっと深いし、ずっ
と長く愛するわよ。わかってるでしょ？あなた、私と結婚しなさいよ」 
 
そして、二人は「あなたは月で、私は傍のあの星」、「ずっと私の傍にいてね、私も
ずっとあなたの傍にいるから…」と言いながら寮へ帰って行く。 
こうした描写に対しては、中国の研究者常彬も「通常の意味での同性愛テキストに
かなり近く

、同性間の性的吸引や性的親密さを表しており、一種の「同類を大切にす
る」精神的な恋愛（「五四」のコンテクストの下では一種の謀反的行為であった）であ
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るだけでなく、互いに性的に惹かれ合う肉体的な恋愛でもある。〔傍点著者〕」19と述べ、
「こんなこと」を女性同性愛のテキストであると見なしている。上記の引用に「精神
的な恋愛」が「「五四」のコンテクストの下では一種の謀反的行為であった」とあるの
は、異性愛であったとしても「精神的な恋愛」は子孫を残すことが出来ないという点
において、祖霊を祭祀する子孫を残すことこそが「孝」の概念であった儒教精神に完
全に悖るからであるが、まして況んや女性同士の恋愛においてをやである。初等部の
二人の女性教員が何年間も一緒に暮らしていることを挙げ、自分達もそれに倣うこと
を提案し、「あなた、私と結婚しなさいよ」とまで言うような、影曼 L と雲羅 L の具
体的な将来まで見据えた関係性は、たとえ軽口であったとしても、当時の社会的文脈
の中では異端以外の何物でもなかった。封建的家族制度から完全に背を向け、五四以
降、先進的で近代性の実践でもあった異性との自由意志による恋愛でもない、女性二
人だけの世界を築くこと。それが当時において、「そして、二人は幸せに暮らしました」
というハッピーエンドになるはずがないことは明らかであるが、影曼 L のセリフは少
女二人の関係がいかなるものかを明確に浮かび上がらせている。他方、「結婚」を口に
するほどの具体的関係性は、楊の「彼女」の二人には見られない。 
 鄭如玲は、凌の描き方について「二人の少女の恋愛感情の観察と理解という点にお
いて、明らかに凌の態度は楊よりもきめ細やかで寛容であり、思いやりを感じさせる
ものだ」とし、小説のタイトルである「こんなこともある」とは女性同士の恋愛が現
実に存在することを指し示しており、異性愛のみが正常とされる中での女性同性愛の
苦境と、そのように偏った状況への屈折した抗議を表していると述べる20。 
確かに、楊が「附字」で「影曼の気が触れるのがあまりにも慌ただし過ぎる」と周
囲から批判された旨を書いている通り、楊の「彼女」は出来事をざっとなぞっただけ
という印象は否めず、凌の「こんなこと」と比べると、鄭如玲の評は正しいと言わざ
るを得ない。ただ、鄭如玲が楊の「彼女」について「女性同性愛が生ずるのは、本当
にこのようなものだろうか？」と疑問を呈しているのは、そもそも前提を誤っている。
凌の「こんなこと」が明確に女性同性作品であるのに対し、楊の「彼女」の主眼は女
性同性愛にあるのではないのである。次節でそれを確認したい。 
 
 3.3 ロミオの孤独 
 楊の「彼女」と凌の「こんなこと」には、影曼と雲羅の境遇に大きな違いが見られ
る。以下に簡単な表にまとめてみる。 
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 影 曼 雲 羅 
楊振声 
「彼女」 
孤児 
伯母の家で育つ 
兄は外国にいる 
雲羅と同級生（？） 
 一人っ子 
 両親健在 
凌叔華 
「こんなこと」 
両親健在 
故郷には兄・嫂もいる 
雲羅の一級上 
父・姉ともに死去 
故郷には母と兄がいる 
 「こんなこと」において、雲羅 L が最終的に結婚せざるを得なくなるのは、家庭の
境遇によるものが大きい。一家の大黒柱たる父親を喪い、兄の上司が雲羅 L を後妻に
と望み、母・兄ともにその結婚を望んでいる。即ち、家族による圧力である。更にそ
の背景には当然、兄と母は上司からの申し出を断れないために、兄の仕事上の権力関
係の影響も存在しているだろう。結婚などしたくなくても、雲羅 L は母と兄の期待に
背くことができない。このように、雲羅 L がやむを得ず結婚を選択する、当時として
は不自然ではない状況が設定されているのである。 
 一方、「彼女」においては、雲羅 Y には両親がいる。父親がいない雲羅 L とは異な
り、どうしても結婚せざるを得ない状況ではない。逆に、孤児で身寄りのないのは影
曼 Yの方である。しかも影曼は伯母の家で育ち、たった一人の肉親である兄も外国で
生活しているという、寄る辺ない境遇が強調されている。夏季休暇も帰る家がないた
めに、女学校に残るしかない。 
 影曼 Lが雲羅 Lの「一級上」と明記されているのとは異なり、影曼 Yと雲羅 Yは「平
素から親しい」とあり、そこから同級生であることが推測され、「一刻も離れられない
ほどに親密になった」とあるように、二人が一日中一緒にいる仲になった様が描かれ
る。「元々気性がさっぱりして、いくらか男性的」と形容される影曼 Y だが、実際の
彼女の行動は、例えば既に見たように結婚話が持ち上がっていると語る雲羅 Yに対し
て、大きなショックを受け、泣きながら「結婚しないって約束して」と訴えるなど強
い執着を見せるのみで、離れていく母親にすがる幼子のようである。決して影曼 L の
ように、二人で一緒に暮らすことや自分との結婚を口にすることはない。夏季休暇中
に雲羅 Yからの手紙を心待ちにし、手紙が届かないことに対しても、影曼 Yは疑心を
抱いたり怒ったり失望したりと一ヵ月間落ち着かなく、ごく短い素っ気ない手紙が雲
羅 Y から届くと泣かんばかりに腹を立て、「雲羅のところまで駆け付けて、目の前で
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自尽してやり、雲羅が後悔するかどうか見てやりたい」ほどである。そして、夏季休
暇終了後は、雲羅と泣いて言い争う気でいる。影曼 Y のこうした境遇や言動からは、
彼女の雲羅 Yへの感情は同性愛によるものではなく、親友への強い友情であり、雲羅
Y の結婚話に対するショックも身寄りのない孤独感から来る、親しい友人との分離不
安を指摘できるのではないだろうか。 
 対照的に雲羅 Y は、作品終段に向かって一気に存在感を失っていく。夏季休暇中、
影曼 Yに送った手紙は「ごく短い数句の挨拶言葉」に過ぎず、実際に彼女は夏季休暇
中に婚約してしまう。これに対して雲羅 Yの弁明は何もない。両親に可愛がられて育
った一人っ子の雲羅 Yは、最終的に両親の勧める結婚を受け入れ、影曼 Yから離れて
いくのである。 
 「彼女」の最終段、同級生が雲羅 Y の婚約について噂するのを耳にした影曼 Y が、
悲しみのあまりおかしくなるラストは次のように描かれる。 
 
  彼女達二人が話し終えていないところへ、窓の外からハハハと大笑いする声が聞
えた。二人はびっくりして跳び上がった。走り出てみると、影曼が一人、踊りな
がらロミオの歌を歌い出したところだった。手には毒薬に見立てた瓦片を持ち、
声高らかに唱えている。 
Here's to my love! O true apothecary! 
Thy drugs are quick. Thus with a kiss I die. 
  言い終えると後方に倒れ、まるで死んだようになった。二人は驚いて叫んだ。す
ぐに皆が出て来て影曼を部屋に運び入れ、誰もがこう訝しく思った。「彼女は何故
突然気が触れたのかしら？」 
 
 『ロミオとジュリエット』においてジュリエットを喪った（と思った）ロミオが毒
薬を飲み自害したように、影曼 Yはロミオの最後のセリフを言うなり倒れる。 
 影曼 Yが突如気が触れ倒れてしまうのは雲羅 Yの結婚を知ったからであるが、それ
は親しかった友人が自分には告げずに結婚してしまったという一種の裏切り行為にシ
ョックを受けたからでも、他の男に友人を奪われてしまったことへの強い独占欲から
のショックでもない。ここで焦点化されたのは、影曼の孤独感から発した究極の絶望
であった。孤児影曼 Yにとって、親友である雲羅 Yは唯一近しい存在、ずっと一緒に
いる家族を超えた存在である。その雲羅 Yを失うことは、影曼 Yにとって自己喪失に
等しいものでもあったのだ。強烈な自己喪失感は「まるで死んだよう」であり、影曼
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Yは作品中では意識を取り戻すことがない。 
 「こんなこと」と「彼女」の大きな相違は、雲羅 Lが夏季休暇中に影曼 Lに送る手
紙に表れる。雲羅 L は「私があなたを忘れたんじゃないかなんて、よくまあそんなこ
と疑えるわね。私の方が、あなたは将来簡単に私を忘れちゃうんじゃないかって心配
なのに」、「あなたは私の星、美しく輝く星。私の涙が見える？」というように恋人へ
の言葉を並べ、「彼女」の雲羅 Yの素っ気ない手紙とは異なる。雲羅 Lの手紙からは、
彼女が結果的に男性と結婚をせざるを得なくても、影曼 L への愛情は変わらないとい
うことが読み取れるのである。実際、影曼 L はその手紙を何度も繰り返し読み、泣き
ながら手紙にキスをする。 
そして「彼女」との最大の相違は、「こんなこと」の最終段である。影曼 Lが倒れる
点においては「彼女」と共通しているが、ラストの一文が決定的に異なる。以下を見
てみよう。 
 
  影曼はバタリと床に倒れた。部屋の中で話していた者達が出て来て見ると、影曼
の唇は真っ青である。声を震わせながら叫ぶ。 
  「きゃっ！どうしたの？彼女、どうしちゃったの？」 
  すぐに影曼は同級生達によってベッドに運ばれ寝かされた。影曼は目を見開き、
多くの者達が様子を見に来るのが目に入っていた。皆、何やら色々話しているよ
うだったが、彼女にははっきり聞えない。もっとも、聞くのもうんざりだった。
眼を閉じているしかない。ほどなくして、雲羅が泣いているような姿が見えた…
笑っているようでもある！そして又、泣いているようでもあった… 
  影曼はそれに我慢できなくなった。「ああ！」と溜息を吐くと、傍らに立っていた
者達が口を揃えてこう言った。 
  「良かった良かった、意識が戻ったのね！」 
 
 影曼 Lはショックで倒れるものの、彼女の脳裏には雲羅 Lの泣いている姿や笑って
いる姿が交錯している。影曼 L がそれに耐えられなくなり、はっきりと意識を取り戻
すところで作品は終わる。影曼 Lがこの先、たとえ雲羅 Lがいなくても生きていかね
ばならないことが暗示されているとも読める。このラストシーンに鑑みて少し乱暴な
言い方をすれば、「こんなこと」は女性同性愛の二人が、片方の女性が家族の圧力の下
で異性愛へ取り込まれたことによって破局を迎えた作品と言い得るだろう。 
 そして凌の「こんなこと」に逆照射される形で、楊の「彼女」が女性同性愛小説で
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はなく、二人の少女の友情が片方の結婚によって引き裂かれる物語であったことも明
らかになる。女学校において強い絆で結ばれた親友、それは自己同一化された存在で
もあるが、自らの世界の全体を占めていたその存在の喪失によって、本来的に孤独な
影曼 Yは自己をも引き裂かれ、ロミオに仮託して疑似的に死んだのであった。 
 ここで想起されるのは、楊の短編「貞女」（1920）と中編『玉君』（1925）である。
楊はこの二作において、親に強制される封建的旧式結婚の被害者の少女を描いた21。「五
四」を代表する作家の一人として、楊は一貫して封建性や旧体制に虐げられる弱者を
書き続けてきたが、「彼女」もその流れの中にとらえられるのではないだろうか。親が
娘に強要する結婚に端的に表れる当時の社会体制は、「彼女」においても同様に、雲羅
Yだけでなく影曼 Yをも不幸にしたのである。楊振声の「彼女」は必ずしも女性同性
愛小説ではなく、少なくともそこに主眼はなく、近代的装置であった女学校の少女達
ですら社会に色濃く残存する封建性に屈し、個我の確立以前に個我を喪失する悲劇と
して読者の前に提示されたと言える。 
 
 
４．結 
 以上見てきたことを簡単に振り返ると、楊振声の「彼女」が描いた二人の少女の「友
情」は、ごく親密なものではあったにしろ、同性愛と呼ぶほどではなかった。影曼 Y
との友情は雲羅 Yにとって、熱しやすく冷めやすいクラッシュに過ぎなかったようで、
自身の婚約に関して影曼 Yへの思いやりは何一つない。影曼 Yは身寄りのない孤独な
少女であり、自己の分身にも身内にも等しい大切な存在を失い、究極の絶望ゆえに気
が触れてしまう。影曼 Y には、『ロミオとジュリエット』において秘かにジュリエッ
トと結婚するロミオの勇気はなく、「こんなこと」の影曼 Lのように二人で一緒に暮ら
すという選択肢も思いつかなかったのである。そして、そのことは「彼女」の影曼 Y
には、女学校の生徒という点にのみ 1920年代の「近代性」が刻印され、精神面では前
時代と変わらぬ、あくまでも社会的弱者としての役割が与えられたということを意味
しているだろう。 
 これに対して、凌の「こんなこと」は楊の「彼女」を換骨奪胎する際に二人の少女
の境遇を変えることで、明確に少女同士の恋愛関係を描き出した。影曼 Lが雲羅 Lに
二人で一緒に暮らすことを提案し、「あなた、私と結婚しなさいよ」と言うシーンには、
封建的社会規範とは大きく隔たった強い意志性を見出すことができる。「彼女」から「こ
んなこと」への変奏には、若い女性の自らの意志による選択という、新時代の新女性
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のありようが克明に織り込まれている。ただ、彼女達はその選択を貫けず、結局当時
の社会体制の前に屈する他なかった。影曼 L がラストでおかしくなってしまうのは、
愛する雲羅 L が女性である自分とではなく、男性と結婚したことに打撃を受けたから
であった。中国文学における女性同性愛の系譜を辿るのは本稿の狙いではないが、「心
が籠って繊細で美しい」（楊）、「大変美しいこの一篇」（徐）と評された凌の「こんな
こと」と、民国期中国の女学校における少女のセクシュアリティについては、より一
層の研究対象とされてしかるべきであると考える。 
 凌の「こんなこと」の雲羅 L は父がなく、母と兄によって他の男との結婚を強く勧
められ、それに逆らえずに結果として後妻として嫁ぐことになる。家族が恋愛の障害
となるという点において、雲羅 Lはまさしくジュリエットであったと言えるだろう。 
 そして、雲羅を失った影曼 Yも影曼 Lも結果的には封建的旧式結婚の被害者となっ
てしまう。彼女達も当時の家制度によって抑圧されたジュリエットであったのだ。 
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青島の海水浴場のロシア人 
──王統照「海水浴の後」について 
 
齊藤 大紀 
 
はじめに 
 かつて青島に在住した作家の中で、王統照（1897-1957）は、さほど先行研究が多い
作家ではないだろう。沈従文（1902-1988）、老舎（1899-1966）、聞一多（1899-1946）
をはじめとして、多くの著名作家がかつて青島に居を構えていたのであった。彼らの
作品、人となりについては、まさに鈴なりといってもいいほどに、優れた研究が存在
している。しかし王統照については、中国においては劉増人氏の著作をはじめとする
研究があり、日本においても広野行雄氏、吉田富夫氏の研究があるものの、決して数
が多いとはいえないだろう1。むしろ少なすぎるというべきか。 
 少なすぎるといったのには、それなりの理由がある。というのも、王統照の経歴を
見れば、人柄・作風が地味ながら、この作家・詩人・編集者・文化官僚が中国現代文
学史のなかで占めた地位がいかに大きかったかわかるはずである。1897年、先祖に清
初の著名な詩人王漁洋（1634-1711）をもつ山東省諸城県相州鎮の名家に生まれ、長じ
ては北京なる中国大学に進み、五四運動の渦中に身を投じる。文学研究会の発足にと
もなって発起人のひとりに名を連ね、中国現代文学最初期の長編小説である『一葉』
（1922）を発表する。徐志摩（1897-1931）とともにタゴール（1861-1941）のおともを
したこともあった。母の死にともなって、北京を引き払い、青島に移住する。青島で
は、青島市立中学などで教鞭を執りつつ、『青潮月刊』などの雑誌の編集も行う。その
いっぽうで上海にもしばしば足を運び、葉聖陶（1894-1988）のすすめによって、代表
作『山雨』（1933）を執筆した。この山東省の農村の崩壊を描いた小説によって、王統
照は、国民党当局の怒りに触れ、ヨーロッパへと旅立つ。帰国後、日中戦争全面化の
中で、日本軍に占領された青島から孤島となった上海に居を移し、日本軍が上海を占
                                                   
1  劉増人『王統照伝』（北京十月出版社、2000年）、劉増人『王統照論』（山東教育出版社、2001
年）。広野行雄「王統照の『山雨』について」（『中国文化：研究と教育：漢文学会会報』第
40号、1982年）、広野行雄「王統照第一短編集の評価をめぐって」（『中国文化：研究と教育：
漢文学会会報』第 41号、1983年）、吉田富夫『五四の詩人王統照』（同朋社出版、1985年）、
このほか中国における王統照研究の著作としては、王立鵬『王統照的文学道路』（学林出版社、
1988年）、楊洪承『王統照評伝』（花山文芸出版社、1989年）、王立誠『瓣香心語：王統照紀
伝』（山西人民出版社、1999 年）、馮光廉・劉増人編『王統照研究資料』（知識産権出版社、
2009年）などがある。 
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領した後は、名を変えて市井に潜んだのであった。日本の降伏の後、青島に帰り、中
華人民共和国建国後は山東大学教授となって済南に移住し、山東省の文化方面の要職
を歴任する。全人代の代表であった王統照は、胸の病を抱えながらも上京し、周恩来
の報告を聞きながら容態が急変し、そのまま山東省に帰って息を引き取ったのであっ
た。1957年、世は反右派闘争の渦中にあったときである。この王統照の歩みを見れば、
彼がいわゆる五四世代の知識人の、まさに典型ともいえる道を歩んだことがわかるで
あろう。 
王統照は、青島滞在期の前半、北京文壇での挫折や母の死などによって、精神的に
大きな打撃を受ける中で、何編かの短編小説をものしている。こういった低調な精神
状態の中で書かれた小説は、冷静で客観的な筆致を生み、逆説的ではあるが、青島の
リゾート都市としての側面を生き生きと描き出しているのではないかと思う。それを
考えるにあたり、王統照が、青島という、年若い海浜のリゾート都市の、まさにその
海辺の波打ち際を描いた「海水浴の後」〈海浴之後〉（1927）という短編小説を中心に
取りあげたい。「海水浴の後」は、ごくごく短い作品ながら、王統照という作家が目に
したリゾート都市の浜辺と、そこが潜む問題とが描かれており、これはまた中国の近
代文化のなかでリゾートという場所がもった意味を考えるうえで興味深い問題を提供
してくれているように思えるからだ。 
 
青島の海水浴場 
 「海水浴の後」を論じるにあたっては、まず青島の歴史を簡単に振り返らなければ
ならないだろう。 
 周知の通り、山東半島の寒村であった青島は、1897年、山東省におけるドイツ人宣
教師の殺害をきっかけとして、ドイツ軍の占領するところとなり、翌 98年にドイツが
青島を租借地としたことから、植民地都市としての建設の歴史がはじまる。 
 青島のヴィクトリア湾にヴィクトリア海水浴場が整備されたのは、ドイツが租借地
としてから、わずか 3年後の 1901年のことであった。海水浴場の整備とともに、リゾ
ートホテルも建設され、1904年にはストラン・ホテル（海浜ホテル、後に匯泉ホテル）
が開業する。 
 この短期間の海水浴場整備の背景には、ドイツが 19世紀を通じて海岸保養の先進国
であったことがあげられるだろう2。海水の健康への効用は、つとにドイツの医学者た
                                                   
2 以下の記述については A・コルバン著（福井和美訳）『浜辺の誕生：海と人間の系譜学』藤原
書店、1992年、pp.494-496および pp.720-721参照。 
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ちに知られていたが、1793年に医師ゲオルク・クリストフ・リヒテンベルクが「なぜ
いまドイツには公の海水浴場がないのか」を発表し、海水浴場での逗留が健康にすこ
ぶるよいことを論じ、大きな反響を巻き起こしてゆく。翌 94年には、海水浴場の立地
に関して、潮流や塩分含有量や砂の状態などをめぐって、北海支持派とバルト海支持
派に分かれて、論争がくりひろげられたのであった。そして、同年にはバルト海沿岸
のバードドベラーン近郊にドイツ最古の海水浴場であるハイリゲンダム海水浴場の建
設が始まる。ハイリゲンダム海水浴場は、19世紀を通じて建設が進み、保養客用会館、
劇場、遊歩道、野外音楽堂、図書館が設けられ、さらには青島を彷彿とさせるような
海上に突き出た桟橋も建設されて、保養客は潮風に吹かれながらそこを散歩すること
もできたのであった。毎日正午から 1 時間野外音楽堂ではコンサートが開かれ、お茶
とダンスの集い、大舞踏会が開かれたこともあったという。ここには近代リゾートの、
二つのキーワードである「保養」と「社交」という要素をうかがうことができるだろう3。 
 話を青島にもどそう。ドイツは模範植民地都市を目指して青島の建設を行っていた
という。となれば、青島
という、この海浜の寒村
が植民地都市に変貌を
とげるにあたって、海水
浴場という保養と社交
の舞台は、なくてはなら
ないものであったにち
がいない。青島という都
市は、山東省内の産物の
輸出港、山東省内の貧民
の東北地方への移民港、
日本をはじめとする諸
外国の物資の輸入港な
どといったさまざまな
顔をもつ港町であると
ともに、生まれながらにしてリゾート都市でもあったのである。その青島の海水浴場の
ようすを、青島の郷土史家である魯海氏は、次のように記す。 
                                                   
3山田登世子『リゾートの世紀末：水の記憶の旅』（筑摩書房、1998年）を参照。 
写真1 青島第一海水浴場（旧ヴィクトリア海水浴場、2012 年 8月 22
日、筆者撮影）。魯海氏の記述によれば、昔日は左手の手すりのあ
る遊歩道がなく、砂浜から直接ホテルへ行けたという。 
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ドイツが青島を占領した後、青島を観光都市として建設するために海水浴場の造
営をはじめ、もともと会前村の漁民が船を泊め網を干した長さ 500 メートルの砂
浜を最初に選定した。ここの湾をヴィクトリア湾（いまは匯泉湾と称す）と命名
し、海水浴場もヴィクトリア海水浴場と呼んだ。海水浴場と同時に建設されたの
が 1904年に完成した海浜ホテル（いまの匯泉ホテル）であり、これがわが国初の
近代的リゾートホテルであった。むかしは海水浴場との間は道路で隔てられてお
らず、宿泊客の部屋がそのまま更衣室でもありシャワー室でもあった。ホテルの
広大なテラスは、ホテルのであるのと同時に海水浴場の露店カフェとバーでもあ
った。当時、一ヶ月前に部屋を予約しなければ、夏は満室でこのホテルには宿泊
できなかった。このほか海水浴場には 140 あまりの板ばりの更衣室もあった。初
期、植民地統治下の青島では、海水浴場は二つのエリアに分けられており、磯近
くの一部が中国人海水浴区であり、もういっぽうが欧米人海水浴区であった4。 
 
 海水浴場のエリア分けは、ドイツの植民地支配の終了をもって取り消されたのであ
ろうか、30 年代初頭生まれの魯海氏は、少年のころ、この旧ヴィクトリア海水浴場、
すなわち日本統治下の忠海ただのうみ海水浴場の日本人経営の屋台で「小豆あん入りの餅」──
大福であろうか──を食べ、とてもうまかったと回想している5。魯海氏の筆からは、
ホテル、露店のカフェ、バーといったようないかにもリゾートといった設備を備えた
青島の海水浴場のようすが浮かびあがってくるだろう。 
青島の海水浴場について、いまひとつ日本人の記録を見てみよう。青島民政署編『青
島要覧』（巌松堂書店、1918年）である。 
 
▲海水浴場 万年山の南方、海に面せる中腹には数寄を凝せし宏壮なる別荘三々
五々。其の裾の海岸は原名アウグステー、ヴィクトリア湾と称し、藍碧の海にし
て静波は岸辺を洗い、海水浴場として好適の地たり。往年独逸は理想的設備を施
し、支那各地に在留する欧米人は素より、遠く濠州方面より避暑客を迎え、支那
沿岸地方に於ける唯一の海水浴場として遠く其の名を博するに至れり。我軍占領
後、ヴィクトリア湾は忠の海と改称せしが、海水浴場は戦禍の余響に因りて遠来
の避暑者は一時杜絶の状態に在りたれども、秩序の回復と共にホテル、音楽堂、
                                                   
4 魯海『青島旧事』青島出版社、2003年、pp.55-56。 
5 同上書、p.56。
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其の他の設備も亦既に完成し、再び外客の招徠に努めたれば、諸方より来集する
者頗る多く、例年盛夏の交には盛なる浴場開きを行いて青島年中行事の一に数え
られつつあり6。 
 
 ドイツの占領時代、青島のヴィクトリア海水浴場は、水質のよさや波のおだやかさ
によって、海水浴場に選ばれ、「理想的設備」をしつらえて、中国随一の海水浴場とな
り、中国在住の欧米人はもとより、オーストラリアからの旅行客も来ていたのであっ
た。第一次世界大戦の後、日本の支配下に入ると、一時外国からの客は途絶えたけれ
ども、やがて秩序が回復するのにともなって、ふたたび客足がもどってきたという。
つまり、青島の海水浴場は、20 世紀の開始とともに整備されはじめ、20 世紀の前半、
アジア有数の海水浴場であったということがわかるであろう。そこには、ドイツ人、
日本人、中国人はもとより、欧米各国からの旅行客、オーストラリアからの旅行客な
ど、さまざまな国籍の老若男女が海水につかっていたのである。 
 ところで山田登世子氏は、前述のように、19世紀末からのリゾートの特徴が「保養」
と「社交」にあったとしたうえで、次のように指摘する。 
 
ユイスマンスのルポにもあったとおり、ここには「家族連れ、団体、カップル、
独り者」、さまざまな人種が思い思いに足を運んで来る。そして、重要なのは、そ
れらの異なる人種がこの水辺で《混じりあう》ことである。 
 そう、混じりあうこと──それが、リゾートの際立った特徴である。イギリス
のサバービアにみた郊外への《隠棲》は、下層階級との接触を嫌悪する衛生学的
な感性をふくんでいる。けれども、隠棲より《社交》のコードが強いフランスで
は事情がちがう。パリでは固定した居住の階層デイスタン分化クシオンが、水辺の行楽地に来るとき
には、ゆらいでゆく。水はテリトリーを曖昧にし、境界線をくぐるのだ。実際、
泳ぐ者は、社会的衣服を脱ぎ捨てる者ではなかろうか。孤独な魂のシエスタなら
ぬ《群衆のシエスタ》の行楽地では雑多な階層が混じりあい、思いがけぬ交わり
が開かれて「ひと夏の恋」が生まれる7。 
 
 山田氏は「リゾートの際立った特徴」を「混じりあうこと」としたうえで、下層階
                                                   
6 青島民政署編『青島要覧』巌松堂書店、1918年、pp.235-236。仮名表記を現代仮名遣いに改
め、適宜句読点を補った。
7 前掲山田登世子『リゾートの世紀末：水の記憶の旅』、pp.38-40。
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級と混じりあうことを嫌悪するイギリスのリゾートのありかたと、「社交」を重視する
フランスのリゾートのありかたの相違を指摘する。そして、フランスの海水浴場に泳
ぎに来た者は、「社会的衣服を脱ぎ捨て」て、雑多な階層の境界線をかいくぐり、泳い
でゆくのである。 
 それでは、中国では、どうか。中国随一の海水浴場である青島では、どうか。そこ
では、先に指摘したようなさまざまな国籍の、さまざまな社会的階層の老若男女たち
が、「混じりあい」、「社会的衣服を脱ぎ捨て」て、群衆の夏休みを楽しんでいたはずで
ある。このことを考えるうえで、絶好の、きわめて興味深いテキストが、すなわち王
統照の「海水浴の後」なのではないかと思うのである。 
 
王統照、北京から青島へ 
 王統照の「海水浴の後」のテキストの文あやをほどく前に、まず王統照がなぜ青島に移
住したのかを見てみよう8。 
 王統照と文学とのつきあいは、
1916年、済南省立第一中学在学中の
19歳のときに『諸城旅済学生会季刊』
に詩や小説を発表し、また『新青年』
第 2 巻 4 号「通信」欄に書信が載る
などしたことにはじまる。その後、
1918年に北京の中国大学英文系に入
学し、『婦女雑誌』、『中国大学学報』、
『曙光』、『小説月報』、『時事新報・
文学旬刊』、『晨報副刊』、『東方雑誌』、
『晨報・文学旬刊』などに作品を発
表し、また中国現代文学の長編小説
としては最初期のものである『一葉』、
短編小説集『春雨之夜』（1924）、詩
集『童心』（1925）などを出版してい
る。先にも言及したが、1924年にイ
ンドの詩人タゴールが中国を訪問す
                                                   
8 以下の王統照の事跡については、楊洪承『王統照評伝』（花山文芸出版社、1989年）、劉増人
『王統照伝』（北京十月出版社、2000年）を参考にした。
    写真 2 青島・観海二路49 号の王統照故居 
           （2014 年 8 月 17日、筆者撮影） 
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ると、徐志摩とともにタゴールの随伴もしている。王統照青年は、まさに北京文壇の
第一線で活躍していたといえよう。またいわゆる“キャリア”の面でも、1922年に中国
大学を卒業すると、そのまま同校の教員となり、24 年には 27 歳の若さで中国大学教
授兼出版部主任となっている。 
 順風満帆としか見えない王統照の人生であったが、1925年に転機が訪れている。と
きまさに五・三〇事件の前夜、王統照はアメリカの詩人ロングフェロー（1807-1882）
の詩「カステル・カイレの盲目の少女」〈克司台凱莱的盲女〉を翻訳して『時事新報・
文学旬刊』に発表したが、胡適からこの詩の誤訳の多さを指摘され、文壇のスキャン
ダルとなってしまったのである。それに嫌気がさしたのか、王統照は、1925年 6月か
ら 9 月にかけて、北京を逃げ出すかのように山東に帰り、編集していた『晨報・文学
旬刊』もその間、人に任せることとなっている。 
 またこのころの王統照は、家庭的にも、相次いで不幸に見舞われている9。父の王秉
慈は、王統照が七歳のときに早くも世を去っており、それ以降は、母の李清が王家を
切り盛りしていた。王統照は、王家にあってひとり息子であり、母との絆は相当に強
いものであったようだ。その母も、ちょうどこの頃に胸を患い、体調を崩していた。
さらに 24年に生まれた王統照の次男である金誠は、生まれながらにして体が弱く、命
を救うために強い薬を用いたところ、後遺症で精神的に障害が残ってしまったという。
その金誠の看病をしていた妻の孟昭蘭も体調を崩しがちになり、このため王統照はし
ばしば北京と故郷の相州の間を往復することになったのだが、ある日、王統照が食堂
車に乗っていると、列車が車と衝突し、王統照も負傷するといったこともあったという。 
また王統照は、友人の妹であり、初恋の相手である隋玉妹に思いを寄せつづけてお
り、彼女も北京へと来て北京女子師範大学への入学を目指して王統照から英語を学ん
でいたらしい。この状態をまずいと思った母の李清は、1925年から妻の孟昭蘭を北京
に住まわせるようになったので、王統照は隋玉妹と行き来ができなくなって失意のう
ちにあったともいう10。 
 やがて王統照自身も体調を崩しがちになり、1926 年春に母重病の電報を受け取り、
取るものも取りあえず相州へと帰り、7 月には中国大学の職を辞して相州に定住する
ことにした。重病であった母の李清は、翌 27年 3月にこの世を去ってしまう。 
 もちろんこの王統照の帰郷の背景には、三・一八事件以降の、北洋軍閥政府による
言論弾圧と、それに起因する出版社、作家の北京脱出という、政治的な要因も存在す
                                                   
9 前掲劉増人『王統照伝』pp.173-174に詳しい。
10 前掲王立誠『瓣香心語：王統照紀伝』pp.24-25。
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るのではないかとも思われる。王統照にとっては、そればかりでなく、文壇でたたか
れ嫌気がさしたことや失恋や最愛の母の重病と死といった個人的な事情もあったようだ。 
 李清は、諸城の東隣の町である青島にある程度の家産を残したようであるが、王統
照は母の死後、新たに観海山の中腹に位置する観海二路にある家を購入し、そこで生
活することにしたのであった。王統照、時に 30歳であった。 
 王統照はまた「『王統照短編小説集』序」（1937）で次のように言う。 
 
 これ以降、社会状況の描写が多くなり、個人のまぼろしの感情は筆下であまり
表現したくなくなった。だが、わたしの親愛なる母が民国 15 年の春先に病没し、
わたしに重大な打撃をあたえたのであった。これに加えて、中国はまさに混乱の
時代にあって、見聞きすることが感慨を生み、個人の身体、生活も苦痛不安のう
ちにひたったのであった。海辺の小屋で病にかかり、時には強烈な悲しみが心に
こみあげ、それをまぎらすものがなかった。またどんな書物も読めなかったので、
十篇前後の短編を書いたが、「さかまく風雪の心」〈攪天風雪夢牢騒〉、「印空」、「薪
を買う日」〈買木柴之一日〉、「ラッパの音」〈号声〉、「易を読む」〈読易〉などのた
ぐいは、どれもこの一年に書いたのであった。もちろん感傷があまりに重すぎ、
たまたま身辺の瑣事にとどまらぬものがあったとしても、さらに悲観論と宿命論
の色彩がきわめて濃厚であった。これは数年前のうわべだけの思想しかない作品
と異なっていた。苦痛はかなばしのように心をはさみ、未来に対してもなんら希
望がなく、すべてをさえぎり、友人と交際を断ち、母の病によって、北平の教職
の仕事もとっくに辞めてしまっていた。秋の冷たい風雨さらされ、飛ぶ波に夜お
どろき、幼き妹はわたしを頼り、幼子は跳びはね、そのころはまことに翼を広げ
て飛べず、生活してゆく力がないと深く感じるところがあった。世間を捨てさる
気持ちは、日夜、胸の中で消長していたので、幾篇かの短編を書いたものの、発
表するつもりもなく、他人が読んでくれても、どうして完全に理解してもらえる
と思えただろうか。あらゆることに対して「あきらめられる」という決心を大いに
もっていたのだから、学問文字の末節などはなおさらのことである。しかし感情の
真摯さを言うならば、わたしは、あの時期の幾篇かは個人的な作品であり、確かに
自分の憂鬱愁苦の心の声であると固く信じている。創作の目的を言えば、それによ
って日々をやりすごしただけであり、他人になにか啓発しよう、ものごとの道理を
克明に記そうなどという、大それた望みは、決して思ってもみなかった11。 
                                                   
11 『王統照全集』第 2巻、中国工人出版社、2009年所収、pp.323-324。 
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文中、民国 15 年とあるのは、16 年の誤りである。王統照は青島移住の当初、精神
的にも肉体的にもきわめて低調であったことがわかるかと思う。このころから「個人
のまぼろしの感情」を表現した作品が減り、「社会状況の描写」が増えていったとする。
五四時期の王統照は愛と美の人生を語る作家とされていたが、それが社会を描くよう
になったというのである。しかし、中国の社会状況から、また自身の個人的な事情か
ら、「悲観論と宿命論の色彩が濃厚だった」とする。この青島滞在期は、王統照にとっ
て、やはり作家として大きな転換点だったのではないだろうか。 
 王統照は、「銀龍集・序」（1941）でも、20年代後半の青島での生活について次のよ
うに回想している。 
 
民国 15、16、17年の間、わたしは海辺の片隅にさびしく暮らし、多くの病にまと
わりつかれ、もろもろの苦悶の感情のうちに月日をやりすごしていた。かつての
青年の心と人間関係に対する安易な見方は次第に変化していった。静かで憂鬱な
思索と、冷静に沈黙した観察とは、“群れを離れた”苦しみはあったけれども、人生
の澄み切った認識をふやしてくれた。涼秋に、暮冬に、凍える波が彩りを収める
のをながめ、枯れ枝が震える音を聞きながら、夜通し眠れず、筆にまかせて書き
なぐり、鬱屈した思いを述べたのであった。そのころわりあい森閑としていた半
島は、まだ人口も少なく、生活も安定していたので、精神を落ち着けやすく、沈
思を誘いやすかったものである12。 
 
ここでもやはり五四時期の「青年の心と人間関係に対する安易な見方」が消えてい
ったとする。そして、落ち込む心で「静かで憂鬱な思索」にふけり、人間に対する「冷
静に沈黙した観察」を行なった結果、「人生の澄み切った認識」が増えたというので
ある。このようなキーワードを踏まえて、「海水浴の後」を読んでみよう。「思索」
と「観察」によって、王統照は、青島のリゾートビーチをどのように描くのか。 
 
「海水浴の後」 
 「海水浴の後」は 1927年 10月 2日に執筆された。初出は『民鐸』第 9巻第 3号（1928
年 3月 1日）であるが、未見であるため、いまは『王統照全集』第 1巻（中国工人出
                                                   
12 前掲『王統照全集』第 1巻、p.310。
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版社、2009年）所収のものによる。 
それにしても「海水浴の後」は、海水浴に行ったにしては執筆の時期も 10月とやや
遅いし、執筆から発表までも 5 ヶ月ほどとやや時間がかかっている。王統照が「銀龍
集・序」や「『王統照短編小説集』序」でいうように、「夜通し眠れず、筆にまかせて
書きなぐり、鬱屈した思いを述べた」作品であり、「書いたものの、発表するつもりも
な」い短編であったのだろうか。 
 「海水浴の後」は『全集』所収版で 5 頁ほどのきわめて短い短編である。あらすじ
も、夏の終わりのある日、「わたし」と S君、C君兄弟が青島の海水浴場に海水浴に行
くという話である。冒頭を見てみよう。 
 
たしか夏のおわりのある日のことだったと思うが、午後の陽光が海面と砂浜と
に射し込んであでやかに光輝く色彩を映し出していた。海水浴場は海水浴客でい
っぱいであり、赤や緑のソフトな水泳帽を着けた女たちがとびきり興味をそそっ
た。彼女たちの水中の姿勢や水からあがった後のしぐさは、なまめかしく、たお
やかであり、もともと荒涼としていた海岸にどれだけ生き生きとした風情を添え
たことであろうか。目に触れるものはピカピカと輝く腕と太股ばかりである。突
き出た胸とくびれたウエスト。女たちはその美醜、黄色白色の肌の色にかかわら
ず、同じように人の心を引きつける。そのうえ子どもたちの笑い声もあった。こ
うしてそこで海水浴をする人、それを見物する人は、みな忘我の状態のうちに染
まっているかのようであった。 
 
 冒頭から夏の日のまばゆいばかりの海水浴場の光景が描写される。もちろん海と砂
浜がまばゆいのであるが、そこに遊ぶ黄色い肌であれ、白い肌であれ、体の線をあら
わにして遊ぶ女性たちがいちばんまばゆいと言っているかのようだ。 
語り手の「わたし」については、いっさい素性が明かされない。S 君については、
年若い「ドイツ留学生」とあるが、話の内容からして、ドイツ人留学生ではなく、ド
イツ留学経験者であろう。病理学と解剖学を修めたこの若き学徒は、修めた学問に反
して身体が貧弱であるが、なかなかに勇敢であり、１ヶ月間海水浴を学んだおかげで、
5、6分は水面で泳げるのであった。しかし、彼は水には潜れない。C君兄弟は、太っ
た兄弟であるが、慎重な性格であり、特に弟のほうは、水が怖くて、波がへその上に
来るような場所には行けないのであった。ちなみに「わたし」も、あまり水泳が得意
ではなく、水面でパチャパチャ泳げても、顔を水につけるのは恐ろしく思っているよ
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うである。しかし「わたしたち」は、いちおう「水泳の方法を練習する」ために海水
浴へ来ているようである。 
 現在のわれわれの感覚では、そんなに水が怖いのであれば、のこのこ海水浴などへ
来ずに家でおとなしくしていればいいのにと思ってしまうが、これは先に引用した山
田登世子氏の指摘するごとく、「保養」のために海水浴へ来ているのであろう。つまり
スポーツとしての水泳を楽しむのではなく、むしろ海水につかり海水の殺菌作用など
を利用して健康を維持することを目的としているのだと思われる。いまも「海水浴」
ということばにその名残が見られるように、近代初期においては、海辺で海水につか
ることは、温泉に湯治に行くのとほぼ同じ意味をもつ行為だったのである13。「海水浴
の後」における「わたしたち」4 人の海水浴姿は、まさに前近代と近代の海水浴の過
渡期を泳いでいるわけであり（もしかしたら溺れているのかもしれないが）、中国にお
ける海水浴史という観点からも、きわめて興味深いものなのではないか。 
 さて、あらすじに話をもどそう。そんな「わたし」は、ある偶然のできごとから、
チェーホフの短編小説「異国で」への感謝の念を引き起こされることになるのであった。 
友人と離れて水につかっている「わたし」の近くにビーチボールが流れてくる。西
洋人の少女から取ってくれと頼まれて取ってあげたところ、その少女たちはフランス
人であり、ボールを取ってもらったにもかかわらず、フランス語で「ずるい中国人」
とののしったことを「わたし」に聞き取られてしまう。 
 やがて夕方になり、「わたしたち」も海からあがることにする。「わたし」と S 君が
白い板で作られたシャワー小屋に入ると、二つのシャワーがあるのだが、すでに二人
の日本人の少女が使っており、順番待ちをすることになる。すると「わたしたち」の
後から、二人の太ったロシア女と一人の人相の悪いロシア男が入ってきたのであった。
「わたしたち」の順番が来ると、三人のロシア人は、イライラが高じたためか、「わた
し」に不意の襲撃を食らわせる。 
 
 わたしの肩がふいに太った手で押され、さらに力を入れて怒ったかのように押
し込められた。顔の肉が横向きについたかのような、胸の赤い水着が二個の大き
な瓜を装填したかのようなロシア女が、前に進んでわたしをいさめ、彼女の白い
靴を指さしていた。わたしは笑った。「これがあるからね。」わたしはシャワーを
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指さした。同時に S 君は、彼女に対してドイツ語で「シャワーの前で白い靴を履
くと、とてもひどいことになりますよ」と言った。彼女はあまり理解できなかっ
たようであり、やはり大声で文句を言っていた14。 
 
 余談になるが、王統照は“おっぱい”が好きである。この場合はそうでもないが、哲
学的な議論や冷静な描写の中に、まま“おっぱい”の描写を差しはさんでくる。あたか
も、周星馳監督の名画『0061 北京より愛を込めて!?』〈国産零零漆〉（1994）の、主人
公が香港の安宿に投宿した際、3Dめがねをかけてエロ本をのぞき見たときの描写のよ
うに。 
 それはともかく、このロシア人とのいざこざによって、「わたしたち」四人は、海水
浴から帰る道すがら「外国人」について議論を展開する。そして、C君宅で夕ご飯を食
べる際も、家庭教師の趙先生を交えて、「外国人」についての議論を続けたのであった。 
 兄の C君は日本人びいきであり、日本兵の規律正しさをほめる。それに対して、趙
先生は、日本人の居留民団が青島で警察署を打ち壊し、警官を拉致した事件を挙げ、
兄の C君に反論し、「どの国の人間だって、ロシアさんに比べればまだマシさ。と同時
に気の毒でもないよ」と言う15。 
 これをきっかけに五人の間で（といっても「わたし」はもっぱら記録係といったと
ころで、なにも意見を表明していない）、ロシア人をテーマに議論が始まる。S 君は、
中国軍の軍服を着て中国人を殺すロシア人への憎しみを述べ、彼らが鉄砲を置いた日
には、中国人は絶対に許さないと言う。趙先生は、ロシア人は中国の軍人に使われて
おり、突撃の時には先鋒にされると言って、同情する。兄の C君は、ロシアの売春婦
は、いちばんけしからん。中国人のように色っぽくなく、日本人のように風流でもな
く、まるで女夜叉のようだと、トンチンカンな意見を開陳する。しかし、夕方、「わた
し」と一緒にロシア女にケンカを吹きかけられた S 君は、そのときのようすを思い出
して、兄の C君の話に大受けしていたのであった。 
 帰り道、夏の夜空の下で、「わたし」はロシア人にまつわる物語を思い出す。この省
の南部の人びとが、戦争の後、逃げ遅れたロシア兵を捕まえて、凌遅処死の刑に処し
たり、石油で焼き殺したしたというニュース。そしてまた、趙先生と S 君の話を思い
出し、「わたし」の脳裏に二枚の絵が電光石火のように浮かぶ。一枚は三年前に、おそ
らくは北京の、大学の門前で「わたし」が目睹した絵である。 
                                                   
14 前掲『王統照全集』第 1巻、p.249 
15前掲『王統照全集』第 1巻、p.250 
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ある大都会の大学の門先では、ひとかたまりふたかたまりと、学生たちが潮水
のように外に押し流されていた。おりしも 11月末の冬のことであり、北風に吹か
れて誰しもふるえていたが、輝ける文化の深き泉である大門の口に、ぼろぼろの
赤い肩掛けを着けたロシアの貧しい女が手を伸ばしてわずかな銅銭をねだってい
た。目はとても大きかったが、いっさいの光がなく、手は霜焼けだらけであった。
薄いふところには、二、三歳の子どもまでいた。──この子はピョートル大帝の
時代に生を受けず、また革命家のたぐいの家にも生を受けず、運命にしたがって、
母のふところにちぢこまり、異国の意気揚々とした若き男女たちに銅銭をねだる
のを耳にするほかないのである。しかし母は、ひっきりなしに「Good man」と唱
えていた。彼女は、こんな外国語しか言えず、こんな話しかできないのであった。
──これが三年前に目睹した絵画である16。 
 
哀れな乞食のロシア人母子の思い出である。「ピョートル大帝の時代に生を受けず、
また革命家のたぐいの家にも生を受けず」とあるので、この母子は、むかし貴族であ
ったかもしれぬ、白系ロシア人の流浪の果てに落ちぶれた姿なのであろう。 
「わたし」が思い浮かべたもう一枚の絵は、田舎の若い農民がロシア人に牛を連れ
て行かれそうになったため、唯一の家畜であり、耕作と飯の種であるとすがったとこ
ろ、指揮刀で切られ、青草のうえで牛より先に生を終えてしまったという絵であった。
周りの農民もどうすることもできず、牛は二つの高い影に引かれて兵営に行き、若き
農民は急病で死んだことにされたのであった。これは数日前に事実であることが確か
められたニュースである。 
「わたし」は歩きながら、フランス人少女の柄模様のボールと太ったロシア女の力
強い手とを思い浮かべるのであった。 
 
ロシア人というテクスト 
 「海水浴の後」には、確かに日本居留民団による青島の警察署の焼き討ちの言及も
あるけれども、全体を通読すれば、多く言及されているのは、むしろロシア人の問題
であることに容易に気づくことであろう。そこで、この作品に見えるロシア人像を簡
単に整理してみよう。 
 
                                                   
16前掲『王統照全集』第 1巻、p.251 
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1. シャワーを浴びる「わたし」を突き飛ばす理不尽なロシア人三人組 
2. 中国軍の軍服を着て中国人を殺すロシア兵 
3. 中国軍に利用されて先鋒にされるロシア兵 
4. 女夜叉のようなロシア人売春婦 
5. 凌遅処死や焚刑によって殺害されたロシア兵 
6. 大学正門前のロシア人母子の乞食 
7. 牛を徴用するために中国人の青年農民を殺すロシア兵 
 
 実にさまざまなロシア人像が言及されていることがわかるであろう。しかし、大ま
かに分類すると、1、2、7は中国人に危害を加えるロシア人ということになろうか。3、
5、6は、中国人から危害を加えられる、あるいは、中国人に哀れみを請うロシア人と
いうイメージということになろうか。4 は無理をすれば前者のグループに入れられな
くもないが、作中で「わたし」も指摘するとおり、なるほどややトンチンカンなロシ
ア人像ということになるだろうか。 
 そのいっぽうで、特に 6 に典型的だが、中国を流転する哀れな白系ロシア人という
分類も成立するようである。1 と 4 も、哀れかどうかを別にすれば、この分類に収め
られるのではないだろうか。そして、2、3、5、7は、それぞれの幸不幸を度外視すれ
ば、中国を転戦するロシア兵というイメージになるかと思う。 
 このロシア兵については、「海水浴の後」執筆当時の山東省内の事情を視野に入れな
ければならないだろう17。1926 年、蒋介石をリーダーとする国民政府軍は、広東で北
伐宣言を行い、張作霖をリーダーとする北洋軍閥政府の所在地であった北京を目指し
て北上を開始した。翌 27年、国民政府軍は、南京、上海を占領するものの、蒋介石は、
4月 12日に、第一次国共合作を解消し、いわゆる上海で四・一二クーデターを起こし、
国民政府内の共産党員を粛清したのであった。その後、国民政府は、左派の武漢政府
と右派の南京政府とに分裂し、やがて武漢政府が共産党と袂を分かって南京政府に合
流するなど、迷走状態となってしまう。 
 そのいっぽう、日本では 1927年 4月 20日に田中義一内閣が成立し、山東省内の日
本権益の保護と居留民の保護を名目に、大連の歩兵第 33旅団を青島に派遣し、待機さ
せたのであった。その後、7 月 8 日に日本軍は済南に進出する。いわゆる第一次山東
出兵である。蒋介石の国民政府軍と済南にあった北軍の張宗昌軍が一戦を交え、国民
                                                   
17この時期の中国とソ連の関係については、ポリス・スラヴィンスキー、ドミートリー・スラ
ヴィンスキー著（加藤幸廣訳）『中国革命とソ連』（共同通信社、2002年）を参照。 
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政府軍が大敗し、蒋介石が下野するにおよんで、日本も撤兵することとなり、9 月 8
日に撤兵を完了した。王統照が「海水浴の後」を執筆する 1ヶ月前のことである。 
 「海水浴の後」で話題にのぼるロシア兵は、この間の戦争の中で、あるいは中国人
と戦い、あるいは中国人に利用され、あるいは捕らえられて殺されたものであろう。
満洲に地盤を置いた張作霖軍をはじめとする軍閥側に白系ロシア人が参加していたの
かもしれないし、また共産党と合作していた国民政府軍に軍事顧問の形で加わってい
たソ連人のことを指しているのかもしれない。 
 いずれにせよ、王統照は、北伐戦争の渦中にあった中華民国のロシア人を、中国人
に危害を加えるロシア人、中国人に危害を加えられるロシア人、白系か赤系かわから
ないものの、兵士として中国で戦うロシア人、乞食をしながらかろうじて生をつなぐ
白系ロシア人などといった、さまざまな位相でロシア人像をとらえていることがわか
るであろう。王統照の厚い眼鏡の底の目には、ロシア人というイメージこそがさまざ
まな政治的な力量が複雑にからみあった、一枚のテクストとして、いいかえれば、一
個の文化現象として、複雑な色合いをともないながら映じていたはずであろう。 
 それでは、王統照は、なぜロシア人をこのようなまなざしでとらえることができた
のか。ヒントは、あらすじでさりげなく触れたチェーホフの「異国で」にあるだろう18。
実は、王統照は、この作品を翻訳し、『小説月報』第 12巻「ロシア文学研究」〈俄国文
学研究〉号外（1921年 9月）に発表しているのである。このチェーホフの短編小説は、
ロシアの地主であるカムィシェフと彼の家に寄宿するフランス人シャムブーンの物語
である。シャムブーンは、カムィシェフの子どもの家庭教師であったが、子どもが成
長したいま、カムィシェフの「下らないお喋りを謹聴する」ために雇われているよう
なものであった19。カムィシェフは、その会話の中で、徹底的にフランスをバカにし、
自分はフランス人が嫌いだ、フランス人は道徳観がまったくない、などとしゃべり倒
す。ついにシャムブーンが怒り、カムィシェフ宅を辞して、フランスに帰国するとの
たまうと、カムィシェフは、シャムブーンの旅券をなくしたため、彼の帰国は不可能
になったことを告げる。かくて、シャムブーンは、カムィシェフの下らないお喋りに
つきあわざるをえぬ境遇から脱出できないのであった。 
 ここでチェーホフが風刺を効かせて描くのは、カムィシェフという俗物の、ロシア
至上主義とでもいうべきふるまいであろう。チェーホフの「異国で」には、“ロシア文
                                                   
18 チェーホフの「異国で」については、神西清・池田健太郎訳『チェーホフ全集』第 4巻、中
央公論社、1969年を参照。また王統照の訳は前掲『王統照全集』第 7巻所収。 
19 前掲『チェーホフ全集』第 4巻、p.219。 
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化論”とでもいうべき視座が含まれているのである。王統照は、この作品を翻訳し、チ
ェーホフの描くところを熟知していたと思われ、この物語によって“ロシア文化論”と
でもいうべき視座を獲得していたのではないだろうか。そして、この視座をもってい
たことによって、C 君兄弟、S 君、張先生が語るロシア人論を、それぞれの論の間に
存在するさまざまな矛盾を、そのまま矛盾として冷静に記録し、自分の記憶にあるさ
まざまなロシア人イメージを善悪の判断抜きに記録することができたのではないだろ
うか。「海水浴の後」には、いわば相対化したロシア文化論が描かれているといってい
いだろう。 
 
おわりに──ふたたびリゾートとしての青島 
 この相対化したロシア文化論の獲得の背景には、チェーホフの「異国で」のほかに
も、理由があるように思われてならない。それは、リゾートとしての青島の浜辺とい
うトポスである。「海水浴の後」のこの一節を読んでみよう。「わたし」がフランス人
少女に頼まれてボールを取ってやったにもかかわらず、逆に「ずるい中国人」とのの
しられてしまう場面である。 
 
わたしは笑うと、彼女たちのところから離れた。しかし彼女がそこで母国語で
話しているのが聞こえた。「ずるい中国人！」それは呪っているかのようであっ
た。小娘がなにを知っているというのだろうか。わたしは言い争うことをせず、
三人の連れが休んでいる岸辺にもどった。彼らは寝転んで休んでいた。しかしそ
の近くにいるのは大半が中国人の若者であり、髪を切った娘たちもなんにんかい
た。アイス髷を横に結った妾風の若い女に、四十がらみの男がぴったりくっつい
ている。西には金髪長身の欧米人たちがおり、東には日本のおんな子どもたちが
いる。これは明らかに敵国の情勢ではないか。 
 これこそいわゆる世界なのである。わたしは考えていた。海水は蕩々と流れて
いる。一列の波しぶきが打ち上がると、後ろの列の波が前の波を押し合って急に
前へと進む。水が砂の上に跳ね上がった痕跡は、ときどきわたしたちの足元をひ
たしてゆく。そして、皮膚の色も言語も相隔たった英雄たちは、異なった音で彼
らの楽しげな物語を語っているのである20。 
 
 フランス人にののしられ、ふと見れば、そこには中国人の若い男女やいかにも旦那
                                                   
20 前掲『王統照全集』第 1巻、p.248。 
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と妾といった風体の男女がいる。さらに中国を侵略する欧米人がおり、山東省に出兵
したばかりの日本人がいる。彼らは、国民としては敵国同士の関係であるにもかかわ
らず、同じ青島の海水浴場で、それぞれ個人として余暇を楽しみ、恋愛を楽しんでい
るのであった。 
先に引用した山田登世子氏の論を思い起こしてみよう。まさに青島の浜辺でも、「水
はテリトリーを曖昧にし、境界線をくぐるのだ。実際、泳ぐ者は、社会的衣服を脱ぎ
捨てる者ではなかろうか。孤独な魂のシエスタならぬ《群衆のシエスタ》の行楽地で
は雑多な階層が混じりあい、思いがけぬ交わりが開かれて「ひと夏の恋」が生まれる」
のであった。王統照は、国家から個人として切り離され、それぞれの個人が疑似平等の
世界で遊ぶことができるリゾートの本質を見ぬいていたといってよいのではないか21。 
さらに注目すべきは、その次の段落かもしれない。「海水は蕩々と流れている。一列
の波しぶきが打ち上がると、後ろの列の波が前の波を押し合って急に前へと進む」──
寄せては返す波のイメージ──ここに王統照は「世界」を見る感性を持っていた。前
の波は後ろの波に乗り越えられ、後ろの波はまた後ろの波に乗り越えられる。そして、
その運動が永遠にくりかえされるのだ。王統照の、この海岸の波打ち際の描写にすべ
てを相対化してとらえる感性が存在していることを見ぬくのは、そう難しいことでは
ないのではないか。 
 最後にいまひとつ附言すれば、北京文壇で嫌な思いをし、母の死に衝撃を受けた王
統照は、「静かで憂鬱な思索と、冷静に沈黙した観察と」を獲得し、「人生の澄み切っ
た認識をふやし」たのであった。この苦しみの中でつむぎだされた「海水浴の後」と
いう小説は、きわめて短いながらも、冷静な筆致で描かれているがゆえに、青島のリ
ゾートである海水浴場の情景をさまざまな位相で読み解くことを許す、きわめて興味
深いテクストであるといってよいのではないだろうか。 
                                                   
21 このように書くとも、あたかも王統照がリゾートの疑似ユートピア的な側面しか見ていない
ように思えてしまうが、長編小説『山雨』（1933）や散文「青島素描」（1934）などでは、左
翼に近しいリアリズム作家の本領を発揮して、青島というリゾート都市が山東省、ひいては
中国の農民の血と汗によって成立していることを描いている。 
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青島と台湾海峡―孫陵「紅豆」を巡って 
 
中野 知洋   
 
一 
 孫陵（1914-1983）が1938年に武漢で創刊した『自由中国』は、日中戦争の進展によっ
て国民党系の作家達による活動拠点が武漢に移転していた一時期、武漢文壇を支えた重
要な雑誌の一つと言えるものである。同誌は後に桂林に移転して復刊された。そこには、
沈従文も「秋収和社戯」という文章を投稿している。 
 孫は、山東省黄県の生まれで、幼少期に青島で過ごしたことがある1。13歳で『青島時
報』の副刊に「虚生一年漂流記」を連載、また『立報』に「掌故形式」の小品文を発表
するなど、極めて早熟な作家であった。1931年の満州事変をハルピンで経験し、1933年
頃には『長春大同報』副刊の主編を担当していたというから、作家としての経歴の初期
には、東北作家の一人と見なされていたと考えられる2。1936年に至り、再び青島を経て
上海に移転し、その過程で青島では蕭軍と、また上海では巴金・王統照・蕭乾等と面識
を得た3。同時代の多くの作家と同様、日中戦争時期に内陸部に移住し、1944年から足か
け三年にわたり重慶に滞在している4。 
 内戦終結後、台湾に移住する道を選択し、いわゆる「遷台作家」として作家活動の後
半を台湾で送った。国民政府の移転に追随する形で活動の拠点を転々とした右の孫の経
歴は、そのまま民族主義文学の歴史と重なるものである5。 
 小論で取り上げるのは、台湾移転後まもない時期に発表された「紅豆」である。僅か
30頁前後の短篇小説だが、何度も転載されて複数の小説集にも収録された、孫の小説の
中ではある程度注目を集めたものである。作者の故郷とも言える〈青島〉のイメージに
焦点を当てつつ、考察を加えるものである。 
 
二 
 「紅豆」には、「台湾海峡的憂鬱」と改題されたテキストがある6。恋愛小説という含意
を持つ「紅豆」という言葉が、反共という側面を強調するため「台湾海峡的憂鬱」に変
更されたのではないかと推測される7。 
 台湾において「反共文学」というスローガンを率先して唱えたのは、他ならぬこの孫
陵の主編に係る『民族報』「民族副刊」であったと言われる8。また孫には『論反共精神戦
線』という論文もある9。 
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 その「台湾海峡的憂鬱」に付された作者の紹介文は、以下のようなものである10。 
 
孫陵 是當代的名作家，祗要是愛好文藝的人沒有不知道他的。尤其應該一提的，是孫
先生卅八九年間編民族報副刊，倡導文藝活動不遺餘力，要算是掀起臺灣文壇熱潮的第
一功臣。（孫陵は現代の名作家であり、文芸を愛するものであれば、知らない者はない。
とりわけ言及しなければならないのは、孫先生が民国三八年から三九年まで『民族報』
「民族副刊」を編集し、文芸活動の提唱に全力を傾けたことであり、台湾文壇のブー
ムを盛り上げた第一の功臣と言えるものである。） 
 
これは言い換えれば、知る人ぞ知る、世間一般にはあまりその名が知られることがなか
ったという意味にも理解できるであろう。しかし、「台湾文壇のブームを盛り上げた」と
いう評価は、確かに真実の一つの側面を捉えているのであり、台湾における反共の流れ
に乗じて放った、作家活動の最後の輝きと言えるのが同作品ではないかと思われる。 
 さて、次に作品の梗概を示すこととする。この小説の舞台は、山東省膠洲湾、すなわ
ち青島付近の海辺に位置する農園である。農園の主人である馬登瀛は元陸軍司令官で、
「馬司令」という通称を持つ。馬司令が引退するとまもなくその妻も亡くなり、農園で
愛娘の馬慧芳と二人で暮らしている。慧芳は、上海の国立大学を残り一年で卒業する見
込みであったが、1949年、共産軍が長江を渡って進入し、上海防衛戦が始まったため帰
省していた。馬司令はこの慧芳を早く嫁がせようと気を揉むが、慧芳には結婚願望がな
い。そこに慧芳の従兄弟である王英華が十年ぶりに帰省した。 
 王は1939年の抗日先鋒隊に参加した軍人で、32歳の結婚適齢期である。実の母（馬登
瀛の妹）が亡くなったため、伯父の馬司令を父のように慕っている。 
 第二章では、王が現在の戦況が国民党軍に不利であることを説明し、馬司令と慧芳に
台湾移住を勧めるものの、馬司令は気が進まない。というのも、共産軍占領地域に住む
アヘン中毒者の賈為民に就職の斡旋を依頼していたためである。以下は王が共産党に対
する強い敵意を表明する場面である。 
 
「要退，只有退臺灣。舅父和表妹，最好也能去臺灣。」 
「我？唉！已經老了！我這沒用的人，到那都一樣。」説到這裏，他灰白的短髭抖動了一
下。〔……〕「唔，我有一個老同事，現在八路那邊，托人聯絡過。至於你，去臺灣也好，
不去也好。」 
「共產黨底話，靠不住！」王英華又驚訝，又擔心地説。「那是甚麼人？」 
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「我知道，我知道。」馬慧芳插嘴説。「那是有名的大烟葫蘆，賈師爺。」〔……〕 
「舅父這些年，太寂寞了！精神事業，都沒寄托。不過共產黨可千萬不能相信，受了騙，
後悔就晚了。」 
（「退却したら、台湾に行くしかありません。伯父さんも表妹も一緒に行ければいいの
ですが。」 
「私だって？もう年だ。私みたいな役立たず、どこに行っても同じだよ」そこまで話
すと、白髪の交じった口ひげが少し震えた。〔……〕「うん。私には昔からの同僚が今
八路軍にいて、頼んでつながりをつけてもらった。おまえは台湾に行ってもいいし、
行かなくてもいい。」 
「共産党の話は、当てにならない。」王英華は驚き、心配して言った。「それはどんな
人ですか。」 
「知ってる、知ってる。」馬慧芳が口を挟んだ。「有名なアヘン煙管の、賈さんよ。」 
「伯父さんにはここ数年、寂しい思いをさせました。精神的なことも、頼りにするも
のがなかったと思う。しかし共産党は絶対に信じることができない。騙されてから、
後悔しても遅いのです。」 
 
 一方、王が膠州湾に帰還した目的は、付近の八路軍占領地区を偵察することにあった。
続く第三章は、王が便衣に身を包み、八路軍占領地区に潜入し、さらにその地区にある
母の墓参も敢行する。帰宅後、王は慧芳と海辺を散歩する。第三章の後半で王と慧芳が
接近する。二人は海辺まで歩き、「石」のそばで王が慧方に台湾行きを勧める。 
 第四章、翌朝二人は馬に乗り、改めて海辺まで遠乗りした。そこで慧芳が鉄の缶を王
に示し、今はだめだが後でその中身を王にあげる、と告げる。 
 第五章で物語が大きく展開する。王の来訪五日目、前線に戻るため、馬家に別れを告
げる。慧芳に台湾に逃れるよう最後の説得を試みる。慧芳は海辺の石のところで王に待
つよう告げ、鉄の箱に入った紅豆を一粒、彼に渡す。そこで王は彼女にそのまま船に乗
り、台湾で結婚しようと申し込むのだが、父を見捨てることができない慧芳は土壇場で
船から下りる。 
 
隨即又長長地嘆一口氣， 
  「我還是勸你同我走，船就要開了！」 
  「同你到臺灣結婚？」 
  「不結婚也可以。」他像哀求一樣説道。 
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  「我倒也真想去臺灣看看呢！」慧芳這時已經陪着英華上了舢，沉吟地説。 
  「那就走吧！」 
  「不成！不成！」忽然她一跳又跳回岸上。「表哥，我等你回來！」 
（すぐにまた長いため息を一つついて、 
  「やはり私と一緒に出発することを勧める。船がもうすぐ出るよ。」 
  「あなたと台湾で結婚するの？」 
  「結婚しなくてもいい。」彼は哀願するように言った。 
  「私だって本当に台湾に行ってみたいのよ。」慧芳はそのとき英華について小舟に
乗り、考えながら話した。 
  「では行こうよ。」 
  「だめよ。だめよ。」突然彼女は飛び上がると、岸に舞い戻った。「表哥、帰りを
待っているわ。」） 
 
 さて、第六章は、王と再会の約束をして一人家に戻ったその直後、慧芳の自宅が共産
軍の襲撃を受ける。その中に小禿という、かつて父の部下だった男がいた。小禿はなら
ず者で、かつて馬司令は強姦の罪で解雇していた。解雇された小禿は共産軍に入り、村
の幹部になっていた。 
 第七章と第八章で、馬司令と慧方の二人は市内の練兵場に連行される。馬司令は台の
上につるし上げられ、アヘン中毒者の賈による取り調べを受ける。一方的な人民裁判に
よって、馬司令は銃殺され、賈は馬司令の農園を取り上げることに成功し、小禿は娘の
慧芳を手に入れる。 
 第九章では、二ヶ月の間、慧芳は小禿の厳重な監視の下、夫婦生活を送る。この二ヶ
月という期間には意味があり、十週間経ったら必ず戻ってくるという王との約束と符合
する。逃亡も自殺も許されない環境に置かれた慧芳は、王がまもなく到着し、救出して
くれることに希望を見出す。そして約束の十週間目の日、国民党軍が反攻し農園から慧
芳が救出された。小禿は慧芳が隠し持っていた手斧で頭部を殴られて死ぬ。 
 このとき王が慧芳のところに駆け寄るが、慧方は小禿の妻になったことを打ち明ける
ことができず、たまたま乱入してきた賊を退治したのだと告げる。 
 第十章では、いよいよ王と慧芳が船で台湾に向かう。途中、船で台湾に向かう途中、
王は慧芳に、指輪を見せる。その指輪には、慧方がくれた紅豆がはめ込んであった。だ
がこのとき慧芳は、小禿の子を妊娠していた。慧方は思い余って、台湾海峡に身を投げ
る。以下はその場面である。 
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  他把她低垂的頭捧起來，她臉上又掛了淚珠，這次她自己用袖口一抹便拭去了。然
後淒然一笑，説道：「我還有一顆紅豆，也送給你吧！」她一邊説着，一邊把那裝了紅豆
的小鐵盒，塞進英華手裏。 
  「做什麼？」英華問道。 
  「不應該嗎？」她多情地望着他底臉，像哀求他一樣，她臉上罩着一層淒然的微笑。
祗是一瞬，笑容收斂了。代替的是一種堅定的注視。眼角裏擠滿了涙水。她站立起來，
伸出手臂，像似又要擁抱他，突然又一陣惡心，她急忙扶住船舷。突然一個閃電從王英
華底面前劃了過去，她扶住船舷的手一鬆，向船外傾斜的身子，落下去了！ 
  在這一秒鐘之內，王英華一點都想不出這是怎麼一回事。完全像閃電劃過一樣，無
法了解牠底意義。直到別人大喊：「有人跳海了！」他這才醒悟過來。 
（彼は彼女が下げた頭を持ち上げると、顔にはまた涙の粒が付いていた。今度は自分
で袖口で拭いた。それから悲しそうに笑って言った。「まだ紅豆を持っているわ。それ
もあなたにあげましょう。」と言いながら、紅豆を詰めた鉄の箱を英華の手に握らせた。 
 「何をするんだ？」と英華は尋ねた。 
 「いけないの？」彼女が情深く彼の顔を眺めるのは、哀願するようで、その顔には
悲しいほほえみで掩われていた。だが一瞬で、笑いは消えた。代わって、しっかりと
見つめた。目尻に涙があふれた。彼女は立ち上がり、腕を伸ばして彼と抱き合おうと
したようだが、突然また吐き気が来て、あわてて船のへりにつかまった。突然稲妻が
英華の目の前で光った。彼女が船縁をつかんだ手を離すと、船の外に傾いた身体が落
ちていった。 
 そのわずかな時間、王英華は何が起こったのか思いつかなかった。完全に雷が落ち
るのと同じで、その意味を理解することなどまったくできなかった。人が「誰か海に
落ちたぞ」と叫んで、彼はやっと目が覚めた。） 
 
 続く最終章「尾声」で、独身生活に戻った王は、慧芳の投身の理由を自問し続ける。 
 
  王英華現在一個人住在在台北，自從經過那一次意外的事變，他再從未談起結婚這
件事。他已經辭去原來的職務，在一個軍事教育機關服務，他正在教育的是一支準備反
攻大陸的勁旅。每當休假的日子，特別在秋天，他常常一個人跑到基隆海港大樓底走廊
上，孤獨地向着防波堤外的大海眺望，他常常要眺望很久的時間。從口袋裡拿出表妹遺
留給他的那隻小鐵盒來。喃喃地説： 
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  「她到底為了甚麼呢？」 
  他直到今天，還無法了解表妹為甚麼？要那麼殘酷地結束了她美麗的生命？ 
  他不停地摩撫着表妹送他的那個圓圓的紅豆，和紅豆上那顆已經碎了的心。 
  遠遠的海，正抹上一層落日的霞光。 
（王英華は今、一人で台北に住んでいる。思いがけない事件を経験してから、二度と
結婚を口にしなかった。すでにもとの仕事を辞め、軍事教育の機関に勤務していた。
彼が教えているのは、大陸への反撃のための精鋭である。休みになるといつも、とり
わけ秋には、基隆の港のビルの廊下まで足を運んで、一人きりで防波堤の外にある大
海原を眺めていた。彼はいつもずっとずっと眺めている。ポケットから従姉妹が残し
て行ったあの小さな鉄の箱を取り出す。そしてぶつぶつ言うのだ。 
 「いったいなぜだったのだ。」 
 今日まで、従姉妹がなぜ身を投げたのか、なぜあのようにむごたらしく美しい生命
を終えなければならなかったのか、理解することができなかった。 
 彼はひっきりなしに従姉妹がくれた丸い紅豆と、紅豆の上に砕けてしまった心をな
で続けた。 
 遠い海に、夕日の光が差している。） 
 
  三 
 管見の限り、孫陵の小説に青島が登場するのは、この「紅豆」（「台湾海峡的憂鬱」）だ
けである。孫は、小説の中には実体験に基づいて書いたものがあると説明しているのだ
が11、この「紅豆」に当てはまるかは不明である。ただ、第五章で慧芳が船から岸に飛び
移った渡し板一枚の距離は、小説掉尾の「遠い海」と同様に大きいとも言える。青島の
海は台湾海峡につながっており、王と慧芳の間に横たわる断絶を象徴するものである。 
 「紅豆」には、例えば以下に示す第四章の風景描写は見えるものの、青島を表すよう
なランドマークが描かれることがない。 
藍色的大海，在輝煌的陽光下，靜靜地着，平靜得像一面鏡子。只是在遠處有幾條被
風吹起來的淺浪，像白線一樣一條一條地，在平靜的鏡子上面舒捲着。一群海鷗，正在
彼此追逐。（青い大海原が、輝く太陽の下で、静かに横たわっている。まるで鏡のよう
に穏やかである。ただ遠くに風に吹かれた波が幾筋か、白線のように一筋一筋、穏や
かな鏡の上に伸びやかに巻き付いている。一群れのカモメが、互いに追いかけっこし
ている。） 
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また第三章に見える二人が出会う場としての「石」は、物語の進行に重要な役割を与え
られているのだが、無色透明な、記号のような存在である。その点、孫の他の報告文学
に詳細に描き込まれた〈東北〉と比較してみれば、青島の表象の曖昧さが際立っている12。
その結果、二人の故郷である青島（膠州湾）が後景に押し遣られるのと呼応して、共産
党によってもたらされた断絶の象徴として台湾海峡が立ち現れ、若い二人の将来を破壊
することが強調されるのである13。 
 
  
 
（補注）小論印刷中に、台北市中山区八徳路なる中国国民党党史館の資料を調査する機
会を得ることができた。同館には『民族報』「民族副刊」の一部が所蔵されている。孫陵
「向傅斯年先生進一個忠告」（『民族報』「民族副刊」第58期、1950年1月25日）を確認し
た（「呉稚輝档案」（稚一二八八一））。 
 さらに、同館所蔵の『反共歌曲』（中華文芸奨金委員会叢書、現代歌曲選第一集、1952
年10月第三版、初版は1951年7月）に孫陵作詞・胡青平作曲「保衛我台湾」がアラビア数
字による音符（数字符）付きで収録されている（55頁）。小論の注８に引用した「保衛大
台湾」とは異なるものである。同書には、他にも「反共救国軍歌」「反共義勇軍軍歌」と
いう孫陵作詞の軍歌が二曲収録されている。ちなみに、同書は、小論が底本として依拠
した『四喜子 紅豆』（注6）と同じ叢書の一冊であると思われる。同書の広告に「四喜
子」という書名があり、「紅豆」の名が見えない。これは注６にも述べた通り、「中華文
芸奨金」に入選した作品が「四喜子」だけであり、当初は「四喜子」単独での出版が計
画されていたためではないかと推測される。恐らく「四喜子」だけでは頁数が不足して
見栄えがしない等の理由で、後から「紅豆」を付け足したのではないか。 
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注 
 
1 孫陵の経歴については、「孫陵七十年譜」（『孫陵詩集』奥付なし、私家版）。黄源盛・黄章一
による「前言」に「中華民国七十三年六月五日孫陵先生逝世週年紀念日」の日付がある）、孫陵
「自序」（『文壇交友録』大業書店、1955年 4月）、孫陵「後記」（『大風雪』孫陵著作発行所、
1965年 5月 4日）、王集叢「孫陵的「大風雪」」（『写作与批評』帕米爾書店、1953年 10月、
後に『大風雪』及び『王集叢自選集』黎明文化事業股份有限公司、1978年 5月）、丘立才「抗日
時期的孫陵」（『東北文学研究史料』第三輯、1986年 9月、未見。後に『辺声』智燕出版社、1987
年 6月所収）、陳紀瀅「記孫陵」（上）（中）（下）（『伝記文学』第 42巻第 5期～第 43巻第
1期、1982年 5月～1983年 7月）、陳紀瀅「悼孫陵兄」（『伝記文学』第 43巻第 1期、1983年
7 月）、陳の文章はいずれも後に『三十年代作家直接印象記』（台湾商務印書館股份有限公司、
1986年 8月）に収録。葛浩文「光明裡的黒暗」（『辺声』所収）、葛浩文「悼孫陵―《文壇交遊
録》末一章」（『弄斧集』学英文化事業有限公司、1984年 8月。初出は『聯合報』1983年 7月 3
日）、『中華民国作家作品目録 1999』（行政院文化建設委員会、1999 年 6 月）、『2007 台湾作
家作品目録』（国立台湾文学館、2008年 7月）を参照した。また小説「生命的自覚」は自伝的性
質を備えているとの指摘がある（「孫陵七十年譜」）。 
2 その後、ハルピンを拠点に報告文学、いわゆる抗日小説を執筆している。この 20代の満州体験が、
1950年代の長編小説『大風雪』に至るまでの、題材として受け継がれることになる。ただし、東
北作家研究の専論、例えば范慶超『抗戦時期東北作家研究 1931―1945』（中国社会科学出版社、
2013年 10月）では「東北流亡作家」の中に孫は取り上げられていない。 
3 孫は 1935年頃から上海の『文学』『光明』『中流』に散文・小説・ルポルタージュ等を発表するな
ど、上海に活動拠点を置くようになった。このとき交流が始まったのはいわゆる五四新文学の作
家が中心であり、国民党系の民族主義の作家との関係はまだなかったものと思われる。 
4 その後ふたたび上海に戻り、1948 年に台湾に移転するまでの間、巴金と関係が良好であったよう
で、巴金から受けた恩義について回想を残している（『文壇交遊録』）。 
5 孫は、台湾で設立された中国文芸協会の創設メンバーであり、12 人いた理事の一人である（中国
文芸協会第四届理事会『耕耘四年』中国文芸協会、1954年 5月、及び陳紀瀅『文芸運動二十五年』
重光文芸出版社、1977年 3月、「二一、文協的組織」）。しかし中国文芸協会編輯『文協十年』
（中国文芸協会、1960年 5月）所載「文芸的活動与工作」の「伍、研究出版工作」「二、出版叢
書及編印期刊」に紹介された『自由中国文芸創作集』（後述）の宣伝文には孫の名前が見えない。
台湾移転直後の孫の主要な活動内容は、『民族報』「民族副刊」と雑誌『火炬』の創刊とされる
が、これらはいずれも未見である。ただ孫陵「火炬」（『中華民国四十三年中華民国雑誌年鑑』
台湾省雑誌事業協会雑誌年鑑発行委員会、1954年）という紹介文には、以下のような孫の回想が
収録されている。 
  三十九年夏天，民族報改變作風，我決定辦一個刊物，繼續反共由文藝工作，於是便創辦了火炬，
三年以來，眞是感慨萬千。在台灣辦雜誌和大陸時代竟是一百八十度的不同，我必須説明，抗戦時
期我在漢口桂林等地創辦自由中国，勝利後在上海的文藝工作，都沒有化這大力気，而無論内容上
和銷路上，眞不可同日而語。（1950年の夏、『民族報』がやり方を変えたので刊行物を創刊して、
『文芸工作』によって反共を続けることに決めた。そこで『火炬』を創刊した。それ以来 3 年、
まことに感慨無量である。台湾で雑誌を創刊するのは大陸の時代と 180 度異なり、説明が必要だ
った。抗戦時期漢口と桂林で創刊した『自由中国』、抗日戦争勝利後の 1948年上海の『文芸工作』
は、売ることに力を入れていなかったが、内容も売れ行きも、誠に同日の談ではない。） 
  また孫の著作は、火炬出版社等ほぼ自費出版に近いと考えられるものを除けば、その殆どが「孫
陵七十年譜」を作成した孫陵研究者の周錦の夫人が経営する智燕出版社から刊行されている。1970
年代に成文出版社に版権が移ったのではないかとも思われるのだが、誤字・脱字の修正等が認め
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られるだけで、内容についての改変はなされていない。 
6 「紅豆」の初出テキストは、①『四喜子 紅豆』（文芸創作出版社、奥付欠落、中華文芸奨金叢書
第二集）であると思われる。国立台湾図書館のインターネット書目検索「館藏書目�詢系統」に
よれば、同書は 1951年発行で、端木方「四喜子」とこの「紅豆」の二作品が収録されている。同
書の張道藩「序」によれば、「紅豆」は同委員会から原稿料を得て作成された、書き下ろしである。
また同書所収の端木方「四喜子」の初出は『文芸創作』第 5期（1951年 9月）で、前述の張道藩
「序」には、中華文芸奨金委員会による「四十年度奨金中篇小説第三奨」入選作品とある。なお
「紅豆」は、孫陵『短篇小説自選集』（智燕出版社、一九七四年六月）所収「紅豆」末尾に「中華
民国四十年十月「文芸創作」」とあり、その日付が正しいならば『文芸創作』第 6期（1951年 10
月）が該当するのだが、『文芸創作』の当該号に同小説は掲載されていない。それ以外に、管見の
限り、「紅豆」には以下のような数種のテキストがある。②『現代戦鬥文芸選集（一）』（中華文化
出版事業委員会、1956年 1月）、③『短篇小説自選集』（智燕出版社、1974年 6月）、④『女詩人』
（成文出版社有限公司、1980年 7月）。④の目次は③と完全に同じである。「宝祥哥的勝利」（1936）
から発表順に配列されているが、1951年のこの「紅豆」が例外的に最後に配されている。なお③
の『短篇小説自選集』というのは奥付に見える書名で、封面には「孫陵自選集 短篇小説」とあ
る。そして、⑤「台湾海峡的憂鬱」（『自由中国創作小説選集』（台北書局、1955年 11月再版）。
⑤には、台南経緯書局発行（1959年 3月再版）という版もある。「紅豆」の表題を改めたもので、
文字に異同はない。すなわち、①から⑤はすべて同じものである。また、「紅豆」に言及した文芸
評論には、葛賢寧「一年来自由中国的小説―一個小説欣賞者的単純印象」（『文芸創作』第 9期、
1952年 1月）がある。 
7 注６に示したように、『自由中国創作小説選集』だけでも少なくとも二種類の版が確認されている
し、また例えばよく似た表題と内容の『自由中国文芸創作集』（正中書局、1954年 5月台初版）
は、中国文芸協会が同会設立後四年間の成果をまとめた短篇小説のセレクションであり、そこに
収録されている作家の顔ぶれも『自由中国創作小説選集』とかなり重複する（但し収録作品は異
なる）。また同じく注６所掲の『現代戦鬥文芸選集』なども含め 1950年代に流行した反共文学の
一環として「台湾海峡的憂鬱」が受容されていたという背景が窺われる。 
8 王徳威「五十年代反共小説新論―一種逝去的文学？」（『四十年来中国文学』聯合文学出版社有
限公司、1995年 6月）。『民族報』は未見、台湾移住後の孫陵の反共思想が表れているものは、
以下に示す「保衛大台湾」という軍歌であると思われる。 
保衛大臺灣！保衛大臺灣！保衛民族復興的聖地，保衛人民至上的樂園！萬衆一心，全體動員！節約
増産，支援前線！打倒蘇聯強盗！消滅共匪漢奸！我們已無處後退！只有勇敢向前！向前！波浪滔
天，海濤驚險！（大台湾を守れ、大台湾を守れ！民族復興の生地を守れ、人民至上の楽園を守れ。
すべての人の心は一つ、全員動員せよ。節約と増産、前線を支援せよ。ソ連の侵略者を打倒せよ。
共産党と売国奴を殲滅せよ。我々はもはや後退することはできない。勇敢に前を向くだけだ。前
を向け。波は高く、大波はスリリングだ。） 
劉心皇によれば、右の軍歌は 1949年 11月 3日の新聞各紙に一斉に掲載されたもので、劉はこれを
「反共文藝的第一聲」と位置づけている（劉心皇「自由中国初期的文壇」（『現代中国文学史話』
正中書局、1970年 8月。のち「自由中国初期的文芸活動」と改題、『書海風雲』慧龍文化有限公
司、1978年 9月、所収）。なお筆者は「名作者孫陵撰歌「保衛大台湾」―展開反共反蘇文化運動」
（『新生報』1949 年 11 月 3 日）に該軍歌が掲載されていることを確認することができた。馮放
民主編『新生報』副刊も積極的に反共を訴えた媒体である（王徳威論文）。「保衛大台湾」は、
そうした反共キャンペーンの一環として作成されたようである。 
9 『論反共精神戦線』（火炬出版社、1951年 7月再版。「孫陵七十年譜」に拠れば、初版は自費出
版）。書名からも窺われるとおり、「精神戦線」という造語を用い、精神の力によって物質面の
不足を補うことを主張する、「なせばなる」式の根性論である。 
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10 注 6所掲書⑤ 
11 「序」（『她是誰』帕米爾書店、1954年 11月） 
12 『従東北来』（前線出版社、1940年 7月）、『大風雪』『辺声』や『大風雪』第二部に位置づけ
られる『莽原』（1973 年 10 月）等、孫の長篇ルポルタージュについては別稿を準備して考察す
ることとしたい。なお、「後記―為甚麼我要寫邊聲」（『辺声』）等には、巴金との交流を通じ
て、『雨』『雷』等、いわゆる「愛情三部曲」から影響を受けたことをほのめかすような記述が
散見される。「台湾海峡的憂鬱」における王英華は、勇敢で身軽に共産軍統治地域に潜入する点
は英雄的と言えるが、一方でいざというときに役に立たず、慧芳の自殺の理由について判断中止
するというような限界も明確である。そうした特徴が例えば『霧』『雨』に登場する周如水とい
う男性主人公の優柔不断で移り気な性格と共通する部分があるのかどうか、今後の課題としたい。 
13 なお孫には、「紅豆」以外にも、恋人との別れ際に再会を期して紅豆を一粒手渡す、『紅豆的故事』
という小説がある（桂林文化生活社、1940年 9月）。「紅豆的故事」は革命軍の男女の同志二人が、
男が前線に向かう別れに際して同じように女に紅豆を手渡すというもので、第一人称で描かれた
私小説風の作品という特徴など「紅豆」と異なる点もあるものの、荒くれ者に女性が狙われると
いった類似も認められるのである。 
 
 
 
本研究は、JSPS科研費 24520387、70372638の助成を受けたものです。 
 
【初出雑誌】 
 『学大国文』第 57巻、73-87頁（大阪教育大学、2014年） 
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青島再訪記 
 
齊藤 大紀 
 
 5年ぶりの青島であった。前々回は 1991年、前回は 2007年であった1。1991年はほぼ太
古の昔に属する。2007年の青島と比べても、同じく宿をとった香港中路周辺は、はるかに
繁華になっていた。 
 今回の青島訪問の目的は、1930年代の青島における文学圏の存在の確認と資料収集であ
る。期間は 2012年 8月 19日から 24日。しかし 8月 19日、20日、24日は移動日であった
ため、実質的に 21、22、23日の 3日間の行程であった。 
 訪問先は以下のとおりである。 
 
8月 21日 百花苑名人彫塑→沈従文故居→洪深故居→聞一多故居→楊振声故居→老舎
故居（駱駝祥子博物館）→馮沅君・陸侃如故居→梁実秋故居→小魚山公園→康有為故
居 
8月 22日 青島桟橋→中山路→青島天主教教会→青島旧ドイツ総督府→青島基督教教
会→青島旧ドイツ総督公邸→青島海軍博物館 
8月 23日 嶗山・北九水風景区 
 
2012年 8月 21日 
 3 日間の訪問のうち、1 日目は、1930 年代の青島における文学圏の存在の確認と資料収
集を行った。旧青島大学（現中国海洋大学）は、私立青島大学として出発し、その後、国
立青島大学、国立山東大学となり、人民共和国成立後は、青島海洋大学、中国海洋大学と
なった伝統校である。この間、特に 1930年代の初頭、国立青島大学の初期に作家・文学研
究者・教育家の楊振声が校長となり、1920年代に主に北京で活躍した新月派につらなる作
家・文人を集めたため、その当時の青島では、文学活動、教育活動がきわめて活発に行わ
れたのであった。 
 例えば、青島大学の教員であった沈従文（1902-1988）は、この地で自伝の『従文自伝』
（1934）、伝記の『記胡也頻』（1932）および『記丁玲』（1934）、都市もの小説の代表作で
ある「八駿図」（1935）、故郷と青島とが交錯する小説「鳳子」（1933）などの作品をものす
                                                      
	 年の青島訪問については、拙著「青島訪問記」（『湘西』第 9号、2007年）を参照。
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ところとなった。沈従文とはやや系統が異なるが、老舎（1899-1966）も、この地で名作と
もいえる『駱駝祥子』（1936）、『我這一輩子』（1937）、「月牙児」（1935）などを執筆したの
であった。 
 1930年代初頭の青島に、作家・評論家などのネットワークからなる、ひとつの文学圏と
でも呼ぶべき現象が存在したといっていいであろう。その概要の確認のため、まず青島ゆ
かりの文化人の銅像を展示した百花苑名人彫塑なる小公園を見学した。ここには、沈従文、
老舎、聞一多（1899-1946）、楊振声（1890-1956）、王統照（1897-1957）、洪深（1894-1955）、
劉知侠（1918-1991）などの銅像が展示され、彼らと青島との関係が解説されている。 
 ひきつづき、旧青島大学を中心とした文学圏の様相を具体的に体感するために、大学を
中心に点在する彼らの故居を徒歩で参観することにした。青島では、前回訪問時もそうで
あったが、文化人の故居を整備・展示することにより、それらをひとつの観光資源とする
試みが行われているようである。ただ前回訪問時は、どうやらその試みが始まったばかり
であり、故居巡りなどをする物好きは私たちだけであったように記憶しているが、今回は、
ほかにも何人か地図を手にした旅人がおり、故居巡りを楽しんでいるようであった。 
青島の道路は入り組んでいるため、一度行ったことがある沈従文故居も、どこでどう道
を間違えたものか、たどり着けなくなってしまった。地図を手にした旅人と思しき青年に
沈従文故居への道を聞いたところ、「ここを登ってゆき、右に曲がると、沈従文故居があっ
て、その隣はなんとかの故居だ」という答えが返ってきた。「なんとか」は洪深のことであ
ろう。沈従文故居は、前回訪問時と同じく、現役の民家として使用されており、内部の参
観は許されない。しかし、隣のアパートにあがってゆく階段をのぼると、故居の中もかな
りの部分が見えてしまう（こういうケシカラン輩がいるせいか、2014 年の再再訪時には、
隣のアパートの階段も閉鎖されていた）。沈従文が青島滞在期に撮影したという有名な写真
があるけれども、この玄関前の踊り場で撮影したものだろうかなどと、同行者同士で議論
がつきない。 
老舎故居にたどりつけず迷っていると、半袖短パンの中年男性が「ここの角を曲がって
一番目の角を右に曲がると、すぐにあるぞ。どうして早く聞かないんだ。ぐるぐる回って」
と親切に教えてくれた。地元の人であろう。それだけ老舎故居をおとずれる人が多いとい
うことか。 
 その老舎故居であるが、前回訪問時は、住人があり、やはり現役の民家として使われて
いた。前庭には立派なナスがなっていたものである。今回は、住人は追い出されたのかお
らず、立派な博物館となっていた。銘打って「老舎・老舎」「駱駝祥子博物館」である。以
前ナスがなっていた前庭には、老舎の胸像が置かれ、また人力車を引く祥子の像が置かれ
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ていた。祥子の像がイメー
ジよりもひねていたのが気
にかかるところではあるが、
大きな変りようである。 
内部は、老舎の『駱駝祥
子』の自筆原稿（複製）や
メガネやセーターなどの遺
品が展示されていた。また
簡単ながら、ミュージア
ム・ショップもあり、老舎
の著作、青島関連の書籍な
どが販売されていた。ある
特定の人物・作品をテーマとした博物館であり、このようなショップには、その関連の書
籍が集中して置いてあるので、資料収集に非常に便利である。同様のショップは、康有為
故居にも設置されており、こちらのほうがさらに規模が大きく、より多くの青島関連の書
籍を購入することができた。 
 また実際に、青島関連の書籍も、ここ数年で、大きくその種類が増えたようである。前
回は、主に魯海氏の手になる青島の文化史にまつわる書籍しか手に入らなかったが、今回
は、さまざまな分野の書籍を入手することができた。 
 夏の蒸し暑い日であったが、この日の行程は、百花苑名人彫塑から康有為故居にいたる
まで、すべて徒歩でめぐることができた。坂道の多い青島の道路を行くのは、少々骨が折
れ、ずいぶんと汗もかいたが、それでも、書籍の購入などしなければ、半日あればゆっく
り回れる行程である。ということは、つまりこれらの故居が旧青島大学、すなわち現在の
中国海洋大学の魚山キャンパスの周辺に点在しているということである。印象としては、
北京のかつて北京大学があった沙灘地区と、ほぼ同じ程度の規模のような感じがした。も
っとも北京においては、このほかに、たとえば、燕京大学などのように、また別の大学を
中心とした文学圏がいくつもあったわけであり、それらを総合して考えれば、青島よりも
はるかに大きい文学圏が形成されていたわけであるが。 
 また2014年の再々訪時に訪問することができた観海二路49号の王統照故居については、
ご子息の王立誠氏によると、聞一多、老舎、臧克家（1905-2004）などがしばしば訪れて、
食事をしたり、文学談義に花を咲かせたりしていたという。狭い文学圏内で、このような
濃密な交流が重ねられていき、往事の青島の文学活動が形成されていったのである。 
写真1 駱駝祥子博物館の老けた駱駝祥子像 
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2012年 8月 22日 
 2 日目の行程は、さらに視野を広げて、文学のみならず、都市史の観点から青島を探索
しようとしたものである。周知の通り、青島は、ドイツによって建設され、第一次世界大
戦後、戦勝国となった日本がそれを引き継ぎ、1922年に中国に引き渡したのであった。そ
の主にドイツ時代の遺構の数々を巡る一日となった。 
 例えば、青島と似た歴史を持つ大連と比べてみると、青島のほうが遺構をよりよく保存
しているようである。あるいは小山が連なり、坂が多く、さらに曲がりくねった小道が多
い青島旧市街区は、都市の改造が困難であったのかもしれない。また新市街区を、90年代
以降、旧市街区の東側に建設したことも大きかったのではないか。大連のほうが都市中心
部の規模が大きいこともあり、より大規模に改造がなされ、かつての遺構と新建築物が混
淆して建てられるようになったのではないかと思われる。 
 もう一点、大連と青島の相違を述べれば、前者はロシアによる建設を日本が引き継いだ
都市であり、両者の遺構を観光資源としているように見受けられるが、後者はドイツの建
設を日本が引き継いだものであるにもかかわらず、ほぼドイツの遺構のみが整備されてい
るように見受けられた。この点が大きな違いであろう。いずれにせよ、ともに重層的な都
市の歴史を見るうえで、きわめて興味深い事例であるといえるのではないか。 
 今回の調査と直接的に関係するわけではないが、青島には軍港としての側面もあり、そ
れを知るために青島海軍博物館を訪問した。この博物館、おそらく軍事マニアには、たま
らないものがあると思われる。往年のソ連製の戦闘機がこれでもかという感じで露天で並
べてあり、巡洋艦の内部も
参観できる。圧巻は、古い
ものではあるが、潜水艦の
内部も参観でき、前部のハ
ッチから下におりて行き、
狭い艦内を存分に見学した
後、後部のハッチによじ登
って見学終了となるのであ
る。潜水艦というものも、
げに恐ろしきもので、ふだ
んは閉所恐怖症などないの
だけれども、この艦内ばか 写真2 恐るべき潜水艦内部 
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りは狭苦しく、またこのまま沈んでしまって二度と浮かばれなかったらどうしようと、妙
な不安が頭をよぎるものである。実際にこの空間で何日も過ごす乗組員は、もちろんそれ
なりの訓練はするのであろうけれども、ものすごいストレスがかかるのではないかと想像
された。 
 
2012年 8月 23日 
 3 日目の行程は、実は、私にとって長らく果たせなかった宿願とでもいうべきものであ
る。何度青島に行っても、結局時間切れで、嶗山の北九水に行くことができずにいたので
あった。 
 なぜ嶗山の北九水か。もちろん沈従文の散文「水雲」（1947）の一節のせいである。 
 
そこで毎日早朝、中庭に置いた八本足のマホガニー製の小さな角机に、折り重ねた白
紙を置き、細やかな陽光に照らされながら、わたしのある種の抑圧された夢を紙に書
いたのであった。物語の人物は、一年前に青島は嶗山の北九水のそばで見かけた田舎
の少女から生活の必然を手に入れ、身辺の色黒い顔で長い眉の新婦を手本として性格
の素朴で善良な様式を手に入れた2。 
 
 沈従文は、北九水で見かけた田舎の少女から「生活の必然」を得て、『辺城』の着想のひ
とつとしたと述べている。沈従文にとって、この北九水の少女は相当に印象に残ったらし
く、その後もくりかえし言及するところとなっている。生活書店版の『辺城』の扉に書き
つけてあったという「『辺城』新題記」（1948）を見てみよう。 
 
民国 22年、青島は嶗山の北九水に行く途中、村で死者の家族が「神様に報告に行く」
行列があり、ひとりの少女が霊幡を捧げ持って先導をするのを見かけたものであった。
そこで兆和と約束し、見たものを取り入れて一編の物語を書くことにしたのである3。 
 
これによると、「水雲」で言う「生活の必然」が、誰にでもいずれおとずれる肉親との死
別ということであるとわかるであろう。くどいようであるが、沈従文は、文化大革命終了
後にも、陳従周宛ての書信で再度同じことに言及している。 
 
                                                      
『沈従文全集』第 巻、北岳文芸出版社、	 	 年、．	 。
 前掲『沈従文全集』第 巻、．		 。
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というのも四十年前に書いた小さな物語の『辺城』は、当時青島に住んでおり、兆和
同志と嶗山の「北九水」に遊びに行ったとき、ちょうど雨上がりの晴天にあたり、ま
もなく北九水につくころ、山の谷川の水が道にまであふれていて、何人かでしゃがん
で水遊びをしていると、山腹から女の子の泣き声が聞こえ、頭を挙げて見ると、女の
子が小さな紙の白旗を手にしていて、家できっと誰かが亡くなったのだということが
わかり、むかしからのきまりで近くの「土地神」に報告に行ったからです。わたしは
そのときすぐに兆和に、すばらしい小説を書いて読ませてあげよう、と言ったのです
が、もちろん彼女は口先だけのことと思って、信じはしませんでした。しかし、まも
なく北京に帰り、『辺城』を書きあげたのでした4。 
 
 沈従文は、『辺城』執筆から 40数年後の 1977年になっても、青島の北九水で出会った少
女のことは、ありありと覚えていたのである。相当に印象深いできごとであったのであろ
う。そればかりでなく、話を『辺城』の創作方法ということにしぼれば、少女の淡い初恋
を出発点として物語を組み立てていったのではなく、むしろ老船頭がこの世を去り、翠翠
が葬儀を営む場面を先に着想し、そこからさかのぼって、老船頭の失意、翠翠の失恋、二
老の出奔、大老の死、翠翠をめぐる兄弟の恋のさや当て、翠翠の両親の不幸……といった
ように、最後の不幸の場面にいたるプロットを周到に、論理的に組み立てていったことが
わかるであろう。 
 いずれにせよ、青島の北九水は、湖南の茶洞とは意味合いが異なるものの、『辺城』とい
う作品の着想を得た場所として、広い意味で『辺城』の舞台と見なしてよい場所なのであ
る。茶洞も訪問した、沈従文が『辺城』を執筆した旧達子営もさまよった──となれば、
あとはこの北九水を残すばかりである。今回、ようやく、その宿願を果たすことができた
のであった。 
 8月 23日の当日、われわれ一行 6人は、たしか 10時だったかと思うが、青島の香港中
路の青島飯店に集合し、大型タクシーをチャーターして、北九水に向かったのであった。
タクシーは香港中路を東に進む。途中、左手には青島ビール祭りの会場も見ることができ
た。北九水のある嶗山への道は、勝手なイメージで、むかしの北京空港から北京市内に続
く道のような、石灰の塗られたポプラ並木が続き、片道一車線の細い道が続いているので
はないかと思っていた。いや、勝手なイメージではない。たしか 1991年に初めて青島を訪
れたとき、嶗山に行く途中にある青島大学の留学生宿舎に宿泊したはずだが、そのような
                                                      
「復陳従周」（

年 月付け）前掲『沈従文全集』第 巻、．。
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細い道の傍らの、海辺の荒野に、忽然と白亜の宿舎が林立していたように思う。 
21年の歳月は、そのあたりの風景を一変させていた。当時唯一の高層建築だった青島大
学は、いま路傍に林立するビル群のなかに埋没していた。細かった道は、高速道路もかく
やというべき、立派な舗装路になっていた。しかも、タクシーに乗ったのである。北九水
への道のりは、遠いあこがれというには、あまりにも手軽な道のりに変わっていた。1 時
間半ほどであったろうか、あっという間に、北九水の麓にある駐車場に、タクシーは到着
した。運転手さんと帰りの時間の約束をし、事務手続きのようにチケットを買って、北九
水の“公園”内に入る。しかし、この手軽さが落とし穴であった。 
 公園内に入ると、まず長いつり橋が架かっていた。「揺らしてはいけない」と書かれたその
橋を渡っていく。すでに 11時半であった。緩やかな緑の山々の間を、澄んだ川がゆったりと
流れている。川沿いのアスファルトのだらだら坂を、わたしたちはゆっくりと登っていった。 
やがて 15分も行くと、北九水の入り口があり、そこで切符を切ってもらう。全体の地図
を記した案内板もあった。そこでわたしたちはルートを確認し、北九水は、その清流沿い
に、下流から上流に向かって、内一水から内九水の地点があることを知る。残念なことに、
駐車場の傍らの地点が内一水であり、だらだら坂を登る間に内二水を通り過ぎ、案内板の
ある“現在位置”がすでに内三水であったことに遅まきながら気づいたのであった。 
 川沿いのいわゆる〈景
点〉は、それぞれ名前が
つけられ、岩に「無極潭」、
「江山如画」などの文字
が彫られている。また数
字で表示される地点も、
「四水」、「五水」などと
岩に彫られており、川沿
いの景色を楽しむことが
できるようになっている。
駐車場から 20 分も歩く
と、「嶗泉銘」の彫られた
岩があった。ここでほぼ
行程も半分である。その手前には、分かれ道があり、左手に行くと、蔚竹観などの名勝が
あり、まっすぐに行くと、川沿いを九水まで行くことになっていた。ここはまず九水まで
行くことが先決だろうということで、直進することに決めた。 
写真3 “なつかしき”北九水風景（六水附近） 
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 ところどころ川に突き出た岩や水面に出た飛び石があったりして、中国人の家族連れや
恋人同士が、水を掛け合ったりして遊んでいる。中には巨大な水鉄砲を撃っている親子も
いた。夏の日の昼下がりの、けだるくも楽しい光景がつづいている。その光景を見ながら、
なんとなく、湘西の吉首から鳳凰県に行く道沿いの澄んだ川で、フルチンで泳いでいた子
どものことや、張家界の清流沿いの道を思い出したりしていた。 
 六水を過ぎ、さらに 10分ほど行くと、七水であった。左手には餐霞潭なる仙界ムード満
点の淵もあった。そこを通り過ぎると、またもや道が二手に分かれていた。とともに川も
二手に分かれている。どちらの道を行っても、どうやら九水のあたりで再合流するようで
あった。ならば、往復ともに同じ道を行くのも芸がないということで、右手の道を行くこ
とにする。円環になった道を反時計回りに回るという作戦に打って出たのであった。 
 しかし、これがなんと、か
なり急峻な山道であった。川
も階段状の岩を落ちる滝があ
ったかと思えば、トラかライ
オンのような形の岩にせき止
められた淵もあったりする。
これは摩訶不思議と、近づい
てよくよく観察すると、何の
ことはない、誰かが岩を削っ
て動物の形に彫っていたので
あった。自然物ならば許せる
のだが、どうせ人間が彫った
ものならば、トラなのかライオンなのか、はたまたネコなのか、もっと造形の美を凝らせ
ばよいのに、と正直、思わずにはいられない。 
 そのせき止めた淵ができたために、もとの道は水中に沈み、新たな道が桟道になってで
きていた。そこを通りながら、川を眺めると、このような風景であった。 
 
流れをさかのぼると、数丈の深い淵も底まで見えるほど透きとおっている。深い淵の
中は、太陽に照らされて、川底の小さな白い石も、模様のある瑪瑙も、どれもはっき
り見えるのであった。水中を泳ぐ魚も行き来して、どの魚も空気のなかに浮かんでい
るかのようであった5。 
                                                      
5 前掲『沈従文全集』第 8巻、p.67。 
写真4 謎のトラと白塔 
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 『辺城』の第 2章の一節である。川の風景
は、まさにこの描写にぴったりであった。実
際に茶洞を訪れたときも、碧渓咀のモデルと
される渡し場で船に乗り、下を見ると、水中
の石も魚もくっきりと見えたものであった。
そのときは沈従文はこの情景を描いたのか
と思ったものだが、実は北九水にもほぼ同
じ情景があったのである。謎のライオンの
後ろ側には、小さな白塔があり、これもま
た『辺城』を思い出させるものであった。 
 目を遠くに凝らせば、まわりの山々には、
あたかも雲南の石林を思わせるかのような
石柱がニョキニョキと生えている。さらに
山道を登っていくと、今度は孫悟空の頭の
ような形の岩が山の中腹に鎮座していた。 
 それにしても山道が急である。ハイキングのつもりで登りはじめたのに、いつのまにか
登山になっていた。手軽さがとんだ落とし穴だったわけである。こんなはずじゃなかった
と、だんだん後悔の気持ちも募ってくる。「確かに景色はきれいだけれど、この景色なら、
富山の黒部峡谷とあまり変わらないな。黒部ならトロッコ電車に乗ったままで見られるの
に」とつぶやくと、同行の Sさんから「そんなことを言ったら、せっかくここまで来たの
に、元も子もないじゃないですか」と叱られる。しかも S さんはサンダル履きであった。
ここは挫けられない。やがて道の峠に出て景色を見わたし、坂を下って、もとの道に合流
する。そして、川沿いを下って八水を確認し、また引き返して九水に向かう。ようやく九
水付近に着くと、ここは中国の名勝のありがたいところで、ちゃんと茶店が営業している。
そこで、名物の青島ビール、嶗山ビールを各種買って、しばしの休憩としゃれ込んだ。 
 九水のさらに先には、潮音瀑と名づけられた、さほど大きくない滝があり、そこでもし
ばし涼をとることができた。岩には赤字で「民国二十年八月 潮音瀑 番禺 葉恭綽」彫
りつけられていた。まさに沈従文が青島に滞在していたころに彫られた文字である。ここ
が終点である。帰りは行きとは別の回り道を歩くこともできたのだが、昼食もとっていな
かったし、また恐るべき山道だったら困るので、素直に川沿いの道を下ってもどることに
した。 
 その川沿いの道を少し歩くと、あっという間に七水の分岐点までもどってしまった。こ
写真5 九水の潮音瀑 
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んなに簡単にもどって来られるなら、行きの、あの謎のトラの山道はなんだったのかと思
ってしまう。まさに、なにごとにも先達はあらまほしきことなり、である。 
 川沿いの道をたらたらと下ってくると、行きには気づかなかった石碑に目がとまった。よ
くよく見れば、郁達夫が 1934年に詠んだ旧詩が彫られていた。「青島雑事詩」十首の三である。
ただ、この石碑自体は 1981年に彫られたものらしい。 
 
柳台石屋接澄潭、柳台石屋は澄潭に接し、 
雲雨深蔵蔚竹庵。雲雨は深く蔵す、蔚竹庵。 
十里清渓千尺瀑、十里の清渓、千尺の瀑、 
果然風景似江南。果然、風景は江南に似たり6。 
 
 郁達夫は、1934年 7月、青島市立中学で教鞭を執っていた汪静之らの招きに応じて青島
を訪問している。この間の記録は郁達夫の「避
暑地日記」に詳しい7。郁達夫は 7月 24日に青島
と嶗山の地誌を読み、5、6日のうちに嶗山に行く
ことを思い立つ。思い立ったが吉日なのか、元青
島大学校長の楊振声がたまたま青島に滞在して
いたので、翌 25 日に楊振声を訪問し、嶗山に一
緒に行くように誘おうとするが、楊振声はあいに
く不在であり、会うことがかなわなかった。郁達
夫と楊振声とは、1924年に武昌師範大学につとめ
ていたころの同僚だったのである。28日に郁達夫
は楊振声に誘われて、昼食をともにし、一緒に嶗
山に行くことを約束する。8月 1日、いよいよ郁
達夫は嶗山に向かうが、約束した楊振声は来ず、
すっぽかされてしまったようである。 
 ことのいきさつはともかく、郁達夫の詩に立ち返ってみよう。嶗山北九水の名所を織り
込みながら風景を詠んでいき、結句で「果然、風景は江南に似たり」──やっぱり風景は
江南に似ているね、でしめている。 
 つまり沈従文の湘西、郁達夫の江南、半ば冗談ではあるが、私の黒部峡谷と、嶗山の北
                                                      
6 『郁達夫全集』第 7巻、浙江大学出版社、2007年、p.139。 
7 前掲『郁達夫全集』第 5巻所収 
写真6 郁達夫「青島雑事詩」詩碑 
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九水の風景は、実は、さまざまな風景に似ているのである。さらに言えば、さまざまな風
景に読み替え可能な風景なのである。北九水の風景は、もちろんそれ自体がコンパクトに
美しい風景なのであるが、そこを訪れる人びとにとっては、それぞれの思い出の風景にな
ぞらえて、その美しさを堪能することができる風景なのである。いわば、自然のなせる箱
庭の風景とでもいうべきか。北九水の風景のもつ、この魔力があればこそ、そこで肉親の
死を悲しむ少女の姿が湘西の少女の姿につながり、『辺城』の翠翠の物語ができていったの
ではないだろうか。 
 宿願であった北九水の訪問を終えて、このような予想にたどりついたことは、ひとつの
収穫であったといってもよいであろう。 
 嶗山から青島市街への帰り道、チャーターしたタクシーを途中で降り、ビール祭りの会
場で疲れを癒やした。青島ビールはもちろんのこと、チェコのビールでのどを潤し、今日
一日の旅を振り返ったのであった。 
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青嶋守備軍民政署編『新刊 青嶋要覧』（新極東社出版部、1921年 11月） 
 
杉村 安幾子 
 
■背景：1897年の在山東独人宣教師殺害事件を受け、翌
1898 年ドイツは膠州湾を 99 年間の租借地とした。ドイ
ツは青島を本拠地とし、鉄道敷設権と鉱山採掘権などを
通じ山東半島一帯を勢力下に。日本は 1914年、膠州湾の
ドイツ要塞を陥落させて占領下にするも、1922年に中国
に返還。 
 
■諸言「本書は我帝国の使命を顧み苟も邦家の隆盛を企
図せんとする同胞と共に之か前途の対策を講ずるに
先たち予め青島の実情に通暁せしめ以て其発展の準
備計画に違算なからしめんとし既に一般の状況を略
述し『青島要覧』と題し之を世に頒てり、然るに歳
月の推移と共に爾来政績次第に進み記述の事項亦頗る当時に比して精粗の選を異にし
之か改訂の必要を感すること切なりしか偶々既刊の冊子将に書きむとするに方り茲に
最近の調査に基づき新旧の材料を取捨し努めて現在の事実を紹介せむか為めに改訂増
補し以て重ねて世の希望に応することとせり、…」 
 
■青島守備軍組織一覧を見ると、かなり組織的・お役所的な執政。 
 
■目次 
第一章：沿革、第二章：地誌、第三章：土地及家屋、第四章：商工業、第五章：財政経
済、第六章：教育、第七章：宗教、第八章：司法、第九章：行政警察、第十章：衛生、第
十一章：交通運輸、第十二章：土木、第十三章：鉄道及鉱山、第十四章：森林及公園、第
十五章：水産、第十六章：農業、第十七章：名勝旧跡、第十八章：沿線民政要覧、第十九
章：雑録 
 
■第一章の沿革に関する説明丁寧。 
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■第二章の地誌における気候及び気象に関する記述丁寧で詳細。 
 
■第二章における人情に関する記述 
「青島が独逸の租借以来十七箇年斯く今日の殷盛を致したのも固より独逸人の経営が其
の宜しきを得たにも依るけれども他方支那人の努力に負ふ所が大なることは疑を容れな
い。」 
「住民が真摯勤勉で能く和衷協同の精神があったため」 
「青島支那人の人情は（中略）勤倹を尚び且つ新開地特有の進取的気象に富んで（中略）
真摯朴直」ドイツに対しても中国に対しても公平で好意的。→青島民政署の役人の姿
勢の一端 
 
■地誌風俗に関する記述では『元史』『郡志、旧志』『山東通誌』を引く。役人の勉強も怠
りなし。 
 
■商工業、貿易業の発達の経緯、各物産商況も細かい。 
 
■商工業の記述においては、度量衡の不統一に関する不満あり。 
 
■当時においてビールはキリン（金 17）・アサヒ（金 17）・サクラ（金 16）・青島（金 18）・
サッポロ（金 17）：全て 4ダース入り一箱計算。青島ビールが高い。清酒は白鶴（78）・真
鶴（76）・東正宗（64）：全て四斗五升入り一樽。その他、様々な商品に関して価格・税率
などの報告丁寧。 
 
■労銀（日給）比較表：日本人と支那人それぞれに上等・普通・下等に分ける。ほとんど
の分野に関して支那人上等賃金よりも日本人の下等賃金の方が高いが、唯一紡績男工のみ
は日本人普通と支那人上等が同じ銀 1.70。←紡績業は原綿自給のため発展、日本からも数
社が参入。 
 
■青島における流通貨幣は、日本貨幣（日本銀行兌換券、銀行券二種）と外国貨幣（メキ
シコ 1ドル銀貨、流通額は極めて少ない）、支那貨幣（銀両、大洋銀、小洋銭、銅元）の三
種。 
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■日本人教育に関して←青島における日本人の来往盛んに。 
大正 10（1921）年 5月末データ：小学校 11校、尋常科児童数計 2,503名、二年制高等科
児童 137名。中等学校 2校、青島高等女学校 318名、青島中学校 419名。支那語学校 4校
（日本人子弟の支那語学習が目的）149名、私立青島幼稚園 43名、私立青島保育園 80名、
私立青島学院（本科・高等科・専修科）558名。 
 
■支那人教育に関して 
日本人経営：公学堂 37校、児童総数 3,356名。日語学校 4校、生徒総数 354名。 
欧米人経営：礼賢書院（スイス同善教会設立）生徒数 71名、明徳中学校（アメリカ長老
派教会設立）生徒数 46名、愛道院（ベルリン教会設立）生徒数 133名。 
支那人経営：江旅島私立高等小学校 82名。 
 
■欧米人教育に関して 
 天主教女学校（附設幼稚園）：イギリス式。生徒数 76名。 
 
■宗教。青島神社＝青島守備軍当局「神社は国家の宗祀であって国民精神の泉源中心」と
の目的で建立。その他、真宗本派本願寺出張所、金光教、御嶽教、実行教、天理教、臨済
宗妙心寺派、曹洞宗、真宗大谷派、真言宗高野山派、日蓮宗が漸次布教士を派遣。神道布
教所 7か所、仏教布教所 12か所、キリスト教会 9か所。 
 
■第八章、青島における民刑事訴訟・不動産証明・公証・民事商事競売など全て青島守備
軍臨時陸軍軍法会議並びに青島守備軍法院の管轄。民事刑事ともに裁判はしっかり行われ
ていた気配。不動産証明、公証についても丁寧な解説付き。 
 
■囚徒：大正 10年 6月時点、日本人 18名、支那人 122名。窃盗・詐欺・横領・強盗・生
涯・公文書偽造など。 
 
■第九章、警察機構、消防機関、衛生行政機関なども充実。伝染病が多いため、防疫に尽
力。病院では「国境なし」。医師への謝意表明のために支那人による錦旗扁額等の寄贈例多
数。支那人医師・看護婦通訳・増員中。 
 
■医療機関としては青島病院（同前普済医院、同前新町分院、同前台西鎮分院（伝染病患
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者収容所）、同前四方分院）、李村医院、坊子医院、湽川医院、張店医院、済南医院。支那
人患者数の多さと日本の医療が支那で受け入れられ、信頼されている点を相当強調。 
 
■「特殊婦女」の文字。彼女たち専門の病棟を用意し、週一回の身体検査なども。 
 
■衛生機関・飲食物の取り締まり・伝染病予防・魚菜市場での殺蠅防蠅装置・技術官によ
る衛生諸検査・衛生思想鼓吹・獣医畜産関係の検疫・牛乳獣肉販売取締・火葬取締・入港
船舶の検疫に関して解説丁寧。医療薬剤関係に関しては、外国の免状取得者には別途詮議
の上開業を認めるなど神経質。上海でペスト流行の際も、上海発或いは上海経由の船舶の
来港に際しては徹底防疫。 
 
■屠獣に関して、検査・冷蔵庫・製氷・資源などかなり詳しく解説。 
 
■第十一章、交通運輸。山東鉄道、海運、港湾、郵便電信電話、灯台設備関係の情報詳細。
商工業のみならず軍事上必要な設備・情報だからか。 
 
■第十二章、土木業の発展。三期に分けて商業地・学校・公園・斎場・墓地・神社用地な
ど敷設。道路・上下水道の敷設・増設・メンテナンス。特に上水道に関する記述丁寧。←
青島の水質の悪さ。 
■第十三章、山東鉄道および鉱業の営業成績佳。 
 
■第十四章、森林及び公園。ドイツによる山の緑化、顕著な効果を上げる。それを受けて
日本による山野の緑化も。森林の生態系、樹木の種類別分析など。水源涵養林の造林・植
林、公園・動物園・果樹園・花卉園・温室増設の励行。 
 
■第十五章、水産に関しては、山東省が古来漁業が盛んであったことから、漁業の種類・
漁場・漁船や従業者・漁獲商・漁期について、それぞれ詳細に紹介。漁業者の渡航就業に
関しても、諸設備が充実しており、何ら不自由することない旨記載あり。 
 
■塩業・製塩業の顕著な発展に対し、養殖業は未発展。塩業は日本から 8社が巨額を投じ
参画。塩業については相当詳細。塩の輸出先は、日本は対内地、支那は対香港。対朝鮮塩
輸出の勢力分布は日本 9支那 1。 
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■第十六章、農業。農業に不適当ではないにしても、例年旱魃豪雨により作物の生育力低
下。日本人で農業に従事する者はごく少数。 
 
■李村農事試験場を創設。目的は農事の改良発達、土民の指導啓発。各種特用作物・重要
食糧作物などの改良・増殖に必要な試験。 
 
■第十七章、名勝旧跡。歴史的には旧史遺跡の見るべきなし。19世紀以降、景勝の地に。 
主な名勝：八幡山＝青島を一望。神尾山＝眺望良し。司令官官邸＝神尾山中腹、庭園の
桜。万年山＝砲台あり。旭山＝青島の最高所。会姓岬砲台＝外洋の防禦。旧支那衙門＝壁
画に一見の価値あり。天后宮＝純粋支那風建築。青島桟橋＝青島湾に突出している。加藤
島＝灯台あり。加藤中将にちなむ。若鶴山＝貯水池と砲台跡。競馬場＝外国人多し。海水
浴場＝海岸旅館と脱衣小屋の色彩が綺麗。ドイツ時代は交際場だった。旭公園＝別名サク
ラ公園。大村公園＝花が多い。深山公園＝森林。盛夏納涼に良し。千葉公園＝青島駅前の
小庭園。新町公園＝日本的。台東鎮＝整然たる住宅地。浮山＝眺望良し。九水＝渓谷、墨
絵的風光美。解説多く丁寧。「日本内地の風光を見馴れて居る邦人に取って無上の眺めでは
ないが」風情あり。猪窩河＝石造りの洋館あり。柳樹台＝眺望絶佳。北九水＝風光は九水
より良い。河東峠＝山東の耶馬溪。労山＝山東の名山。動植物の生態に関しても記述あり。
太清宮＝幽境の名古刹。青山＝風光明媚。上清宮＝静閑な一帯。明霞洞＝眺望雄大。明道
観＝仙人が将棋をしたという伝説。華厳庵＝仏刹。白雲洞＝松竹に囲まれて風光明媚。太
平宮＝金代の碑あり。獅子峰＝獅子が天に向かって咆哮する形。 
 
■第十八章、沿線の民政要覧。地誌・気候・人情風俗・人口・商工業・金融機関・教育・
神社・宗教・消防・衛生・出版物などに関し一通り紹介。高密管内は観るべきなし。坊子
管内は炭鉱で有名。張店管内は商工業地。済南管内は商業・運送業。ただ北支飢饉により
不振。 
 
■第十九章、雑録。新聞雑誌 22種。青島における旅館ホテル 24軒。劇場 1、映画館 2、演
芸館 1、その他社交団体・クラブ（日本人会やゴルフ倶楽部、柔道会や商工組合など）17、
会館 3、自動車・牛馬車数報告、人力車・乗合馬車賃金表 
 
■人夫に関する報告。人力車夫 1900人、荷車夫 2000人、一輪車夫 1600人、荷馬車夫 100
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人、苦力 2400人。芸妓 378人、酌婦 304人、娼妓 15（うち支那人 7、ロシア人 8）。 
 
 
 	 
 大正 10年時点における青島のありとあらゆる情報を網羅。ここまでデータ及び情報を収
集し、まとめ、分析・考察したという点で、当時の青島民政署の役人たちの手腕に感心。
分析・考察はかなり冷静客観的であり、一部「着手するも見るべき成果得られず」という
ような記述がある点も、本書の情報・分析を信頼するに足りるように思う。 
また、ドイツ統治及び当時の在青島中国人に対する評価は高く、好意的で、読み手にも
好感を与える。特に種々の分野・方面における発展に関し、ドイツの基盤があった故であ
る旨の記載がある点は、青島民政署の公平な姿勢を感じる。1914年に占領下に入れて 1921
年までの 7年間で、ここまで近代的都市に仕立てたことを考えると、既にドイツが基盤を
作っていたとは言え、感心頻りの一言に尽きる。杉村は都市計画に関しては完全な門外漢
であるが、その門外漢から見ても当時の青島の近代都市としてのインフラ整備・商工業支
援・医療教育重視などのあり方は、今現在の中国の一部地域に比して、はるかに周到な都
市計画に沿ったものであると思われる（日本やドイツの租借に関する歴史上・外交上の問
題、当時の中国人の人民感情や見解はここではとりあえず措く）。特に本書からは教育・医
療・衛生面に対し、かなり重視していたことが読み取れる。 
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泉對信之助著『青島二年』（東海堂書店、1922年 6月） 
 
杉村 安幾子 
 
■ 著者泉對氏、大正 8（1919）年 2月から 9（1920）年
8月まで青島民政署勤務。 
 官報：大正 8（1919）年 2月 20日 叙任及辞令「大正
8 年 2 月 19 日 長野県南佐久郡長正七位 泉對信之助 
任青島守備軍民政部事務官」 
  →青島守備軍民政署の実質トップの役人か 
   占領地青島は青島守備軍司令部が統治。軍の司令
官は陸軍大将又は中将。民政部は軍事行政を除く
外交行政司法全ての事務を掌握。勅任の民政長
官・鉄道部長、事務官専任うち一人が勅任。 
 序文を寄せた牧野英一が東京帝国大学法学部教授。「曾て私の研究室に居られた」とある。
指導教授。 
 1918年、『憲法』出版。他、『日本警察新聞』346号（日本警察新聞社、1915年 10月）・
347号（同前）・351号（1915年 12月）・352号（同前）に「論説・観念主義と意思主義」
を、雑誌『警友』39号（警察協会徳島支部、1926年 8月）に「第二回警察巡閲に関して」
を掲載。 
■ 目次：一、青島物語。二、膠州湾めぐり。三、済南まで。四、嶗山に登る。五、泰山
曲阜へ 
■ 公務の傍ら、見聞録・所感を青島の新聞や雑誌に掲載。それらを集めて一冊に纏めた。
著者曰く「とるにも足らぬ遊戯文字の集合」。主観的に言えばこの二年間は著者自身の芸術
創造であり、本書も「私といふものの生きた生命の記録」。又同時に大正期における日本人
の山東における発展状況の記録とも言える。 
著者は漢字排斥論者。日本の文字はローマ字にせねばならぬとの考えの下で、漢字の
弊害を述べ、本書では混同しやすい漢字は仮名で統一し、無意味な虚字を用いず、実感を
伴う表現をとった。「民主主義」「民本主義」「平民主義」は下らない訳語であるため、「デ
モクラシー」と言ってしまうのが一番の早道。「趣味」「興味」「嗜好」だの言うよりは「ゲ
シュマック」と言うべし。適当な訳語がない場合は、原語を使用するにしくはなし。本書
でも努めて原語を使用。本書の第二の目的。 
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写真が多く紹介されている。当時の青島や山東の様子がわかる。 
 
	 
青島に一年以上も暮らしたのだから、青島について談ずる資格と権利があるだろうと
の自負。かく言う著者は関東の出身、日本についても大阪以西のことは知らない。青島に
来た当初の驚きは一通りのものではなかった。異国情緒に魅せられる。しかし、本書で語
られるのは第一印象ではない。→神経質で粘着質。謙虚さと傲慢さの融合。 
青島について何も知らぬ著者が青島転任の辞令が下された大正 8 年、信濃毎日新聞に
「世界一だよ青島の町」との記事あり。青島の街は綺麗で立派で、商業も現在急速に発展
中。青島に来て自己の運命を開拓せよとの内容。 
大正 8年 3月 13日東京発、同日神戸へ。翌日台北丸に乗船予定だったが、事故で欠航。
3月 19日午後 4時出港。23日午前 11時頃、青島に接近。著者の目に映った青島は一幅の
油絵のようであった。 
船が膠州湾の埠頭に入る。埠頭の設備の立派さ・苦力の多さ・喧しさに驚く。迎えに
来た民政署の車に乗って大村町 16番地の宿舎へ。自動車に乗るのは生まれて初めて。→口
調は偉そうだが、こうした点に可愛げがある。 
翌日、関係各所へ挨拶廻り。海水浴場やサクラ公園、並木や森林などの美しさに感心。
一方、支那町の汚くて見苦しいこと、静岡町・佐賀町の西洋式で美しいことにも言及。 
民政署の建物はドイツ時代は裁判所。見かけは汚いが、頑丈で実用的。著者の席は裁
判長が座った所と思われ、大学ではドイツ方を学んだ著者はちょっとウキウキ。 
執務は多忙。4月に軍司令官官邸で観桜会が開催され、青島市民が招待された。日本人・
西洋人・支那人皆そろう。様々なイベントあり。招魂祭や官民合同大運動会なども。 
 5月から 7月が青島の一年のうちで最も良い時季。アカシアや藤の花が綺麗。 
 6月 14日、管内視察のために初出張。青島民政署の管轄は青島一帯を除いて、膠州湾
沿岸、対岸の海面半島、湾内の島々を含む。 
 7月、外は暑いが、木陰や潮風が涼しくてよい。海水浴場は外国人客が多く、イルミネ
ーションや映画、花火、納涼船なども。 
 9月、大村町の宿舎を出て、久留米町 9番地の家屋へ引越し。二階建てで青島桟橋など
が見渡せ、位置もよく景色も良い。 
引越ししてすぐ二回目の出張へ。山東鉄道沿線の視察。9月 4日出発、21日に戻る。 
姉重態、10月末一時帰国。11月末青島へ戻る。既に寒い。12月、ますます寒い。雪は
降るが大したことはない。 
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正月を向かえ、「殖民地の新年」に深い感慨を覚える。2月には旧正月。支那人の風俗
に触れるが、爆竹のうるささに辟易。 
 4月、青島実業協会運動部が泰山旅行団を組織。参加する。泰山登山のみならず、曲阜
まで足を伸ばし、済南も廻って帰る。 
 4月末、姉又も重態。5月初旬一時帰国。姉又もや無事。5月 26日に青島へ戻る。 
青島の良い点は、１．気候が良いこと。２．景色が良いこと。３．市街が明るくて綺
麗でこじんまりとして瀟洒であること。住み心地は良い。「楽天地青島」 
気候に関し、緯度経度、気象の特徴などを述べるが、夏は総じて過ごしやすいと述べ
る。一方冬は寒い。風が強い。しかし、ドイツ統治のお蔭で建物の防寒設備は行き届いて
いて、問題はない。 
青島の降雨量の少なさをデータを挙げて述べる。「日本の内地、殊に雨の多い関東地方
にのみ住んで居て、五日に一度か少くとも一週間に一度は必雨の降るもの位に思って居る
私には唯々ミラクルとのみ観ぜらるるの外はない」。ゆえに青島では傘を持つ者が少ない。
傘の専門店もない。雨天順延ということもなく、イベントが開催できて良い。 
景色の美しさも大陸的。せせこましくなく、のんびりとしている。自然美と人工美の
融合。こうした風景の美しさは、青島の天然自然に加えて、ドイツの努力経営の賜物。支
那の山野という杯に、ドイツ式市街という欧州風の肉を盛ったもの。青島の景観美につい
て、各方面から分析。 
市街計画巧妙、道路立派、上下水道設備周到、植林充実、公園多数。 
ドイツの市街計画＝地形地勢などを調査の上、7つの村落を焼き払い、ゼロから建築を
スタートさせたもの。従来のものに拘束されない方法。始めから理想的な形に。いかにド
イツ人が天然自然を利用し、逆用することの巧みであったことか。支那人移住先と実に対
照的。分析は的確。 
建築物が明るくて綺麗、瀟洒で手頃。住宅は必ずしも立派ではない地味で堅固なもの
が多いが、湿気を防ぐ構造になっているため実用的。青島市街の建築物を三期に分けて分
析・考察。観察力あり。 
表現・話題の重複多し。 
「支那人程衛生思想の欠如して居る国民は世界中にも少いであろう」支那人の家屋を
非衛生的で汚い。手鼻をかむし、痰も所選ばず吐きまくり。ドイツ人はこのような支那に
おいて理想的な市街を建設せんと上下水道を第一に考えた。 
ドイツ時代の水道工事という難事業を解説。詳細で丁寧。上下水道及び植林造林に関
する下りは本書の特徴の一つ。ドイツ人の積極的努力・向上的経営施設。第一、鉛管使用
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の絶対禁止。第二、ガス管使用。第三、ドイツ本国の新式送水管。第四、地下水を汲み置
きする管井。第五、湧き水を集合井戸に集中させるサイホン式設備。第六、厳重な水質検
査。その他、貯水池推量自働表示器や距離標など。→青島が「文明的都市」として間然す
るところがない本質を理解している。 
下水道は東洋一。敷設の始めから長期的展望に沿った計画。下水道の系統的構造・下
水管の勾配関係などを詳述。ドイツ人の技術・努力に舌を巻く。 
青島の美を支える森林。ドイツ 17年間の統治において、特筆すべきものは植林事業で
ある。「独逸経営中の白眉」 
ペンションのおかみさんマリー・ライネマンの話を引き、植林の苦労を語る。植林の
方法・砂防工事・樹種の選定および培養管理（サクラ公園は実はこうした試験のための植
物園）・650種の試験・虫害や野兎や乾燥との闘いなど。ドイツ人が失敗に失敗を重ねた上
で辿り着いた優秀なる造林方法。植林造林の重要性を理解しない無知なる支那人の妨害。
それに対する警察令発布、愛林思想の宣伝。このような苦心経営 10数年、今の青島は禿山
から青山へ、荒涼たる山東半島における密樹鬱蒼たる美しき一市街へ。 
植林の樹種は温帯植物。日本や欧米、豪州、南洋など世界各地から集めたため、種類
豊富。ドイツ物質文明の勝利。←ドイツへの敬服。 
忠の海海水浴場。脱衣小屋は全て異なる色・形。音楽堂・ホテルもある。サクラ公園
のサクラ、東洋一の屠獣場、柳樹台の保養院、九水と北九水など、娯楽施設やレジャー用
地などについて紹介。ドイツ人の着眼の周到さに感服。 
青島暮らしは大変良いが、あくまでも「支那に於いては」。日本内地には青島くらいの
所はざら。海岸の風光美も、日本の海岸で青島に劣る所の方が少ない。 
 8月 14日、電報。岡山県への転任予告。嬉しくてたまらない。青島という土地は、長
くいるべき所ではないと悟っていた。「もうかうなっては魂は既に青島にはない、青島物語
どころの話ではない、私は直に荷造りをせねばならぬ」→本音。勝手ながら笑ってしまう。
9月 13日、一年半住み慣れた青島を後に台北丸に乗船。さらば青島。 
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■6月 14日 
荷物が多いのは困るが、携行の書物がないのはもっと困る。結局「藤村詩集」・「海紅句
集」・「小盞集」・「あかしあ」・七書新註・マキャベリの「デア・フュルスト」を持って行く
ことに。度々俳句を詠む。山東鉄道に乗る。客室の実用性に感心。今回の旅行は視察だが、
「視察」とは何ぞや？物見遊山ではないのか？否。視察には予め関連書物を読み、データ
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を集めてから実地に臨むべし。滄口で下車。日本人が 220～230人住む。料理屋は二軒。芸
妓・酌婦は一人もいない。理髪店もなし。紡績工場見学。4 時、女姑古の憲兵部隊派出所
へ。李花女姑の村で。洗濯娘たちが赤い布切れで髪を結んでいる。青島の西洋人娘も赤い
リボンで髪を結っている。 
■6月 15日 
雨、小止みになってから塩田見学。ふと、藤村の詩を口ずさみ、昔を思い出す。中学二
年で「夏草」を読んでから藤村のとりこ。 
■6月 16日 
工場、会社視察。説明をしてくれた中須君が今日、青島に発ち、その後アメリカへ行く
と聞き、自ら既に 5回任地が換わっているのを思い、感慨にふける。塩田王・万氏に会う。
万氏の邸宅見学。やたら広い。対聯や赤い切り絵に眼を奪われる。万氏の系図を見せられ
る。一族経営らしい。万家を出る。道すがら、ロバに乗った花嫁を目撃。美人なので俳句
に詠もうとするが、うまくいかない。荷物持ちの苦力ともめる。苦力探しの際、支那人に
日本人への不満を向けられたように感じたが、何のことはない、支那人の声が大きかった
だけのこと。張家荘着。村人が自分達を見るために出て来る。塩業会社に泊めてもらう。 
■6月 17日 
村長、早朝からやって来る。塩田見学。廟において、汚い湯飲みで茶を出され、気分が
悪くなるが、無理に一口飲む。茶は不味くない。ロバに乗って塩田を廻る。塩の歴史を振
り返る。 
■6月 18日 
朝から暑い。塩田見学。漁村へ移動。真っ裸の人が多い。小舟に乗って移動。塔埠頭へ。 
■6月 19日 
青島民政署の塔埠頭における税金取立て所を見学。主人は崔氏。見かけは怖いが、愛想
は良い。塔埠頭は昔からの町だが、発展はイマイチ。賭場と私娼が多い。町の私塾を覗く。
丁度、習字の練習中。皆上手。葬列に出くわす。故人の息子らしき少年の号泣を見、可哀
相に思うが、その大袈裟な泣きっぷりを不思議にも思う。廟見学。なかなか綺麗。 
■6月 20日 
牛車で移動。売春婦に出くわす。醜い。膠海関着。事務所で主任と話す。便所の臭さに
辟易。 
■6月 21日 
雨が止んでから出発。ロバの背から村や畑を観察。宿で『たけくらべ』を読む。20年ぶ
り。青春時代を回顧。 
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■6月 22日 
水上憲兵分隊派出所に寄り、上等兵に話を聞く。一般の支那人は支配者がドイツ人だろ
うと、日本人だろうと、どうでもいいらしい。呑気に見える。膠海関の主任大和君の如才
ない接待。来てくれて大変嬉しい、是非ゆっくりしていけと勧められる。大和君の案内で
霊山衙へ。孔子廟・関帝廟を通過。警察署を覗くが、不潔さに辟易。城隍廟見学後、大和
君に勧められて登った丘からの眺望に感心。30分ほど眺める。膠海関の宿に戻ると、風呂
が沸いていて、大和君が泊まっていけと言うので、泊まることにする。蓄音機を聞き、大
学時代を思い出す。本郷菊坂の下宿。勉強中、前の家の蓄音機がうるさ過ぎてとうとう引
っ越す羽目になったこと。 
■6月 23日 
朝から暑い。大和君の案内で古城へ。倭寇に備えた物見台などを見る。小舟で施溝へ。
公学堂見学。女子部、男子部ともに既に放課後。教室に日本製の世界地図が貼ってある。
午後、憲兵分隊派出所へ。馬賊の荒っぽさについての報告を聞く。教会を見かける。膠州
湾沿岸には多い。 
■6月 24日 
朝市をぶらつく。人が多い。濠窪荘の私塾を覗く。誰もいない。黄島へ行く予定だった
が、行き違いで舟に乗れず、一旦青島へ戻ってから黄島へ行くことに決める。慌てて荷造
りをして青島へ戻る。 
■6月 25日 
8 時頃、水上憲兵分隊へ。一時間ほどで黄島着。煉瓦工場見学。丘に登り、黄島を見下
ろす。廟はあるが、公学堂はない。一見の価値なし。青島に戻る。膠州湾沿岸視察も終了。
生まれて初めてのことが多く、物珍しい旅だった。この 12日間は自らの知識の幼稚さ、見
聞の狭さを思い知った。 
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■9月 8日 
8時 10分前乗車。コレラが流行中、予防のために毎日梅干し湯を飲むのが日課であるに
も関わらず、飲み忘れた。しまった。慌てる。汽車の中で仲間と発車を待つ。見送りに来
てくれた人も。8時出発。今回の視察の目的は、支那北方文化の発祥地山東の野・山・人・
城と村を見ること。五千年の歴史を縦からも横からも見てみたい。中学二年、私の山東は
十八史略と和訳水滸伝に始まった。この二十数年来の昔馴染みの実物に遇いに行くのだ。
山東におけるドイツ人の経営も、視察の主要目的。（ここから延々ドイツ賛美が続く）曰く、
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ヘーゲル、カント、ショーペンハウエル、ニーチェ、オイッケン、ゲーテ、シルレル、レ
ッシング、モツァルトは皆ドイツから出ている。哲学・芸術・宗教において、現代どの国
が独逸に比肩し得ようか。そのドイツが五千年の悠久なる歴史と優秀なる文化を有する支
那を活動舞台にしたのだから、その結果やいかに。最も注意したいのは、山東各地におけ
る日本人の活動状態。山東が日本の勢力圏に入って 5年。山東を活躍の場とする日本人た
ちは一体どんな人たちなのか。木曽義仲が倶利伽羅峠で平家を散々に破った火牛の計。元々
は田単の策。その田単が火牛の計を用いた所を汽車が通過。しかし、何もない。ガックリ。
10時、膠州着。下車。雨。警察所や廟を見学。街で日本人兄弟に遇い、話す。高密憲兵分
隊に寄る。列車で高密へ。3時着。駅近くに宿をとる。夜、小学校校長と話す。 
■9月 9日 
9時頃宿を出る。高密を見て回る。小学校見学、生徒数 43名。憲兵分隊や守備隊・県城・
県公署を見学。面倒なので知事には会わないことにする。県立中学校に寄る。丁度、放課
後で生徒たちがぞろぞろ出て来る。揃いも揃って綺麗で気品のある顔。青島で苦力ばかり
を見て来た眼には、まるで別人種のよう。蠺業学校前で既に 10時。10時 41分の汽車には
間に合わないので、予定変更。葛家荘村という日本人部落を訪ねる。日本料理屋や高密神
社を回る。統計によると高密には日本人戸数 116、人口 268 とのこと。汽車に乗り、坊子
へ。既に黄昏。鉄道ホテルに泊まる。 
■9月 10日 
一人で朝食。コレラ除けに梅干し湯を二杯飲む。民政署、神社見学。アカシア林の中の
民政署は、建物が綺麗。旧炭鉱、東と西の現炭鉱見学。現炭鉱では一時期、ストライキを
やられて困った。苦力は併せて 430人ほど。民政署に戻り、車で町を見て回る。小学校、
日本人会などを見学。 
■9月 11日 
6 時 15 分発の汽車に乗り濰県で下車。憲兵分隊派出所。通訳の上等兵が日本人ながら、
服の着こなしや姿勢や顔つきが支那人そっくりで感心。知事に面会。日本語の達者な出目
の支那人。父親が在東京支那公館書記官であった関係で、7 年間日本にいたとのこと。濰
県は様々な勢力があり、統治し難い土地であるという話を聞く。日本人部落を見てから汽
車に乗り、青州へ。日本人会で青州の様子を聞く。通りでは辮髪も纏足もあまり見かけな
い。満州族の多い一帯であるのに、と意外。益都県公署へ。交渉員はほろ酔い状態。夜 8
時に宿に着く。 
■9月 12日 
青島絲廠分行見学。青州は絹糸の産地である。荷物をまとめて停車場へ。9時 25分発の
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汽車で 10時過ぎ金嶺鎮着。鉱山見学。支那の平野は広い。この広い平野のどこかに 2千年
前に栄華を誇った斉の都があったはず。鉄鉱採掘現場見学。100 人の苦力が働いている。
サボっている者もいる。汽車で張店へ。末広旅館に投宿。入浴後、日本人会へ。張店の様
子を尋ねる。 
■9月 13日 
日本人会長が迎えに来て、一緒に妙心寺へ。信徒は日本人のみ。学校附設の天主教教会
堂へ。寺の傍の日語・支那語学校や小学校へ寄り、話を聞く。張店は道路も家屋も日本式。
本所か深川の場末の通りのようだ。花柳界が繁盛しているらしい。12時に張店を出、日本
人会長の見送りで淄川へ。博山ホテルに投宿。宿の女中に、何か読む物が欲しいと頼むと、
跡でおかみさんが持って来てくれた。 
■9月 14日 
昨夜は雨だった。近所の憲兵分隊派出所へ。県城見学。お土産に糸硝子を買う。県公署
は狭い、汚い、古い。知事は出張中。博山小学校と日本人会で話を聞く。日華窯業公司へ。
昼食後、炭坑見学。つっかけ下駄で。夜、宿で日本人会の前会長・現会長と話す。 
■9月 15日 
朝食を取りながら、今後の旅程に頭を悩ます。何故ならば、昨日しこたま買い込んだ糸
硝子が大変重く、旅行の妨げになっているから。博山の沿革詳述。日本人が多く活躍中。
日本人会長と話す。宿で日向ぼっこをしながら新約聖書を読む。日向ぼっこが子供の時分
から大好きである。停車場から次の町の宿屋へ。 
■9月 16日 
淄川炭鉱へ。事務所で話を聞き、工場見学。訳のわからぬ所を昇ったり降りたり。丁寧
に説明してくれるが、機会の音が大き過ぎて聞き取れない。元々子供の頃から自然科学に
興味がない。数学物理は大嫌い。小学校見学。校長に引き止められて、守備隊・馬賊の巣
窟・県城・県公署見学。知事に面会。炭鉱倶楽部に泊まる。風呂から出ると、又もや校長
が現れる。淄川の話を色々と聞く。青島日報の「膠州湾めぐり」の連載を全回読んだと言
われ、すっかり気分が良くなる。 
■9月 17日 
列車の同乗者の日本人に「膠州湾めぐり」を大変面白く読んだと言われ、又もやご機嫌。
張店下車。周村へ。憲兵分隊派出所・日本人会長宅へ。市街地をぶらつき、張店に戻り、
宿へ。 
■9月 18日 
午前中、聖書や漱石を読んで時間をつぶす。汽車で済南へ向かう。多くの村やら川やら
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山やらを通過。済南着。金水旅館に投宿。 
■9月 19日 
済南商埠地へ。帝国総領事館で総領事に面会。民政署で「管内状況報告」の写しを貰う。
済南医院見学。二階のベランダから千仏山を望み、歴史と歴史学に思いを馳せる。小学校、
幼稚園、東文学校見学。東文学校とは支那人に日本語や一般知識を教授する学校。日下公
館を訪ねてから宿へ。 
■9月 20日 
汽車で黄台着。ハンドカーや徒歩で見て廻る。黄河を目にする。生まれて初めてこんな
に大きな川を見る。黄河の鉄橋、さすが支那第一の鉄橋である。夜は山鉄済南公所で話を
聞く。 
■9月 21日 
9 時の汽車に乗る。乗り合わせた支那人家族を観察。亭主は恰幅が良く、人品骨柄卑し
からぬ風情。妻も色白でこざっぱり。16，7 歳の娘は大変可愛らしい。知人に見送られ汽
車出発。一日汽車に揺られ、この二週間の視察に思いを馳せる。いかなる収穫があっただ
ろうか。青島着。駅に下りると、空では星が輝いていた。 
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■8月 30日 
月曜だが暑いので、役所は午前のみ。官舎に戻り旅支度。近所の人に見送られ、自動車
に乗る。途中、ノートや鉛筆、氷砂糖、夏蜜柑を購入。以前から嶗山に登りたいと思って
いた。しかし、内地転任の辞令が下り、もう機会はないと思っていたら、ドイツ語通訳の
荘君が誘ってくれた。知人の別荘に泊まれるのだそうだ。喜んで応じる。李村で市が立っ
ているのを見たりしながら、3 時に柳樹台着。苦力に荷物を運ばせ、山道を行く。奇岩怪
石だらけ。柳樹台の頂上で一服。サッポロビールを呑む。北九水を行く。渓谷に沿って道
がある。木々が青々、木曽路にどこか似ている。別荘到着。荷物だけ置いて、更に歩く。
再び宿に帰って夕食。皆で持ち寄ってきたもので食事。大したことはないのに格別美味し
く感じられる。食後、裏庭に出て雑談。 
■8月 31日 
5 時頃起床。朝食後、登山。左に険しい崖を、右に清流を見ながら進む。どんどん標高
は高くなる。時折、清水を口にしながら頂上を目指す。烏帽子岩、ここが頂上である。岩
の下でしばし休憩。ためらいつつ岩にしがみつくように登る。大変恐ろしい。何とか絶頂
へ。海抜 3715尺。心臓の鼓動が激しい。怖くて立っていられない。岩から下りて昼食。1920
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年 8月 31日正午、嶗山の絶頂に立つ！と叫びながら下山。帰り道は行きとは異なるルート
を取る。滝があり、傍まで下りる。三丈ほどの滝。2，3日前の雨のせいで山道は所々水だ
らけ。仕方なく靴も靴下も脱いで歩く。途中、鶏と梨を買って別送へ戻る。疲れて 8時に
は寝る。 
■9月 1日 
7 時半頃起床。朝食がうまい。朝食後、別荘を後にする。柳樹台から王子澗へ。自動車
が待っていてくれた。9 時半に李村の民政署に寄り、農事試験場を見る。青島の官舎に戻
る。12時前である。 
 
	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■4月 3日 
細谷君が迎えに来てくれて、停車場へ。泰山へ向かうのだが、本隊は一日早く向かって
いる。3日神武天皇祭、4日日曜と休暇が二日続いたのを利用して、青島実業協会が泰山旅
行団を組織。中国の名山に登らぬ手はないと加入。ついでに曲阜に寄るつもり。本隊は昨
夜 7時に百何十人かで出発している。そんな大勢と一緒の夜行では寝られまいと思って、
一日ずらした次第。汽車の中では雑談と欠伸と読書。世間話が尽きると居眠り。済南に着
いた時には既に薄暗い。済南実業協会兼日本人倶楽部へ寄る。本隊に合流。夜行に乗り込
み、泰安を目指す汽車の中で眠りに落ちる。 
■4月 4日 
早朝に目が覚める。車窓から泰山が見える。春とは思えない寒さ。しかし晴れのようで
安堵。折り詰めで朝食。6 時頃、泰安着。駅前に駕籠がずらりと並んでいたが、徒歩で行
くことにした。二股でどちらに行くべきか迷うが、近道を選ぶ。10歩おき、20歩おきに乞
食がいるのに驚く。道連れの日本人によれば、彼らは皆百姓とのこと。時間があると、乞
食をするのだそうだ。他のことをすれば良いのにと思う。関帝廟を眺める。立派な支那の
家屋が並ぶ。乞食が道の真ん中に出て来た。そして、茶店では酒代を寄越せという雲助と、
払わぬという客の間で揉め事が起きている。徒歩の私にはそんな苦労はない。水のあまり
ない渓谷と絶壁の間を行く。乞食はまだいる。疲れてきた。足もだるい。茶屋で一休み、
頼んでもいないのに次から次へと茶やら栗やら豆やらが出てきて、全ての代金を請求され
た。泰山は摩崖が多い。下らない。秦の始皇帝が雨宿りをしたという伝説のある松。その
下で休憩。松は大きな傘を広げたような枝ぶりである。奇岩怪石が数知れずある。泰山第
一の難所。1800余の石段。疲労は極点に。南天門に登りついてほっとする。登ってきた石
段を振り返り、よくまあ登ってきたものだと我ながら感心。空腹になり、細谷君と握り飯
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を食う。「飢餓は最上の料理人なり」西洋の諺は正しい。一行百何人が記念写真。その後、
東嶽廟見学。その他の廟は素通り。又疲れてきた。玉皇廟見学。高山からの展望。今まで
の登山では必ず雨に降られてきた。初めての展望にしばし感慨にふける。1920年 4月 4日、
風なく雲なき好日、泰山絶頂より大観を恣にする。泰山に登って感じたこと。その一、乞
食が多い。その二、駕籠の多さ。その技術・体力に舌を巻く。その三、全山皆岩石である
こと。その四、摩崖の多さにも多少は感心させられる。石段や廟などの人工設備も行き届
いている。下山。途中、立派な廟に寄る。道士が賽銭の催促をし、賽銭を与えないと棒で
邪魔をするのが迷惑至極。しかし、折角ここまで来たのだから、と賽銭を弾む。下り坂で
足が震え出した。怖い。しかし、帰り道も乞食が多い。歩こうと思っていたのだが、関帝
廟まえ辺りから一輪車に乗る。下りる時に賃金の件で揉める。当初の約束の十倍を請求し
てくる。談判していると、支那人が集まって黒山の人だかりとなる。体裁が悪い。支那語
がわからないので、逃げ出す。秦碑の残欠を見てから宿屋へ。夕食。まずい。給仕の小僧
は鼻たらしで汚い。食欲もなくなる。泰安の停車場へ移動。夜 11時 20分発曲阜行き三等
の切符を購入。列車に乗り込むと社内は満員。すし詰め状態である。隣の支那人に話しか
ける。英語はできるかと訊けば、出来ないと言う。ドイツ語はと尋ねると、出来ないと言
う。怪しい支那語で曲阜は何番目の駅かと尋ねると、四番目だとの答え。駅を三つばかり
過ぎた後、別の支那人に曲阜は何番目かと尋ねると、四番目だと言う。大変心許ない。巡
警が親切に教えてくれたため、無事に曲阜で下車。深夜 1時半近く。停車場近くの宿屋に
泊まる。見かけも調度品の類も立派で綺麗。腹ごしらえをして寝る。 
■4月 5日 
5 時頃、眼が覚める。腹ごしらえを済ませてから、馬車に乗る。馬車の中はかなり窮屈
である。馬車は麦畑の中を進む。見渡す限りの麦畑。なるほど、ここは昔の魯の国である。
世界三聖の一人孔子の生まれ故郷がこんな平凡な所だとは！平々凡々で唖然とするばかり。
しかし、又一方で平凡ゆえに人格円満無凝なのだろう。黒ずんだ森が見えてきた。孔林で
ある。そして曲阜県城。孔林の中は綺麗に掃除されている。亨殿に入る。孔子の墓の前で
記念写真を撮る。孔林を出て、再び馬車に乗る。孔子廟へ。立派な大成殿に感心。日光東
照宮を立派であると思ってきたが、自分の見聞の狭さと島国根性を思い知る。孔子の塑像
を見て意外に思う。勝手に柔和で温厚な面相を想像していたが、意外や意外、堂々たる態
度、近付き難い雰囲気。しかし、14年も天下を周遊していたのだ。この面相が孔子本来の
ものかもしれない。見るべき所はたくさんあったが、諦め、10時 5分に馬車に乗る。汽車
の時間が気になるのだが、御者が賃金をねだって、わざと馬の進行を遅らせる。支那人の
利己主義にあきれ返る。12時に宿に着く。急いで昼食と勘定を済ませ、停車場へ。二等を
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買う。同乗の笹原医官に、紀行文が大好きで、あなたの「膠州湾めぐり」も「済南まで」
も読んで、切り抜いてあると言われ、嬉しくなる。済南で下車。金水旅館に泊まる。 
■4月 6日 
寝ているところへ、ドイツ語通訳の二人がドヤドヤやって来る。出張帰りらしい。仲間
と宿を出て、車で済南の町を見学。斉魯大学医学校を見る。立派な建物である。広智院と
いう博物館を見学。大明湖の遊覧船に乗る。李鴻章の祠を見たかったが、船が思うように
進まないので諦める。12時半、船から上がり昼食。又もや船頭と料金の件で揉める。食後、
千仏山を目指す。乞食が多い。頂上までは登らない。4 時、旅館に戻る。体中が痛い。疲
れが溜まっているようだ。雑談をしながら夕食。 
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 青島の民政署勤務の役人としては実質トップ格であったと思われる著者の青島生活記録。
役所での勤務の様子は不明だが、ドイツ統治を引き継いだ青島の都市としてのありようを
かなり詳細に記録しているため、当時の資料としては相当貴重。また、『新刊青嶋要覧』は
データ収集などの執筆準備期間を考えると、一時期の執筆担当及び責任者は、泉對氏であ
るという推測も可能である。 
度々展開されるドイツ賛美論は、著者がドイツ法を学んだという経歴を受ければ、ある
意味微笑ましく当然でもあるが、贔屓をするに充分な資料・データを挙げている点は実証
的であり、その姿勢は信頼できる。また、本書からは当時の青島が近代都市として、中国
においては破格の存在であったことが見て取れる。特に市街計画の緻密さ、道路や上下水
道などのインフラ整備の周到さ、困難を極めた植林事業などの説明は詳細で、当該箇所は
著者のドイツ人による青島統治事業のあり方への絶賛であるとすら言えるだろう。『新刊青
嶋要覧』に見られるドイツへの高評価も、泉對氏の青島滞在時期を考えると、さもありな
ん、である。 
一方、中国・中国人に対しては、歴史・文化への一定の敬意を払いつつも、衛生観念の
なさや利己主義には腹を立てている様が率直に描かれ、人力車・馬車・船などに乗る度に
車夫や船頭と揉め、話が違うと怒っている様は、中国をある程度知る者には深い共感を与
える。 
著者が前書きにおいて紙幅を割いて主張する漢字排斥論は、青島と関係がないため、些か
唐突で浮いている印象。そのくせ、素人同然の俳句（時々、「俳句」とも呼べないレベルの
単なる五七五になっている）をウキウキと披露する点はご愛嬌か。 
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前田七郎、小島平八編『青島せいとう案内─附山東各地事情』（日華社、1933） 
 
  中野 徹 
 
 戦前の日本人による中国の都市調査の代表として、東亜同文会編『支那省別全誌』があ
る。類書と同様の性格をもつ本書を取り上げた最大の理由は、刊行年度が、本研究の対象
年代と近いことである。当時の物価や飲料水の状況、交通網など、インフラの整備状況な
ど、「近代都市・青島」を知るうえで、欠かせない情報が満載であり、当時の政治経済、
社会事情を窺うための資料集である。たびたび日貨排斥にあいながらも、「日支貿易」の
重要性に言及するくだりなどは、現在の日中関係を想起させるものがある。 
 しかし、本書は日本人による旧植民都市である青島の案内であるため、中国人経営の施
設の情報が少ないのが難点といえる。青島大学に関する情報は、以下のとおりである。 
 
 國立山東大學 元青島大學と稱し大學路元萬年兵營の一部を校舎に充て四年以前の
設備である。一昨年校長排斥に端を発し同盟休校を斷行し一時閉鎖されてゐたが、昭
和七年夏全國的に生徒を募集し山東大學と改稱、再び開校するに至つた。（校長趙畸） 
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栾新建·嘉川等著《文化青（北京：中国社会出版社，2002年 9月） 
 
杉村 安幾子 
 
（一）奥運青島游 
■2001年 7月 13日に北京、オリンピック誘致に成功、開催が決定。ボート競技を青島で行
うことになり、北京とともに青島が世界の注目を集めることになるだろうという
目論みの下、青島の歴史・文化を紹介するために編纂された。 
■青島の地理的位置、拠点を置く企業、居住した近現代著名人士、歴史的建築群、観光地
の紹介 
■年間のイベント・催し物紹介の章における廟会の紹介・解説は詳細で興味深い。 
■青島国際ビール祭りの紹介・解説も丁寧。各国のビール会社も参加。ビールだけでなく、
経済・貿易・ハイテク・文化事業・スポーツなどをも含む総合的イベント。 
■民間芸術：切り絵・農民年画・木版年画・瓢箪細工・餑餑磕子・絨孩・布老虎・青島麦
藁細工・嶗山緑石彫刻・茂腔・柳腔〔劇〕・州秧歌〔劇〕・八角鼓の紹介。解説
はかなり丁寧。 
■手工芸品：草製品・貝細工・嶗山緑石・青島刺繍・青島絨毯・ドローンワーク製品・真
珠・焼き絵 
■海産物：青島の海産物は種類も量も豊富だが、他ではあまり見られないものとして西施
舌（貝）・仙胎魚・蛤・海苔・金鈎海米・干し鱈・カニかまが挙げられる。 
■特産品：嶗山礦泉水・嶗山緑茶・嶗山百合・拳頭菜・州大白菜・大澤山葡萄・山査子・
虎皮鸚鵡 
■飲食文化としては、青島一帯は北方型飲食。トウモロコシ、小麦、サツマイモ、雑穀、
高粱、豆類、キビ等を主食とし、副食は野菜中心。 
■食品：トウモロコシ餅・サツマイモ〔粥やら干し芋やら〕・米飯・粥・餑餑・麺・餃子（沿
海地区の魚餃子）・山菜・小豆腐・粘占・凍み大根・石花菜涼粉 
■伝統的には飲食文化には厳しいルールやマナーあり。 
 
（二）帯著文化眼上路 
一、桟橋 
■聞一多：抒情的散文集《青島印象》。1930年 10月、青島大学教授として赴任、文学院院
長兼中文系主任に。海好きの聞が青島で学生に初めて課した作文のタイトルは〈海〉。33
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年に青島大学を辞し母校清華へ。清華が南遷し西南聯合大学になり昆明へ。46年、国民党
特務に暗殺される。享年 47歳。 
蘇雪林〈匯泉海水浴場〉：青島を訪れた人は皆、海水浴をしたいという欲望を押さえき
れないだろう。 
聞一多〈青島印象〉：春、桜が散ると、花びらの道が敷かれる。夏が来ると青島はまるで天
国のようだ。秋風が吹くと、青島は沈黙を取り戻す。（1932年 6月） 
 
二、中山公園 
■老舎：1934年 9月、済南から青島へ。国立青島大学が国立山東大学へと改名、老舎を招
聘。青島での日々は、老舎の生涯中最も落ち着いていた三年間。《駱駝祥子》や《月牙児》
などは青島滞在期に書かれた。66年 8月、北京の太平湖で自死。 
老舎〈五月的青島〉：青島の春は晩く、桜の花はいつも四月下旬になって満開となる。
海棠や桃、梨、林檎、ツツジなども争うかのように咲き始め、五月に
は至る所で花の香りがする。我々は五月の青島を思いっきり堪能しよ
うではないか！（1935年） 
蘇雪林〈中山公園〉：青島にある公園のうち、最大なのは中山公園である。“櫻花路”は春、
美しい桜でいっぱいになる。 
臧克家〈青島櫻花会〉：青島の春は少し寒い。日曜日、櫻花路へ花見にやって来た。桜
の花が空を覆っている。（1934年 5月） 
 
三、嶗山 
■1930年代、沈従文は楊振声らと何度も嶗山へ。沈従文は嶗山で故郷湘西を思い出し、《辺
城》の着想を得る。33年、北京に戻り《辺城》の執筆を開始。70年代末から 88年の逝去
まで沈従文ブーム。 
臧克家〈青島解放我重来〉：青島と聞くと心の内は親しみとともに複雑な感情が溢れる。
1929年に青島大学補習クラスに入学、翌年から四年間中文系で
聞一多先生に詩を学んだ。前期の詩の創作は全て青島における
ものだ。56年夏、全国総工会の招待で青島へ。青島は、今はも
う中国人民のものだ！（1979年 12月） 
 
四、嶗山游記 
■鄭玄（漢）・李白・鄒善・丘処機（元）・藍田（明）ら多くの文人が嶗山を訪れ、詩文を
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残している。 
藍田〈労山巨峰白雲洞記〉：即墨の東南、百里皆山なり。山の大なるは労山と曰ふ。労
山の群峰、其の最も高きは、巨峰と曰ふ。巨峰の巓、洞有り、
白雲と曰ふ、洞深くして明るく、旁らに水泉有り、引きて以て
漱濯すべし、巨峰に甲たり。 
鄒善〈游労山記〉：…遂に獅子峰に登りて月を観る、月の色海の波に映じ、已に溶溶と
して状ずべからず、而して暮潮復た憾激して峰山声有り。 
孫守信〈嶗山的宗教文化〉：嶗山は秦漢以来、中華道教の発祥地である。歴代の皇帝が
嶗山を訪れたり、道士を派遣したりしている。 
 
五、大学路の大学 
■1930 年、国立青島大学成立。楊振声、初代学長に。楊振声が招聘した教授や講師の多く
は新月派の作家たちであった。聞一多は青島大学で文学史、名著選読、唐詩、英国詩歌な
どの授業を担当。助手は陳夢家。学生には臧克家がいた。梁実秋は青島で『シェイクスピ
ア全集』の翻訳。 
梁実秋〈青島之旅〉：1930 年夏、楊金甫の要請に応じ、青島大学へ。海岸に近い魚山路
四号に家を借りた。美しく食べる物も美味しい青島に父も来たがり、
十二日間泊まりに来た。青島での四年間、私の家庭は幸福だった。 
臧克家〈遥向母校祝賀―慶祝母校建校 55 周年〉：今日は我が母校山東大学 55 周年の
良き日なり。76歳の私は祝いに駆けつけることができないが、心は共
にある。私は山大の第一期卒業生であり、息子は山大で教鞭を執り、
孫娘は山大の学生である。親子三代にわたって山東大学と縁があると
いうわけだ。在校生に告ぐ、生には限りがあるが、知識は限りなし、
なのだ。（1981年 3月） 
 
六、康有為故居と墓地 
■小魚山の東、掃き溜めに鶴のような西洋風建築、それが康有為故居である。康有為は夏
になると青島に避暑に来た。『唐詩三百首』を携えて、よく散歩に出たらしい。1927 年、
康有為 77歳、3月 21日に青島を訪れ、宴席で調子を崩し、31日に死去。遂に歴史の大舞
台から去った。 
 
七、湛山寺縁 
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■青島太平山東麓、緑に囲まれた湛山寺。1937年、民国四大名僧の一人弘一大師が青島へ。
食事は毎食一菜のみ、訪ねて来た学生には会うが、権力者には会わないという生活を送っ
た。寺での講義のタイトルは「律己」。 
 
八、雕欄玉砌応猶在 
■観象山路 49号は王統照の旧居。代表作《山雨》はここで完成した。作中の“T市”は青島
を指す。1926年、王統照は北京から故郷へ戻り、その後青島へ。中学に教職を得た。現代
作家の中では青島滞在期が最も長い。1957年、60歳で病没。 
王統照〈青島素描〉：北京の土埃、旧風俗の残る静かな伝統的社会。アメリカ式摩天楼
の聳える上海、眩いネオンに喧噪。しかし、青島は中国でも独特の面
貌を見せている。街からはドイツと日本と中国の融合を見て取れるだ
ろう。（1934年 3月） 
黄哲淵〈観象山〉：風景の秀麗な青島の美は、海にあり、山にあり、街並みと家屋にあ
る。観象山公園には観象台があり、一日中職員が働いている。（1948年） 
 
九、青島水族館 
■1932 年 5 月、青島水族館が完成、開放された。1930 年秋、当時 60 歳の国民政府中央研
究院院長だった蔡元培が中国海洋研究所を造らせ、青島水族館の建立を決定したのである。
中国初の海洋水族館であった。日本の侵略を経、抗日戦争勝利後の 1946年 7月、水族館は
再建開放。改革開放以来、南極館・淡水魚館・海獣表演館・水生動物観などが増設。2002
年に青島水族館は 70周年を迎えた。（ゆえに 2012年には 80周年） 
 
十、百年育人 
■中編小説《玉君》の作者楊振声は、国立青島大学初代学長。作家としてよりは、教育者
として高名であった。1930 年 9 月、青島大学は第一期新入生を迎え、楊振声は〈打基礎，
重重量，務実際，艱苦創業〉の講話を行なっている。32年、辞職。青島滞在期には、友人
たちと深夜まで酒を呑むなどして楽しく過ごしている。青島を離れた後は北京へ赴き、教
育部で教科書編纂の事業に携わっている。56年に 66歳にて逝去。 
梁実秋〈青島故人両相憶〉： 
憶適之＝青島大学に講演に呼んだ。講演テーマは〈山東在中国文化里的地位〉。
彼は交際範囲が広く、毎日のように宴会だったが、彼自身はそういう交
際を楽しんでいた訳ではない。断れなかったのだ。 
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憶一多＝一多は民国 19年の夏、上海で楊振声に遇い、青島大学国文系の教師に
ならないかと言われる。一多とともに青島に赴き、天地人の三方面に優
れたこの土地を気に入り、楊振声の要請を受け入れた。一多の関心は新
詩の創作から中国文学研究に移っており、青島大学では寝食を忘れ研究
に勤しんでいた。 
沈従文〈小憶青島〉：1931年に初めて青島大学へ赴き、中文系で講義。33年には北京に
戻り、今年でまるまる 50年になる。青島では福山路 3号の教師宿舎に
住んでいた。青島にいた二年は、私の一生で仕事量が最も旺盛だった
時だ。（1983年） 
 
十一、粉墨春秋 
■1922 年、洪深はアメリカ留学から帰国、演劇に従事。洪深の父親は青島に居を据え、嶗
山南九水に別荘も。30年代中期、映画脚本《劫後桃花》を執筆。自らの体験を投影してい
る。34年、青島大学から招聘され、外文系主任に。福山路 1号に住む。35年、当時青島に
いた文人たち（老舎、洪深、王統照、臧克家ら）が同人誌《避暑録話》を出した。55年 10
月逝去。 
 
十二、蕭蕭落紅 
■観象山一路のごく普通の石造りの家、かつて蕭紅・蕭軍が住んでいた。1934年、23歳の
蕭紅と 27歳の蕭軍が故郷から青島へやって来た。二人は青島で《生死場》《八月的郷村》
を完成させた。二人の生活は苦しかったが、楽しい面もあり。41 年、香港にて 31 歳で亡
くなる。彼女が中国文学史で果たした功績は大きい。 
 
十三、到青島去 
■郁達夫、1934 年夏に家族を連れ青島へ。既に小説家として著名。青島を気に入り、一ヶ
月ほど滞在、知人らと嶗山に遊ぶ。抗戦勃発後、38年シンガポールへ。45年 8月 29日、
日本人憲兵に殺害される。 
郁達夫〈青島巡游〉：青島を女性に譬えれば名家のお嬢さん、人種に譬えれば情熱の内
に身分を隠し持った南欧美人だろう。（1934年 11月） 
 
十四、青島聖弥厄爾大教堂（天主教堂） 
■臧克家 1930 年、国立青島大学合格。国文 95 点で新入生トップの成績ながら、数学は 0
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点であった。試験官であった聞一多は臧克家の答案〈雑感〉に感心し合格させる。当初英
文系であった臧克家は、聞一多のいる中文系へ転科。聖弥厄爾大教堂 1934年 10月に落成、
臧克家に複雑な思いを抱かせる。 
 
十五、雅舎雅趣 
■中国文人の食を語る伝統を継ぐ梁実秋《雅舎談喫》。美食を論じる散文集。1930年に青島
大学に招聘され外文系主任兼図書館館長に。冰心、方令孺らと交流。1987 年 11 月、台北
で 84歳の生涯を閉じる。二千万字もの著訳を残した。 
梁実秋〈憶青島〉：真に名残惜しく離れ難かった土地は青島である。清潔で温和、夏は
涼しく、秋は爽やか、春の百花斉放の様は見切れないほどだ。桜は仇敵
日本の国花だから好きではない。美味なる物も多い。牛肉や海鮮、野菜、
うまいものばかりだ。 
劉白羽〈翡翠城〉：青島へきてそれなりになる。海辺に住んでいるが、私を惹き付ける
のは緑濃き森だ。青島の家屋の紅い屋根は、緑の波の中の紅いバラのよ
うである。青島と海は一体化し、青島の美を示している。青島は霧雨の
中で、一幅の緑の水彩画のようであり、しっとりと霞み、限りない魅力
を放っているのだ。 
 
 	 
 北京オリンピック誘致に成功し、ボート競技が青島で開催されることになり、青島出身
の編者が青島への愛を溢れさせて編集した一冊。〈奥運青島游〉と〈帯著文化眼上路〉の二
部構成。 
第一部の〈奥運青島游〉は現在の大都市青島を紹介。企業から年間イベント、民間芸術、
特産品まで、雑多な情報が混然となっており、些か散漫であるとの印象は拭えないが、伝
統的な民俗風習や民間芸術の紹介が丁寧でわかりやすい。 
本書の大半を占める第二部の〈帯著文化眼上路〉においては、青島滞在経験のある文人
および現代作家の紹介と中国近代史の紹介とが並行してなされ、ごくまとまった形で青島
の近代史を辿ることが可能である。現代作家の散文は、自身が青島に滞在することになっ
たきっかけや青島の景観美を余す所なく伝えてくれ、格好の青島ガイドであると言えよう。
またそれにとどまらず、作家・文人間の交流も描かれているために、青島における文化人
交遊録の感もある。 
とりわけ、国立青島大学とその後身である国立山東大学に集った作家・文人達に関する
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紹介と彼ら自身の散文を通覧すると、1930年代の彼らの青島大学・山東大学における交流
や文化活動の様子が、かなりの程度理解できると思われる。 
青島へ行った身からすると、ドイツを中心とした欧風建築群を青島の美として宣伝して
いない点は、納得する面と意外な面との二面あり。編者の意図は、現代作家の青島におけ
る功績の紹介にあるのかもしれない。 
総じて、北京オリンピックに向けた「文化的青島高級ガイドブック」の一冊であると言
えるが、冒頭で述べたように、編者の愛が感じられ、好感が持てる。 
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周海波《青島文化地図》（青島出版社、2006） 
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 刊行年が2006年であるため、『21世紀中国文化地図』の流れを汲む書籍かと思い、
表紙を見て購入したが、そうではなかった。著者は、《客居青島》（青島出版社、1999）
の“客居”ということばをヒントに、青島に“客居”した文人たちの文章や関連書籍を渉猟
して、地名ごとに関連する人物や施設、店舗などを紹介している。とかく青島は、ドイ
ツや日本の租借地時代のことがクローズアップされるが、民国期の青島を彩ったのは、
他のまちから青島にやって来て去って行った中国の文人たちだったのだ。 
 本書は全 118 頁と薄いながらも、康有為、聞一多、梁実秋、沈従文、蕭紅らの青島
滞在期について簡潔にまとめる。全編を通すと、青島大学を中心に、青島に滞在した文
人たちの足跡が青島の都市の輪郭とともに浮かびあがる。 
 類書と同じく、引用文献の出典の明示がないのが残念である。掌故事典など、他の類
書と参照しながら、また一次資料を探す必要がある。しかし、本書は、1930年代前半
の青島大学を取り巻く状況を知るための、簡便なガイドブックの一冊といえるだろう。 
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浅田進史『ドイツ統治下の青島─経済的自由主義と植民地社会秩序』 
                    （東京大学出版会、2011） 
 
中野 知洋 
 
序章 
 ドイツが膠州湾で植民地支配に着手した19世紀末～20世紀初頭：かつてない速度で世
界経済一体化 
 「最初のグローバリゼーション」 
 ドイツはこの時期に植民地帝国に→経済グローバル化に参入、膠州湾の自由港化 
  そこで二つの課題： 
  ①青島ではドイツ植民地行政がどのような経済政策を構想し実践したのか 
   またその経済政策が地域経済与えた影響 
  ②その経済政策を支えた植民地社会秩序の論理と形成過程 
 
1 グローバルな視点からのドイツ植民地帝国論 
 従来の先行研究ではドイツの資本主義化 
  →余剰資本のはけ口としての植民地という国内事情のみ 
 近年はグローバルな視点「トランスナショナルな歴史」 
  ①植民地の文化実践と社会秩序形成→本研究課題との整合 
  ②グローバリゼーション研究 
2 東アジア経済史からみたドイツ植民地都市・青島 
 ヒト・モノ・カネ・情報の流通網の形成を分析→経済圏の動態を分析 
 青島経済のダイナミズムは植民地行政の経済政策と中国商人層の経済活動との対立・緊
張のなかで生じた 
 植民地行政の経済政策と地域経済の動態の相互作用を分析する 
 
Ⅰ 膠州湾の植民地化 
（1）膠州湾占領以前のドイツ政治指導層による中国植民地構想 
（2）膠州湾占領による植民地化が国家間条約によって正当化される過程 
（3）軍事占領下での膠州湾租借地の基盤形成 
1 ドイツの中国植民地プロジェクト 
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2 外交による膠州湾の植民地化  「租借」概念の案出 
3 占領による膠州湾の植民地化 
 
Ⅱ 青島における経済的自由主義 
統治初期の膠州領総督府の経済政策を分析。とくに膠州領総督府の経済的自由主義の象
徴・自由港制度の導入とそれに対する批判、事実上の廃止に至る過程を明らかに 
 
租借地全体を免税区域とした自由港制度が租借地と中国内地との間に存在していた商品
流通を遅滞させる原因に。膠州湾租借地の自由港制度の導入によって、その境界線に沿
って関税障壁が生まれる皮肉→そもそも租借地経済は，中国内地との密接な流通を保障
することなしには持続的成長を見込むことはできないもの。→植民地という領域を越え
た地域経済の動態に直面し、制度設計のし直しに迫られる。 
1ドイツ植民地経済政策論のなかの青島 
2 膠州湾経済と青島自由港制度 
3 自由港制度への批判 
4 自由港制度の改廃と新たな植民地経済構想の策定 
 
Ⅲ 統治初期の青島における社会秩序 
総督府の経済的自由主義に相応した植民地社会の秩序構成の原理明らかに 
とくに中国系住民の法的位置づけと租借地における社会層別の空間配置を分析 
 
「欧米人」と「中国人」とは法制度上も居住空間も明確に分離→青島在住の中国系住民
の法的地位はドイツ植民地法上の「原住民」でも清国籍民でもないまま。中国系住民が
主権国家国際体制における国籍の枠組みの外に置かれる→それにより膠州領総督府は領
域内で一元的な権力基盤を確保、植民地社会秩序に中国系住民を組み込むことに成功（つ
まり隔離政策）→中国系商人層・中国系労働者のボイコット・ストライキ→植民地社会
秩序の再編を迫られる。 
1ドイツ植民地法における「原住民」 
2 植民地都市社会の形成 
3「華人」と「青島人」 
 
Ⅳ 植民地経済の再調整 
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自由港制度の事実上の改廃により山東経済との一体化を図った膠州領総督府の新たな経
済戦略→山東農産品・畜産品の輸出振興政策と青島経済の流通ネットワークを明らかに 
 
自由港制度撤廃は青島を中国の条約体制に組み込む→山東経済を関税上一体化→青島の
関税制度が他の中国沿岸の開港場と同じ制度に。また青島と中国沿岸の商業ネットワー
クとの結びつきも強まる。→しかし煙台や天津との流通競争に。→そのための方策とし
てインフラ整備、青島経済の輸出入バランスを均衡、青島港経由の輸出を促進。広域的
な商業ネットワークを目指す→産業を多角化する一方ドイツの「優秀な」技術を導入し
て技術者を育成、しかし地域・社会の文壇で賃金水準は低位におさえる。 
1 自由港制度の改廃と輸出経済への転換を目指して 
2 輸出経済指向の介入政策 
3 東アジア流通ネットワークへの参入 
4 技能労働者の育成 
 
Ⅴ 植民地社会秩序の再調整 
ドイツと中国で高まる租借地統治への批判に対抗して現れたドイツ系住民の「自治」論
と総督府の行財政改革、中国商人層のボイコットによって変質させられた植民地社会の
秩序 
 
1905 年末自由港制度廃止→1907-08 ドイツ本国と中国でドイツによる植民地統治が批
判にさらされる（青島の経済成長がドイツ経済に貢献するか）→中国商人層はボイコッ
ト、ドイツ系住民からも植民地「自治」要求→新たな「協同」の模索→典型例が1910-11
のペスト対策→膠州領総督府は青島経済における中国商人層の影響力の増大を考慮、団
体調整の論理で植民地政治秩序に組み込む。異なる利害団体間の要求を調整するコーポ
ラティズムは住民選挙によって選出される代議制とは異なった形の政治要求を反映させ
るシステム（工場労働者・港湾労働者・都市雑業層・女性は排除） 
1 青島統治への批判 
2 植民地自治論と総督府参事会改革 
3 ボイコット運動と社会秩序の再編 
4 試された「協同」-1910・1911年の肺ペスト対策と青島経済 
 
Ⅵ ドイツの対中国経済政策の新展開と青島 
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1910 年前後のドイツ・中国経済関藤のなかでの青島経済の位置を検討→1910年代初頭
に・ドイツ・中国経済関係はそれ以前とは量的にも質的にも異なる段階に→質的な変化：
大豆・落花生等農畜産物の対中国輸入量が重要な地位、またドイツ企業が世界市場で競
争優位に立っていた化学産業・電機産業が中国市場に新たな販路→重要な市場に→有力
な在中国ドイツ商社は中国沿岸に展開した支店網に青島を組み込み、青島港での山東農
畜産物の対欧米輸出およびドイツからの化学染料などの輸出等の流通に関与→1910 年
代初頭青島はドイツの対中国経済政策の重要な拠点に。さらにドイツ経済のグローバル
展開の要因に。→だがそれはドイツ側と中国側の統計を照らし合わせて確認できるもの
で、同時代の観察者からはドイツ経済にとっての青島の経済的な位置は十分に認識され
ていなかった。 
1 ドイツの対中国経済政策の転換 
2 ドイツの対中国経済政策のなかの青島 
 
終章 
ドイツ統治から日本統治へ 
日本の経済圏に取り込まれたわけではない 
経済的自由主義とコーポラティヴな植民地社会秩序 
「商業植民地」経済自由主義の青島は、1929年の世界大恐慌で真価を問われる前に終焉した。 
書評 
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山本一生『青島の近代学校：教員ネットワークの連続と断絶』（皓星社、2012年） 
 
齊藤 大紀 
 
山本一生：1980 年オーストラリア生まれ、2003 年早稲田大学第一文学部卒業、2011 年東
京大学大学院教育学研究科博士課程修了、博士(教育学)、日本学術振興会特別研究員(DC)
を経て、現在同 PD。 
 
序章 
第 1部 現地人教育を中心とする青島の近代学校 
第 1章 ドイツ統治下膠州湾租借地における現地人学校 
第 2章 日本統治時代軍政期膠州湾租借地における現地人学校 
第 3章 日本統治時代民政期における現地人学校 
第 4章 北京政府期膠澳商埠における現地人学校 
 
第 2部 「在外指定学校」としての日本人学校を中心に 
第 5章 日本統治時代膠州湾租借地における現地人学校 
第 6章 青島守備軍から青島居留民団へ 
第 7章 1930年代の青島居留民団と教員人事の関係 
第 8章 私立青島学院商業学校に通った生徒──学籍簿分析を中心に── 
終章 
 
青島の特徴 
1.青島は旧都市を基礎にすることなく現代の都市規格によって建設された都市で、今に至
るまでその流れが続いている。 
2.上海や天津のように複数の列強諸国によって分割支配された「オードブル」式にバラバ
ラに発展した都市と違い、近代青島は単一の統治機構による制御のもとで、都市の発展過
程は相対的に整った構造が現れた。 
3.城壁に囲まれた旧市街を基盤とするのではなく、最初から近代都市として建設され、な
おかつ列強諸国による共同租界が設定されることがなく、単一の統一機構によって統治さ
れた都市である。(『青島地図通鑑』山東地図出版社、2002年による)、本書 p.5 
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本書の青島イメージ 
本書では、「連続／断絶」を軸に、青島という一都市において、膠州領総督府(ドイツ)青
島守備軍(日本) 膠澳商埠督辦公署(北京政府)と連なる多様な統治権力が持ち込んだ教育の
近代化が折り重なっていき、重層化する姿を描いた。すなわち、近代国家の出先機関が持
ち込んだ「近代」は単純に「連続／断絶」のどちらかの極に寄るのではなく、その双方の
極の間で摩擦を生じつつもどう受容するか、一都市が模索する過程を示したのである。い
わば膠州湾という地図上に、統治権力ごとにそれぞれの近代化という色を塗り重ねた結果、
それぞれの色が重なり合って複雑な色彩を帯びることとなったのである。つまり一都市に
複数の「近代」が同時並行的に存在するという重層構造を解明したのである。そのためあ
る特定の歴史の方向性に収斂していくのではなく、各統治権力がもたらしたそれぞれの「近
代」が混じり合いながらも、決して均質にはならずにまだら模様を描いていくのである。
しかしそれぞれの「近代」は全く違う方向性へと形成されていったわけではなく、本書で
見た通り、初等教育から高等教育に至る学校体系を構築する点においては、共通した方向
性であったと言えよう。 
この多様な近代が折り重なる重層構造は、統治権力の交代によってあたかも一色の近代
に塗りつぶされたかのように捉えてきた国民国家論に対して、異なる視座を提供し得たの
ではないだろうか。本書では一連の統治権力がそれぞれ教育の近代化を持ち込み、教員が
連続するという形で近代化が重層化する姿を描いた。この視座は、統治権力の断絶を越え
て制度を支えた人材をどう踏襲したかという点に関心を寄せる国家(ステイト)研究へと開
かれていよう。pp.291-292 
 
青島はドイツ・日本の統治期間がわずか 25年の短期間⇒しかし青島に住む人々の生活に
大きな断絶を生み出した。この断絶はその後の近代青島社会の形成に大きな痕跡を残し、
青島社会の特色を生み出すこととなった。p.6 
 
★この点から言っても、より興味深いのは、第 1部？(ただし印象としては、第 2部のほう
が手際がよいように感じられる？) 
★上海という都市の大きさ？ 大連・ハルピンを視野に入れたら、青島とほぼ同じことが
言えるのではないか。 
 
* ) 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2 
1897年ドイツ艦隊が膠州湾を占領、1898年独清間で膠州湾租借条約、以後 17年間にわた
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ってドイツが統治。行政機関は膠州領総督府 

-221：ドイツによる現地人のための初等教育機関、元来ある私塾を改造 
'&：「文明的科学ヲ研究セシメ以て支那ノ人ヲ収攬セム」「多数ノ日本留学生ヲ青島ニ奪
ハムトシタルガ如シ」(日本の青島守備軍による解釈) 

2 ：日本占領前に 26校を数える 

%：EX.青島蒙養学堂は生徒数 150名、学級数 6、職員数 6名(『大正 10年 9月末調査 
青島公学堂一覧』外務省外交史料館蔵) 

!1：5年 5科目+ドイツ語・ドイツ地理(修身、経学〈1年次 30時間中 9時間、3年
次-は 7時間〉、国文〈1-3年週 30時間中 9時間〉、算術、地理、歴史、格致、ドイツ語、ド
イツ地理)⇒5年は奏定学童章程の初等小学堂(5年制)に合わせる。ただし時間数は経学の時
間を削る 

%0.：蒙養学堂→礼賢書院、淑徳学堂、徳華学堂、青年会学堂、愛道園男子部女子
部(以上 5校はドイツ系)、明徳中学(アメリカ系)→徳華高等学堂(青島)、斉魯大学(済南) 
ex.1 礼賢書院：1900年ドイツ同善教会伝道師 Richard Wilhelm(中国名：衛礼賢)が創設。小
学科 5年中学科 4年。礼賢書院で養成された中国人ドイツ語教員は多く蒙養学堂で採用。 
ex.2徳華高等学堂：1908年設立。予科と高等科。ミッションスクールだが、宗教教育なし
(「学堂の目的は清国青年をして独逸人化せしむるにあらず、反って独逸の事情に通暁せし
むると同時に、祖国の文明、其学問及其国体を尊重するの気風を涵養するにあり」『南満洲
教育会会報』第 3 号、1911 年 3 月)。科目は予科がドイツ語、歴史、地理、数学、動植物
学、理化学、体操、音楽、シナ文学、図画、漢学、清国倫理等、本科が法政科・医科・理
工科・農林科の専門科目のほかにドイツ語、清語(特に法政科はさらにほかに英語・シナ倫
理・漢学・清国歴史地理・体操等) 
 
★使用資料の問題、なぜ青島守備軍の資料? 
 
* 	 ) +"/,#($2 
1914年 12月 1日青島守備軍による軍政開始 
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21：蒙養学堂の名称を変更。満洲における公学堂の名称を引き継ぐ？(初代青島守備軍
司令官神尾光臣は満洲で現地人教育に携わる、満洲での教育経験者を青島に導入する意図) 
 
：主に 2年制の李村特科師範で養成 
 
!1：5 年、日本語、算術、地理、歴史、理科、図画、唱歌、体操、支那国文及教授
法の 10科目 
 
%0.：済南東文学校、私立青島学院 
ex.1 済南東文学校：1916 年創設。支那人子弟ニ日本語並ニ普通知識ヲ授クルヲ以テ元山
東高等師範学校教授豊田神尚ノ独力創設、専修科(高等小学校卒業以上ノ学力ヲ有スル者ヲ
収容シ専ラ日本語、漢文、数学、体操ヲ授クル修業年限二年)、完全科(高等卒業者ヲ収容
シ日本語文ノ外ニ普通科目及商業大意ヲ授ク修業年限三年)、夜学科(速成的ニ日本語文ヲ
授ク修業年限六ヵ月トス)、教科目は日本語・漢文・数学・英語・体操など 
ex.2 私立青島学院：1916年創設。本科(甲種商業学校程度で修業年限 3年)、高等科(専門
学校程度で 1年)、専修科(英語と日本語を教授、1年ないし 2年)、山東鉄道管理部が子弟
教育を委託 
 
★漢字の問題：「齋魯大学」、「渋沢栄一」と「渋澤栄一」など 
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楊振声と五四 楊振声の五四 
 
	  

１．楊振声とは誰か 
資料1-① 
杨振声(1890-1956)小说家。字金甫，又字今甫，山东蓬莱人。
1919 年在北京大学求学时参加新潮社，先后发表《渔家》、《贞女》、
《一个兵的家》等小说。1925年发表中篇小说《玉君》。后赴美国哈
佛大学、哥伦比亚大学学习。回国后历任北京大学、武昌大学、中山
大学、燕京大学、清华大学教授和清华大学文学院院长、教务长等职。
1932 年任青岛大学校长。同时继续从事文学创作。抗日战争爆发后
任长沙临时大学教授、西南联合大学叙永分校主任兼教授等。抗战胜
利后任北京大学教授兼中文系主任。建国后任北京市文联创作部部长。
1952年起任东北人民大学教授。 
(《中国现代文学词典》上海辞书出版社 1990年) 

資料1-② 
楊振聲，字金甫，後改今甫，山東蓬萊人，五四運動時畢業北京大學國文系。著有中篇
小說《玉君》，白話詩亦偶有嘗試。今甫身裁修長，儀表甚偉，友輩常比之於他所最激賞的名
伶武生楊小樓。而其談吐風度則又溫文爾雅，不似山東大漢。在五四時代的文人中他是佼佼
者之一。畢業後不久，得南洋兄弟煙草公司主人資助遊學英美，返國後即在燕大教書。 
（梁實秋〈憶楊今甫〉《看雲集》志文出版社/台灣 1974年） 
 
資料1-③ 
杨振声字金甫，后嫌金字不雅，改为今甫，山东蓬莱人，比我大十岁的样子。五四初期，
写过一篇中篇小说《玉君》，清丽脱俗，惜从此搁笔，不再有所著作。他是北大国文系毕业，
算是蔡孑民先生的学生。青岛大学筹备期间，以蔡先生为筹备主任，实则今甫独任艰巨。蔡
先生曾在大学图书馆侧一小楼上偕眷住过一阵，为消暑之计。国立青岛大学的门口的竖匾，
就是蔡先生的亲笔。胡适之先生看见了这个匾对我们说，他曾问过蔡先生：“凭先生这一笔字，
瘦骨嶙峋，在那时代殿试大卷讲究黑大圆光，先生如何竟能点了翰林？”蔡先生从容笑道：
“也许那几年正时兴黄山谷的字吧。”今甫做了青岛大学校长，得到蔡先生写匾，是很得意的
報告書「近代都市・青島における知識人の交流と文化空間の創成」 
148 
一件事。今甫身材修伟，不愧为山东大汉，而言谈举止蕴藉风流，居恒一袭长衫，手携竹杖，
意态潇然。鉴赏字画，清淡亹亹。但是一杯在手则意气风发，尤嗜拇战，入席之后往往率先
打通关一道，音容并茂，咄咄逼人。赵瓯北有句：“骚坛盟敢操牛耳，拇阵轰如战虎牢。”今
甫差足以当之。 
(梁实秋〈酒中八仙〉《雅舍忆旧》云南人民出版社 2012年) 
 
資料1-④ 
  杨振声是极要描写民间疾苦的；（中略）的文笔，却比《渔家》更加生发起来，但恰与先
前的站友汪敬熙站成对蹠：他“要忠实于主观”，要用人工来制造理想的人物。而且凭自己的
理想还怕不够，又请教过几个朋友，删改了几回，这才完成一本中篇小说《玉君》，（中略）
他先决定了“想把天然艺术化”，唯一的方法是“说假话”，“说假话的才是小说家”。于是依
照了这定律，并且博采众议，将《玉君》创造出来了，然而这是一定的：不过是一个傀儡，
她的降生也就是死亡。我们此后也不再见这位作家的创作。 
（鲁迅〈《中国新文学大系》小说二集序〉《鲁迅全集》第六卷  人民文学出版社 1996年） 
 
２．〈回憶五四〉―五四運動とは何だったのか 
資料 2-① 回忆五四 
一 
    一条东西的长街上站满了男男女女，老老少少，嚷嚷着要看“娶贤良女”。 
    “什么叫娶贤良女？”我正放午学回家，仰面问一个有山羊胡子的人。 
    “等会你就看见了，小孩子急什么！”他那山羊胡子随话掀动。 
    不久，耳边飘来一阵凄凄凉凉的喇叭声。迎面来了全副执事，吹鼓手，引着一承蓝轿，
轿内抬的是一个牌位，牌位上披着一幅青纱。接着又是一乘蓝轿，轿内却坐了个十七、八岁
的少女，惨凄的面容中只见她一双茫然失神的大眼睛，视而不见地呆呆向前望着，头上也披
了一幅青纱。这整个的情景出殡，使那当午的太阳都显得白惨惨的了。 
    跑回家问我的祖母。 
    “贤良女就是贤良女呗。”祖母一点也不感稀奇，不紧不慢地说：“你问娶媳妇，新郎在
哪里？他死了，牌位就是新郎，嫁给牌位，就是贤良女。⋯⋯你张着嘴尽看我做什么？瞧你
那个傻样子!” 
    “也难怪！”她停一回叹口气说，“年轻轻的姑娘，嫁了个牌位！说不定从来没有见面呢。
嗐！她得同那个牌位拜天地，还得入洞房，还得晚上陪着那个牌位⋯⋯坐着⋯⋯” 
    我感到脑后阴风习习了。从此就有一个面容惨淡的少女，深夜里坐在一个牌位旁边，闪
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着一双茫然失神的大眼睛，常常在我心里出现。 
  又一次，黄昏时候我出城，刚走进城门楼，耳边“崩”的一声爆响，吓了我一跳。定神
一看，一个撅着八字小胡，穿水手服的日本人正在打城楼上的鸽子。一枪不中，他又要放第
二枪，那群鸽子已扑楞楞地飞开了。他叽哩呱啦骂些我不懂的话，把枪往肩上一横，大踏步
闯进城去，如入无人之境！我喘了一口粗气走出城来。“哦！那不是一只日本兵船？”它正耀
武扬威地逼临着我们的海岸，象一个无赖骑在你脖子上，他还在你头上得意地呲着牙狞笑！ 
    以上是“五四”以前我在家乡山东蓬莱小学，中学念书时碰到的事。当然，怪事还多得
很，不过这两件我总忘不了。 
（中略） 
三 
    在“五四”时，我们还认识不到帝国主义与封建统治的内在联系性。但我们粗略地从历
史中看出：没有内奸是引不进外寇的。袁世凯想作皇帝，才签了卖国的二十一条，北洋军阀
又都是亲日派，事实教导我们，把内奸与敌国联系起来了。当时的心情，恨内奸更甚于恨敌
国，因为他们是中国人！ 
    日本的二十一条象压在人民心上的一块大石头，总想掀掉它，青年们比谁都难忍受。一
九一九年一月召开巴黎和会，中国提出取消二十一条及从战败国德国收回山东权利，这是中
国人民的呼声也是正义的要求。四月底传来了巴黎和会拒绝我们的要求的消息，在青年心中
烧起了怒火。五月三日晚间在北大第三院大礼堂召开各校代表大会，决定五月四日上午在天
安门开大会。 
    五月四日是个无风的晴天，却总觉得头上是一天风云。各校的队伍向天安门汇成五千多
人的示威洪流，在青年们还是在生平第一次参加这样声势浩荡的群众运动。这洪流首先卷向
东交民巷，向帝国主义者示威。队伍中响起愤怒的口号，飘扬着各种的标语：“中国是中国人
民的中国”！“废除二十一条”，“惩办卖国贼”，“拒绝签定和约”，“收回山东权利” ⋯⋯这口
号，这标语，都象从火山口里喷出的烈火，燃烧着每个青年的心。 
    大队进入东交民巷西口，帝国主义者在我们自己的土地上拒绝我们通过。洪流的怒潮就
转向赵家楼卷进，卷向在二十一条上面签字的卖国贼曹汝霖的住宅。进了巷子，队伍挤了个
水泄不透。 
    从我们的队伍自天安门出发，警察是始终跟在我们周围的。到了赵家楼，一些警察就集
合起来，保护着曹家紧闭的大门。而重要的卖国贼曹汝霖、陆宗舆、章宗祥又恰好都在里面。
群众的怒火是挡不住的，我们终于冲破了警察的包围，打进了大门。失算在于忘记堵住他的
后门，学生们前门进去，曹、陆二贼后门溜掉了。章宗祥逃跑不及，群众打了他个半死。搜
索到下房，有人发现半桶煤油，就起了“烧这些杂种”的念头。 
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    火发后大队就渐渐散去了。留在后面的被他们捕去了三十二人。当时还是无经验，若大
家整队而出，警察是捕不了的。 
四 
（中略） 
    一个星期以后，我们被释放出来。运动在发展着，扩大着，街头上讲演的学生更多，听
讲演的人群也更大了。我们当时，还不知道反帝反封建这个正确口号。可是“外争国权，内
除国贼”的目标，实际上是反帝反封建的，也就表现了全国人民的要求。所以到“六三”运
动时，上海各厂工人罢工，唐山、长辛店、沪宁路的铁路工人罢工，与学生运动汇成了洪流。
上海及其他商埠商人也举行罢市。运动的队伍壮大了，已发展为全国范围的革命运动了。 
(杨振声〈回忆五四〉 原载1954年 5月《人民文学》第五十五期 
孙昌熙·张华编选《杨振声选集》人民文学出版社 1987年) 
 
資料2-② 
  “五四”时代对中国知识分子来说不啻是一个辉煌的梦想，一段不能忘怀的追忆。它意
味着思想的自由，人性的解放，理性的复归，永恒正义的为时已晚却又匆匆而来的来临。如
果“神话”这个概念表达了一种以令人神往的独特形式所展示的未来，并通过一种具体行动
预示着这个未来的实现，那么，“五四”就是这样一种神话。然而，“神话”还有另一面的含
义，即这是一个为后人所建构的历史形象，一旦我们历史地面对“五四”所代表的文化的和
社会的取向，就会发现这其实是一个庞杂的、缺乏内在逻辑的思想洪流：各种思想的流派，
如无政府主义、马克思主义、实验主义、工团主义、社会主义、自由主义、国家主义等等，
各种学术的知识，如经济学、心理学、美
学、社会学、政治学，以及各种自然科学
等等，构成了一个心智上的解放时代。 
（汪晖《现代中国思想的兴起》下卷第二
部 生活·读书·新知三联书店 2004年） 
 
資料2-③ 
1919年 5月 4日下午，北京各校学
生三千多人在天安门前举行集会和游行示
威。他们在宣言中提出“外争主权，内除
国贼”的口号，主张立即召开国民大会。
游行队伍想进入东交民巷向各国使馆表示
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抗议，但受到使馆巡捕的阻拦。他们便转向赵家楼曹汝霖的住宅。曹汝霖是当时北京政府的
交通总长，1915 年任袁世凯的外交次长，是签订二十一条的代表之一。他和章宗祥、陆宗
舆又是段祺瑞对日本借款和签订军事协定的经手人，因而成为最受到舆论指责的三个卖国贼。
学生群众包围和冲进了曹宅，没有找到曹汝霖，却找到了正在曹宅的章宗祥，他刚从日本回
国。学生们在曹宅放了火，并且痛殴了章宗祥。大批军警赶到曹宅，学生三十二人被逮捕。 
    5 月 4 日北京学生的行动在黑夜沉沉的中国发出一声响亮的春雷，立即震动了全国。5
月5日北京学生宣布罢课，成立了中等以上学校的学生联合会，要求解放被捕同学，并进行
爱国宣传。他们的行动得到了全国各地舆论的支持，得到了全国各地学生的声援。 
（中略） 
    通过五四群众运动，中国思想界经历了一次巨大的激荡。坚持资产阶级个人主义观点的
人们在运动的高潮中渐渐地退出了斗争，在斗争中最坚决的，能够领导作用的是开始接受马
克思主义的人们。在五四以前，新文化运动所举起的旗帜是资产阶级的民主主义与个人主义；
经过五四运动，介绍、研究、宣传马克思主义成为不可抗拒的潮流。新文化运动发展为马克
思主义思想运动、《新青年》杂志渐渐转变为宣传马克思主义的阵地就是这种发展的一个标志。
“五四”后全国各地知识青年纷纷成立社团，出版刊物，在仅仅一年间出版的刊物达四百种
之多。这些社团和刊物虽然有各种不同思想倾向，但除了明确地接受马克思主义的以外，也
几乎都不能不议论社会主义，议论俄国的社会主义革命，议论马克思主义。 
（胡绳著《从鸦片战争到五四运动》人民出版社 1981年） 
 
資料2-④ 
北京学界全体宣言（白话文宣言，罗家伦起草） 
  现在日本在万国和会要求并吞青岛，管理山东一切权利，就要成功了!他们的外交大胜利
了!我们的外交大失败了!山东大势一去，就是破坏中国的领土!中国的领土破坏，中国就亡了!
所以我们学界今天排队到各公使馆去要求各国出来维持公理，务望全国工、商各界，一律起
来设法开国民大会，外争主权，内除国贼。中国存亡，就在此一举了!今与全国同胞立两个信
条道： 
中国的土地可以征服而不可以断送! 
中国的人民可以杀戮而不可以低头! 
国亡了!同胞起来呀! 
(原载 1919年 5月 5日《晨报》·《大公报》等 
斎藤道彦著『五・四運動の虚像と実像』中央大学出版部 1992 年より転載) 
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資料2-⑤ 
   五四运动除了反帝反封建两层重要意义外，它还有一个附带的意义，那便是与新文学的
关系。在根本上说，二者都是解放运动；在形式上说，五四运动是思想表现于行动的解放形
式；新文学运动是思想表现于语言的解放形式。新文学运动起于民六，起初还是白话诗与白
话文的提倡，到了民八与五四运动合流，它的内容才切实丰富起来，它的力量才茁壮滋长起
来，因为它得到了反帝反封建的明确目标与全国青年这支生力军。假使没有五四运动，新文
学不会发展得那样快，甚至不容易发展。反过来说，假使五四运动不得到自己的语言，而还
用古文作工具，这运动便抓不住全国的青年与多数的人民。两个运动的合流，才把思想、行
动、语言都打成一片了，才能完成它们解放运动初步的使命。 
（杨振声〈“五四”与新文学〉 原载1949年 5月4日《人民日报》 
孙昌熙·张华编选《杨振声选集》人民文学出版社 1987年) 
 
資料2-⑥ 
  大家都知道“五四”是旧民主主义走向新民主主义的初步，也是旧文化转向新文化的开
端。在政治上，为了当时未能清楚地规定中国是半封建、半殖民地的国家，因为也未能鲜明
地提出反帝反封建的口号。但当时所谓“外抗强权，内除国贼”的旗帜，使它在本质上成为
反帝反封建的启蒙运动。而在文化上，它却是一古脑地反对中国旧文化，而又无盲目地崇拜
西洋新文化。换句话说，便是无批判地反对中国文化，而又无批判地接受西洋文化。在表面
上看，政治与文化的趋向似不一致；但在内容上看，二者也有联系。外抗强权，而又欲学其
致强的原因，故一切吸收；内伤贫弱，而又欲消灭其贫弱的来源，故一切打倒。虽矫枉过正，
势有必然；但到底是过正了。 
（中略） 
在五四后，大家一直在嚷：“我们为什么没有伟大的作品?”为什么？就因为盲目地崇拜
伟大与刻版地摹仿伟大，都不是伟大，也不可能创造伟大。既不是土生土长的，就不是老百
姓所喜闻乐见的，这个基础的缥渺与出路的窄小，就断定了文艺微弱的命运。只有在伟大的
基础上与伟大的出路上去寻求伟大的创作。任何国家中最伟大的莫过于人民。五四以来的文
化启蒙运动，一直摸索到《在延安文艺座谈会上的讲话》，才找到了这个伟大的基础与出路。
老实说，在这以前，连解放区的作品都还作不到伟大，其他地方的出品更不用说了。在这以
后，整个人民的创造力被解放了，这力量正在那里生长，正在那里跳跃，它马上会发光的，
并且已经星点地向外发射了。 
（杨振声〈从文化观点上回首“五四”〉 原载1950年 5月《观察》第六卷第十三期 
孙昌熙·张华编选《杨振声选集》人民文学出版社 1987年) 
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
３．〈貞女〉―“貞女”のインパクト 
資料 3-① 贞女 
    一个晚秋的傍午，天上飞着几片轻淡的薄云，白色的日光射在一条风扫净的长街上。几
家门首站了许多的女人孩子，在那里咕咕哝哝的谈论。风送过一阵很凄楚的喇叭声音。 
    “看，那边不是来了么！”一个人伸着脖子说。 
    迎头几对散乱不整的仪仗，接着一乘蓝呢轿子，轿里供的一座神主。后面又是一乘蓝呢
轿，轿里坐的是一个十八九岁的女孩子，一身缟素衣裳，头上横罩一段青纱，两边垂到肩上。
雪白的脸儿毫无血色，只有唇上一点淡红。木礓礓的坐着，眼珠儿也不动，好象泥塑的女神
一般。 
    “这就是张家的‘贞女’①。”一个女人指着后面那乘轿子，对着一位老太婆说。 
    “听说定亲几个月，男的就死了。她还没看见这个男的甚么样呢！” 
    “唉！这样好模好样年轻轻的女孩子，她的父母怎么舍得教⋯⋯”那个老太婆说着咳嗽
起来了。 
    “妈，这是送殡的么？”一个小孩子仰着脸问他母亲。 
    “瞎说，人家是迎亲的。”他母亲回答他。 
    “心女婿在那里？”那个小孩子又问道。 
    “前面那个轿里的神主不是么？”他母亲不耐烦的回答他。那个小孩子瞪着眼张着嘴又
要说时，他母亲转了头和别人说话去了。他骨朵着小嘴，低下头，咕哝道： 
    “那是个木头牌位。” 
    轿子到了一家大门首，一对长袍短褂的男人，扶出神主，又是一对素衣的女人，扶出新
娘。神主在前，新娘在后，中间一段丈长的青纱系住了神主和她。凄切的细乐吹着，青毡毡
上左面立着神主，右面立着新娘，并肩拜过天地、宗祠，又登堂同拜舅姑。又是神主在前，
新娘在后，中间一段青纱，牵入洞房去了。 
    洞房的迎面放着一张供桌，桌上立着新郎的神主；一盏明灭的灯头，吐出青微微的焰光，
射在神主上面。窗前一架铜床，床上一幅素衾，两个素绣的鸳枕。夜深了，四面都无人声，
新娘阿娇坐在神主旁边的椅子上，呆呆的两眼望着床上。窗外的西风透纱而入，把个灯光吹
的跳了两跳，一溜黑烟上冲，屋里现出一阵黑暗；接着，窗外的竹叶哗喇哗喇一阵响。 
    暮春的一日午后，新娘睡过午觉，顺步走到屋后的一个花园里。迎面的春风夹着花香吹
来，肢体都觉松懈。柳絮遍地滚成球儿在脚下乱转。对对的蝴蝶儿从花间惊起，在面前翩翩
飞过。她随手折了几枝柳条，坐在一块太湖石边，要想编个玩意儿。但是再也想不起来编甚
么好。抬头看见面前的几丛芍药，花已谢了一半，那些未落的花瓣儿在花萼上翩翩舞动，也
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大有不禁风吹之势。两个麻雀儿在成堆的落花上偎了个窝，映着将落的晚日，伸着翅膀，竖
起颈上的毛，对着嘴儿咕咕相唤。扑咚的一声，一对松鼠从树枝上掉了下来。两个麻雀吓的
拍拉一声，扇起几片落花，便飞去了。一对松鼠也唧唧的叫着跑了。她定了定神，才晓得自
己手中的柳条折断了一地。站起来整整衣服，懒洋洋的走回房中。觉着脸上一阵发烧，站在
镜子前照一照，脸上一块红，一块白，两颊上红晕的如花红一般。退几步一身坐在椅子上，
对着那座神主呆呆的看。 
    晨起，日光满窗了,还不见她出来。丫头几次送脸水，总是关注门，里边也没有动静。丫
头疑了，从窗外往里偷着一看，吓的舌头缩成一块说不出话来，一直跑到李太太房中，半晌
才说道：“小奶奶吊死了！”                                       ①女子未嫁而夫死，
至其夫家守节者，俗谓之贞女。 
(原载1920年《新潮》第二卷第五号  孙昌熙·张华编选《杨振声选集》人民文学出版社 1987年) 
 
資料3-② 
  史氏，杞縣人。字孔弘業，未嫁而夫卒。欲往殉之，母不許。女七日不食，母持茗逼之飲，
雙蛾適墮杯中死，女指示曰：「物意尚孚我心，母獨不諒人邪！」母知不可奪，翌日製素衣縞
裳，送之孔氏。及暮，辭舅姑，整衣自經死。白氣縷縷騰屋上，達旦始消。 
(《明史》第二十五冊列傳第一百八十九列女一  張廷玉等撰  中華書局 1974年) 
 
資料3-③ 
  李氏，壽昌人。年十三，受翁應兆聘。應兆暴卒，女盡取備嫁衣飾焚之，以身赴火，為父
母救止。乃赴翁家，哀告舅姑乞立嗣，復乞一小樓，設夫位，坐臥於旁，奠食相對，非姑不
接面。舅亡，家落，忍饑紡績以養姑。未幾，姑亦亡，鄰火大起，夜半達旦，延百餘家。鄰
婦趨上樓，勸之避，婦曰：「此正我受命時也。」抱夫木柱待焚。須臾四面皆燼，小樓獨存。 
(《明史》第二十五冊列傳第一百八十九列女二  張廷玉等撰  中華書局 1974年) 
 
資料 3-④ 
濰上女子，不知其氏，雍正間，濰田家女也。未行而夫死，其母往弔，女請從，母止之
不可。衣紅而襲以素，濰俗婦弔喪不至殯，女陽為如廁，因問得殯室，潛入，去襲，縊柩側。 
（《清史稿》第四十六冊列傳二百九十六列女二 趙爾巽等撰 中華書局 1977年）
 
資料3-⑤ 
烈女張氏名秀徐州北郭名賢里人父全功母某氏烈女性敏慧寡笑言事父母敬謹先意承志有
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古孝女風稍長工縫績精烹飪佐其母操作閨中未嘗告勞年十五許字同里胡欽欽父方教之服賈無
暇及昏甫議昏而欽以暴疾卒訃至烈女慟哭仆地誓以死殉勺水溢米不入口取其奩具悉焚棄之母
謂之曰汝在室尚未得為胡家婦何遽至此女曰兒聞女子從一而終無改節易行之理此身業已許胡
郎生死以之矣敢二三其德乎且所天既失兒將何依唯有一死相從地下無他計也父母膝前有吾兄
吾弟及吾姊在足慰晨夕何須戀戀一女子兒志已決父母憐兒幸從兒志罔極深恩當圖報再世耳勸
之益力其念益堅拊膺長號不眠不食者三日夜值防護者疲＝假寢烈女乘其隙遂投繯以死及斂面
色不改時康熙三十二年五月二十五日則其夫亡之第三日也烈女年二十有一 
(《碑傳集》卷一百五十四列女六 錢儀吉編 文海出版社 中華民國62年) 
 
資料3-⑥ 
当周先生翻译这篇文字的时候，北京一家很有价值的报纸登出一篇恰相反的文章。这篇
文章是海宁朱尔迈的《会葬唐烈妇记》。（七月二十三·二十四日北京《中华新报》。）上半篇
写唐烈妇之死如下：  
唐烈妇之死，所阅灰水，钱卤，投河，雉经者五，前后绝食者三；又益之以砒霜，
则其亲试于杀人之方者凡九。自除夕上溯其夫亡之夕，凡九十有八日。夫以九死之惨
毒，又历九十八日之长，非所称百挫于折有进而无退者乎？⋯⋯  
下文又借出一件“俞氏女守节”的事来替唐烈妇作陪衬：  
女年十九，受海盐张氏聘，未于归，夫夭，女即绝食七日；家人劝之力，始进糜
曰，“吾即生，必至张氏，宁服丧三年，然后归报地下。”  
最妙的是朱尔迈的论断：  
嗟乎，俞氏女盖闻烈妇之风而兴起者乎？⋯⋯俞氏女果能死于绝食七日之内岂不
甚幸？乃为家人阻之，俞氏女亦以三年为己任，余正恐三年之间，凡一千八十日有奇，
非如烈妇之九十八日也。且绝食之后，其家人防之者百端，⋯⋯虽有死之志，而无死
之间，可奈何?烈妇倘能阴相之以成其节，风化所关，猗欤盛矣！  
这种议论简直是全无心肝的贞操论。俞氏女还不曾出嫁，不过因为信了那种荒谬的贞操
迷信，想做那“青史上留名的事”，所以绝食寻死，想做烈女。这位朱先生要维持风化，所以
忍心害理的巴望那位烈妇的英灵来帮助俞氏女赶快死了，“岂不甚幸”!这种议论可算得贞操
迷信的极端代表。《儒林外史》里面的王玉辉看他女儿殉夫死了，不但不哀痛，反仰天大笑道：
“死得好!死得好！”(五十二回)王玉辉的女儿殉已嫁之夫，尚在情理之中。王玉辉自己“生
这女儿为伦纪生色”，他看他女儿死了反觉高兴，已不在情理之中了。至于这位朱先生巴望别
人家的女儿替他未婚夫做烈女，说出那种“猗欤盛哉”的全无心肝的话，可不是贞操迷信的
极端代表吗? 
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（中略） 
第三，贞

女烈女

问题 未嫁而夫死的女子，守贞不嫁的，是“贞女”；杀身殉夫的是“烈
女”。我上文说过，夫妇之间若没有恩爱，即没有贞操可说。依此看来，那未嫁的女子，对于
她丈夫有何恩爱？既无恩爱，更有何贞操可守？我说到这里，有个朋友驳我道，“这话别人说
了还可，胡适之可不该说这话。为什么呢？你自己曾做过一首诗，诗里有一段道：  
我不认得他，他不认得我，我却常念他，这是为什么？  
岂不因我们，分定常相亲？由分生情意，所以非路人。  
海外土生子，生不识故里，终有故乡情，其理亦如此。  
依你这诗的理论看来，岂不是已订婚而未嫁娶的男女因为名分已定，也会有一种情意。
既有了情意，自然发生贞操问题。你如今又说未婚嫁的男女没有恩爱，故也没有贞操可说，
可不是自相矛盾吗？”  
我听了这段驳论，几乎开口不得。想了一想，我才回答道：我那首诗所说名分上发生的
情意，自然是有的；若没有那种名分上的情意，中国的旧式婚姻决不能存在。如旧日女子听
人说他未婚夫的事，即面红害羞，即留神注意，可见她对她未婚夫实有这种名分上所发生的
情谊。但这种情谊完全属于理想的。这种理想的情谊往往因实际上的反证，遂完全消灭。如
女子悬想一个可爱的丈夫，及到嫁时，只见一个极下流不堪的男子，她如何能坚持那从前理
想中的情谊呢?我承认名分可以发生一种情谊，我并且希望一切名分都能发生相当的情谊。
但这种理想的情谊，依我看来实在不够发生终身不嫁的贞操，更不够发生杀身殉夫的节烈。
即使我更让一步，承认中国有些女子，例如吴趼人《恨海》里那个浪子的聘妻，深中了圣贤
经传的毒，由名分上真能生出极浓挚的情谊，无论她未婚夫如何淫荡，人格如何堕落，依旧
贞一不变。试问我们在这个文明时代，是否应该赞成提倡这种盲从的贞操？这种盲从的贞操，
只值得一句“其愚不可及也”的评论，却不值得法律的褒扬。法律既许未嫁的女子夫死再嫁，
便不该褒扬处女守贞。至于法律褒扬无辜女子自杀以殉不曾见面的丈夫，那更是男子专制时
代的风俗，不该存在于现今的世界。  
总而言之，我对于中国人的贞操问题，有三层意见。  
第一，这个问题，从前的人都看作“天经地义”，一味盲从，全不研究“贞操”两字究竟
有何意义。我们生在今日，无论提倡何种道德，总该想想那种道德的真意义是什么。墨子说
得好：  
子墨子问于儒者曰，“何故为乐？”日，“乐以为乐也。”子墨子日，“子未我应也。今我
问日，‘何故为室？’曰，‘冬避寒焉，夏避暑焉，室以为男女之别也’，则子告我为室之故矣。
今我问曰，‘何故为乐？’曰‘乐以为乐也。’是犹曰，‘何故为室？’曰，‘室以为室也。’”(公
孟篇)  
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今试问人“贞操是什么?”或“为什么你褒扬贞操?”他一定回答道，“贞操就是贞操。
我因为这是贞操，故褒扬他。”这种“室以为室也”的论理，便是今日道德思想宣告破产的证
据。故我做这篇文字的第一个主意只是要大家知道“贞操”这个问题并不是“天经地义”，是
可以彻底研究，可以反复讨论的。  
第二，我以为贞操是男女相待的一种态度，乃是双方交互的道德，不是偏于女子一方面
的。由这个前提，便生出几条引申的意见：(一)男子对于女子，丈夫对于妻子，也应有贞操
的态度；(二)男子做不贞操的行为，如嫖妓娶妾之类，社会上应该用对待不贞妇女的态度来
对待他；(三)妇女对于无贞操的丈夫，没有守贞操的责任；(四)社会法律既不认嫖妓纳妾为不
道德，便不该褒扬女子的“节烈贞操”。  
第三，我绝对的反对褒扬贞操的法律。我的理由是：  
(一)贞操既是个人男女双方对待的一种态度，诚意的贞操是完全自动的道德，不容有外
部的干涉，不须有法律的提倡。  
(二)若用法律的褒扬为提倡贞操的方法，势必至造成许多沽名钓誉，不诚不实，无意识
的贞操举动。  
(三)在现代社会，许多贞操问题，如寡妇再嫁，处女守贞，等等问题的是非得失，却都
还有讨论余地，法律不当以武断的态度制定褒贬的规条。  
(四)法律既不奖励男子的贞操，又不惩男子的不贞操，便不该单独提倡女子的贞操。  
(五)以近世人道主义的眼光看来，褒扬烈妇烈女杀身殉夫，都是野蛮残忍的法律，这种
法律，在今日没有存在的地位。  
（胡适〈贞操问题〉 本篇最初发表于1918年 7月《新青年》第五卷第一号 
后收入《胡适文存》 转自《胡适文集》第二卷 北京大学出版社 1998年） 
 
４．五四から遠く離れて 
資料 4-① 
  民國二十年九一八事變爆發，掃除了我們的癲狂酒興。翌年平津學生發動南下請願，各
地響應，青島大學學生不甘落後，教授中復有不良分子從中推波助瀾，於是學生罷課，不聽
勸導，佔據火車強行南下。今甫召集校務會議，除兩人作梗外，一致通過開除學生暴動首要
分子數名。學生南京歸來，撕毀佈告，並去包圍校長公館，要求收回成命。今甫太侔仲存自
公館後門潛出，至一旅舍闢室休息，通知一多和我暫避其鋒。學生活動以區黨部為大本營，
囂張霸道，警察無可奈何，教務長張道藩先生無法坐視，親率警察進入黨部逮捕首要分子，
風潮於是擴大。校方最後處置是開除學生三十數人，解散成立不久的教育學院，而今甫亦引
咎自動請辭。今甫是彬彬君子，不善勾心鬥角，對任何人皆無疾言厲色，事變之來如急風暴
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雨，其衷心苦悶可以想見。（中略）今甫處理風潮完畢，八月中即赴北平，這時期有兩封信給
我，（中略）由此可見，今甫表示辭職主要原因是與省方不洽。其實教育廳長何思源先生是他
的北大同學好友，不該有什麼芥蒂。今甫曾很微妙的稱讚何思源，說他善於作官。作官就不
能不堅守官的立場，私人間友誼所能發生的作用自然就有其限度了。今甫屬於名士類型，與
官場中人不可能沆瀣一氣。不久，今甫果然去職，結束了他兩年校長的生活，太侔繼任。 
(梁實秋〈憶楊今甫〉《看雲集》志文出版社/台灣 1974年) 
 
資料4-② 
  今甫在校長任上兩年，相当愉快。校長官邸在學校附近一個山坡上的黄山路，他和教務
長趙太侔住樓上，一人一間臥室，中間是客廳，樓下住的是校醫鄧仲存夫婦和小孩，伙食及
家務均由仲存夫人負責料理。今甫和太侔都是有家室的人，但是他們的妻室從不隨往任所，
今甫一兒一女偶然露面而已。五四時代，好多知識分子都把元配夫人長久的丢在家鄉，自己
很灑脫地独居在外，今甫亦正未能免俗。 
（梁實秋〈憶楊今甫〉《看雲集》志文出版社／台灣 1974年） 
 
資料4-③ 
  在青島大學從文教國文，大約一年多就隨楊振聲（今甫）先生離開青島到北平移居。今甫
到了夏季就搬到頤和園賃屋消暑，和他作伴的是他的一位乾女兒，自稱過的是帝王生活，悠
哉游哉的享受那園中的風光湖色。 
（梁實秋〈憶沈從文〉《看雲集》志文出版社／台灣 1974年） 
 
資料4-④ 
这个戏中的人物，大都在生活中有着他们的原型，或者说影子吧。我说曾皓就有我父亲
的影子，也有别的人的。我曾看到一位教授，他和一个年轻的姑娘有一些感情上的瓜葛；我
看出他是在剥夺别人的感情，这件事曾经使我感触很深。我就是由他的灵魂，引起联想，开
掘了曾皓的卑鄙的灵魂，把他内心深处的卑鄙自私挖出来。这个教授并没有多少故事，也没
有什么惊险热闹的东西。 
（曹禺同田本相谈话记录，1982年 5月 26日。田本相著《曹禺传》东方出版社 2009年） 
 
資料4-⑤ 
    许多在五四时代前进的分子，现在蹩在时代的后面了，象我便是一个。反帝、反封建（那
时只有官僚主义，尚不是后来变本加厉的官僚资本主义）在一般青年中掀起无比的热潮。我
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同许多青年一样，站在潮头上呐喊。我参加过《新潮》杂志社（那时北大前进先生们的杂志
是《新青年》，学生的是《新潮》），在班上挨先生的骂，下过监狱，在家中挨父母的骂。至少，
在旁人看来，不能不算前进了。可是，我一直呆在那儿，时代却是一刻不停地在奔流，于是
我就蹩在后面。 
(中略) 
    五四时代的文艺，为人生而艺术也好，为艺术而艺术也好，都是以“小我”的兴趣为中
心，以中产阶级的生活为内容的。民十六、七的革命文学运动，理论是正确了，可是为了缺
乏实际生活实验，结结实实的作品并不多，直至最近我才看到，戏剧、年画、小说、诗歌，
都以崭新的生命与力量从民间出现了。它为文艺前途开辟出一条平坦的大路，这大路两旁将
生长着无边的美丽的花枝，来自民间又走向民间。 
    我这个闷葫芦总算戳穿了几个洞，但我始终还蹩在时代的后面。 
（杨振声〈我蹩在时代的后面〉 原载1949年 5月4日《进步日报》 
孙昌熙·张华编选《杨振声选集》人民文学出版社 1987年） 
 


その他参考文献 
■萧乾〈我的启蒙老师杨振声〉孙昌熙·张华编选《杨振声选集》人民文学出版社 1987年 
■杨起口述,陈远撰文〈杨振声：湮没无闻许多年〉《新京报》2004年 8月 21日 
(转自 http://blog.sina.com.cn/s/blog_4888322001000as0.html) 
■中国社会科学院近代史研究所编《五四运动回忆录·上》中国社会科学出版社  1979年 
■闵建国《中国现代著名作家的婚恋与创作》 河南人民出版社 2004年 
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青島研究 わたしのばあい 2012年 孫陵研究 
 
中野 知洋 
 
孫陵（1914―1983）略歴 
 1914年5月 
 1926年（13歳） 
 
 1927年（14歳） 
 
 1930年（17歳） 
 
 
 
 1933年（20歳） 
  
 1935年（22歳） 
 
 
 1936年（23歳） 
  
 1937年（24歳） 
 
 1938年（25歳） 
 
  
 
 1939年（26歳） 
  
 1940年（27歳） 
  
 1941年（28歳） 
 1945年（32歳） 
 
 1947年（34歳） 
山東省黄県生まれ。学名鍾。父親は商業に従事。 
父親について青島で商売見習の傍ら、市立図書館で自習。夜は自宅
で創作。 
「虚生一年漂流記」を『青島時報』に連載、“掌故形式”の小品文を
『立報』に発表。 
「父と意見が合わず」、単身哈爾浜へ行き創作を継続。“文史掌故”、
小品文、古典詩詞等を『国際協報』『東三省公法』に発表。 
哈爾浜法政大学卒業。古典詩詞の研鑽 ※1931満州事変、1932年哈
爾浜で結婚 
「梅陵」「虚生」の筆名で毎週2篇発表。『長春大同報』副刊の主
編。東北作家の一人に。 
『文学』『光明』『中流』（上海）、『超然報』（香港）に散文・
小説・報告等を発表。上海文芸界と連携。東北熱血青年抗日長篇小
説『從黄昏到黎明』執筆。 
青島を経て上海へ。青島で蕭軍、上海で巴金・王統照・蕭乾等文芸
界著名人と出会う。 
北雁出版社創設、孟十還訳「五月的夜」、郭沫若「北伐」、王統照
「聴潮夢語」等出版 
上海陥落→香港→広州経由で武漢へ 
郭沫若の招請で軍委政治部第三庁機要秘書。武漢で文芸誌『自由中
国』創刊。→武漢撤退。中華文芸界抗敵協会第五戦区分会設立。短
篇「紅豆的故事」、散文「戦地小品」 
抗日小説『突囲記』。前線出版社設立。『筆部隊』主編、東北抗日
報告文学『辺声』 
創作出版社設立。『自由中国』復刊（沈従文等ここで合流）。中華
文芸界抗敵協会桂林分会成立。『文学報』創刊、中国書店設立。長
篇「大風雪」連載。『紅豆的故事』刊行 
『突囲記』刊行。1942年（29歳）『自由中国』発禁 1944年（31
歳）桂林撤退重慶へ 
中正学校国文教員。1946年（32歳）重慶→南京→上海、『神州日報』
発表資料（第３回研究例会） 
 

		 161
 
 1948年（35歳） 
 
 
 1949年（36歳） 
  
 1951年（38歳） 
 1953年（40歳） 
  
 1954年（41歳） 
 1955年（42歳） 
  
 1956年（43歳） 
  
 1958年（45歳） 
  
 1961年（48歳） 
 1965年（52歳） 
 1967年（54歳） 
  
 1973年（60歳） 
 1974年（61歳） 
 1979年（66歳） 
  
 1980年（67歳） 
  
 1983年6月5日 
主筆兼副刊主編。 
『僑声報』「青年学習」主編、巴金の協力。中華文芸界反共大同盟 
長篇小説『大風雪』上海万葉書局刊。 
雑誌『文芸工作』創刊。11月大陸情勢悪化し台湾へ 
『民族報』「民族副刊」主編。反共文芸を提唱。張道潘等と中国文
芸協会設立。 
雑誌『火炬』創刊。『論反共精神戦線』自費出版。『紅豆』文芸出
版社刊。 
『大風雪』台北抜提書局より再刊。 
高雄県立林園中・鳳山省中教員。短篇集『她是誰』帕米爾書店刊。
「文壇交友録」連載 
『文壇交友録』高雄大業出版刊。「観賞小電影」事件で孤立。 
『大風雪』保安司令部より発禁。 1957年（44歳）発禁解除。『莽
原』（大風雪第二部） 
長篇『覚醒的人』 1959年（46歳）「浮世小品」 1960年（47歳）『文
芸周刊』創刊 
『浮世小品』正中書局刊。1962年（49歳）「生命的自覚」自伝的性格 
『大風雪』自費出版三版、『生命的自覚』自費出版。 
『抗戦前夕的上海文壇』自費出版。1971年（58歳）古典詩集『孫陵
詩集』 
『大風雪』智燕出版社四版。『莽原』『覚醒的人』智燕出版社初版 
短篇『孫陵自選集』『杜甫思想研究』智燕出版社刊。 
「中国現代文学研究叢刊」「中国現代文学創作叢刊」事業促進、後
者に序文。 
『覚醒的人』成文出版社重印。『我熟識的三十年代作家』成文出版
社刊。 
死去。（70歳） 
※周錦「孫陵七十年譜」（『孫陵詩集』1984）をもとに作成。 
①『青島時報』『立報』等に幼少時の作品を探す。（意味なさそう） 
②抗日小説『辺声』『大風雪』『莽原』（大風雪第二部）と自伝小説『生命的自覚』 
③雑誌『自由中国』と『論反共精神戦線』等の抗日・民族主義理論の解明（科研が当たっ
たら） 
④『她是誰』等の恋愛小説？と民族主義
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３. 青島における梁実秋（楊洪勲『文学家与海大園』中国国際広播出版社、2010） 
 
青島時期の梁実秋年譜 
 1930年（29歳） 
 1931年（30歳） 
 
 1932年（31歳） 
 
 
 
 
 
 
 1934年（33歳） 
  
 
楊振声の招聘に応じて国立青島大学外文系主任兼図書館長。 
「新詩的格調及其他」『詩刊』、シェークスピア翻訳計画に胡適が
3/21書信で同意。 
「所謂「文芸政策」者」「文学的厳重性」『新月』、翻訳『西塞羅
文録』 
青島大学、国立山東大学に改称。楊振声辞職。天津『益世報』「文
学週刊」編輯。 
翻訳『織工馬南伝』。評論は『図書評論』に「伊爾文見聞記」「哈
孟雷特」 
（田漢訳）、「莎士比亞書目」（等著）、「拜金藝術」「科學時代
中之文學心理」「失樂園」（傅東華訳）、「關於翻譯失樂園」等。
『新月』に「西線無戰事」（洪深・馬彦祥合訳）、「唯物史論的文
學論」「英國文學史」「歌德與中國小説」等。『益世報』「文学週
刊」に「歌德之認識」（宗白華・周冰若編）等。 
 
胡適の招聘で北京大学外文系研究教授兼外文系教授。 
『約翰孫』（商務印書館）『偏見集』（正中書局）『文芸批評論』
（中華書局） 
※胡百華「梁実秋先生簡譜初稿」（『聯合文学』3-7）をもとに作成。 
青大での開講科目：「欧洲文学史」「莎士比亞」「文芸批評」「戯劇入門」等 
 
①梁実秋のシェイクスピア翻訳と文学論 
 1930年 9月胡適の提唱で『シェイクスピア全集』翻訳計画 
  梁実秋・聞一多・徐志摩・葉公超・陳源の 5名・経費 5万元・5～10年 
  翻訳の文体 梁と陳源は散文体、聞一多・徐志摩は詩体（韻文体）で。 
 
②孫大雨（1905～1999）と翻訳論争 
 梁の清華大の後輩「新月派が青大を仕切っている」 
 1933後期より梁の招きで青大へ→半年で浙江に転出 
 
４. 訳注候補 
・それほど長くないもの 
・青島の特徴がよく出ているもの 
 臧克家の詩『烙印』『罪悪的黒手』？か沈従文『鳳子』は？ 
発表資料（第３回研究例会） 
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沈従文ラビリンス 
─再読「八駿図」のための準備として 
 
中野 徹 
 
◯青島大学（山東大学）について 
 『国立山東大学一覧』（1932） 
 
 サマースクールの開講 
 
◯青島滞在時期の沈従文 
       「沈従文年表簡編」（『沈従文全集』附巻、北岳文芸出版社、2009） 
 
1931年 
1月 胡也頻が国民党官憲に逮捕。胡也頻救出のために奔走するもむなしく、2月 7日
に胡也頻は銃殺される。丁玲とともに湖南へ赴く。そのため、武漢大学のポストを失う。 
5月 徐志摩の勧めで職を求めて北平へ。 
8月 徐志摩の推薦で、青島大学国文系講師 
         中国小説史と高級作文課程 
         妹岳萌が青島へ 
11月 19日 徐志摩、飛行機事故で死去。 
 
1932年 
夏 張兆和、青島へ 
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○「八駿図」のテキスト（民国期） 
 ・「八駿図」（特約中篇、『文学』第 5号第 2巻、1935年 8月） 
 ・短編小説集『八駿図』（文学叢刊第一集、上海文化生活出版社、1935年 12月） 
   『文学』版との異同あり。 
   サマースクールの講師として青島にやってきた八人の教授のうち、 
   語られていない“己”＝“達士先生” 
 ・『従文小説習作選』（上海良友図書印刷公司、1936。のちに上海書店影印本 1990） 
 ・『春燈集』（開明書店、1943年） 
   伏せ字の箇所に、具体的な地名が入れられる。「福山路」「山大」 
 
○「八駿図」の執筆時期 
 「水雲」（1943年） 
  青島滞在時期に執筆した 
   →発表までのタイムラグ 
 
○『沈従文全集』所収の沈従文所有の『八駿図』への書き込み 
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◯沈従文と張兆和をめぐる「ゴシップ」記事 
 →「八駿図」の初出のテキストに見えるゴシップ記事に対する怒りと関連？ 
 
 ・式燁「最近的沈従文」（『老実話』1933.3） 
 ・「記沈従文之新夫人未嫁前之吳淞皇后」（『老実話』1933.10） 
 ・「沈従文的未婚妻」（『撮影画報』1933.9） 
 
◯「八駿図」のタイトルの出典 
〔唐〕柳宗元「觀八駿圖說」（『柳宗元集』第二巻、中華書局、1979） 
  古之書有記周穆王馳八駿升崑崙之墟者，後之好事者為之圖，宋、齊以下傳之。觀其狀
甚怪，咸若騫若翔，若龍鳳麒麟，若螳螂然。其書尤不經，世多有，然不足采。世聞其駿也，
因以異形求之。則其言聖人者，亦類是矣。故傳伏羲曰牛首，女媧曰其形類蛇，孔子如倛頭，
若是者甚。 
  孟子曰：“何以異於人哉？堯舜與人同耳！”今夫馬者，駕而乘之，或一里而汗，或十里
而汗，或千百里而不汗者。視之，毛物尾，四足而蹄，齕草飲水，一也。推是而至於駿，
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亦類也。今夫人，有不足為負販者，有不足為吏者，有不足為士大夫者，有足為者。視之，
圖首横目，食穀而飽肉，絺而清，裘而燠，一也。推是而至於聖，亦類也。然則伏羲氏、女
媧氏、孔子氏，是亦人而已矣。驊騮、白羲、山子之类，若果有之，是亦馬而已矣。又烏得
為牛，為蛇，為倛，為龍、鳳、麒麟、螳螂然也哉？ 
  然而世之慕駿者，不求之馬，而必是圖之似，故終不能有得於駿也。慕聖人者，不求之
人，必若牛、若蛇、若倛頭之問。故終不能有得於聖人也。誠使天下有是圖者，舉而焚之，
則駿馬與与聖人出矣! 
発表資料（第４回研究例会） 
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楊振声作品における“海洋”表象 
 
杉村 安幾子 
 
〈玉君〉（《现代文艺丛书》第一种，1925年2月第一版） 
    穿过菜园子，便是一片沙田远接海岸。过了沙田，我便望见一对人儿在海岸并肩散步。他
们走着渐渐慢下去，又渐渐地那位女子停住了脚，脸转向一边，头渐低下去看地。（中略） 
    离他们不远，有一个六七岁的小女孩子在那里低头躬腰捡石子。此时海岸上只有他们三位，
静悄悄地站在朝日中，背衬着一片海水的清碧，远接天边。(p.18) 
 
    蒙蒙细雨在海面上打起千万个白波，洗淋淋沉重的载客小舟，拢到轮船边。在人声嘈杂中
脚夫挣扎着拉下了我的行李，并我一块儿用小舟渡到海岸上。(p.28) 
 
    晚霞把海面映得鲜红。不远的几个小岛也都倒映在澄滢生光的水面下。霎时红云变了紫色、
淡蓝、深蓝，蓝云镶着浅黄淡红的边框，衬着杏黄的天色。渐渐只见一抹红线，变为几缕青芒，
落日下山了，海上的一层青雾渐合渐浓，把点点小岛都拥抱在黑软的怀里去了。(p.40～41) 
 
    脚下轻飘飘的像踏着棉絮似的，出了园子，走下山坡，一直走到海岸，坐在一块石头上。
天是空的，水是空的，山也是空的，天地一切都是空的，死的，没有情意的。(中略)不久海上
生起乌云，飞上天空，把月遮了，月光从云缝中穿照下来。海上也渐起微波，风吹海浪，打在
海岸石洞中，声调悲壮，震人心脾。(p44～45) 
 
    →玉君の入水自殺未遂 
  我出来坐在椅子上，扪着头胡猜乱想。玉君为甚么竟寻起短见呢？就是要跳海，北海就近
也可以跳，又为甚么夜里跑十几里路，特意的来跳西海呢？(p.46～47) 
 
    我们赶到海岸，上了船，驶开海边，放到中流。此时半规明月已向西斜。海面起一层银雾，
远山近岛，都在迷离隐现中。四围清空，万籁无语，只有荡漾的波纹对月闪烁。在此种境地，
心中往往微动悲哀，悲哀是恋爱的变相。(p.65) 
 
    玉君提议我们一同到岛子上去游玩去，她携了菱君的手，我们三个人一同上了船。此时正
是初秋天气，天高日朗，海水新碧。日光射在海面，光辉闪烁，像似一面放光的镜子。(p.73) 
    我一个人坐在小舟上，左右漂流，不知何处归去。举目四顾，海阔天空，只远远地望到一
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个失群的雁，在天边逐着孤云而飞。(p.88) 
 
〈报复〉（《大公报·文艺副刊》第32期，1934年1月13日） 
    春天的太阳底下，无数的女人孩子在海滩上补网，男人在海上捕鱼。日里满海的白帆，夜
间满海的灯火。海岸上晒网的、腌鱼的、修船的、补帆的，男人、女人、孩子们如开庙会的热
闹。全岛在忙碌中、现出活动与愉快。(p.135) 
 
    一日黄昏，太阳特别红，天气也格外热。风是一丝不流，海面上碧澄澄的一波不起，像青
天万里，并无一缕烟云。满海的白帆在微红的夕阳里，往来像溜冰一般。入夜后渔船上都掌起
灯火，千点万点，与天上的星光上下映照。鱼在海里浪漫起来，打的水面乱响，这是渔家的快
乐。 
    将近二更，西北天忽然起了乌云。渔人知是风头，便快快落帆收网。但鱼多网重，一时不
及收完，那乌云已上到半天。一阵风起，吹灭了渔灯，掩藏了星斗，海上是漆黑。不到几分钟，
海浪如山起谷落，那些渔舟也如沸锅里的豆子一样，在水里乱滚。海上一片的哭声、风声与涛
声。(p.135) 
 
  嵐のシーン → 嵐の海上で敵を助けてしまう。 
 
〈抛锚〉（《文学杂志》创刊号，1937年5月） 
    当夕阳把沙滩镀以黄金之色，拍岸的涛声渐起，空洞而悲壮的晚潮声淹没了她们的笑语，
打动了她们的家室之思，怅然望着海上的舟子，心里在怨他“还不归来”。在她们的怅望中，
海上荡来了一只只的渔船，帆上挂着夕阳的古红，在水面已成亮蓝的夕雾中缓缓而归。(p.156) 
 
    细雨落于海面，万点蜂窝。鱼多浮浅，正是渔市盛时。全岛人都随着鱼的活跃而活跃着。
穆三垂了头，在海岸上走向不知何所，雨点打湿了他的衣服，他也不觉得。(p.159) 
 
    当夜三更时分，海岸上出现了两个黑影，摸手摸脚的爬上小乙的船。用桨一撑，那船便离
开海岸向海心去了。此时雨虽停歇，天还阴着。海上是一片黑与静。几点殷红的渔火，在湿重
的空气里荧然不动。(p.160) 
 
    他们把装何二姑的麻袋装好了穆三，又缠上一块石头。四人扛到一只船上。驶到海心，呐
一声喊，扑通一声，麻袋掷入海中。海水激起一个大波，随后是一圈一圈的浪纹向外开展着，
消散着。终至于浪纹消失，海水若无其事的恢复了它的平静！(p.166) 
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〈荒岛上的故事〉（《世界学生》第2卷第5期，1943年5月） 
    灰色的海面上起了一层夕雾，那小小荒岛上的树木岩石渐渐地混合为一片黑影，又渐渐为
昏雾笼罩，消失在无垠的黑暗中。此时只有海涛拍岸，卷着沙砾澌澌的流动之声。(p.170) 
 
    太阳升起以后，海面上闪耀着千万的金星。武诚为这强烈的光线照醒了。他探身掬取海水
洗脸，看见一群小虾扬扬得意而来。(中略) 
    船正驶到海洋中，那棉花塞住的长隙已沁了水，船渐渐地沉重，武诚早已觉得出来，他只
低头缓缓地摇橹，直至水快到船面，敌人才发觉了。(p.172) 
 
    海上起了一个大漩涡，接着几个敌兵在水面上挣扎，但这是在海洋中，离岸已太远了。海
上继续的起了几个小漩涡，就恢复了它无边的沉静，只有那些绵延的岛屿像似永久的浸在日光
中。(p.173) 
都引自《杨振声选集》孙昌熙·张华编选,人民文学出版社,1987年6月 
 
■彭  松  〈略论“五四”文学中的海洋书写〉 
(《复旦学报》社会科学版，2013 年第 3 期  → 复印报刊资料《中国现代、当代文学研究》
2013年第10期) 
 
    在传统中国,“海”是环绕中土神州、渺茫难征的边缘“他者”，是覆挂在文明中心四围、
浩荡无涯“无知之幕”，是“蓬莱先怪”和“镜花奇缘”幻变的想像之域。 
 
    然而，“海洋”作为一个承载着现代意识、世界想像和生命觉悟的特殊意象大量涌入中国
文学，深刻变构了现代中国人文化想像和世界感知的深层图景,并且持续生发出一种新的生命气
质和文化精神，则应当始于“五四”。 
 
    郭沫若 = 充满力与美的大海、无限生命和自由涌动的大海 
    冰心 = 充满女性温情的爱与美 
    徐志摩、庐隐 = 自由、新生活 
 
    在“五四”文学中，杨振声的滨海渔家小说可谓较早地展现了海边实景，―――― 
    海作为可视的风景，被纳入作者主观理性的视景之中，这似乎是纯客观的自然摹写，但其
实包含着主体努力的意图。 
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海が聞こえる 
─「海に身を投げる」の中国文化－ 
 
高橋 俊 
 
青島は、映画における海のシーンでは、その撮影場所として重要な役割を果たしている。
本稿では、近現代中国における〈海〉はいかなるものだったのかを、映画における海のシ
ーンをもとに検討していく、その前段階の部分である。
「［海は］しかしやはり人間の世界の延長であり、常識で判断し得る世界である。或いは人
間以下の世界である。晦闇無知なあわれむべき野蛮人、それが水辺にむれつどうところ、
それが「海」なのである」1と吉川幸次郎が述べるごとく、古来より中国においては、海は
人々の意識の中心にのぼることはなかった。六朝のころから、仏教の伝来による説話の挿
話から、徐々に具体的なイメージを持ってくるようになったが2、それでも、海に関する物
語はきわめて少ない。 
 その後、明代は「海の帝国」3と称されるほど、海洋交易が盛んであったのだが、それで
も、物語中への海の登場は、やはり少ないままであったといえよう。たとえば、明末の羅
懋登の手になる『三宝太監西洋記』という「海洋小説」もあるにはあるが、そこには「海
の匂い」はほとんど感じられず、『西遊記』のように「敵が出てきて、倒し、前進する」と
いう物語が繰り返されるのみである。 

さて、西洋世界における海はいかなるイメージを持つのか。これについてはもちろんひ
とことでまとめるのはあまりに乱暴であるが、アラン・コルバン『浜辺の研究――海と人
間の系譜学』などからもうかがえるのは、「死」と密接に関わり合っていた、ということ
である。

 『あらし』における海のイメージは、大きく三つの側面をもっている。一つは、プロ
                                                      
1 吉川幸次郎「森と海」（『吉川幸次郎全集』第 19巻）。 
2 高西成介「東海異界小考」（勝山稔編『小説・芸能から見た海域交流』汲古書院、2010
所収）、「中世中国の海の認識をめぐって―六朝志怪小説を中心に」（『中国文史論叢』3、
2007）。 
3 上田信『海と帝国』（講談社、2005）。 
4 藤原書店、1992。 
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スペローが魔術で起こすあらしの破壊的な海。第二は、一幕二場のエアリエルの歌にあ
るような，死者を浄化し自然物に変容させる海。そして，最後は，あらしによって
難波した船や死んだ（と思われていた）人たちを再生させる海である。	 

…「不毛の海」の広大さを自覚することで、ソローは地球上で人間の存在があまりにも
ちっぽけなことを感じ取る。海は人間の理解を拒む閉ざされた空間であるため、ソロー
の観察をしても解明することは不可能なのである。
［中略］
ソローの海に対する恐怖感は、第一章「難破船」（The Shipwreck） でセント・ジョ
ン号の事故に遭遇して、遺体や難破船の残骸を調査した経験が起因していると思われる。
海が死と結びつきの強い場所であることを、ソローは痛感したに違いない。そして、コ
ッド岬の海岸を何度も散策することが、ソローの海のイメージの形成に色濃く影響を与
えているのである。6 
 
これらはもちろんごくごく一部の例ではあるが、西洋世界における海のイメージの一端が
読み取れよう。 
 
 さて、現代中国において、海はどのようなイメージなのか。本研究では、映画をもとに
みていく。 
「浪淘沙」（1936）は、犯人とそれを追う刑事が孤島に流れ着く、という映画である。「孤
島でのサバイバル」は西洋世界の物語のテーマとして多く見られ、ジュール・ヴェルヌ『十
五少年漂流記』（1888）から現代のハリウッド映画まで、数え切れないほどのストーリーが
描かれてきた。そこではもっぱら、孤島における「男たち」の友情や冒険、勇気などが、
テーマとして描かれてきた。 
しかし「浪淘沙」では、そういったマッチョなシーンは、まったく描かれない。海に流
れ着くことはそのまま死へとつながるものであり、友情を表すシーンはあるものの、最後
には仲良く骨になる、と閉じられる。 
中国の海イメージでもう一つ特徴的なのは、その臨場感のなさである。例えば、「海魂」
（1957）。国共内戦時、国民党の艦船が、反旗を翻し、共産党に寝返る、という映画である。
                                                      
5加藤明子「『あらし』における海のイメージ－混沌・浄化・再生－」（『金城学院
大学論集 英米文学編』38、1997）。 
6 木下恭子「『ケープ・コッド』における海のイメージ」（『中京英文学』20、2000）。 
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いうまでもなく海を舞台にした映画であるはずだが、海のシーンは、じつはそれほど多く
ない。その一つが、ヒロインの台湾女性が、アメリカ兵に辱めを受けたことを苦に、海に
身を投げる、というシーンである。 
しかしこのシーン、まったく臨場感がないのである。まるで散歩でもするかのように海
辺を歩く場面のあと、この女性が身投げをしたと知って愕然とする兵士が描かれる。 
 こうした「臨場感のなさ」は、郁達夫の代表作「沈淪」（1921）でも顕著である。以下は、
最後の場面。 
 
彼は歩きながらいつまでも自分を憐れみ悼み、こんな悲しい哀れなことを思っていた。
しばらく歩いてからまたも西方の明星を見ると、涙が夕立のように降り落ちて、あたり
の景色がぼやけて来た。涙をぬぐって、立ち止まり、ホッと一息ついてとぎれとぎれに
いった。 
「祖国よ、祖国！俺の死はお前のせいだぞ！」 
「お前、早く富み、強くなってくれ！」 
「お前にはまだ多くの子女があり、あちらで苦しんでいるのだ！」 
 
そして主人公は海に身を投げた、と解説されているのだが、私は最初、この小説を読んだ
時、それが信じられなかった。なぜ、これで「主人公は自殺した」とわかるのだろう、と。 
 しかしこれは、中国における「海・川に身を投げる」文化的な背景があるのかもしれな
い。今後は、多くの文献から、中国における「海」イメージを探っていきたい。 
 
発表資料（第４回研究例会） 
 報告書「近代都市・青島における知識人の交流と文化空間の創成」173
1960年代台湾と青島イメージ
―青島・重慶研究の諸問題―
 
中野 知洋
 
王平陵（1898―1964）の経歴 

 1898年5月

  
 1920年



  
 
 1924年
 1928年

  
 1930年
 1932年
  
 1937年
 1939年
  
 1942年

 1949年11月
 1952年
 1955年

江蘇省溧陽県生まれ。本名仰嵩、字は平陵。筆名西冷・史痕・秋
濤等。父の王晋は清末の秀才。浙江省立杭州第一師範学校在学中
に李叔同（弘一法師）の知遇を得る。
『時事新報』副刊に小説「雷鋒塔下」、『婦女雑誌』に独幕劇「
回国以後」掲載。
卒業後、瀋陽美術学校、溧陽県立同済中学で教鞭を執る。1922
年、南京美専に着任、震旦大学南京分校でフランス語を学ぶ。こ
の時期から「王平陵」の筆名で南京・上海の各紙に投稿を開始す
る。
『時事新報』「学燈」主編
国立上海曁南大学教授。杭州第一師範学校の同級生で中央日報社
社長・厳慎予の招聘に応じて『中央日報』「大道」「青白」主編
葉楚傖に追随して民族主義文芸運動を先導する（1945年頃まで）。
南京で文芸月刊社を創設、『文芸月刊』主編
中華全国文芸界抗敵協会常務理事（武漢時期～）、『掃蕩報』編
輯（『掃蕩報』は、後に『和平日報』と改名）
桂南戦地記者
中国文化芸術界の領導が葉楚傖から張道藩に交代したのを受け
て、文芸月刊社を閉鎖。
主編を務める「大時代文芸叢書」の刊行を重慶商務印書館に依頼
する。（重慶時期）
台湾に移住。
『中国文芸』主編
タイ・バンコクで『世界日報』総編輯（1年後に帰国）
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 1959年



  
 1964年1月

フィリピン・馬尼拉華僑師範専科学校に着任。『大中華日報』文
芸専欄を編集する。
台湾に戻る。政工幹部学校教授。「中国通史」「名著欣賞」「国
文」等を講ずる傍ら、一年余りの時間を費やして長篇『愛情与自
由』を完成させる。
この間数次に亘って中国文芸協会常務理事に選出される。
『愛情与自由』序文執筆中に脳溢血で死去。（66歳）

※謝冰瑩 1967、葛紹欧 1999 をもとに作成。
                                                                          
                     
	
 

1-1.王平陵の歴史小説
a	 『残酷的愛』台北 正中書局、1960年 11月三版
ア「富豪的下場」明・李闖王（李自成）
イ「田横五百士」斉・王田横
ウ「残酷的愛」秦・始皇帝と孟姜女
エ「聞雞起舞」北胡人・劉曜
オ「博浪沙」韓・張子房
カ「英雄与美人」趙・平原君と趙夫人
キ「楊貴妃之恨」唐・李白
ク「蕭何追韓信」韓信
ケ「草堂老人」唐・長孫無忌
 
 
b	 『愛的牢獄』香港 明徳図書公司、1962年4月
「夕陽荒島」イ
「殉銭者」ア
「愛的牢獄」ウ
「楊貴妃之恨」キ
「黎明前的風雨」エ
「英雄与美人」カ
「刀下余生」ク
「暴君的下場」オ
 →※香港版では「夕陽荒島」と改題

★関連する小説
1	 『帰来』（台北 台湾中華書局、1955年 4月台初版）
「周郎与小喬」 「懺悔」明末清初
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
2	 『游奔自由』（台北 中央文物供応社、1958年 11月）
「謝太傅」秦・謝石・謝玄 「為了愛」ローマ帝国・耶蘇 「夏完淳」清初

3	 『新亭涙』 未見
「三十年写作経過―以此代序―」（『火種』）に「歴史小説」とあり。

4	 『茫茫夜』台北 華国出版社、1953年 4月 「大陸淪陥前夕」の自伝風長篇小説

★戦争小説
『火種』（台北 中央文物供応社、1955年 2月） 『游奔自由』の姉妹編 戦争小説集
→『東方的坦倫堡』（重慶 独立出版社、1938年 10月）など、重慶の戦争小説との比較

cf.王平陵「戦時小説的創製」（『新狂気時代』重慶 商務印書館、1943年 8月）
cf.『戦時文学論』（漢口 上海雑誌公司、1938年 3月漢初版）
cf.史痕〔王平陵〕『偉大的民族戦争』（重慶 勝利出版社、1942年 7月）
cf.王平陵「論文芸的戦闘性」（『中国文芸』第 11期、1953年 1月）

1）「短序」（『残酷的愛』）
歴史是人生的記録，文藝是人生的反映，現實的人生，到反映在文藝家的筆尖時，就
變成歴史了：那麼，作家們把紀錄在歴史上的人生，作為文藝的題材，自然是可以的。
〔……〕「残酷的愛」，是我選用歴史故事寫成的小説集。這些故事，幾乎使人疑心
都是今天發生的。是不是歴史的車輪又在循環呢？

2）「歴史小説的写作―我怎様写「残酷的愛」」（王平陵先生遺著編輯委員会『写
作芸術論―王平陵先生著作集之一―』正中書局、1975年 8月台初版）
  「殘酷的愛」是把中國歷史上幾件大人物所做的驚天動地的大事，寫成的小説集，
在這裏，首先要向讀者説明的，是我寫歴史小説的方法：
  一、人性不變：人類的生活方式，由於時代的車輪永不會停止，也在不斷前進，
不過，前進的速度快慢而已；但基本的人性，仍是不變的。〔……〕
  二、風景不變：大自然的風景，地無論東西南北，時不問過去現在和未來，舉凡
山光月色，秋月和風，隨着氣候的變化，而呈現的各種景物，是不至於有多大差
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別的；所以，我在描寫歴史故事中的自然景象，依然是毫無拘束地放縱想像力，
盡量捕捉適切的字彙，描寫到使自己認為滿意的程度。〔……〕
  三、典型不變：故事中的人物，不外乎六種典型：
  Ａ、孔武有力型：這是慷慨激昂，冒險犯難的英雄、烈士型，挺身而起，拔劍而
鬥的勇夫侠客型。
  Ｂ、聰明型：是樂觀、向上、好動、富於進取型的人物。
  Ｃ、憂鬱型：是多愁善感，懷才不遇的人物。
  Ｄ、頑固性：是故步自封，固執偏見的保守派。
  Ｅ、詭辯型：是那掛羊頭，賣狗肉，説盡好話，做盡壞事的奸雄，以及那些深謀
遠慮，笑裏藏刀的人物。
  Ｆ、慈悲型：這是氣量大，心腸軟，對人寛厚，富於同情心的人物。
  這六種典型，古今人都不會有何區別的；但這些典型人物的表現方式，却受着生
活環境及時代思潮的變化，時時在變，永遠在變。我們可以把歴史的人物按照當時的
生活環境，時代思潮去描寫，力求當時歴史的現實；可是，這六種典型，仍可作為刻
劃古人的標準，是無疑的。
  〔……〕我的寫作方法，都是忠實於歴史故事的自然發展，絕不敢大膽改造歴史
的情節，顛到歴史的年代，變更歴史人物的性別，或隨意捏造一些虛偽故事，添一些
莫名其妙的人物，以求逞快於一時，滿足讀者的好奇心。老實説，我這部小説集，不
過是用我的想像力，合情合理地補足過去一段空白而已！

1-2.田横とは
3）『史記』巻 34田儋伝（『史記列伝』（三）、岩波文庫、1975年 9月）
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1-3.「田横五百士」における〈孤島〉
4）「田横五百士」
  十年前的往事，恍如一夢；然在親歴其境的齊王，再也不會忘記。就是和他逃難來
此的五百士，其中與齊王差不多年齡的，回想以前的歷史，也像活現在眼前一樣。猶記
得韓信帶了兵馬偷襲齊都時，他們星夜追隨齊王，逃到海濱，找來大魚舟，威脅漁民們
在風濤險惡的海上，到處飄泊，才找到孤懸在渤海灣內的一個孤島。他們棄國離�，跑
到孤島，總以為這裡是避難的安樂窩，這裏是不知人間有憂患事的世外桃源，儘管大陸
上的老百姓，被劉､項的兵馬，害得妻離子散，一刻不能安居，但在這遠絕人寰的孤島上，
總可以相安無事了。因此，追隨齊王的五百士，願意在孤島上自耕自織，自成一個與世
無爭的小天地，老死在孤島上了。

5）「田横五百士」
  當大陸的戰爭，打得火熱的時候，他們的生活，固然説不上怎樣舒服，然遠在孤島，
聽不到大陸上的淒涼的殺聲，看不見悲慘的火場，刀光下的血影，作為旁觀者似的心情，
的確輕鬆而自由，沒有什麼憂悶和恐懼。大陸上的消息，雖不靈通，他們在悶得不耐煩，
也會輪流派幾個人假扮漁夫的模樣兒，飄到海那邊的故國，探求到一些半真半假，似是
而非的消息，帶回孤島來。

6）「田横五百士」
  他們驟然聽到這一個慘絕人寰的噩耗，誰都祗會哭，哭，大哭，狂哭。一位與齊王
差不多年齡的長者，接過齊王的遺書，在的哭聲中，高聲唸給他們聽：
  『各位！你們不回到故國，不知道一般老百姓是如何的齊期望你們！老百姓到今天
都沒有死心呵！我浪費了十年的好時光，沒有理頭苦幹，拚命努力，打回大陸去，我實
在對不起老百姓！我無面目再見故國的父老！我不知道你們對不起誰？……』大家不待
他唸完，便截住他的聲音，哭哭啼啼説：『我們對不起齊王！我們無面目見齊王！我們
怎還有勇氣活下去！我們活着是恥辱的，死也不光榮呵！』他們荷…荷…荷地哭着，頓
足浩嘆説：『唉！唉！誰叫我們不努力，唉！唉！我們真是活該！活該！』
  『霍』的一聲，不提防美麗的王妃，已躍身投海，隨着滾滾的浪濤，滾到海那邊的
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故國。
  海上起憤怒的暴風，色的濁浪，從四面八方衝向孤島的岩邊，島上萬木呼嘯，
怪獸，漆的雨雲，像鐵幕似地籠罩一切，這單調淒涼的聲音，象徵宇宙的嘆息，彷彿
哀悼五百個脆弱，胆小，自私，愚蠢的生命，毫無代價地自殺了！在這寂寞的孤島上，
就這樣恥辱地，默默地，無聲無臭地滅亡！

1-4.孤島・海・自由
7）「游奔自由」（『游奔自由』）
強烈的光芒，不住地照射，從看不見的山谷，照到海灘上，照到海面上，昏眩了他們的
眼睛。
他們壯起胆子，面對着自由的跳板大擔島，游，游，拼命游過去，游過去。他們知道海
底是無限的深，深處的水色紫而陰暗，耳朵聽不到什麼，眼睛看不見什麼，似有蛟龍
蛇蠍張開大嘴，等他們下肚，他們振奮臂膀，昂起項背，努力拍水、划水，無異是叩開
可怕的地獄的門；可是，他們是為了尋求失去的自由，即使拿生命與深海搏鬪，僅有『萬
死一生』的機會，也是�得的，無論如何總比獃在真空管似的鐵幕裏，窒息而死好多。

8）「我們狂歡的日子―慶祝蒋総統連任第三届総統就任大典」（『我們狂歡的日子』
台北 改造出版社、1961年月）
呵！敬愛的蔣總統，〔……〕
您是經歷無數次大風暴的舵手！
我們此刻，正在大風暴的海洋上航行，
我們明知道坐在百孔千瘡的破船上。




9）「希望」（『游奔自由』）
  陳大雄在三十八年的春殘，從青島帶了新婚的妻，攀山越嶺，過江渡海，好容易逃
到臺灣之後，一時找不到工作，為了家累，被迫在山子脚礦區做礦工。他一天到晚穿一
套粗布短裝，在煤洞裏掘煤、挑煤、運煤，塗抹着一臉的煤塵，比嘴邊的鬍子、腿上
的汗毛、一對烏的眼珠子還要，幾乎失去本來的面目，如同他之成為一個勤勉的礦
工，完全看不出他在青島曾做過市政府的辦事員是一樣。
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
10）「希望」（『游奔自由』）
  『為甚麼又要打孩子呢？』陳大雄嘰咕了一句，走過去，抱起還在哭鬧的孩子。
  『媽媽打你的，是不是？』他也像媽媽似地撫慰自己的孩子，不過他的媽媽還是默
不作聲，氣鼓鼓地不理會他；她正在回想七年前在青島的生活，多麼舒服，住的是一座
相當 敞的房子，家裏有人使喚，無須自己操勞，青島的電影院，咖啡座，以及夏天
的海濱浴場，也常有他們的蹤跡。在這樣的悶熱天，洗完海浴，在撐着傘蓋的沙灘上，
鬆開浸濕的頭髮，承接柔和的海風，再愉快也沒有了。現在呢？現在比老媽子還要苦，
又忍孩子挨了她的打罵，更不願丈夫變成漆漆的炭礦夫，一陣心疼，低低地苦着説：
『這樣的生活，我實在傲不下去了！』

11）「希望」（『游奔自由』）
  『爸爸！媽媽不喜歡你做張飛。』孩子天真地傳達媽媽的話。
  陳大雄不以為然，存心説服她，糾正她的錯誤：『麗文！今天我們在台灣，吃的是
白米，呼吸的是自由的空氣，你還不滿足嗎？就是房子懷一點，不比鐵幕裡的老百姓露
宿風棲，時時刻刻要耽心清算鬪爭的威脅，好上幾千倍幾萬倍嗎？再説，現在我們工人
的待遇，社會地位，那一樁比公務員差？麗文，你曾經頌揚過無名英雄，而我，目前不
也是其中之一嗎？為甚麼你却不滿意呢？』


26

小説と演劇―（「旋渦」に続く）鼓浪嶼を巡る小説と戯曲―
1	 「游奔自由」（『游奔自由』）（小説）
2	 『夜』（台北 改造出版社、1959年 4月）

cf.王平陵「怎様製作広播劇」（『怎様写作』台北聯合書店、1964年 6月）
cf.王平陵「戯劇与電影的写作芸術」（『写作芸術論―王平陵先生著作集之一―』）
cf.王平陵「怎様写抗戦劇本―為紀念第一届戯劇節能作―」（『抗戦与戯劇』重慶 独
立出版社、1939年 11月）
cf.王平陵「怎様製作広播劇」（『怎様写作』台北聯合書店、1964年 6月）
cf.王平陵「七年来的抗戦文学」（『中国戦時学術』正中書局、1946年 5月滬版）
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
→国立中央図書館編輯『中華民国当代文芸作家名録』（台北 中華叢書編審委員会、
1970年 7月）
王を「劇作家」に分類（32頁）。
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海と学潮 
──沈従文と青島大学の学生運動── 
 
中野 徹 
 
○沈従文「八駿図」 
 初出：『文学』第５巻第２号 1935年 2月 
 →単行本『八駿図』（上海文化生活出版社、1935年 12月）に収録 
 
 青島の暑期学校の講師として招かれた作家・達士先生は同僚の大学教授たちから鬱屈した思
いを感じ取る。かれらはみな老成した学者であるが、抑圧された性心理をもっているのであっ
た。達士先生はかれらの病気を診断する医者と自任し、彼らと対話を重ねてゆくが、やがて自
らの抑圧された性心理に気づき、フィアンセを裏切り青島で出会った女の元に奔るのであった。 
 
   登場人物の甲、乙、丙、丁、戊…は青島大学の同僚がモデル？ 
 
 青島滞在時期に執筆 
 →学生向けに書いた習作      
                     八自存本」（『沈従文全集』第 14巻） 
 
◯青島大学ができるまで 
  青島市史志弁公室編『青島市志・教育志』、新華出版社、1994  
  劉秋増総纂『山東省志・教育志』、山東人民出版社、2003 
  「国立青島大学簡単史」（http://blog.sina.com.cn/s/blog_475e07bc010003bd.html）  
 
★私立青島大学 
  1924年 8月 私立青島大学設立 
  所在地は、俾斯麦兵営跡地（現在の青島海洋大学） 
  高恩洪、宋伝典、孫広欽ら 11人が理事会を組織 
  梁啓超、蔡元培、張伯苓、黄炎培、顧維鈞ら 24名が名誉理事に 
  北平、南京、済南、青島から学生募集 
  工科と商科 各 40名 学制 4年 
  9月 20日授業開始 10月 20日 開学式 
  1926年に鉄路管理科増設 
  1928年 5月停止 
 
★省立山東大学 
  1926年、張宗昌、山東省内の 6つの専門学校 （法政、工業、商業、医学、農業、礦業）を合
発表資料（第４回研究例会） 
報告書「近代都市・青島における知識人の交流と文化空間の創成」183 
併して省立山東大学を設立する。山東省教育庁長王寿彭が校長に 
   所在地は、済南突泉前街 
  1928年、済南事件による混乱のなか停止（1929年？） 
 
★国立山東大学→国立青島大学→国立山東大学 
  1928年泰安の国民党山東省政府、山東省教育庁何思源の提案により、何思源、蔡元培ら 11人
に国立山東大学準備委員会発足させることを決め、省立山東大学の資産が国立山東大学に帰
属することに決める 
  1929年、国立山東大学準備委員会、省政府とともに済南入り。6月省立山東大学を接収 
  国立山東大学から国立青島大学に改名することに決まる。キャンパスは青島に 
   それにともない、国立山東大学準備員会が国立青島大学準備委員会に改名される 
  国立青島大学準備委員会 
   委員：蔡元培、何思源（主任）、楊振声、趙畸、杜光塤、傅斯年、袁家普、彭百川、王近信 
    のちに王調元、于恩波、陳名豫も委員に 
     もと私立青島大学跡地をキャンパスに定め、文、理、農、工の 4つの学院の設立を目指す 
    済南に農事試験場と化学染織機械工廠を敷設することに決める 
   10月、杜光塤に青島での開学にむけての作業を一任 
    準備期間注に予科にあたる文系理系の補習班（一年）を設ける 
  1930年、楊振声が校長となる 
  同年 6月、張道藩が教務長に。杜光塤が教務長の職務を担当する  
   補習班の合格者が国立青島大学の一期生（文科 55人、理科 54人）に 
  同年 9月 21日 正式に開学する 
   南京政府の「大学組織法」「大学規定」にもとづき、四年制、単位制、学位の授与を決める 
  同年 7つの系に拡大 
      文学院 中国文学系、外国文学系、教育学系  聞一多が文学院長 
      理学院 数学系、物理系、化学系、生物学系  黄敬恩が理学院長 
  1931年秋 教育学系が教育学院に拡充 黄敬恩が教育学院長、趙畸が教務長に 
          
  1932年 9月 楊振声、校長を辞職 
   国立青島大学から国立山東大学に改名、趙畸が校長、杜光壎が教務長に 
     教育学院が停止、文学院・理学院が文理学院に改組される 黄際遇が文理学院長に 
     工学院が増設され、土木工程と機械工程のふたつの系が作られる 
  1936年 学生デモが起こり、山東省主席韓復渠が政府の教育補助を打ち切り、校務と人事に 
関与したことにより、趙畸が校長を辞職。 
  1937年 10月下旬に授業停止。 
   →教員・学生は、四川（現重慶市）万県に移動した後、国立山東大学は業務停止 
 
  1946年 1月 国民政府教育部、趙畸を代理校長に、国立山東大学再建を準備 11月開学 
  1947年、海洋学系と海洋研究所の設立が準備される 
  1949年、青島“解放”後、山東大学は人民政府に接収される 
報告書「近代都市・青島における知識人の交流と文化空間の創成」 
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◯青島における学潮（学生運動） 
 「聞一多長孫：祖父経歴三次学潮 灰心離開青島」（『済魯晩報』2010年 5月 20日） 
 
 ①1930年 青島大学設立直後 
   偽の学歴で入学した学生を退学処分に 
 ②1931年 柳条湖事件後 
   学生デモ、列車を止め、南京に請願に 
   青島大学、首謀者を退学処分に（楊振声辞職の原因） 
 ③1932年春 
   	
	  
   学生から聞一多が批判される 青島大学＝新月派 
 
◯沈従文と学生運動 
   
  青島大学での沈従文の担当授業「高級作文」 
 
  沈従文「『幽僻的陳荘』題記」（『水星』第 1巻第 6期 1935年 3月） 
   ある大学（＝青島大学）で小説習作を教えていた 
   27名から 5名に 
   そのうちの 2名は聴講生 王林（外文系）と李鶴雲（＝江青） 
     
    儁聞『幽僻的陳荘』（北平文心書業社、1935年 1月） 
 
     儁聞＝王林  
         青島大学学生自治会 
         中共青島大学党支部書記 
         学生デモのトップ（檄文 青島市档案館） 
 
    儁聞「歳暮」（『現代』第 2巻 2号、1932年 12月） 沈従文の推薦 
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